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大阪府の南東部に位置する河内長野市は、豊かな自然に恵まれ、高野街道に

代表される和歌山や奈良へ向かう街道の要衝 として発展 してきた街です。この

ため、市内には数多 くの文化財が残されています。

この様な河内長野市 も、大阪市内への通勤圏に位置 しているため、住宅都市

として発達してきました。この住宅開発がもたらした文化財や自然に対する影

響は大きなものがあります。特に、地下に眠る埋蔵文化財は、開発と直接的に

結び付 く大きな問題です。

遺跡に託されている河内長野の先人達のメッセージである文化遺産を保護・

保存し、現在の、さらには未来の市民へと伝えていくことは、現代に生きる私

達の責務であります。河内長野市にハいては、重要な課題である開発と文化財

保護との調和のため、開発に先立ち埋蔵文化財の発掘調査 を実施 し、その把握

に努めています。

本書は、発掘調査の成果を収録 しています。皆様が先人達の残 したメッセー

ジの一部でもある文化財に対するご理解を深めて頂 くと共に、文化財の保護・

保存・研究するための資料として活用して頂ければ幸いです。

これらの発掘調査に協力して頂きました関係各位の埋蔵文化財への深いご理

解に、末尾ながら謝意を表すものです。

平成18年 3月

河内長 野市教育

教育長 福 田

〈パ　　オ灯口

員委

弘



夕J

1,本報告書は、平成12年度から平成17年度に行われた三日市町駅前市街地再開発事業に

伴う三日市北遺跡・三日市宿跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.平成12年度から平成16年度にかけての調査は、河内長野市の委託を受けて河内長野市

教育委員会の指導のもと河内長野市遺跡調査会が行った。平成17年度の調査について

は、河内長野市遺跡調査会の解散によって、河内長野市教育委員会が行った。各年度

における調査期間の詳細は 3頁の第 1表による。

3.調査にかかる費用は全額、国土交通省の補助を受けた河内長野市が負担 した。

4.発掘調査は、河内長野市狭育委員会社会教育課参事尾谷雅彦、同文化財保護係太田宏

明、同嘱託職員藤田徹也、 (現富田林市教育委員会)、 福田和浩を担当者 として実施 し

た。各担当者が受けもった調査区については、 3頁の第 1表に示 した。各調査区の位

置については 2頁の第 1図 に示 した。

5,本書の編集作業は、太田が行い、河内長野市立ふれあい考古館嘱託職員中野咲がこれ

を補佐 した。執筆については第 2章第 3節の遺物に関する記載及び第 4章 1節を中野

が、第 3章を辻康男が、これら以外を大田が行った。

6.測量作業は、写測エンジニアリング株式会社、富士測量株式会社、株式会社航空撮影

センター、株式会社アコー ドに委託 して行った。また、自然科学分析は、パリノ・サ

ーヴェイ株式会社に委託 して行った。

7.発掘調査及び内業整理については下記の方々の参加を得た。 (敬称略、順不同)

荒田恵、池田和江、大塚美幸、大西京子、小林和美、喜多順子、斎田菜穂子、平野京

美、杉本祐子、枡本裕子、松尾和代、牟田口京子、渡辺今日子 (現和歌山県教育委員

会)、 田中由利、大西美智子、平松由紀、横田明日香、山田直子、中西和子、小浜加

奈子、廣瀬佑美、田淵智子、細川由起子、安間克巳、湯浅敬子、柳光早矢香

8。 発掘調査及び、整理作業については、下記の方々の指導・協力を得た。記 して感謝す

る。 (敬称略、順不同)

栗田薫、石野博信、上杉彰紀、上田睦、大庭重信、大谷宏治、笠井敏光、河内一浩、

北野耕平、北山峰生、小浜成、酒井龍一、坂田典彦、杉本清美、田中元浩、竹村忠洋、

樽野博幸、辻康男、永井正浩、中村浩、鍋島隆宏、濱田延充、林野全孝、福永信雄、

別所秀高、正岡大実、松岡良憲、森岡秀人、矢野健一、山田隆一、若林邦彦、和田晴吾

9。 本書で報告 した記録類及び出土遺物は、河内長野市教育委員会が保管 している。市民

の方々が地域史を理解 し、文化財保護の精神が向上するように、広 く活用されること

を望む。

10。 本書に掲載 した遺構写真の撮影は、調査担当者が行い、遺物の写真は大阪南部ラボに

委託 して行った。

口



■.調査は、国土座標Ⅵ系の座標軸に依列している。また、本書で用いる北は座標北を示

している。レベル高はT.P.を使用している。

12.本書で使用した土層及び遺物の色調は、F新版標準土色』(2001年版)に基づく。

13.遺構番号については、本書で完結するように弥生～中世と近世で別個に通し番号を附

した。

14.遺物の観察表は、添付したCD―ROM内 に記録している。

例

1.本書の遺構名は下記の略記号を用いた。

SI…竪穴住居 Pい。柱穴 SA… 柵列 SB…・掘立柱建物 SD… 溝 SK… 土坑

SP…遺物出土ピット SU… 方形周溝墓 NR… 自然流路 NV… 落ち込み SN
…桶埋置遺構 SX… 不明遺構

2.遺構実測図の縮尺は、 1/20,1/30・ 1/60。 1/80。 1/100。 1/120。 1/160。 1

/400・ 1/600で ある。

3.遺物実測図の縮尺は、土器展開図が 1/4、 断面・拓影のみのものが 1/3・ 石器 1/

2・ 1/3・ 1/4。 1/8・ 2/3を 基準 としているが、遺物の状況により変えている。

4.縄文土器・弥生土器・土師器・土師質土器・瓦質土器の断面は白抜 き、須恵器 。瓦

器・陶磁器の断面は黒塗 り、木器・漆器の断面は斜線である。

5。 遺物番号 と写真図版の番号は一致する。また、遺物挿図中で土器の遺物番号が斜体字

になっているものは、生駒山西麓産胎上であることを示す。

6.弥生土器の編年については寺沢薫・森岡秀人編1989F弥生土器の様式と編年 近畿編

I』 に従った。石器の分類については栗田薫1995「石器資料」『富田林埋蔵文化財調

査報告』26、 古式上師器の編年については米田敏幸1988「土師器の編年 近畿」F古

墳時代の研究』 6、 須恵器の編年については田辺昭三1988『須恵器大成』・西弘海

1986『土器様式の成立とその背景』にそれぞれ従った。
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図版 5 S15床 面 (南から)、 S15掘 形底面 (南から)

図版 6 S16(西 から)、 S17(東 から)

図版 7 S18(東 から)、 S18炉 (東から)

図版 8 S18床 面検出状況 (東から)、 S18掘 形完掘状況 (東から)

図版 9 S19床 面 (南から)、 S19掘 形底面 (南から)



図版10 S110。 ■検出状況 (北から)、 S110・ ■完掘状況 (北 から)、 S114(東 か

ら)

図版ll 上段 :S112西半部 (南から)、 下段 :S112東半部 (北から)

図版12 S113(南から)、 S115(北から)

図版13 S116(東から)、 S117床面検出状況 (東から)

図版14 S117東半部完掘状況 (東から)、 S117西半部完掘状況 (西から)

図版15 S118(南から)、 S119(上 から)

図版16 S120(東から)、 S121東半部 (北から)

図版17 S121西半部 (北から)、 S122(西から)

図版18 S123(東から)、 S124(北から)

図版19 S126(西から)、 S126壁溝遺物出土状況 (西から)

図版20 S125(西 から)、 S127(東から)

図版21 S128(東 から)、 S129(東から)

図版22 S130(北 から)、 S131(南 から)

図版23 SBl(北 から)、 S130。 SB3(南 から)

図版24 SB2(西 から)、 SB2(西 から)

図版25 SDl(北 から)、 SD4(北 から)

図版26 SD7(北 から)、 SD4(北 から)

図膨 7 SD4(南 から)、 SD6(南 から)

図版28 S D12(南から)、 S D12遺物出土状況北部 (北から)

図版29 S D12遺物出土状況南部 (北から)、 S D13～ 18(南から)

図版30 S D14(北から)、 S D13・ 14(南から)

図版31 S D17(西から)、 S D22・ 23(北から)

図版32 S D24～ 26(南から)、 S D24(南 から)

図版33 SK4(北 から)、 SK5(東 から)

図版34 SK5遺 物出土状況 (東から)、 SK5遺 物出土状況 (東から)

図版35 S K17(東から)、 S K20(南から)

図版36 S K56(東から)、 S K56(北から)

図版37 NRl東 部 (東から)、 NRl東 部 (東から)

図版38 NRl(上 から)、 NRl西 部 (東から)

図版39 NVl(H― h5区 (東から))、 NVl(H― g4区 (東から))

図版40 SUl～ 3(上から)

図版41 近世 SD8～ 15(上から)、 近世 S D16。 17(東から)

図版42 近世 S D18。 19(西から)、 近世 S D18～ 20・ SX2(西 から)、 近世 S D23～

29(Lか ら)



図版43 近世 S D27～ 29(東から)、 近世 S D27(東から)

図版44 近世 S D31(東 から)、 近世 S D34(西 から)

図版45 近世 S D34(東 から)、 近世 S D34(西 から)

図版46 近世SN3・ 4(南から)、 近世 SN6(西 から)

図版47 近世SN8(南 から)、 近世 SN9・ 10(南から)

図版48 近世SN■ (南から)、 近世 S N12(南から)

図版49 近世 S Kll(南 から)、 近世 SXl(東 から)

図版50 遺物 S11、 S12、 S13、 S14、 S15、 S18、 SB2

図版51 遺物 S15

図版52 遺物 S17、 S18、 S19

図版53 遺物 S110、 S111、 S112、 S113

図版54 遺物 S113、 S114、 S115、 S116、 S117

図版55 遺物 S117、 S118、 S119

図版56 遺物 S120、 S121、 S122、 S127

図版57  遺物  S 122、  S 123、  S 124、  S 126、  S 127、  S 128、  S 129

図版58 遺物 S130、 S131、 SDl

図版59 遺物 SDl、 SD4

図版60 遺物 SD3、 SD4

図版61 遺物 SD4

図版62 遺物 SD4

図版63 遺物  SD6、 SD7、 SD8、 SD9、 S D10、 SD■、 S D12

図版64 遺物 S D12

図版65 遺物 S D12

図版66 遺物 S D12

図版67 遺物 S D12、 S D20

図版68 遺物 S D13、 S D14、 S D17、 S D20、 S D21

図版69 遺物 S D21、 S D22、 S D23、 S D24

図版70 遺物 S D24、 S D25、 S D26、 S D27

図版71 遺物 S D26、 SK4、 SK5

図版72 遺物 SK5、 SK■、 S K12、 S K15

図版73 遺物 SK8、 S K12、 S K14、 S K15、 S K16、 S K17、 S K18、

S K20、 S K21

図版74 遺物 S K22、 S K24、 S K26、 S K33、 S K36

図版75遺物  S K34、 S K35、 S K36、 S K37、 S K38、 S K40、 S K41、 S K43、 S

K44、 S K47、 S K48



図版76 遺物 S K52、 S K54、 S K55、 S K56

図版77 遺物 S K56

図版78 遺物  S K56、 S K57、 S K58、 S K60、 S K62

図版79 遺物  S K70、 S K71、 S K72、 S K76、 S K77

図版80 遺物  S K36、 S K78、 S K79、 S K81、 S K84、 SP

図版81 遺物 SUl～ 3(H一 fl。 2)、 SUl～ 3(H一 e2)、 SUl～ 3(H― e3)

図版82 遺物 SUl～ 3(H― e3)、 SUl～ 3(H― d2)

図版83 遺物 SUl～ 3(H一 d3)

図版84 遺物 SUl～ 3(H― b3)、 SUl～ 3(H― e3)、 SUl～ 3(H― d3)

図版85 遺物 SUl～ 3(H― b3)

図版86 遺物 SUl～ 3(H― b3)

図版87 遺物 SUl～ 3(H― b3)

図版88 遺物 SUl～ 3(H― b3)、 SUl～ 3(H― a3)、 SUl～ 3(H― a4)

図版89 遺物 NRl

図版90 遺物 NRl

図版91 遺物 NRl

図版92 遺物 NRl

図版93 遺物 NRl、 NVl

図版94 遺物 NVl、 近世 S D17、 近世 S D24

図版95 遺物 NVl、 近世 S D24、 近世 S D25、 近世 S D26、 近世 S D31

図版96 遺物 近世 S Kll、 近世 S K14、 近世 SN9、 近世 S N12

図版97 遺物 近世 SN6、 近世 SN7、 近世 SN9

図版98 遺物 石器 (上 。中)石鏃、 (下左、下右)石鏃、未製品

図版99 遺物 石器 (上 。中)石鏃、 (下)削器

図版100遺物 石器 (上
。中)石錐、 (下)削器

図版101遺物 石器 (上 。下)石庖丁

図版102遺物 石器 (上・中)石剣、 (下)台石

図版103遺物 石器 (上左・上右)石斧、 (中左)叩石、砥石、 (中右)台石、 (下左)砥

石、石斧、叩石、 (下 中 。下右)ナイフ形石器



立早第

第 1節 調査の経緯と経過

当該発掘調査は、河内長野市 (担当、三日市町駅前再開発事務局)を事業主体とする三

日市町駅前市街地再開発事業 (以下「再開発事業」という)、 街路 (三 日市駅前線)事業

及び三日市町駅前市街地再開発関連事業に伴う事前調査である。

平成11年度に、河内長野市三日市町駅前再開発事務局 (以下「市」という)よ り、河内

長野市教育委員会 (以下「市教委」という)へ再開発事業予定地内の埋蔵文化財の取扱い

について照会があった。この際、事業地の一部が周知の埋蔵文化財包蔵地である高野街道

の範囲に該当するため、この場所については、発掘調査を実施する必要があることと、こ

れ以外の範囲についても、開発面積が500rを こえるため、河内長野市開発事業指導要綱

に基づいて、試掘調査の必要があることを伝えた。また、文化財保護法第57条の3の発掘

通知、発掘調査依頼書、試掘調査依頼書を提出することを求めた。

平成12年 1月 19日 には、市から発掘通知が提出され、同年2月 14日 付けで大阪府教育委

員会に進達を行った。この結果、同年3月 22日 に大阪府教育委員会から工事施工前に発掘

調査を実施するようにとの指導があった。この指導に基づき、再度、河内長野市と協議を

行った結果、平成12年度に、周知の埋蔵文化財包蔵地内では確認調査を実施し、範囲外で

は試掘調査を実施することになった。

平成12年 9月 6日 には、市から市教委へ確認調査のための発掘調査依頼書の提出があり、

また、同年 9月 6日 には試掘調査依頼書の提出があつた。市教委は河内長野市遺跡調査会

(以下「調査会」という)へ発掘調査、試掘調査を依頼するようにと回答した。その後、

市は、市教委の指導のもと、調査会へ確認調査と試掘調査を依頼した。

確認調査は、平成12年 9月 25日 ～平成12年 10月 31日 にかけて、試掘調査は平成12年 9月

25日 ～平成12年 10月 31日 にかけて行われた。確認調査の結果、周知の埋蔵文化財包蔵地内

で、弥生時代から近世にかけての遺構・遺物が検出された。また、試掘調査の結果、弥生

時代の遺構が周知の埋蔵文化財包蔵地外にも広がっていることが確認された。市教委はこ

の結果を受けて、工事施工前に全面調査の必要があると判断し、市に伝えた。

その後、市教委では試掘・確認調査の結果を受けて、市に対して、文化財保護法57条 の

6に基づく遺跡発見の通知の提出を求めた。平成12年 11月 1日 に通知の提出があり、市教

委では、平成12年■月6日 付けで、大阪府教育委員会へ進達を行った。

市教委では、埋蔵文化財包蔵地が拡大したことを受けて平成12年 11月 16日付けで、大阪

府教育委員会に対して、埋蔵文化財包蔵地の取扱い変更協議書の提出を行い、周知の埋蔵

文化財包蔵地についての取扱いの変更を求めた。協議書の内容は、次の2点である。 1点
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目は石見川南岸では古墳時代の遺構・遺物が、石見川北岸では、弥生時代の遺構・遺物が

集中していることを考慮し、新たに発見された埋蔵文化財包蔵地と従来、「三日市遺跡」

として保護を進めてきた「三日市遺跡」の北部 (石見川以北)を合わせて新たに「三日市

北遺跡」とし、保護を進めることである。2点 目は、確認調査によって、従来「高野街道」

として保護を進めてきた範囲から、旧三日市宿跡とみられる遺構が検出されたことを受け

て、この範囲を「三日市宿跡」として保護するということである。この後、平成13年 1月

19日付けで、大阪府教育委員会から、協議書のとおり「大阪府文化財分布図」及び「大阪

府文化財地名表」に記載された旨、通知があった。

一方で、平成12年 11月 には、全面調査の計画について市と市教委で協議を行った。この

結果、調査は平成13年度から平成14年度にかけての2ヵ 年で行い、その後、 1年間で整理

作業を行うことと、調査は、用地買収の進捗と工事施工計画にしたがって、分割して行う

ことを取り決めた。その後、この際に取り決められた内容について、平成12年 11月 21日 に

協定書の締結を行った。また、平成14年 2月 5日 、平成15年 3月 31日 、平成16年 3月 12日

に業務期間の延長をする内容で協定書を変更する旨の覚書を交わしている。

この後、用地買収の進捗と工事施工計画に合わせて、開発予定地約20,000♂ の内、過去

の地下埋設管工事等によって、遺構が破壊されていることが明らかな現道部分等を除く約

|
Ol和Э

01却9

調査区配置図 (1/2000)
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確認調査 三日市町駅前再開発事業に伴う
埋蔵文化財発掘調査(確認調査その2)

(田宏明 平成12年 9月 25日 ～平成 12年 10月 31日

試 掘
三日市町駅前再開発事業に伴う
埋蔵文化財試掘調査

(田宏明 平成12年 9月 25日 ～平成 12年10月 31日

第1次調査
�IN00-1
�IN01-4

三 日市町駅前再開発事業に伴う
埋蔵支イヒ財率掘調杏 (駅前線〕

第1調査区
～第5調査区

(田宏吻 14697″ 平成13年 2月 6日 ～平成13年 3月 30日

第 2次調査 �IN01--2 三日市町駅前再開発事業関連
用地埋蔵文化財発掘調査業務

第 1調査区 (田宏明

15995「 平成13年 4月 20日 ～平成13年7月 10日

第2・ 3調査区 藤田徹也

第 3次調査 �IN01‐-5 三日市町駅前市街地再開発事業に伴う
埋蔵文化財発掘調査業務 (そ の1)

第 3・ 4調査 区 太 田宏明

179698‖ 平成13年 6月 29日 ～平成 13年 10月 16日第Ⅲ2調Δ区 藤 田徹也

第5調査区 福田和浩

第4次調査 �IN01--3 三日市町駅前市街地再開発事業に伴う
埋蔵文化財発掘調査業務(その2)

第2・ 3・ 5'7調査 区 太 田宏明

252535‖ 平成 13年10月 29日 ～平成 14年3月 20日第4調査区 藤田徹也

第■6調査区 福 田和浩

第5次調査 mN02-1 三 日市町駅前市街地再開発事業に伴う
埋蔵文化財発掘調査業務 (そ の3)

第1～3調査区 藤 田徹也 34268� 平成14年 4月 30日 ～平成 14年6月 4日

第6次調査 MIN02-‐ 2

第2A・ 3調査区 太 田宏明

334616蘭 平成14年 5月 17日 ～平成 14年 12月 25日
三日市町駅前市街地再開発事業に伴う
4蔵文化財発掘調査業務(その4) 第Ⅲ 2B調査 区 藤田徹也

第4・ 5調査区 福 田和浩

第7次調査 MIN02-4 三日市町駅前市街地再開発事業に伴う
埋蔵文化財発掘調査業務 (そ の5)

第1調査区 太 田宏明 25070市 平成14年 9月 30日 ～平成 14年 11月 29日

第3次調査 MIN03-1 三日市町駅前市街地再開発事業に伴う
埋蔵文化財発掘調査業務 (そ の6)

第 1・ 2A調査区 太 田宏明

182271� 平成15年4月 17日 ～平成15年 10月 10日

第2B・ 3・ 4調査 区 福 田和浩

第 9次調査 MIN03-2 三日市町駅前市街地再開発事業に伴う
埋蔵文化財発掘調査業務(その7)

第1調査 区 太 田宏明

889 30rn 平成 15年7月 15日 ～平成 15年 11月 28日

第2・ 3調査区 福 田和浩

第 10次調査 MIN04-1 三日市町駅前市街地再開発事業に伴う
埋蔵文化財発掘調査業務(その8) 第 1調査 区 太 田宏明 25820� 平成 16年4月 5日 ～平成 16年6月 30日

第 11次調査
MIN04-5
MIN04-7

三日市町駅前市街地再開発事業に伴う
埋蔵文化財発掘調査業務(その9) 第1調査区 太 田宏リ 61156� 平成 16年8月 18日 ～平成 16年9月 30日

第 12次調査 MIN04-8 三日市町駅前市街地再開発事業に伴う
埋蔵文化財発掘調査業務 (そ のlo) 第 1調査区 太 田宏リ 32663m 平成 16年9月 29日 ～平成 16年 11月 30日

第 13次調査 MIN05-3 二 日市 町駅副 FF御地 再 開発 事 薬 に伴 う
埋蔵 文化 財務 掘調 査 業務 第1調査区 太 田宏リ 300耐 平成 17年 7月 27日 ～平成 17年 10月 31日

第1表 調査年次一覧

15,539。 47♂の調査を行った。調査は、 1次調査～13次調査に及び、各次調査ごとの詳細

は第 1表に示し、各調査次の調査範囲は第 1図に示した。平成12年度には、三日市町駅前

線築造工事に伴い、1,469,7♂ の調査を行った。平成13年度には、5,921,83♂ を3回 に分

けて、平成14年度については3,939,54♂ を3回 に分けて、平成15年度には2,712.01♂ を2

回に分けて、平成16年度には1,196.39ぜ を3回 に分けて、平成17年度は300♂の調査を行

った。各次調査の名称、調査期間、担当者名については第 1表のとおりである。なお、最

後の13次調査については、調査会の解散にともない、市教委が直営で行っている。

内業調査については、平成15年度から平成17年度にかけて行われた。最終的には平成18

年3月 20日 で、埋蔵文化財記録保存にかかわるすべての調査を完了した。
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第 2節 地理的・歴史的環境

地理的環境

河内長野市は南河内地域では最 も南に位置 し、

石川流域においては、最上流部を占めている。旧

国では

'可

内国にあたるが、東は大和、南は紀伊、

西は和泉に接する。市域には、天見川、石川が南

北に流れてお り、市域北部で両河川が合流する。

市内の大部分が丘陵と河岸段丘であり、可耕地は

す くないが、交通の要衝であり、特に中世以降は

高野街道の発達とともに栄えてきた場所である。

当該遺跡は、市内のほぼ中央にあり、石川の支

流である天見川東岸の河岸段丘上に立地する。当

該遺跡の東側には金剛山の西斜面である丘陵部が

広がっており、西側を流れる天見川の西岸も岩湧

山から派生する丘陵もしくは台地 となっている。 第 2図 河内長野市位置図

また、南側には、和泉山脈が広がつており、当該遺跡は天見川流域の低位・中位段丘が続

く北側を除いて丘陵に囲まれている。

歴史的環境

ここでは、弥生時代の集落遺跡が検出された当該遺跡の歴史的環境を、集落成立前、同

時期、集落廃絶後の3段階にわけて記述する。

三日市北遺跡成立前の状況

当該遺跡周辺において、人間の生活の痕跡が確認できるのは、旧石器時代に遡る。旧石

器時代の遺跡は、石川流域に高向遺跡・上原遺跡が、天見川流域に三日市遺跡が所在し、

市内北西部にある小山田丘陵には寺ケ池遺跡が所在している。三日市遺跡では181点にの

ぼる剥片、石核、石器が出上している。石器はナイフ形石器、尖頭器、削器、楔形石器が

出土している。高向遺跡ではナイフ形石器、有舌尖頭器が出上しており、寺ケ池遺跡でも、

有舌尖頭器が採集されている。

縄文時代になると遺跡の数は増加する。縄文時代早期 。前期の遺跡は旧石器時代の遺跡

と重なる例が多い。三日市遺跡では早期の楕円押型文が施文された高山寺式土器が、高向

遺跡からはC字形やD字形の爪形文が施文された前期の北白川下層式上器が出上してい

る。また、三日市遺跡からみて天見川の対岸に位置する、小塩遺跡では楕円押型文が施文

された早期の上器が出土しており、市内北部に位置する塩谷遺跡では縄文時代早期の石器
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が出土している。縄文時代中期の遺跡では先述の三日市遺跡や石川流域に位置する宮山遺

跡があり、北白川C式土器が出土している。遺構の検出例としては、三日市遺跡では2基

の上坑が、宮山遺跡で竪穴住居が検出されている。縄文時代後期・晩期には三日市遺跡で

中津式土器、滋賀里Ⅲ式土器、船橋式土器が出土しており、石川流域の向野遺跡や、喜多

町遺跡でも後期とみられる縄文土器が出上している。この他にも、菱子尻遺跡で縄文時代

の石器が出上しており、寺ケ池遺跡では縄文時代の石器が表採されている。縄文時代の資

料の乏しい、近畿地方においては、比較的豊富な資料が存在しているといえる。

三日市北遺跡と南河内地域の弥生時代集落

市内において、当該遺跡の他に弥生時代前期に相当するI様式の弥生土器が出土した例

はないが、弥生時代中期には、遺跡の数も増加する。弥生時代中期には、地域の核となる

拠点集落が成立することが、一般的な傾向として知られている。南河内地域において、拠

点集落もしくはその候補となりうる集落遺跡は、藤井寺市国府遺跡、富田林市喜志遺跡、

甲田南遺跡等がある。しかし、喜志遺跡、甲田南遺跡については、この両遺跡の存続期間

が、弥生時代の中期を中心とすることから、拠点集落には該当しないという考えもある

(粟田1996)。 河内長野市域では、当該遺跡が拠点集落の候補となる。

各拠点集落の周囲には、短期間で廃絶する小規模な集落が営まれている。当該遺跡の周

辺には、中期中葉～後葉の大日寺遺跡、高向遺跡、塩谷遺跡、中期後葉の栄町遺跡、市町

東遺跡が分布している。大日寺遺跡は、石川西岸の丘陵上に位置し、Ⅲ様式からⅣ様式に

かけての上器が出土しており、方形周溝墓と考えられる溝が検出されている。高向遺跡は、

石川西岸の中位段丘上に立地し、溝、土墳が確認されているが、遺構・遺物の密度は極め

て低い。塩谷遺跡は、石川西岸の高位段丘上に立地する。遺構は検出されなかったものの、

2次堆積層からⅢ～Ⅳ様式の上器、磨製石器、打製石器等が出土した。汐の官町南遺跡か

らは、Ⅱ様式とⅣ様式の上器が出土している。この他、菱子尻遺跡からは、石器が出土し

ている。

石川流域に形成された中期の集落群は、後期には消滅する。このような状況は、近畿地

方に広 く認められる現象であり、鉄器の普及に伴って、従来の社会システムが大きく変容

したことに起因するとされている (禰宜田1992)。 市域でも、中期の集落は後期には継続

しない。かわって、当該遺跡背後の丘陵上に大師山遺跡が成立する。

古墳時代～古代に向けての展開

古墳時代前期には、全長50mの前方後円墳である大師山古墳が出現する。大師山古墳は

天見川と石見川が合流する地点の東側の丘陵上に位置し、当該地域の地域首長墓と考えら

れる。大師山古墳は戦前と戦後の2度にわたって発掘調査が行われており、内行花文鏡 1

面、管玉 8～ 9個、鍬形石 1個、車輪石15～ 16個、石釧16～ 17個、紡錘車 4個、刀子 1口 、

鉄剣 3日以上、埴輪が出土している。主体部は粘土榔であったと推定されている。市内で

は、これに続く首長墓の系譜は見いだせない。古墳時代前期の集落遺跡としては三日市遺
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跡があり、竪穴住居 6棟、土墳墓 2基等が検出されている。

古墳時代中期にはいっても市内には首長墳と考えられるような大型の古墳は確認されて

いない。市内で確認されている中期古墳は方形低墳丘墳であり、先述の三日市遺跡から1

基が検出されている。

古墳時代中期の集落としては、先述の三日市遺跡が、古墳時代前期から引き続いて存続

している。三日市遺跡では、先述の古墳群に近接して、竪穴往居 8棟と掘立柱建物 2棟等

が検出されている。

古墳時代後期には全国的に各地で横穴式石室を埋葬施設とする後期群集墳が出現する

が、市内では三日市遺跡で検出された三日市古墳群が後期群集墳として位置づける事が可

能である。市内菊水町には、五ノ木古墳がかつて位置しており、双子塚古墳、法師塚古墳

等の古墳伝承地がある。これらは群集の度合いが弱く後期群集墳と呼ぶには躊躇される。

また、喜多町には烏帽子形古墳、大日寺古墳がやはり単独で存在している。比較的広範囲

にわたって古墳が散漫に分布する状況があったのであろう。集落遺跡では、石川西岸の高

位段丘上に、新しい集落群が展開するようになる。このような集落遺跡として、小塩遺跡、

加塩遺跡、尾崎遺跡、尾崎北遺跡、西浦遺跡があげられる。また、これらの集落群の他に

も、高向遺跡、喜多町遺跡等が出現し、広範囲にわたって集落が拡散する。このような集

落群の配置は、古代にもほぼ踏襲されてくる。

中 。近世の動向

中世には、市内の遺跡は急増し、市内の大部分の遺跡で何らかの中世の遺構、遺物の検

出をみている。これは高野街道の発展と金剛寺や観心寺の中興が大きく影響していると思

われる。また、高野街道沿の集落遺跡や寺院では、貿易陶磁が集中的に出上している。

集落遺跡では、三日市遺跡、高向遺跡、尾崎遺跡、上原北遺跡、向野遺跡、野作遺跡、

市町西遺跡、大日寺遺跡の調査で比較的広い面積からまとまった量の遺構が検出されてい

る。この内、三日市遺跡では当時の集落域と墓域が検出されており、同様の状況は大日寺

遺跡でもみることができる。また、向野遺跡、野作遺跡、上原北遺跡では、集落遺跡に生

業活動の一部を示す遺構、遺物が伴って検出されている。向野遺跡や野作遺跡ではフイゴ

の羽口、鉄津、鋳型の破片が検出されており、鋳物・鍛冶関係の工房跡とみられている。

また、上原北遺跡では、炭焼窯群と建物跡が近接した場所から検出されている。

※三日市遺跡の北部 (石見川以北)は、平成12年度に三日市北遺跡となったが本節では三

日市遺跡としてあつかっている。
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番号 文化財名称 種   類 時   代

1 長 野 神 社 遺 跡 社寺 室町以降

2 河 合 寺 遺 跡 社寺 平安以降

3 観 心 寺 遺 跡 社寺 平安以降

4 大 師 山 古 墳 古墳 古墳 (前期 )

5 大 師 山 南 吉 墳 古墳 ? 古墳 (後期 )

6 大 師 山 遺 跡 集落 生産 弥生 (後期)平 安

7 輿 禅 寺 遺 跡 社寺 中世以降

8 鳥帽子形八幡神社遺跡 社 寺 室町以降

9 塚 穴 古 墳 古墳 墳墓 古墳 (後期)近 世

長 池 窯 跡 辞 生産 平安～近世

小 山 田 1号 古 墓 墳墓 奈 良

小 山 田 2号 古 墓 墳 墓 奈 良

13 延 命 寺 遺 跡 社寺 平安以降

天 野 山 金 岡J寺 遺 跡 社寺 墳墓 平安以降

日 野 観 音 寺 遺 跡 社寺 生産 縄文 平安～近世

16 地 蔵 寺 遺 跡 社寺 中世以降

岩 湧 寺 遺 跡 社寺 平安以降

五 ノ 木 古 墳 古墳 古墳 (後期 )

19 高 向 遺 跡 集 落 旧石器～中世

20 鳥 帽 子 形 城 跡 城館 生産 中世～近世

喜 多 町 遺 跡 集 落 縄文 古墳～中世

22 烏 帽 子 形 古 墳 古墳 古墳 (後期 )

23 末 広 窯 跡 生 産 中世

24 塩 谷 遺 跡 散布地 縄文～近世

25 流 谷 八 幡 神 社 社 寺 平安以降

26 蟹 井 淵 南 遺 跡 散布地 中世

27 蟹 井 淵 北 遺 跡 散布地 中世

天 見 駅 北 方 遺 跡 散布地 中世

29 千 早 口 駅 南 遺 跡 社 寺 中世

30 岩 瀬 薬 師 寺 遺 跡 社 寺 中世以降

31 清 水 遺 跡 散布地 中世

32 伝「 仲 哀 廟 」 吉 墳 古墳 ?

(33) 堂 村 地 蔵 生 跡 社寺 近 世

滝 畑 埋 墓 墳 曇 近 世

中 村 阿 弥 陀 堂 跡 社 寺 近 世

(36) 東 の 村 観 音 堂 跡 社 寺 近世

西 の 村 観 音 堂 跡 社 寺 近 世

清 水 阿 弥 陀 堂 跡 社寺 近世

滝 尻 弥 勒 堂 跡 社 寺 近世

(40) 宮 の 下 内 墓 墳 墓 古 墳

41 宮 山 古 墳 古墳 古墳

宮 山 遺 跡 集落 縄文 奈良

西 代 藩 陣 屋 跡 散布地 城跡 飛鳥～奈良 江戸

上 原 町 墓 地 墳墓 近世

惣 持 寺 跡 散布地 社寺 縄文 奈良 鎌倉

栗 山 遺 跡 祭祀 中世～近世

寺 ヶ 池 遺 跡 散布地 縄 文

上 原 遺 跡 散布地 十日石器～近世

49 住 吉 神 社 遺 跡 社 寺 近世以降

高 向 神 社 遺 跡 社寺 中世以降

5] 青 が 原 神 社 遺 跡 社 寺 中世以降

膳 所 藩 代 官 所 跡 城館 江 戸

決 子 塚 古 墳 跡 吉墳 古 墳

54 菱 子 尻 遺 跡 散布地 社寺 縄文～近世

河 合 寺 城 跡 城館 中世

三 日 市 遺 跡 集落 古墳他 旧石器～近世

日 の 谷 城 跡 城館 中世

高 木 遺 跡 散布地 縄 文

汐 の 山 城 跡 城館 中世

峰 山 城 跡 城館 中世

稲 荷 山 城 跡 城館 中世

国 見 城 跡 城館 中世

63 旗 蔵 城 跡 城館 中世

64 権 現 城 跡 城館 中世

天 神 社 遺 跡 社 寺 中世以降

唇 城 第 15経 塚 経 塚 平安以降

留 加 賀 田 神 社 遺 跡 社寺 中世以降

庚 申 堂 遺 跡 社寺 近世以降

石 仏 城 跡 城館 中世

佐 近 城 跡 城 館 中世

旗 尾 城 跡 城館 中世

葛 城 第 16経 塚 経塚 平安以降

番号 文化財名称 種   類 時  代

葛 城 第 18経 塚 経 塚 平安以降

葛 城 第 19経 塚 経 塚 平安以降

笹 尾 塞 城館 中世

大 沢 塞 城館 中世

三 国 山 経 塚 経 塚 平安以降

(78) 光 滝 寺 遺 跡 社寺 中世以降

(的 ) 猿 子 城 跡 城 館 中世

80 蟹 井 淵 神 社 遺 跡 社 寺 中世以降

川 上 神 社 遺 跡 社 寺 中世以降

82 千 代 田 神 社 遺 跡 社 寺 中世以降

向 野 遺 鯨 集落 生産 縄文 平安～近世

古 野 町 遺 跡 散布地 中世

上 原 北 遺 跡 集 落 中世

大 日 寺 遺 跡 社寺 古墳 墳墓 弥生～近世

高 向 南 遺 跡 散布地 鎌倉

/1ヽ 塩 遺 跡 集 落 縄文～奈良

塩 遺 跡 集 落 古墳 (後期 )

尾 遺 跡 集 落 古墳～中世

ジ ョ ウ ノ マ エ 遺 跡 城館 ? 中世

仁 王 山 城 跡 城 館 中世

タ コ ラ 城 跡 城館 中世

岩 立 城 跡 城館 中世

% 上 原 近 世 瓦 察 生 産 近世

96 市 町 東 遺 跡 散布地 弥生 中世

盟 上 田 町 窯 跡 生 産 近世

98 尾  崎  北  遺  跡 集 落 古墳～中世

99 西 之 山 町 遺 跡 散布地 中世

lllCl 野 間 里 遺 跡 集 落 平安

鳴 尾 遣 跡 散布地 中世

102 上 田 町 遺 跡 散布地 古墳 中世

103 上 原 中 遺 跡 散布地 古墳 中世

104 小 野 塚 遺 跡 墳墓 中世

(105) 葛 城 第 17経 塚 経塚 平安以降

乗 師 堂 跡 社 寺 中世以降

野 作 遺 跡 生 産 中世

寺 一万 遺 跡 集落 社寺 縄文 奈良 中世

鳩 原 遣 跡 散布地 中世

法 師 塚 古 墳 跡 古 墳 古墳

山 上 講 山 古 墳 跡 古墳 古墳

西 浦 遺 跡 集 落 古墳 中世 近世

113 地 福 寺 跡 社寺 近世

宮 の 下 遺 跡 集 落 平安～中世

115 栄 町 遺 跡 散布地 弥生 古墳  中世

錦 町 遺 跡 散布地 中世

太 井 遺 跡 散布地 縄文 中世

錦 町 北 遺 跡 集 落 弥生 中世 近世

市 町 西 遺 跡 集落 縄文 中世

栄 町 南 遺 跡 集 落 中世

栄 町 東 遺 跡 散布地 弥生 中世

122 補 町 東 遺 跡 散布地 弥生

汐 の 宮 町 南 遺 跡 散布地 弥生 奈良

汐 の 宮 町 遺 跡 散布地 中世

神 ガ 丘 近 世 墓 墳 墓 近 世

増 福 寺 社 寺 中世以降

三 味 城 遺 跡 墳墓 城跡 中世 近世

松 林 寺 遺 跡 社 寺 近世以降

昭 栄 町 遺 跡 散布地 中世

■30 東 高 野 街 道 街 道 平安以降

西 高 野 街 道 街 道 平安以降

高 野 街 道 街 道 平安以降

上 原 東 還 跡 散布地 弥生 中世 近世

地 蔵 寺 東 方 遺 跡 墳墓 弥生 鎌倉

本 多 町 北 遺 跡 散布地 中世

下 里 町 遺 跡 散布地 古墳 中世

あ か し あ 台 遺 跡 散布地 近世

岩 瀬 北 遺 跡 集 落 中世

岩 瀬 近 世 墓 地 墳 墓 近世

昭 栄 町 東 遺 跡 散布地 池跡 縄文 中世 近世

三 日 市 北 遺 跡 集 落 縄文 弥生～中世

日 市 宿 跡 宿駅に伴う衡並 中世～近世

上 田 町 宿 跡 宿駅に伴 う街並 中世～近世

滝 尻 遺 跡 散布地 縄文 古代 中世

145 市 町 北 遺 跡 散布地 中世)は地図範囲外 ・は街道につき地図上にはプロットせず

第 2表 河内長野市遺跡地名表
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第 3節 既往の調査及び調査の概要

当該遺跡は、周囲に位置する三日市遺跡と密接な関連があることから、ここでは、これ

らの遺跡を含めた形で既往の調査成果と今回の調査の概要についてまとめた。

(1)既往の調査

当該遺跡付近に埋蔵文化財包蔵地が広がっている可能性が高いことは、昭和46年に河内

長野市教育委員会が関西大学考古学研究室の協力を得て行つた分布調査で明らかとなっ

た。

昭和56年 には、三日市遺跡において、大阪府教育委員会による約900♂の発掘調査が行

われた (M I C81)。 調査の結果、掘立柱建物 6棟、土壊、溝が検出され、平安時代末か

ら、鎌倉時代にかけての遺物が出土 した (大阪府教委 1982)。

その後、住宅都市整備公団と地元地権者による三日市・片添地区特定区画整理事業に伴

つて、昭和58年～59年 にかけて財団法人大阪文化財センターによる範囲確認調査が行われ

た。この結果、区画整理事業区域全体に遺構・遺物が分布 していることが明らかになった。

範囲確認調査の結果を受けて、昭和60年 から昭和62年 にかけて河内長野市教育套員会・三

日市遺跡調査会が、事業予定地内の約60,000ぽ の調査 (88-1～ 6調査区)を行った。調

査の結果、旧石器～古代 と中近世の 2面の遺構面が検出された。旧石器～古代の遺構面か

らは、縄文時代の上媛墓、土坑、弥生時代の竪穴住居 2棟、溝 3条等、古墳時代の竪穴住

居17棟、掘立柱建物 2棟、溝 6条、土坑46基、古墳 8基、土頻墓11基、竪穴系小石室 4基、

窯状遺構 3基等が検出された。弥生時代の溝、竪穴住居は、いずれも弥生時代中期のもの

であり、調査区北端に偏って検出された。古墳時代の竪穴住居は、古墳時代前期のもの 6

棟、中期のもの 8棟、後期のもの 3棟であり、古墳時代を通 じて集落が存続 していたこと

が窺える。掘立柱建物の時期については、遺物が伴っていなかったため不明である。古墳

は、 3つの群にわかれて分布 しており、北から第 1群～第 3群 と命名されている。古墳は

いずれも上半部を削平された状態で検出された。第 1群 と第 2群は円墳によって構成され

る群である。古墳時代後期に築造されたことが明らかになっている。主体部については、

この際の調査では確認されなかった。一方で、第 3群は方墳からなり、古墳時代中期末か

ら後期前半に築造されたことが明らかになっている。いずれも主体部は検出されていない。

初期群集墳的な様相を呈する第 3群 と後期群集墳的な様相を呈する第 1,2群が並行 し、

かつ近接 して造営されている点が特徴 としてあげることができる。古代から中世にかけて

の遺構面では、掘立柱建物約50棟、溝、土坑、墓が検出され、平安時代後期から室町時代

前半にかけて、建物群が変遷 している様子が明らかになった。

昭和61年 には、岩湧霊園造成に伴って、発掘調査が行われた (M I C86)。 この際には、

近世の遺構・遺物が検出されている。1993年 には、個人住宅の建築に伴い、 2件の発掘調
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第5図 既往の調査区位置図(1/10000)

査 (M I C93-3、 M I C93-5)が行われている。この際には、古墳時代及び、弥生時

代中期 (第 Ⅳ様式)の上器が出土した (河内長野市教委1994)。

その後、区画整理事業の進展によって、平成 4年 には、約3,500ド の調査 (M I C92-

1)が行われた。この際には、古墳時代の竪穴住居 l棟、古墳 7基、土坑10基が検出され

た (河内長野市遺跡調査会1994)。 平成 6年には、個人住宅の建築に伴い、発掘調査 (M

I C94-1、 M I C94-3)が行われた。この際には、弥生時代中期 (第 Ⅲ様式)の上器、

石庖丁、古墳時代の須恵器、中世の上師皿、瓦器が出上した (河内長野市教委1995)。

平成 8年には、個人住宅の建築に伴い、発掘調査 (M I C96-4)が行われた。この際

には、庄内期の上器、古墳時代の須恵器、中世の上師皿、瓦質土器が出上している (1可 内

長野市教委1997)。
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第 6図 既往の調査遺構配置図 (昭和60年次調査第4(88-4)調査区北部・1/1000)

平成■年には、分譲住宅の造成に伴つて、185だ の調査 (M I C98-2)が行われた。

この際には、中世 (15世紀)の遺構・遺物が検出された。また個人住宅の建築に伴って、

発掘調査 (M I C99-5)が行われ、古代の須恵器と、中世の瓦質土器が出上 した (河内

長野市教委2001)。

平成13年 には、個人住宅の建築に伴って、発掘調査 (M I C01-1・ M I C01-2)が

行われ、古墳の周溝が検出され、須恵器、土師器、埴輪が出上 した (河 内長野市教委

2002)。

平成13年 には、個人住宅の建築に伴って、発掘調査 (M I N01-6)も 行われ、縄文土

器、近世の遺構・遺物が検出された。

(2)調査の概要

今回の調査で出上 した遺物で、最も遡るものは旧石器であり、もっとも新 しいものは近
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第 7図 既往の調査遺構配置図 (昭和60年次調査第4(38-4)調査区南部 。1/1000)

世のものである。検出した遺構・遺物の量がもっとも豊富なのは弥生時代のものである。

遺構 としては、溝、土坑、柱穴、竪穴住居、掘立柱建物、方形周溝墓等を検出してお り、

これらに伴う遺物として、弥生土器 (I様式～V様式 )、 土師器 (庄内期 )、 石器 (石庖丁、

石鏃、石剣、礫石器)等が出土 している。また、近世の遺構 として、暗渠、土坑、ピット

等を検出しており、これらに伴う遺物として、陶磁器、土師質土器等が出土している。遺

構の形成は、断続的に行われたようであり、古墳時代～古代にかけての遺構は希薄であり、

中世の遺構はほとんど検出されていない。

先述したように、用地買収と工事の進捗に合わせて分割して発掘調査を行った。調査は、

1次～13次 に及んだ。本節では、時代ごとに調査成果の概要を述べる。

縄文時代

縄文時代早期の押型文土器である高山寺式土器、晩期の滋賀里式等が出上している。た
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第8図 既往の調査遺構配置図 (昭和60年次調査第5(88-5)調査区。1/1000)

だし、同時期の遺構に伴なったものではない。

弥生時代

弥生時代の遺構は、調査区のほぼ全域から検出されている。当該調査でもっとも時期の

遡る弥生時代の遺物は、SD4か ら、Ⅳ様式の遺物とともに出土した奏である。口縁部に

は多条沈線文が施文されており、 I様式まで遡ると考えられる。これに続くⅡ様式の遺物

も出土しているが量が大変少ない。Ⅲ様式になると遺物の量が増加する。 S K20は、Ⅲ様

式でも前半のものと考えられる。

大部分の遺構は、Ⅳ様式のものである。Ⅳ様式には、居住域を区画すると考えられる溝、

土坑、住居、墓等が検出されている。

溝 :幅 lmを超える大型の溝は、遺跡の西端 (SDl～ SD4)、 南端 (S D21。 21)か

ら検出されており、集落を区画する機能をもつものと考えられる。また、集落の居住域の

中からも、中規模の溝 (SD9。 12)が検出されている。
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第9図 既往の調査遺構配置図 (平成4年次 (M I C92-1)調査区。1/1000)

土坑 :土坑は、直径 lm程度のものが比較的多く検出されている。多くの上器が投棄され

ており、良好な一括資料として提示できるものは多くない。居住域の南端部にあたるH一

f10。 H― e9区ではこのような土坑が集中して検出された。

竪穴住居 :竪穴住居は、調査区のほぼ全域にわたって30棟が検出されている。

掘立柱建物 :掘立柱建物は、Ⅳ様式のものが 2棟検出されている。

V様式末～庄内期

庄内期の遺構は、調査区の北東隅で集中して検出されている。弥生時代後期の遺構形成の

空白期間を経て、V様式末～庄内期では、竪穴住居 1棟、堀立柱建物跡、溝等を検出してい

る。

古墳時代～古代

当該時期の遺構は、極端に少ない。調査区の中央を東西にながれる流路をあげることが

できる。この流路からは、弥生土器に加え、古墳時代の須恵器、土師器、古代の須恵器、

土師器、黒色上器が出土している。最下層から、古代の遺物が出土していることから、こ

の流路が形成されたのは、古代であり、弥生時代の遺物包含層と遺構を削りながら形成さ

れたようである。なお中世の遺構はほとんど検出されていない。
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近世

近世の遺構は、調査区の東半部に集中している。この付近は、高野街道 と三日市宿跡が

あった場所であることから、検出された遺構についても、これらに関連する遺構 と思われ

る。

当該時期の遺構には、石組暗渠、ピット、池跡、土坑等がある。

-16-



〇
〇
∞
．⇔
∞
，
＝
＞

解電敏多懇

。嘉
。．
．　
へ
ヾ
勲

0                                  40m

第10図 弥生時代遺構配置図 (1/800)
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第11図 近世遺構配置図 (1/800)
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第 2章 調査成果

第 1節 調査の方法

(1)地区割

遺跡の位置は、旧測地系 (日 本測地系)に基づく平面直角座標の第Ⅵ座標系を使用 して

表示した。ただし、調査中に測量法の改正があったことから、旧測地系による座標と新測

地系座標を第12図 に併記した。地区割については、河内長野市発行平成13年度版 1/2,500

(世界測地系:39,361.4617)〒

0                     100m  8
に―_―ィー_一―_~+~~~―――一―――引   〇

第12図  調査区区割図 (1/2000)
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都市計画基本図を基本とし、(Y=-34.900 X=157.500)を 原′点として、遺跡全体を覆

うように100m四 方の区画を設定し、北東隅からアルファベットの大文字で各区画名を表

した。次に、この100m四方の区画を100等分し、10m四方の小区画を設けた。各小区画は、

北東隅から南へ 1～ 10と アラビア数字で、西へ a～ jア ルファベットの小文字であらわし、

この組み合わせを小区画名とした。したがって、各小区画は「L― a3」 のように表した

(第 12図参照)。

(2)方位

方位は、地区割が国土座標に基づいていることから、座標北をもって表示した。

(3)水準

水準は、東京湾平均海面 (T.P。 )を使用した。

(4)調査区

本調査は、用地買収や工事の進捗に併せて行わざるを得ず、また公道によって調査地が

分断されていた。したがって、複数の調査区を設定し、分割して調査を行っている。分割

された各調査区の番号については、調査年度ごとにMINを 冠する略号を付与した (第 1

表・第 1図 )。 出土遺物・原図についてはこの調査区単位で台帳管理しており、遺物への

注記にもこの調査年次略号を用いた。ただし、本書の編集の際に、分割されていた調査区

を合成し、各調査区の旧称は調査成果を記述する際には用いず、先述した地区割をもって

示した。

(5)掘削方法

掘削は、調査区内にある現代の盛土・旧耕作土を機械掘削 し、これより以下の遺物包含

層は人力掘削を行った。遺構面では、精査によって遺構を検出し、写真の撮影を行った後、

掘削を行った。

(6)測量

測量については、 トラッククレーン、ラジコンヘリコプター及びバルーンを用いた空中

測量を行い、 1/20の平面図、遺構図と 1/10oの 縮小編纂図の作成を行った。また、この

他にも、必要に応 じて、 1/10の実測図を作成 している。

(7)土層

遺構は、小型のものは半裁 して、大型のものは十字の上層観察用の畦を残 して掘削 し,

土層観察と記録の作成を行った。
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(8)遺構番号

遺構番号については、発掘調査時に、旧調査区単位で遺構の種別に関係なく通 し番号を

付している。現地で作成 した一切の記録は、この番号によっている。ただし、本書の編集

の際に、遺構の種別ごとに北西から通 し番号を新たに設け、本書では、この新たに付香 し

た番号を遺構番号 としている。

(9)遺物のとりあげ

遺物は、必要に応 じて出土状況図を作成 した後、取 り上げを行った。取 り上げは、小区

画単位で層序・遺構ごとに行い、必要に応 じて取 り上げ番号をつけた。

遺構の掘削、遺物の取 り上げが終了 した時点で、調査区全体の垂直写真 と斜め写真を撮影

した。

(10)弥生土器の分類

三日市北遺跡では弥生時代中期の上器が多量に出土している。ここでは記述の煩雑さを

避けるために、一部の器種の分類を行 う。対象とする器種は、広口壷・甕 。鉢・高ネであ

る。本遺跡から出土する土器は、ほとんどが破片で、全体の形態を知 りえるものは少ない。

そこで、広口壼については口縁部の形態によって、奏については法量と口縁部の形態によ

つて分類 し、鉢・高杯についても杯部の形態で分類 した。それぞれの器種では、形態での

分類と、胎土・調整にある程度の相関性が認められた。以下、形態の分類を記述 し、相関

性の高い属性についても併記する。

広口壼の分類

A 頸部が直線的、もしくは外反 して広が り、口縁端部を下方向に拡張する。口縁端部

の形態は時期差のメルクマールになる。胎土は角閃石を含み茶褐色を呈するものが多い。

文様は集状文を施文するものが多い。また、顎部以下の形態力WJ明 したものについてのみ、

長顎のものをAl類、短頚のものをA2類に細分する。

B 頚部が直線的、もしくは外反 して広が り、日縁部は受け口状を呈する。口縁端部を

下方向にも拡張するものをBl類、上方向にのみ拡張するものをB2類 と細分する。

C 頸部は筒状に短 く立ち上が り、口緑部は大きく外反する。日縁端部は上方向にのみ

拡張する。胎土は角閃石を含まないものが多い。

D 顎部は筒状に短 く立ち上が り、口緑部は大きく外反する。口縁端部は上下方向に拡

張する。胎土は角閃石を含まないものが多い。

E 顎部は大きく外反 し、回縁端部は上下方向に拡張する。胎土は角閃石を含まないも

のが多い。
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広口童の分類

A Bl B2 C D

戸

E

奏の分類

A B C D

鉢の分類 高杯の分類

第13図 弥生土器分類図

甕の分類

前述のように甕は口縁部の形態と法量により分類する。

A 小型の甕である。頸部はくの字状、または逆 L字状を呈する。胎土は角閃石を含み

茶褐色を呈するものが多い。調整は内外面をミガキで仕上げるものがほとんどである。従

来「河内型甕」と呼ばれるものである。

B 小型の甕である。頚部は引瞭な稜を持ってくの字状に屈曲し、口縁端部を上方向に

拡張する。口縁端部には凹線を施すものもある。胎土は角閃石を含まなぃものが多く、調

整は内外面を粗いハケで仕上げるものがほとんどである。

C 大型の甕である。頸部は緩やかに外反し、口縁端部は下方向に拡張する。口縁端部

の拡張傾向は、時期が下るにつれて顕著となる。胎土は角閃石を含み茶褐色を呈するもの

が多い。内外面を磨きで仕上げるものが大多数である。
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D 大型の甕である。顕部は明瞭な稜を持ってくの字状に屈曲し、日縁端部は上方向ま

たは上下方向に拡張する。胎土には角閃石を含まないものが多く、内外面を粗いハケ調整

し、体部下半をミガキで仕上げるものが多い。

鉢の分類

鉢は前述のように鉢部の形態で分類する。完形の個体がないため底部、脚部の形態は不

明である。

A 体部が底部から口縁部まで内湾しながら開く。小型のものから大型のものまで一括

する。

B 口縁部が底部から屈曲して直立する。日縁端部は下方向に拡張し、拡張傾向は時期

が下るにしたがって顕著となる。時期が下ると、拡張した日縁端部が体部に密着して段状

を呈するものも出現する。小型のものから大型のものまで一括する。

高杯の分類

高杯もイ部の形態で分類する。鉢同様完形の個体がないため脚部の形態は不明である。

A 杯部カミ椀状を呈する。底部から内湾しながら広がるものと底部から屈曲して直立す

る口縁を持つものがある。

B 水平にのびる口縁を持ち、口縁端部を下方向に拡張する。時期が下るにつれて口縁

端部の拡張傾向が顕著となる。
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第 2節 調査区の地形と基本層序

(1)調査区の地形

調査地は、天見川が金岡↓山の西裾を侵食して、形成した河岸中・低位段丘上にある (第

3図 参照)。 したがって、天見川に近い西部が低 く、金剛山に近い東部が高くなってい

る。調査地西端では、標高約118.00m、 東端では約125.00mで あり、約 7mほ どの比高差

がある。調査地のすぐ西には、天見川と並行して段丘崖 1が南北に走っている。段丘崖 1

の下面では、砂礫層が広がっており、遺物包含層は認められないことが試掘調査や工事立

会によって確認されている。このようなことから、調査区以西に遺構や遺物包含層が広が

つていくことは考えにくい。調査区の東は、河岸段丘から丘陵部への傾斜変換′点となって

いることから、弥生時代集落域の東端と考えても誤りないと思われる。

一方で、北方向には、比較的平坦な面が続いていることから、集落域の広がりが予想で

きる。南方向も平坦な面が続いているが、南方向100mに は、石見川が東西方向にながれ

ており、この川より南では弥生時代の遺構は確認されていない。おそらくは、この河川が

弥生時代集落域の南限を画するものであろう。なお、調査区内にも、ほぼ中央で南北には

しる段丘崖 2が存在している。

調査地の現状は、大部分が耕作地を経て宅地となっている。本来ゆるやかな東から西ヘ

向かう斜面地であったと考えられる場所が、宅地単位で、切土と盛土によって平坦に造成

されている。特に遺跡の東端は、近世に高野街道と三日市宿が設置された場所であり、古

くから平坦に造成されていたようである。

(2)基本層序

調査区内の層序については、各調査区壁で観察を行い、言己録を残しているが、ここでは、

流路や遺構の影響を受けていない地点を選び③～②の地点の土層柱状図を作成した。各地

点で認められた層序は大きくI～ Ⅳの層に分けることができる。

I層 現代の盛土層である。調査地全域では認められず、部分的に存在する。宅地造成

の際に盛土され形成されたと考えられる。土質は場所によって様々であったが、褐色系の

礫混じリシルトで構成されているものが多い。層厚は場所によって異なるが0.3～ 0.5mで

あった。

Ⅱ層 近世～近代の耕作土であり、褐灰色系の細砂まじリシルトを主体とする。層厚は

概ね0.lm～ 0.3mである。ほぼ、調査区全面にわたって認められた。

Ⅲ層 近世～近代の耕作土に伴う床上であり、橙色系の細砂まじり微砂～シルトを主体

とする。層厚は概ね0.lmで ある。調査区全面にわたって認められた。近世の遺物が含ま

れる。
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Ⅵ

Ⅵ層

Ⅵ層
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第14図 土層断面柱状図 1(1/40)

10YR 6/1褐灰色 細砂 (耕土)

5YR 7/8橙色 シルト～微砂 (床土)

10YR 6/3に ぶい責橙色 シルト
7.5YR 7/8黄 栓色 シ,レ ト～微砂
10YR 3/1黒褐色 シルト～微砂
2.5Y良 8/8責色 シルト～微砂
(75YR 3/4暗褐色 シルトを多く含む)(盛土)

5Y6/8栓色 シル ト～微砂 (床土)

10YR 4/2灰黄褐色 シルト～微砂 (遺物包含層 )

2.5YR 8/8黄色 シルト～微砂
(75YR 3/4暗褐色 シルトを多く含む)(盛土)    __
7.5YR 4/2灰褐色 シルト～微砂 (礫 を少量含む)

2.5Y4/2暗仄黄色 粗砂混じリシルト(耕土)

7.5YR 8/8責橙色 シルト～微砂 (床土)

2.5Y5/2暗仄責色 シルト～微砂
25Y3/1黒褐色 シルト～微砂
(10YR 8/8黄 栓色 ンルト～微砂のプロックを多く含む)(遺物包含層)

2.5Y3/1黒褐色 シルト～微砂 (耕■)

10YR 5/6責褐色 シルト～微砂 (床土)

2.5Y5/2暗仄黄色 シルト～微砂 (床土)        __
2.5Y6/4に ぶい黄色 シルト～微砂
(10YR 5/2灰 賞褐色 シルト～微砂を含む)

攪乱
10YR 4/1褐灰色 シルト～微砂 (耕土)

7.5YR 5/6明掲色 シルト～微砂 (床土)

2.5Y5/2暗仄黄色 シルト～微砂 (近世耕作土)

2.5Y5/2暗仄黄色 シルト～微砂
(25Y6/1責灰色 シルト～微砂のブロックを多く含む)

2.5Y6/2灰 黄色 シルト～微砂
2.5Y5/2暗灰黄色 粗砂～礫混じり微砂～細砂 (盛土)

2.5Y5/2暗仄責色 粗砂～礫混じり微砂～細砂 (遺物包含層 )

2.5Y5/2暗灰黄色 粗砂～礫混じり微砂～細砂 (表土)

0                        2m
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I層

Ⅱ層

呵

Ⅳ層

Ⅳ層

④ 10YR 6/1褐 仄色 細砂(耕土)

② 5YR7/8橙色 シルト～微砂(床土)

⑩ 5YR7/3に ぶい橙色 細砂
① 7.5YR 6/1褐灰色 シルト～微砂(遺物包含層)

⑫ 10YR 6/1褐 灰色 細砂(耕土)

⑬ 5YR7/8橙色 ンルト～微炒(床土)

② 5YR7/3に ぶい橙色 細砂(床土)

⑮ 25Y6/1責灰色 ンルト～微砂
⑭ 2.5Y5/1黄灰色 シルト～微砂
⑫ 2.5Y5/1責灰色 シルト～微砂(遺物包含層)

⑬ 10YR 6/3に ぶい黄橙色 礫(盛土)

⑩ 7.5YR 4/2灰褐色 粗砂混じリシルト～微砂
⑩ 10YR 6/4に ぶい責橙色 細砂混じリシルト～微砂
④ 7.5Y5/1灰色 粗砂混じリシルト～微砂
⑫ 2.5Y5/1明黄仄色 シルト～微砂
◎ 2.5Y4/1黄灰色 細砂混じリシルト～微砂(遺物包含層)

⑭ 10YR 5/2灰黄褐色 細砂混じリシルト～微砂(遺物包含層)

⑮ 10YR 7/1灰 白色 程砂(遺物包含層)

⑮ 2.5Y4/3オ リーブ褐色 狙砂～礫混じり微砂～細砂(現代盛土)

@2.5Y5/3責 褐色 粗砂～礫混じり微砂～細砂(炭化物をやや含む)

④ 10YR 7/2に ぶい黄橙色 粗砂混じリンルト(表土)

◎ 5Y5/1灰色 細砂混じリシルト鉄分を含む(旧耕土)

⑩ 2.5Y7/1灰 白色 細砂混じリシルト
(10 YR3/8黄橙色 シルト～微砂のブロックを多く含む)

◎ 2.5Y5/1黄灰色 細砂混じリシルト(盛土)

⑫ 10YR 6/8明 黄褐色 シルト～微砂(耕作土)

① 10YR 7/3に ぶい責橙色 微砂～細砂

0                       2m
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Ⅲ層

Ⅱ層

Ⅳ層

V層
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l18.00m

Ⅳ層
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第15図 土層断面柱状図 2(1/40)
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125,00m

124.00m

123.CIClm

122.∞m

層

　

層

層

Ⅳ

　

Ｖ

Ⅵ

I層

Ⅵ層

19YR 5/1褐灰色 粗砂混じリシルト～微砂 (旧耕上)

7.5YR 78黄 橙色 粗砂混じリシルト～微砂 (旧床土)

斑 R6/2灰褐色 シルト
2.5Y4/1黄灰色 シルト～微砂
2.5Y7/1灰 白色 シルト
2.5Y5/1責灰色 粗砂～礫混じり微砂～粗砂 (表■)

2.5Y4/2暗灰黄色 粗砂～礫混じり細砂～粗砂 (中世～弥生の包含層)

10YR 4/2仄黄褐色 極粗砂～礫混じり微砂～粗砂
2.5Y6/3に ぶい黄色 礫混じり微砂～微砂
10YR 8/6黄橙色 シルト～微砂 (盛土)

10YR 4/1褐仄色 シルト混じリシルト～微砂 (盛土)

10YR 6/6明責褐色 シルト～微砂 (盛土)

10YR 6/2仄黄褐色 粗砂混じリシルト
10YR 8/6黄橙色 シルト～微砂 (盛土)

第16図 土層断面柱状図 3(1/40)
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10YR 8/6黄橙色 シルト～微砂 (盛■)

2.5Y5/2暗灰責色 粗砂～礫混じり細砂 (3～ 10cm大 の石を合む)

2.5Y5/2暗仄責色 粗砂～礫混じり細砂 (2～ 3cm大の石をやや含む)

2.5Y6/1黄灰色 微砂～細砂 (粗砂～微砂をやや含む)

5Y5/2仄 オリープ色 粗砂～礫混じり細砂～粗砂 (3～ 10cm大 の石を含む)(遺物包含層)

10YR 8/6黄橙色 シルト～微砂 (盛上)

10YR 8/6責橙色 シルト～微砂 (盛土)

10YR 3/6黄橙色 シルト～微炒 (盛土)

5Y4/1黄 仄色 ンルト～微砂
7.5Y5/2灰 オリーブ色 シルト～微砂
10YR 5/3に ぶい費褐色 シルト～微砂
7.5YR 4/2灰 オリーブ色 シルト～微砂
2.5Y5/6灰 責褐色 シル ト～微砂
2.5Y4/2暗灰黄色 シル ト～微砂 (遺物包含層)

10YR 4/2灰黄橙色 シルト～微砂(若干細砂を含む)(遺物包含層 )
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Ⅳ層 耕作地化される以前に堆積 した上である。弥生時代 と中 。近世の遺物が含まれる。

土質は場所によって異なるが、灰褐色系の礫混 じリシル ト～微砂を主体とする。

V層 弥生時代の遺物包含層であり、灰褐色系のシル ト～微砂を主体 とする。層厚は概

ね0.1～ 0.3mで ある。調査地全域では認められず、盛土によって造成され、切土を免れた

場所に存在する。

Ⅵ層 いわゆる地山と呼ばれる無遺物層である。すべての遺構はⅥ層上面で検出してい

る。

地山層を構成する層は、シルト～徴砂と礫混じり細砂が交互に堆積しており、①～③地

点では、灰白色系の礫混じり細砂、④～⑦・⑨・⑩では、黄色系もしくは、これがグライ

ド化した青灰色系のシルト～徴砂となっている。③地点では、ふたたび灰白色系の礫混じ

り細砂となっている。地山層がグライド化している⑩地点は、湧水が激しく遺構が形成さ

れた時期も湿地であつたようで、竪穴住居はほとんど検出されていない。この他の場所で

は、地山層の違いには関係なく遺構が検出されている。

(3)遺構面

遺構面は、先述したように、緩やかな西向きの斜面地であるが、①地点から④地点まで

は比較的平坦な面が続き、⑩地点から⑤地点では、急な勾配を持った斜面に変わつている。

周囲も含めた現状地形からの観察によって、この場所には南北方向に段丘崖 (段丘崖2)

が形成されている状況が観察できる。この勾配も遺構が形成された時期における段丘崖の

一部を構成したものであろう。また、この段丘崖直下は、先述したようにグライド化した

地山が広がつており、湿地帯であったとみられる。このため、⑩地点では遺構は、ほとん

ど検出されていない。⑤地点から③地点にかけては、ふたたび比較的平坦な面が続き、②

に至る。この平坦面の中央部には、古代に形成されたと考えられる流路が位置しており、

弥生時代の集落の中心部を押し流している。
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第 3節 弥生時代～古代の遺構 。遺物

本節では、弥生時代～古代にかけての遺構 と遺物について述べる。弥生時代の遺構は、

竪穴住居31棟 (庄内期のもの 1棟を含む)を はじめとし、掘立柱建物、土坑、溝、ピット、

方形周溝墓が検出でき、弥生土器、木器、石器が出土 している。これに対 して古墳時代～

古代にかけての遺構・遺物は極めて少ない。次の節で報告する近世の遺構群 とは年代的に

断絶 している。

(1)竪穴住居

〔S11〕

1.遺構 (第 17図、図版 3)

I一 i4・ I― j4区 にまたがって位置する竪穴住居である。S11が検出された調査

区が孤立しているため、周囲の遺構との関連については、不明であるが、住居掘形肩部か

らはピットが検出されている。住居南部は遺存状況が良好であり、上層には遺物包含層が

遺存している。一方、北部は大きく削平を受けており、S11の床面下まで削平が及んで

いる。現状での地形は、S11の西 5mに、段丘崖 1が南北方向にはしっており、S11

が機能していた当時にもこの段丘崖 1は存在していたと考えられる。本章第 2節 (1)で

述べたように、この段丘下面には、遺構が分布していないことが想定できるので、SIl
は集落の西端に位置しているといえる。

S11の平面形は円形を呈しており、掘形の直径は8m前後になると想定できる。床面

から、検出面までの高さは、最も遺存状況が良好であった場所で0,7mであった。検出面

の標高は118.14mで あった。当該、竪穴住居の調査は、北半部が調査区外にあり、検出し

た南半部もその西側半分が削平されている。この結果、当該調査では、約1/4程度を調査

することができたことになる。

S11の掘形は、10Y R7/3に ぶい黄橙色シルトの地山面を基盤として検出された。地

山面には、礫が多く含まれていた。住居の覆上が黒褐色系のシルトであったため、掘形は、

極めて明瞭に検出することができた。掘形法面は、約60度 の勾配をもっている。覆土 (②

層～⑤層及び③層～④層)は、周囲に形成された弥生時代の遺物包含層に起因すると考え

られ、他の時期の遺物は含まれていない。床については、基盤層を掘込んで掘形をつくっ

た後、起伏をもった掘形底部に置土 (②層)を行い、水平な床面をつくり出している。床

面の直径は、 6～ 7m前後と想定でき、壁溝、土坑が検出されている。これらは、すべて

掘形底部で検出した。また、炉や排水溝は検出されていない。

壁溝は、掘形に沿って、南狽1か らのみ検出され、幅0.2～ 0,7m、 深さ0.15mで、長さ5

mにわたり検出できた。壁溝は完周しない。
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10YR 6/2灰 黄褐色 徴砂～シル ト
5YR 4/6赤 褐色 微砂～シル ト
10YR 2/1黒 色 微砂～ンルト
10YR 3/1黒 掲色 シル ト
10YR 3/1黒 褐色 粗砂混 じリシルト
10YR 5/2灰 黄褐色 粗砂混 じり微砂～シル ト
10YR 3/2黒 褐色 粗砂混じり微砂～シルト
10YR 5/6黄 褐色 粗砂混じり微砂～シルト
10YR 2/1黒 色 徴砂～シル ト

(10YR 17/1黒 色 シル ト)(炭化物を多 く含む)

10YR 6/2灰 黄掲色 粗砂
10YR 5/4に ぶい黄褐色 粗砂 (礫 を含む)

10YR 3/4暗 褐色 粗砂 (礫 を含む)

118.50れi al

◎ 10YR 7/1灰 白色 粗砂
⑫ 10YR 2/2黒褐色 シルト
⑩ 25YR 3/2暗赤褐色 粗砂
⑮ 10YR 4/2灰黄褐色 粗砂
⑫ 10YR 6/8明責褐色 微砂～ンルト
⑬ 5YR6/4にぶい橙色 組砂

(75YR 3/1黒 褐色 シルト)(炭化物のブロックを含む)

⑩ 5YR6/4にぶい橙色 組砂
(5YR 5/6明赤褐色 微砂～シルトのプロックを含む)

⑩ 5YR6/4にぶい橙色 粗砂混じり細砂
⑪ 5YR 5/6明 赤褐色 粗砂混じり細砂 (し まりが大変よい)

② 7.5YR 4/2灰 褐色 粗砂
⑬ 5YR 4/1褐 灰色 粗砂混じり細砂
② 10YR 6/8明 黄褐色 微砂～シルト

⑩
①
⑫

117.60ol d「

②①③縣一ｗＰ２① 10YR 2/2黒 褐色 粘土混じり細砂
(焼上のプロックを含む)

砂

炒

紗

粗色

色
色

褐

褐

禍

黄

黒

暗

灰

〃

ｙ
ν

∝
∝
∝

①
②
③

Pl

① 10YR 2/2黒褐色 粗砂
② 10YR 5/4に ぶい責褐色 粗砂混じり細砂

1平面図・土層断面図 (1/60)

-35。 36-

第17図  SI



ピットは10箇所検出された。竪穴住居掘形検出面から床面まで、相当の深さがあること

から、これらは、竪穴住居に伴うものとみてよいと思われる。この内、Pl・ P2,P3

は、その規模から、主柱穴の候補とすることができる。Plは、長軸0,7m、 短軸0.45m、

掘形底面からの深さは0。 2mであった。P2は、直径0.6m、 地山面からの深さは0.25mで

あつた。調査できた床面の範囲が狭かったことから、主柱穴の配置を復元するには至 らな

かった。この他、P3は上部が削平され、底部がかろうじて遺存していたものであるが、

埋上に焼上のブロックを含んでおり、特筆できる。

2.遺物 (第 18図、図版50。 99)

当該竪穴住居からは、土器、石器が出土している。これらは、いずれも、床面に穿たれ

たピットより出土したものである。図化ができたのは、以下に述べる2点である。 1は鉢

Bの口縁部である。P3か ら出土した。全体の 50/O足 らずの小片であり、復元口径は不明

である。口縁部は、段状に肥厚しており、体部には、間隔の短い集状文を施文している。

Ⅳ様式に該当する。 2はサヌカイト製の凸基式石鏃である。先端部が欠損しており、全長

2.61cm、 幅1.01cm、 厚さ0。 31cmを はかる。壁溝より出上した。

3。 まとめ

当該竪穴住居は、集落西端の段丘崖 1の際に位置する。住居内のピットから出上した遺

物はⅣ様式のものであつた。また、住居上部に形成された遺物包含層から出上した遺物は、

Ⅱ様式、Ⅲ様式の遺物が若干含まれるものの、大部分がⅣ様式のものである。このような

ことから、Ⅳ様式を中心に当該住居が機能していたことが推定できる。

調査を行うことができた範囲は全体の1/4程度であり、炉や主柱穴の多くは検出できて

いない。住居掘形の直径は約 8m程度に復元できる。なお、調査区が狭く、今回の一連の

調査では、はじめて検出された竪穴住居であつたために、当該遺構が竪穴住居であること

を認識するのが遅れ、当初は段丘崖の一部を構成する落ち込みであろうと推定していた。

この認識の遅れのために、本来、床面上から掘り込まれたと推定される壁溝やピットを掘

形底面で検出するという間違いを犯してしまったことを付記しておく。

0                                     20cm

第18図 Sll出 土遺物

Φ

0             3cm

―
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〔S12〕

1.遺構 (第 19図、図版 3)

I― g7・ I一 g8区 にまたがって位置する竪穴住居である。当該遺構は、近現代の溝

によって西側を破壊されている。また、S13と重複 して築造されている。周囲には東方

向10mに S14を 中心 とする住居群がある。一方、西方向 7mに は、比較的大きな溝であ

るSD4が位置する。 SD4よ りも南西では、住居は確認されておらず、より西では段丘

崖 1が南北にはしっている。段丘崖 1の下面では遺構は存在 しないものと推定される。こ

のようなことからS11と 同様に、集落の西端に位置するといえる。周囲は、削平を大き

く受けており、弥生時代の遺物包含層は遺存 しておらず、地山層 もかなりの削平を受けて

いるとみられる。当該遺構の残存状況は特に悪 く、床面下まで削平を受けていた。したが

って、掘形底面を構成する地山層や住居置土が一部露出した状態で、掘形が検出された。

S12の平面形態は円形を呈 しており、直径は約 5m前後になると推定できる。住居掘

形底面から、検出面までの高さは0.01～ 0.05mであった。検出面の標高は118.49mであっ

た。当該竪穴住居は、西側が近現代の溝によって破壊されてお り、北東部が調査区外にあ

るため、全体の 3割程度を調査 したにとどまった。

掘形は、10Y R8/8黄 橙色シル トの地山面を基盤として検出した。覆土はほとんど、遺

存 していなかった。検出段階で露出した置土は、loY R6/2灰 黄褐色細砂まじリシル トで

あつた。この置上の遺存によって、当該住居を検出することができた。残存 していた掘形

が浅かったため、掘形法面の勾配角度等はわからない。床面の直径は、検出した掘形と同

じ直径約 5m前後 と推定できる。床面からは、ピット、炉が検出されている。壁溝は検出

されなかった。削平されているのか、本来的に存在 しないのかは判断できなかった。

炉は、床面のほぼ中央で検出された。不整円形の平面形態を呈 しており、検出面からの

深さは0.38mで あ り、底には直径0.lmほ どの平坦面があった。他の竪穴住居で検出され

た炉と異なり、炭化物層の堆積は認められなかった。炉掘形には、被熱 した痕跡が認めら

れなかった。

ピットは 3箇所検出された。これらのすべてが竪穴住居に伴 う確証はないが、いずれも

配置からは主柱穴である可能性がある。Plは、直径0。 35m、 床面からの深さは0.23mで

あった。P2は、直径0130m、 検出面からの深さは0.05mであった。P3は、直径0,4m、

検出面からの深さは0.2mであった。上部は削平を受けている。各主柱穴の配置から、当

該竪穴住居は、 4本柱構造を復元することができる。

2。 遺物 (第 20図 、図版50)

当該竪穴住居からは、甕の小片が 3点出上 している。 3は甕Aの 口縁部である。内面は

ミガキによって仕上げている。全体の 50/O未満の小片であり、P2か ら出土 した。 4は甕

の底部である。外面はミガキによって仕上げている。炉から出土 した。 5は甕の底部であ

-38-



(S13の上部に築造)

(S12によって上部を削平される)

119.00ni ai

① 10YR 7/6明 黄褐色 シルト混じり細砂(炭化物を含む)

119.00nュ  bi

10YR 6/2灰 責褐色 細砂混 じリシル ト(S12置土)

10YR 4/3に ぶい責渇色 徹砂～シルト(細砂を少量含む)

10YR 3/2黄 褐色 微砂～シルト(細砂を少量含む)

10YR 5/3に ぶい黄褐色 細砂～シル ト
2.5Y5/1責灰色 シル ト混じり細砂 (S13覆土)

25Y3/1黒褐色 微砂～シル ト(S13覆土)

2.5Y5/1黄灰色 シル ト混じり細砂(S13覆土 )

10YR 7/3に ぶい責橙色 細砂～ンル ト(礫、炭化物を含む)

10YR 4/3に ぶい黄褐色 細砂～シル ト
(粗砂、炭化物、砂礫を含む)

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
③
⑨

Pユ

118.80m di

① 10YR 7/6明 黄掲色 シルト混じり細砂(炭化物を含む)

10YR 5/3に ぶい赤褐色 ンルト～細砂

0                      3m

第19図 S12・ 3平面図・土層断面図(1/60)
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♂ M5
0                 10cm

第20図  S12出 土土器

る。外面はケズリ、内面はナデによって仕上げている。住居の置土層から出土 した。いず

れも残存率が低い小片であつたため、時期を明らかにできないが、Ⅲ様式からⅣ様式に相

当すると考えられる。

3。 まとめ

当該竪穴住居は、Ⅲ～Ⅳ様式を中心に存続していたと考えられる。検出できた竪穴住居

掘形の直径は約 5mであった。床面からは、炉、柱穴が検出できた。 4本柱構造を復元す

ることができる。

〔S13〕

1.遺構 (第 19図、図版3)

I一 g8区に位置する竪穴住居である。S12が、当該住居廃絶後に、重複してつくら

れていた。しかし、当該住居の方が深い掘形を有し、かつ、S12が、掘形底面近くまで

削平を受けていたことから、S12を検出した時点ですでに、当該住居掘形の輪郭が検出

できた。周囲は削平を受けており、弥生時代の遺物包含層は遺存しておらず、地山層も削

平を受けているとみられる。

平面形は円形を呈しており、掘形の直径は5m前後になると推定できる。床面から検出

面までの高さは0。 3mであった。検出面の標高は118.49mで あった。当該調査では、南西

部の約 2割を調査することができた。

掘形は、10Y R8/8黄橙色微砂～シル トの地山面を基盤として検出された。覆土が

2.5Y3/1黒 褐色微砂～シルトであったため、極めて明瞭に検出することができた。残存し

ていた掘形が浅かったため、掘形法面の勾配角度等はわからない。調査した範囲が限られ

るため、推測の域をでないが、掘形底面を床面としているようであった。床面の直径は検

出した掘形の直径 と同程度とみられ床面上からは壁

溝、ピット、土坑が検出されている。

壁溝は、住居の壁に沿って、幅 lm、 深さ0。 lmで、

長さ2.5mにわたつて検出した。壁溝は完周しない。

ピットは10箇所検出された。これらのすべてが当該

竪穴住居に伴う確証はない。いずれも0.2mか ら0.3m

の深さをもつが、主柱穴を抽出するには至らなかった。
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第22図  S13出 土石器

0              3cHl

-

したがって、主柱穴配置については不明である。

2。 遺物 (第 21・ 22図 、図版50。 99)

当該竪穴住居からは、土器、石器、紡錘車が出上 している。 6・ 8,9は住居の廃絶後

に竪穴内に流れ込んだ覆土から出土 した。6は広口壷Aの 口縁部である。覆土から出上し、

5%に満たない小片であった。間隔の短い集状文が施文されている。8は、紡錘車である。

直径は5。 6cmであり、厚さは0.8cmである。 9は、サヌカイ ト製の凹基式石鏃である。全長

2,9cm、 幅1.91cm、 厚さ0。 23cmで あった。 7は、甕Aである。外面はミガキで仕上げてい

た。全体の 5%ほ どの小片であり、P4か ら出土 した。10はサヌカイトの細部調整剥片で

ある。P5か ら出上 した。

3。 まとめ

当該竪穴住居は、覆土から出上 した遺物の年代を参考にすると、Ⅳ様式を中心に存続 し

ていた可能性が考えられる。 S12が 重複 して築造されている。掘形の直径は 5m程度に

なると考えられる。床面からは、壁溝、ピット、土坑が検出できたが、調査を行うことが

できた範囲が狭 く、主柱穴配列の構造を復元するには至らなかった。

〔S14〕

1.遺構 (第 23・ 24図 、図版 4)

I― d8・ I― e8区にまたがって位置する竪穴住居である。周囲には、竪穴住居が集

まっており、東方向3mに はS15が、北方向にはほぼ接してS17が、西方向7mに は

S13が位置している。比較的造成の影響を受けておらず、遺存状況がよく、上面には弥

生時代の遺物包含層が遺存していた。

S14の平面形は円形を呈しており、掘形の直径は10,4mで ある。床面から、覆土上面

までの高さは0.65mであった。掘形の検出は地山面で行い、検出面の標高は118,70mで あ

った。当該竪穴住居の調査は、南半部を対象に行った。北半部については、道路下にあり、

埋管等によって既に破壊されていた。

掘形は、10Y R8/8黄橙色微砂～シルトの地山面を基盤として検出した。ただし、土層

の観察によって、東部は地山層上に堆積した堆積土上から掘り込まれていることが明らか
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になった。また、西に隣接するS15と の先後関係も堆積状況より明らかにでき、当該住

居がS15よ りも後に築造されていた。住居の覆上が灰黄褐色系のシルトであったため、

掘形を極めて明瞭に検出することができた。掘形法面は、全体として約30度 の勾配をもっ

ていたが、 2段のテラス状の平坦面をもち、階段状に穿たれている。覆土 (①層～⑩層)

は、周囲に形成された弥生時代の遺物包含層に起因すると考えられ、他の時期の遺物は含

まれていない。主に西側から上の流入があつたようである。覆上には、地山層に起因する

とみられる責褐色のブロックを含んでいるものがあり、床面近くに堆積していたものに顕

著であつた。東側肩部付近の覆上には、堆積状況に変化 (⑪層～④層)がみられた。これ

は、住居建替えに伴って掘形が再掘削された痕跡もしくは、壁板の裏込上である可能性が

ある。再掘削が行われていた場合は、直径が8m程度の竪穴住居が重複していることにな

る。同様の堆積状況の変化は南側肩部 (⑫層～⑩層)に もみられた。床面は、地山を掘り

込んだ後、10Y R5/1褐灰色シルト (⑫層)を置土することによって貼床が形成されてい

る。床面の直径は、7mであり、壁溝、ピット、柱穴、炉、土坑が検出されている。また、

床面上からは、炉を中心として薄い炭化物の層が検出された。

壁溝は、完周せず、掘形に沿って東側からのみ検出され、幅0。 2～ 0,3m、 深さ0.1～ 0.2

mで、長さ4mにわたり検出できた。

炉は、床面のほぼ中央で南側半分が検出された。不整円形の平面形態を呈しており、床

面からの深さは0.3mで あり、情鉢状を呈している。炉内は、黒褐色系の炭化物層 (⑪

層・⑭層)と地山層に起因する黄褐色シルトのブロックを含んだ層 (⑫層)が交互に繰り

かえして堆積していた。炉掘形には、被熱した痕跡が認められなかった。

排水溝は、検出されなかった。北半部に存在していた可能性はある。

床面からピットは20箇所検出された。すべてが竪穴住居に伴うと考えられる。また掘形

法面からも、 7箇所のビット (Pl・ P2他)が等間隔で検出された。床面で検出した、

118.40m df 118.40m f   g       l18.40mゴ

蘇
P6

① 25Y5/3黄 褐色
② つ5Y5/1黄灰色
③ 25Y3れ 黒褐色

②

③

P4

(10YR 8/8黄 橙色
プロックを含む)

④ 25Y4/1黄 灰色

h

P9
① 75YR 3/8資 橙色 徹砂～ンルト

(lllYR 3/8黄澄t 微砂～シルト
のプロックを2096含 む)

② 75YR 8/8黄 絵色 微砂～シルト
③ 75YR 8海 黄橙色 徹砂～ンルト

(10YR 3/8黄 澄色 徹砂～ンルト
のプロックを開 含む)

① 10YR 3/8責澄色 徴砂～シルト

P10
①

'5Y3/1黒
褐色 微砂～ンルト

② 25Y3/1黒 褐色 徹砂～シルト
(10YR 3/8黄 橙色 徹砂～シルト
のプロックを少霊含む)

③ 2評 3/1黒褐色 級砂～ンルト
(10YR 3/8黄 lat 徹砂ヽシルト
のアロックを多く含む)

に5YR 5/1褐灰色 微砂～ンルト    ① 75YR r。/1褐灰色
のアロックを含む)           (loYR 3/8黄 橙色 微砂～シル I

② ■5YR 5/14B灰色 微砂～シルト      のプロックを21196含 む)

.の
アS勒碧

盈竜監訂 _kg佃
蹴聾

亀鐘摯
ト

廃
Pll

① 25Y3/1黒 褐色 微砂～シルト
② 25Y3/1黒 褐色 微砂混じリシルト
③ 25Y3/1黒 褐色 徹砂泥じリシルト

(10YR 3/8黄 橙色 微砂～ンルトの
アロックを含む)

①
②

第23図  S14遺 構土層断面図 (1/60)
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1                  1 19.oom  bi

119.00■ュa

⑩25Y5/1黄灰色 シルト混じり細砂
⑪ 5Y3/4暗オリープ色 微砂～シルト

② 5Y4/1灰色 シルト

◎ 10YR 6/4に ぶい責橙色 微砂～シルト

② 7.5YR 4/1褐 灰色 シルト

⑮ 10YR 3/2黒 褐色 シルト

(10YR 8/8黄橙色 微砂～シルトのプロックを少量含む)

② 10YR 4/1褐 灰色 微砂～シルト

(10YR 8/8黄橙色 微砂～シルトを多く含む)

②10Y6/1褐灰色 シルト

(10YR 5/1褐灰色 微砂～シルトのプロックを少量含む)

② 10YR 5/6責褐色 シルト

(10YR 5/1褐灰色 微砂～シルトのプロックを少量含む)

0 10YR 6/1褐灰色 シルト

① 2.5Y3/1黒 褐色 微砂～シルト

①5Y2/1黒 色 微砂～シルト(炭化物を多く含む)

⑫ 5Y2/1黒色 微砂～シルト(炭化物を多く含む)

(10YR 3/8黄橙色 徹砂～シルトのプロックを含む)

◎5Y2/1黒 色 微砂～シルト(災化物を多く含む)

⑭25Y3/1黒褐色 微砂～シルト

(10YR 8/8黄褐色 微砂～シルトのプロックを多く含む)

⑮ 25Y3/1黒褐色 微秒～シルト

(10YR 3/8責褐色 微砂～シルトのプロックを多く含む)

① 10YR 6/6明 責褐色 微砂～シルト

(10YR 5/1掲灰色 微砂～シルトのプロックを含む)

⑫ 19YR 5/1褐灰色 ンルト(置土)

(10YR 8/8黄橙色 微砂～シルトのプロックを多く含む)

① 10YR 4/3に ぶい黄褐色 シルト混じり微砂～シルト

(10 YR 8/8黄橙色 微砂～シルトのプロックを含む)

② 2.5Y7/2灰 黄色 シルト

◎ 2.5Y72灰黄色 シルト

(25Y4/2暗 灰黄色 シルトを多く含む)

① 10YR 4/3に ぶい黄橙色 シルト混じり微砂～シルト

⑤ 5Y4/1灰色 シルト

③ 7.5YR 4/1褐 灰色 細砂
(7.5YR 7/3に ぶい橙色 微砂～シルトのプロックを含む)

⑦ 10YR 5/1褐灰色 微秒～シルト混じリシルト

⑥25Y5/3黄褐色 シルト

(炭化物を落干含む)

③ 10YR 6/1褐灰色 シルト

⑩ 25Y5/3黄褐色 微砂～シルト(炭化物を着千含む)

① 25Y5/3黄褐色 微砂～シルト

⑫2.5Y4/2暗灰黄色 シルト

⑬ 2.5Y5/1黄 灰色 シルト混じり細砂
⑭ 25Y5/1黄灰色 ンルト

⑮ 25Y5/1黄仄色 ンルト

(10YR 8/8黄橙色 微砂～シルトのプロックを合む)

⑩ 7.5YR 4/1褐 灰色 細砂
(10YR 8/8黄橙色 微砂～シルトのブロックを少量含む)

⑫ 10YR 5/1褐灰色 シルト

(10YR 5/1褐灰色 微砂～シルトのプロックを少量含む)

⑬ 10YR 6/1褐灰色 シルト

◎ 10YR 4/1褐灰色 細砂
(10YR 3/8黄橙色 微砂～シルトのプロックを含む)

P3

① 7.5YR 4/1褐 灰色 シルト混じり微砂～シルト

② 2.5Y6/1黄 灰色 微砂～シルト

③ 2.5Y8/8黄 色 微砂～シルト

(2.5Y6/1黄灰色 微砂～シルトのプロックを含む)

④ 25Y6/1黄灰色 微砂～シルト

(25Y8/8黄 色 微砂～シルトのプロックを含む)

⑤ 25Y5/2暗灰黄色 微砂～シルト

⑥2.5Y8/8責色 微砂～シルト

(25Y6/1黄 灰色 微砂～シルトのプロックを含む)

⑦2.5Y5/2暗灰黄色 シルト

0                    3m

S14平面図・土層断面図 (1/60)

:床面上で検出した遺構

:掘形底面で検出した遺構

第24図
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P3は、その規模から、主柱穴であると考えられる。P3は、直径0.46m、 床面からの深

さは0。 36mであった。柱を抜き取った痕跡が確認できた。この他のピットはいずれも、浅

く皿状を呈していた。

ピットは掘形底面からも10箇所が検出されている。このことから、S14は、建替えが

行われていたことが分かる。これらのピット群は、最終時の住居に伴う床面がつくられた

際には、置土下に埋没しており、建替え以前の住居に伴うものと考えることができる。これ

らのピットの内P4～ 11は、その規模から主柱穴を構成するものと考えることができる。

P4は、直径0.32m、 深さ0.4mであった。柱を抜き取つた痕跡が確認でき、柱痕跡の

直径は、0.18mであった。P5は、直径0。 29m、 深さ0.24mであった。柱を抜き取つた痕

跡が確認でき、柱痕跡の直径は、0,14mであった。P6は、直径0。 28m、 深さ0.33mで あ

った。埋土は2層 により構成されていた。P7は、直径0.3m、 深さ0,6mであった。柱を

抜き取った痕跡が確認でき、柱痕跡の直径は、0,2cmで あった。P8は、直径0.4m、 深さ

0。 16mであった。皿状を呈する浅いピットである。埋土は2層 から構成されていた。P9

は、直径0.26m、 深さ0。 32mであった。埋土は3層 から構成されていた。P10は、直径

0.28m、 深さ0。 23mで あった。柱を抜 き取った痕跡が確認でき、柱痕跡の直径は、

0.lmで あった。Pllは、直径0.25m、 深さ0.23mであった。埋土は3層から構成されて

いた。
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S14の 西半部には、試掘調査を行った際の確認坑が位置 しており、この場所に主柱穴

が位置 していた可能性は高い。いずれにしても、調査を行った範囲が限られていたことか

ら、主柱穴配置を復元するには至らなかった。

2.遺物 (第 25～ 27図 、図版50。 99。 101・ 103)

当該竪穴住居からは、土器、石器が出上 している。11～ 25。 27～ 32・ 34～46は 、住居の

廃絶後に竪穴内に流れ込んだ覆土中に包含されていたものである。11～ 16は広口壷Aの 口

縁部である。11・ 12は、口縁部に施文は行われていない。13～ 15は、焦状文が施文されて

いる。13は摩減が進んでお り、口縁端部外面に集状文がかろうじて観察できた。15は、口

縁端部が断面三角形を呈 してお り、口縁端部外面と頸部外面に、比較的間隔の短い集状文

を施文 している。16は斜め下方向に長 く口縁端部を拡張 しており、口縁端部外面には刺突

文が施文されている。17は、広口壺と考えられる。口縁端部外面には、凹線が施されてい

る。18は広口重Aで、口縁端部には集状文を施文する。19は広口壷 Cである。小片であり、

口縁端部には外面に波状文が、内面にヘラ状工具による刻目が施文されている。20・ 21は

細頸壼である。20。 21は 口縁部の細片であり、凹線文を巡らす。21は 口縁端部にヘラ状工

具による刻目を施文する。22は 、壺の肩部であり、上部に間隔が長 く、幅が狭い集状文を

施文 し、その下部に斜格子文を施文 し、その下部に間隔の長い焦状文、もしくは直線文を

施文 している。

23・ 24は 甕Aである。23は 、口縁部は鈍角に屈曲し、口縁端部は九 く収めている。内面

は、斜め方向のハケで仕上げている。24は 、日縁端部を面取 りしてお り、外面はミガキで

0                        5cm

/＼

0                 5cm

第27図  S14出 土石器

９
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日
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仕上げている。内面の調整については観察できなかった。25は 、奏Bである。口縁端部を

上方向にやや拡張 し、外面を強 くナデている。27・ 28・ 31は甕 Cである。いずれも、僅か

な細片であつたため、全体の調整は観察できなかった。27は、日縁部の小片である。内面

はミガキで仕上げていた。28も 甕 Cである。27・ 28は ともに口縁端部の下方向への拡張が

顕著ではない。31は奏Cである。口縁端部を下外方向に拡張 している。29は 、甕Dである。

器壁は薄 く仕上げられている。僅かな細片であったため、調整は観察できなかった。30は

甕Dである。内面は横方向のハケで仕上げられていた。32・ 34は鉢Bである。32は 、内外

面をナデで仕上げている。口縁端部は段状に肥厚 している。34は摩滅のため観察ができな

かったが、外面には簾状文を施文 していると推定できる。内面は横方向のミガキで仕上げ

ていた。37～ 39は高杯Aである。いずれも外面には横方向のミガキを加えていた。口縁端

部はいずれも肥厚 している。37～ 39は施文が行われていない。39は、口縁部に凹線状の窪

みを巡らしていた。35・ 40・ 41・ 42は高杯の脚部である。41は 端部を上方向に拡張 してい

た。421ま端部を上下方向に若干、拡張 している。36は鉢類の脚部である。竹管文が施文さ

れている。43は 、凸基式石鏃である。サヌカイ ト製である。44は削器であり、サヌカイ ト

製である。45は砥石であり、砂岩製である。46は 石庖丁であり、緑泥片岩製である。

26は 、甕Bで炉から出上 した。33は 鉢Bであり、置土中から出上した。口縁部には列点

文、体部には、間隔が短 く、幅の広い集状文を施文 している。以上、覆土と遺構から出土

した遺物には大きな時期差は認められず、Ⅳ-3～ 4様式の様相を示 している。

3。 まとめ

当該竪穴住居は、床面上の遺構から出上 した遺物によって、Ⅳ-3～ 4様式を中心に機

能 していたと考えられる。周囲には、竪穴住居が密集している。掘形の外側に軒先が位置

していたことが想定できることから、S15及 びS17は 、当該竪穴住居 と接近 しすぎて

お り、軒先が重複すると想定できる。 したがって、これら2棟 とは、同時には存在 してい

なかったと想定できる。検出できた竪穴住居掘形の直径は10.4mで あったが、これは、建

替えによって 2～ 3棟の掘形が重複 している可能性がある。重複 していた場合、個々の直

径は 8m程度になると考えられる。床面からは、炉、壁溝、柱穴、ピット、土坑が検出で

きた。床面の置上下からも遺構が検出されていることから、建替えが行なわれていたもの

と推測できる。調査を行うことができた範囲は全体の半分であり、主柱穴配列の構造を復

元するには至らなかった。
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〔S15〕

1.遺構 (第 28～ 30図 、図版 5)

I― c8区 を中心に位置する竪穴住居である。周囲には西方向 3mに S14が 、北方向

にはS18が 近接 している。地表面から遺構面までの深さが、約0.4m程度 と浅かったに

もかかわらず、後世の削平を受けておらず、竪穴住居上面には、弥生時代の遺物包含層が遺

存 していた。

平面形は円形を呈 してお り、掘形の直径は8,75m、 床面から、覆土上面までの高さは

0.5mであった。検出は地山面で行い、検出面の標高は118,70mで あった。当該竪穴住居

の調査は、南半部を対象に行った。北半部については、道路下にあり、配管によって既に

破壊されていた。

掘形は、10Y R8/8黄 橙色微砂～シル トの地山面を基盤として検出した。ただし、東部

は地山層上面に約0。 lmほ ど堆積 した上の上面から掘 り込まれていたことが土層の観察に

より明らかになった。住居の上が黒褐色系のシル トであったため、極めて明瞭に検出する

ことができた。掘形法面は、東部で約50度、西部で約20度 の勾配をもっている。比較的ゆ

るやかな勾配といえる。覆土 (①層から②層)は、周囲に形成された弥生時代の遺物包含

層に起因すると考えられ、他の時期の遺物は含まれていない。覆土には、床面近 くに堆積

していたものを中心として、地山層に起因するとみられる責褐色シル トのブロックを含ん

でいるものがあった。肩部付近の覆上には、堆積状況の変化 (西側 :⑭層～⑬層 。東側 :

⑩層～⑮層・南側 :④層～④層)がみられ、住居建替えに伴つて掘形が再掘削された痕跡

である可能性が指摘できる。もしくは、堆積状況の変化は、住居壁体側板の裏込土と覆土

の境である可能性がある。再掘削が行われていた場合は直径は8.75mの 竪穴住居が廃絶 し

た後に直径 6mの竪穴住居掘形を再掘削 したか、直径が 6m程度の竪穴住居が 3回重複 し

ているのかの 2通 りの想定が可能である。覆土は一部が掘形肩部上にまで堆積 していた。

堆積状況の違いが裏込土の存在を示 しているとすれば、肩部に堆積 している土は土塁状の

施設になる可能性がある。床面は、地山を掘 り込んだ後、7.5Y R7/1明灰褐色微砂～シル

ト (10Y R8/8黄橙色微砂～シル トのブロックと炭化物を含む)(⑫層)を置土することに

よって貼床が形成されている。床面の直径は、 6mであり、壁溝、ピット、柱穴、炉、土

坑が検出されている。また、床面上からは、炉を中心 として薄い炭化物の層が検出され

た。

壁溝は、掘形に沿って、検出され、幅0.2～ 0.3m、 深さ0。 15～ 0,2mで あった。壁溝は

完周 している。

炉は、床面のほぼ中央で南側半分が検出された。不整円形の平面形態を呈 してお り、直

径は約1.2mである。床面からの深さは0。 2mであり、悟鉢】犬を呈 している。炉内は、黒褐

色系の炭化物層が堆積 していた。炉の掘形に被熱 した痕跡は認められなかった。

排水溝は、検出されなかった。北半部に存在 していた可能性はある。
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床面からピットが 8箇所検出された。すべてが竪穴住居に伴 うと考えられる。この内、

Pl,P2は 、その規模から、主柱穴であると考えられる。Plは、直径0.4m、 床面か

らの深さは0.3mであった。P2は、直径が0.55m、 床面からの深さは0.5mであった。柱

を抜き取つた痕跡が確認できた。この他のピットはいずれも、浅 く皿状を呈 しており、主

柱穴ではないと考えられる。主柱穴配置については、 1間の幅が3.5mの 4本柱を復元す

ることができる。ピットは掘形底面からも10箇所が検出されている。P3は、直径0.41m、

深さ0.42mで あった。P4は、直径0.36m、 深 さ0.23mで あった。P5は 、直径0.3m、

深さ0,36mで あった。P6は、直径0.8m、 深さ0,47mで あった。P7は 、直径0.22m、

深さ0.33mであった。P8は、直径0.25m、 深さ0.16mであった。 S15-SKlは 、直

径1,2m、 深さ0.3mであった。P9は、直径0.26m、 深さ0,32mであった。 P10は 、直径

0.24m、 深さ0.18mであった。これらは、建替以前の住居に伴うものと考えられる。

2.遺物 (第 31～34図 、図版50・ 51。 98。 99,101・ 103)

当該竪穴住居からは、土器、石器が出土 している。47～ 54・ 56～ 63・ 65～ 81に ついては、

竪穴住居の廃絶後に竪穴内に流れ込んだ覆土中に包含されていたものである。

47・ 48・ 49は広口壷Aである。外面には焦状文が施文されている。471よ 、外面に焦状文、

内面に円形浮文を施文する。簾状文施文後に、口縁端部下端に刻目を加えている。内面に

円形浮文を施文する。48は 、焦状文に加えて刺突文が施文されている。491よ 、S14-P

3か ら出上 した破片と接合できた。50～ 52は広口壼 Cである。50は 口縁端部外面に波状文

を施文する。51・ 52は無文であり、外面をハケで仕上げている。53・ 54は 大型の細頸壼の

口縁部である。54はヘラ状工具による刻目を、53は列点文を施文 し、その後、円形浮文を

施文 している。56～ 59は 、甕Aであり、摩減 しているものもあるが、外面はミガキ、内面

はナデによって仕上げているものが多い。60～ 62は、甕Bである。61は 、摩滅が著しいが、

横方向のタタキの後、縦方向のハケを施 している。63は 、甕Cである。63は 口縁端部に刺

突文を施文 している。66・ 67・ 68。 70は鉢Bである。66・ 67,68は 外面に集状文を施文す

る。67は 、日縁端部が外方向に屈曲するものであり、他のものよりも古 く位置づけられる。

70は波状文を施文する。65。 69は鉢Aである。65は 凹線文により、69は 刻目突帯文と直線

文で飾 られている。71は高杯 A、 72は 高杯 Bである。74～76は高杯の脚部である。73は細

頸壷の頸部である。

77・ 80はサヌカイト製の有茎式石鏃である。78は 、石鏃の未製品である。79は削器であ

る。ともにサヌカイ ト製である。81は 、石庖丁の小片であり、縁泥片岩製である。

55,64・ 82は 、S15-SKlか ら出土 した遺物である。住居の築造年代 を考える際の

参考 とすることができる。55は広口壼である。肩部は九みを持ち、腰は低 く張る。櫛描文

は、描きはじめと終わりが不一致であ り、乱雑な施文がなされている。肩部には、間隔が

短 く幅の広い簾状文、体部には直線文、体部下半には、間隔が長い集状文が施文されてい
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葵 δ
黒線 :床面上の遺構
赤線 :掘形底面で検出した遺構

b

①
　

②
③

　
④

③
⑥

　

　

　

ぎ

　

　

①

②

10YR 4/2灰黄褐色 微砂～シルト
(10YR 8/8黄褐色 微砂～シルトのブロックを多く含む)

10YR 2/1黒色 微砂～シルト(炭イヒ物を若干含む)

10YR 4/2灰黄褐色 微砂～シルト

(10YR 8/8黄褐色 微砂～シルトのプロックを少量含む)

lσrR 4/2灰 黄褐色 微砂～シルト
10YR 5/1掲灰色 微砂―シルト(炭化物を若干含む)

ЮYR 4/1褐 灰色 微砂～ンルト
(lllYR 8/8黄 褐色 微砂～シルトのアロックを含む)(炭化物を着干含b)

10YR 4/1褐灰色 微砂～シルト(炭化物のブロックを含む)

10YR 4/1褐灰色
(10YR 3/8黄 褐色 微砂～シルトのブロックを含む)

微砂～シルトのプロックを少量含む)

徴砂～シルトのプロックを少量含む)

10YR 8/8黄橙色 微砂～ンルト(75Y4/1灰色 シルトのプロックを含む)

■5Y5/1灰 色 徴砂～シルト(炭化物を含む)

25Y6/2灰黄色 微砂～シルト(10YR 8/8黄 橙色 微砂～シルトのブロックを少量合む)

仏5YR″1明褐灰色 微砂～シルト(10YR 8/8黄 橙色 微砂～シルトのブロックと炭イヒ物を含む)(床 面置土)

101R5/2灰黄褐色 微砂～シルト
lllYR 4/1褐灰色 微砂～シルト(lllYR 8お 黄橙色 微砂～シルトのプロックを少量合む)

10YR″1灰白色 微砂～シルト(10YR 8/8黄 橙色 微砂～シルトのブロックを少量含む)

10YR 4/1褐灰色 微砂～シルト(lllYR 8/8黄 橙色 微砂～シルトのブロックを少量含む)

■5YR 6/1褐 灰色 微砂～シルト(10YR 3/8黄 橙色 微砂～シルトのアロックを多く含む)

25Y7/1灰白色 微砂～シルト
10YR 4/1褐灰色 微砂～シルト(炭イヒ物を含む)

10YR 2/1黒色 微砂～シルト
10YR 2/1黒色 微砂～シルト (炭化物を多く含む)(lllYR 8/8黄橙色 徴砂～シルトのアロックを10%含む)

25Y3/1黒褐色 微砂～シルト (10YR 8/8黄 橙色 微砂ヽシルトのプロックを多く合b)
75Y4/1灰 色 シルト(10YR 8/8黄 橙色 微砂～シルトのプロックを少量含む)

25Y3/1黒掲色 微砂～シルト
25Y6/1黄灰色 微砂～ンルト
10YR 3/1黒褐色 微砂～ンルト(10YR 8/8黄 橙色 微砂～シルトのアロックを含む)(壁溝埋土)

75Y4/1灰 色 シルト(10YR 8/8黄 橙色 微砂～シルトのプロックを少量合む)

75Y4/1灰 色 シルト(10YR 8/8黄橙色 微砂～シルトのブロックを少量合む)

75YR 7/1明 褐灰色 微砂～シルト(10YR 8/8黄 橙色 徹砂～シルトのプロックと炭化物を含tr)(床 面置土)

7.5YR 7/1明 褐灰色 微砂～シルト(10YR 8/8黄 澄色 微砂～シルトのプロックと炭化物を含む)(床面置土)

第28図  S15平 面図・土層断面図 (1/60)
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25Y3/1黒 褐色 シルト混じり微砂～シルト
10YR 3/1黒褐色 シルト (炭化物を含b)
75YR 5/1褐 灰色 細砂混じリンルト
75YR 5/1褐 灰色 細砂混じリシルト(75YR 6/3に ぶい褐色 微砂～シルトのプロックを含む)

25Y4/2暗灰黄色 微砂～シルト
25Y5/2暗灰黄色 微砂～シルト(25Y5た 黄掲色 微砂～シルトのブロックを合む)

25Y5/2暗反吉色 シルト

25Y4/2曙灰責色 微砂～シルト
25Y5/2暗灰黄色 微砂～シルト(25Y5た 黄掲色 微砂～シルトのブロックを合む)

25Y5/2暗灰黄色 シルト
25Y4/2暗灰黄色 微砂ヽシルト(2「r5/3黄掲色 微砂～シルトのプロックを少量含む)

25Y4/1黄灰色 微砂～シルト(炭化物を含む)

75YR 4/1褐 灰色 細砂混じリシルト(炭化物を含む)

lllYR 6/1褐灰色 微砂～シルト
25Y3/2黒 褐色 徴砂～シルト
■5Y4/1灰 色 シルト(10YR 8/8黄 橙也 微砂～シルトのブロックを少量含む)



0 2SY5/1賛 仄色 猟炒～シルト
②25Y5/1黄 医色 微砂～シルト

(10YR 3/8資橙色 観秒～シルトのプロックを10%含む)

⑤25Y5/1貨 仄色 傲砂～シルト(皮化物を含む)

02W5れ 黄仄色 僚砂～ンルト

118.40m e'

118.40m if

O]ば R3/8資 登色 微砂ヽ シルト
@25Y Vl黄灰色 微砂ヽ シルト
⑤25Y fo/1黄 仄色 僚砂～シルトと

,OYR 3/8貨 橙色 僚ψドンルトの混御彎

1          118.40na r

①

露亡藤子②

P9
0 2fJY 5/1黄 医色 徴砂ヽ シルト
②赤5Y Vl黄 灰色 観砂～シルト

(10VR 8/8貨 橙色 無抄～ンルトのアロックを含む)

f l18.40m f     g 118.40m g

025V4/1貨灰色 微ψ～シルト
@25Y4れ 質仄0 無ψ～ンルト

(10VR 8お 賞栓造
微抄ヽシルトのノロックを知%-40%含 む)

①

♀∫∃u躍議②
02W Vl責灰色 蕪砂～シルトのアロック
②25Y6/3に おい費色 シルト

(10YR 3/8黄 7EE

僚ゆ～シルトのアロッタを10Xtttf)

k,   118,40mデ
①

②写華零旨③

P8
⑤①25Y7/4漉 責色 ンルト

②25Y5/8黄 褐色 ンルト
◎2W6/1費灰色 微砂～シルト

m    理8.40m mi

①

鎌 8

P10
①2SY 5/1黄 仄色 徴抄～ンルト
②2おY5/1責 灰色 徴砂～ンルト

(10YR 8/8責経色 微妙ヽンルトのアロックを2o%含む)

02うYS/1資 灰色 微砂～シルト
(10YR V8賛橙色 微砂～シルトのプロックを30%含む)

0 5GY″1明 オリーブ灰色 ンルト
(5CY 5/ニ オリーブ医色 猟抄ヽ シルトのアロックを含む)

②5CY″ ユ明オリーブ灰色 シルト(炭イ助を書■)

(SCV 5/1オ リーブ灰色 ンルトのアロックを含む)

⑥ 5GY″ 1明 オリーブ仄色 シルト

◎薇Y″ 1明 オウー′灰色 シルト
(5GY 5/1オ リーブ仄色 猟砂～ンルトのプロックを含む)

⑤5CY″ l明 オリーブ仄色 細砂

第29図  S15遺構土層断面図 (1/60)

S15-SKl平 面図 (1/30)

が
1

lrn

Ol∝ R3/8費橙色 微砂ヽ シルト
(2 5Y fo/1黄 灰色 ン″卜のアロッタを20%含む)

②2わYD/1資 灰色 alp～ ンルト
⑤1043/8賞獲色 シ″卜(炭イ助を合し)

④l∝R V8賓控色 シルト

118ユOmr Oそ器ご誘甕亀議 をケ

'卜

のアロックを含め

監

第30図
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第31図  S15出土土器①
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第32図  S15出土土器②
.る

。64は 、奏Cである。口縁端部を下方向に拡張しているものの未発達である。磨耗が激

しいが外面はナデ、口縁部内面はハケ、体部内面はミガキによって仕上げられている。82

は砂岩製の叩石である。楕円形を呈しており、長さ19。 2cm、 幅8,75cm、 厚さ3,7cmで あった。

SDlか ら出上した。覆土から出上した遺物は、一部でⅢ様式の特徴をもつものからⅣ一

3～ 4様式のものまで認められる。

床面上の遺構から出上した遺物は、Ⅳ-1～ 2様式の様相を呈している。 2点のみの出

土であるが比較的大きな破片である。

3.ま とめ

当該竪穴住居は、築造時点もしくは機能時点を示すと思われる床面上の遺構から出土し

た遺物によって、Ⅳ-1～ 2様式を中心に存続していたと考えられる。周囲には、竪穴住

居が密集している。掘形の外側に軒先が位置していたことが想定できることから、S14
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第33図  S15出土石器①

絆 i

籍

10cm

第34図 S15出土石器②

及びS18は 、当該竪穴住居と接近しすぎており、軒先が重複すると想定できる。した

がつて、これら2棟 とは、同時には存在していなかったと想定できる。検出できた竪穴住

居掘形の直径は8.75mであるが、床面の直径は6mである。他の住居よりも規模力Mヽ さい。

床面からは、炉、壁溝、柱穴、ピット、土坑が検出できた。主柱穴配列については4本柱

構造を復元した。

且
|

1  81

0         1        5cm

◆
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〔S16〕

1.遺構 (第 35図 、図版 6)

I― d7・ I― e7区にま

たがって位置する竪穴住居で

ある。周囲には東方向10mに

S17が位置している。当該

竪穴住居の上層に堆積した土

は削平を受けているようで、

弥生時代の遺物包含層は薄く

遺存していた。平面形は円形

を呈していると推定される。

調査ができた範囲がごくわず

かであったため、直径は不明

である。床面から、検出面ま

での高さは0.22mであった。

検出面の標高は■8.60mであ

った。

b

む含を

ル
ル
　
ロ

ン
シ
　
プ

籐
”３ｍ

第35図  S16平 面図・土層断面図 (1/60)

掘形は、10Y R8/8黄 橙色微砂～シルトの地山面を基盤として検出した。住居の覆土が

褐色系のシルトであったため、極めて明瞭に検出することができた。掘形法面は、約60～

80度の勾配をもっている。掘形底面は、凹凸が著しく、0,lm～o,2mの厚さで置土がなさ

れており、床面が造成されていた。覆土はほぼ水平に推積していた。床面上の遺構につい

ては、調査を行えた範囲で壁溝とピットが検出できた。

壁溝は、幅0。 25～0.3m、 深さ0。 lmであり、約 3mにわたって検出された。

Plは、直径0.45m、 深さ0.05mであり、浅い皿状のもので、柱穴ではないと考える。

2.遺物

遺物は、弥生土器の小片とサヌカイトの剥片が出上しているが、いずれも図化できなか

った。

3.ま とめ

当該竪穴住居は、調査できた面積も狭 く、出土遺物も少なかったため不明な点が多い。

大部分は調査区の北側に埋没している。
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〔S17〕

1.遺構 (第 36図、図版 6)

I― c7・ I― d7区にまたがって位置する竪穴住居である。周囲には東方向約 lmに

S18が、南方向にS14、 S15が、北西方向約10mに はS16が位置している。当該

竪穴住居付近は削平を大きく受けているようで、弥生時代の遺物包含層も削平のため、薄

くなって遺存していた。

平面形は円形を呈しており、据形の直径は8.50m、 床面から、検出面までの高さは、

0.25mであった。検出面の標高は118.60mで あった。当該竪穴住居の調査は、東半部と西

半部の2回に分けて行った。合わせて、当該調査では、約 6割程度を調査することができ

た。S17の南側の一部は調査区外へ続いている。

掘形は、10Y R3/8黄 橙色微砂～シルトの地山面を基盤として検出した。住居の覆上が

灰褐色系のシルトであったため、極めて明瞭に検出することができた。掘形法面は、約60

～80度の勾配をもっている。掘形底部上には、2.5Y R6/1責灰色の微砂～シルトが置土さ

れており、貼床 (②層)が形成されている。床面からは、炉を中心とした範囲から、薄い

戊化物の層が検出された。覆土 (①層～③ o①・⑫層)は、周囲に形成された弥生時代の

遺物包含層に起因するものであり、主に東西両方向から流れ込んでいる状況が観察できた。

床面近くには、地山に起因すると考えられる責橙色系の微砂～シルトのブロックを含む土

(⑨層)力S堆積 していた。この他、覆土には、微細な炭化物が多 く含まれていた。また、

掘形西肩部付近では、地積状況の変化 (①層 。⑫層)が認められ、この変化に対応して、

掘形法面の勾配も変化している。これは建替えに伴う、掘形再掘削の痕跡と判断できる。

壁溝は、住居の壁に沿って、西側からのみ検出できた。幅は0.1～ 0.2m、 深さ0。 1～ 0.2

mで、長さ4mにわたって巡つていた。壁溝は完周せず、東側には巡っていなかった。

炉と思われる土坑は2箇所で検出された。炉 1(土層⑬から②層)は、調査区の南壁に

沿って検出されたものである。調査を行うことのできた範囲が全体の1/4程度であったこ

とから、平面形態や規模については不明である。 2段に掘られており、深さは床面から

0。 4mであった。炉 2は床面のほぼ中央で検出された。一辺1.Omの 方形の上坑で、北半部

は、直径0.8mの不整円形に掘 り窪められていた。底には直径0.5mの平坦面があった。

上 。中層は、褐灰色系のシルト～微砂で、下層は炭化物を含んだ黒掲色シルト～微砂が堆

積していた。床面からの深さは0,3mほ どであつた。炉 2は、検出した置土層の上面から

掘込まれたものでなく、逆に炉 2の覆土上に置土が堆積していた。したがって、住居が廃

棄された段階での遺構ではないと判断できる。炉 1・ 2と もに炉掘形には、被熱した痕跡

が認められなかった。

ピットは23箇所検出された。これらのうちPl～ P9の 9本は、その規模から主柱穴を

構成するものであると考える。Pl・ P4・ P6・ P7・ P9の 5本は、置土上面の精査

の結果検出されたものであり、最終次の住居に伴う主柱穴と推定できる。Plは直径が
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黒 :床面上の遺構
赤 :lH形底面で検出した遺構

“

I18 40nlL

@10YR νl穏仄色 徴砂～シルト

010YR 4′ 1褐医色 砂 ヽシルト
(10YR 874税女橙t 微砂～シルトのプロックを多く合■)

OSY yl仄 色 猟砂―シルト

0■ WRう/2灰網色 微φヽ シルト
②10YR 4/2仄 資褐色 微ゆ～シルト
◎10YR 6/1褐 反色 徴砂～シルト

025Yワ 1責灰色 勒 ～ンルト

②25Y Vl費 仄色 微砂～シルト

02うγン1女Xt紗 ～ンルト

②10Y点 4/2反費縛色 僚抄～ンルト
01∝R νl褐灰こ 翻 シヽルト

@5Y Vl灰色 徴抄～ンルト

◎ば 4/1仄 t 僚砂～ンルト

O10YR 4/1シ ルト～餃砂

S17平面図・土層断面図 (1/60)

,/1仄色 盛ψ～ンルト(■ば 7れ 灰白色 微ゆ～シルトのアロックを合■)   ◎ 5Y 3/1オ リーブ盈色(5Y3/4淡質色 傲砂―シルトのアロックを少二含む)    02LY 571黄 灰t シルト
5/1仄こ シルト                               025V e/1黄 灰t 敬砂～ンルト(25Y3/4悛資こ 敬砂―シルトのアロックを多く含む)05Y 5/1広色 ンルト
4狛 褐こ シルト                             010VR 4/1偶 医色 シルト混じ,猟砂ヽンルト                   025Y3/6離  ンルト(2うY6/1費 仄色 僚ゆドンルトのアロックを含ど)

4/1費医0 ンルト                              ⑫7SYR 5/2灰 褐色 猟砂～ンルト(10YR 8/3費霊色 僚,～ ンルトのプロックを含む) OW S/1灰 色 ンルト

S/1費仄色 微ψ～ンルト                           025V 6れ 責仄色 徴砂～シルト                          @5Y S/71灰 色 シルト125Y874浜資色 ンルトのアロックを多く含む)

S/1質仄t 欲砂ヽシルト(25V3/4渡資t 微ゆ―シルトのプロックを多く合b)02w oれ 貰Xe 雛砂～シルト(長化蒻を含じ)                  026Yげ 1黄ス色 嶺秒ヽンルト(炭イヒ切を含む)

3/1オ リーア氣0 シルト                           02戯  0れ 資灰色 微砂ヽシルト(aFoY 874産 資色 微砂～ンルトのフロックを含む) ② 2うYS/】 贅灰色 微砂ヽシルト(25V8/4渡費色 徴炒～シルトのアロックを多く含む)

第36図
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第37図  S17

0.69m、 床面からの深さが0.33mであった。 P4は、直径0,48m、 床面からの深さは、

0.46mであった。柱痕跡が認められた。P6は直径0,48m、 床面からの深さは、0.43mで

あった。柱痕跡が認められた。P7は、直径が0.37m、 床面からの深さが0.25mであった。

P9は、床面からの深さが0。 2mであった。各柱穴の配列の状況からは、最終次の住居が

6本柱構造であったことが推定できる。

一方、 P2・ P3・ P5・ P8の 4本は掘形底面で検出できたことから、置土上面から

掘 り込まれたものではないことが明らかになっている。したがって、最終次には機能 して

いなかったものであるといえる。P2は直径が0.43m、 掘形底面からの深さが0,3mで あ

った。P3は直径が0.3m、 掘形底面からの深さが0,03mで ある。P5は、直径が0,7m、

掘形底面からの深さが0。 19mで あった。P8は直径0.5m、 掘形底面からの深さが0。 2mで

あつた。これらは、建替え以前の住居に伴うものである。最終次の住居に伴う柱穴と比較

して、深さはおしなべて浅いことが↓旨摘できる。このことから、本来は、これらの柱穴も、

かつての置土の上面から掘 りこまれていたことが想定される。主柱穴の配列から建替え前

の住居 も6本柱構造であったと考えられる。

2.遺物 (第 37・ 38図 、図版52・ 98～ 101)

当該竪穴住居からは、土器、石器が出上 している。83・ 85～ 87・ 89・ 91～ 99に ついては、

竪穴住居廃絶後に竪穴内に流れ込んだ覆土中に包含されていたものである。83は 、広口壺

Aの 口縁部である。口縁端部は下方向に拡張されている。口縁端部と頸部に間隔が短 く幅

の広い集状文を施文 している。85。 86。 87は甕Aの 口縁部である。外面は、縦方向もしく

は、斜め方向のミガキで調整してお り、内面はナデが認められるものがあった。89は鉢B

である。口縁端部に凹線文、体部に焦状文を施文する。92は高杯の脚部である。脚裾端部

は上方向に拡張 している。91も 高杯の脚部である。99は石庖丁である。緑泥片岩製である。
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93～ 96は サヌカイ ト製の石鏃である。93・ 95は有茎式である。97は、サヌカイ ト製の石錐

である。98はサヌカイ トの細部調整剥片である。

84は 、広口壺Aの 口縁部で、P5か ら出上した。非常に間隔が短 く、幅の広い簾状文を

施文 している。88は 、鉢Bの口縁部で、P6か ら出上 した。口縁端部は肥厚 している。口

縁端部外面にヘラ状工具による刻目を施文 している。体部には、間隔の短 く幅の広い集状

文を施文する。90は高杯の脚部であり、炉 2か ら出上 した。

以上、覆土から出上した遺物も、床面の遺構から出上 した遺物 もⅣ-1～ 3様式の様相

を呈 している。

3。 まとめ

当該竪穴住居は、築造時点もしくは機能時点を直接示すと思われる床面上の遺構から出

上 した遺物によって、Ⅳ-1～ 3様式を中心に存続 していたと考えられる。周囲には、竪

穴住居が密集 している。掘形の外側に軒先が位置 していたことが想定できることから、 S

14及びS15、 S18は 、当該竪穴住居 と接近 しすぎてお り、軒先が重複すると想定で

きる。したがって、これら3棟 とは、同時には存在 していなかったと想定できる。検出で

きた竪穴住居掘形の直径は8.5mであったが、これは、建替えによって 2つ の掘形が重複

していることが、床面上の遺構の検出や土層の検討から明らかになっている。個々の直径

は8m程度になると考えられる。建替前の住居の掘形に対 して、最終次の住居の掘形はや

や東南にそらして穿たれており、主柱穴や炉も最終次住居の方がやや東南にそれた位置で

検出された。建替前の住居、最終次の住居ともに6本柱構造であると想定 している。

〔S18〕

1.遺構 (第 39・ 40図 、図版 7・ 8)

I― c7区を中心に位置する、竪穴住居である。周囲には東方向 lmに S19が、西方

向 lmに S17が、南方向にS15が位置する。後世の削平による影響を比較的受けてお

らず、当該竪穴住居検出面の上層には弥生時代の遺物包含層が遺存していた。

竪穴住居掘形の平面形は円形を呈しており、直径は5.3mである。床面から、検出面ま

での高さは0。 15～0.35mであった。S14や S15と比較するとS18の掘形は浅いとい

える。弥生時代の遺物包含層が上層に遺存していたことから、後世の削平は及んでいない

と考えられ、本来的に浅いものであった可能性を考えている。検出面の標高は118.56mで

あった。なお、当該竪穴住居は、全体の8割程度を調査することができた。南側の一部が

若干調査区外へ続いている。

掘形は、10Y R8/8責橙色微砂～シルトの地山面を基盤として検出された。住居の覆土

が灰色系の微砂～シルトであったため、極めて明瞭に検出することができた。掘形法面は、

約60度の勾配をもっている。覆土 (①～③層・⑩～⑦層)は、周囲に形成された弥生時代
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iOYR 6/3に ぶい黄褐色 微砂～ンルト②

黒 :床面上で検出した遺構
赤 :掘形底面で検出した遺構

119 00m a

119.00m b'b

①
②
③
④
　
⑤
　
③
⑦
　
③
③

75YR 6/1褐 灰色 微砂～シルト
10YR 6/6明 黄褐色 微砂～ンルト
10YR 8/8黄 橙色 微砂～シルト
10YR 8/8黄 橙色 徹砂～ンルト
75YR 5/1褐 灰色 シルト混じり微砂～シルト
7WR5/2灰褐色 微砂～ンルト
75YR γl褐灰色 微砂～シルト
25Y3/1黒 褐色 微砂～ンルト
25Y3/1黒 褐色 微砂～シルト
10YR 3/3浅 責橙色 微砂～ンルト(炭化物を含む)

1げrR 5/2灰 黄褐色 微砂～シルト(炭化物を含む)

7「 rR 3/ユ 黒褐色 微砂～レルト(災化物を含む)

デ                   d

シルト
微砂～シルト

徹砂～ンルトのプロックを含む)

徴砂～シルト
徹砂～ンルトのブロックを含む)(炭化物を含む)

微砂～シルト

微砂～シルトのプロックを含む)

微砂～シルト
微砂～ンルトのプロックを含む)

⑮ 25YR 6/1褐 灰色
② 75YR 4/1褐 灰色

(75YR 3/8黄橙色
⑮ 75YR 5/1褐 灰色

(75YR 3/8黄橙色
⑭ 75YR 6/1褐 灰色

(75YR 8ん 黄橙色
② 75YR 4/1褐 灰色

(75YR 3/8費橙色

②①

118.60m d「

O ① 10YR6/1褐灰色微砂～シルト
微砂～シルトのブロッタを含む)

微砂～ンルト
徹砂～シルト

徴砂～シルトのアロックを多く含む)

徹砂～シルト(炭化物を含む)

微砂～ンルトのプロックを合む)

微砂～シルト

②
l:ii:::i:「

`::三

を才::i,littξユ争]勧1膀

ウを (25Y8/4淡責色
10YR 6/1褐 灰色
10YR 6/1褐 灰色
(2曽 V4淡責色

③  Pl  (25Y5/1黄灰色 微砂～ンルトのプロックを含む) ② ③
① 25Y4/1黄 灰色

P3⑤ 監税

'(解
118.60■ュe f 118.60■ュfi

継犀 籍織鮭撒乳ω
■TI: P2

第39図  S18平 面図・土層断面図 (1/60)

① 10YR 6/1褐 灰色 微砂～シルト
(10YR 3/4浅 責橙色 微砂～シルトのプロックを含む)

② 10YR 6/1褐 灰色 徹砂～ンルト(炭化物を含む)

◎ 1∝ R6/1褐灰色 ンルト
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の遺物包含層に起因するものであり、主に西方向から流れこんでいる状況が観察できた。

床面近くには、地山に起因すると考えられる黄橙色のブロックを含んだ覆土 (⑦層)が堆

積していた。この他、覆上には、微細な炭化物が多く含まれていた。床面は、基盤層を掘

り込んだ後、褐灰色系の微砂～シルトを置土 (⑨ o②層)す ることによって貼床を設けて

いる。床面の直径は、4.7～ 4.9mで あり、壁溝、ピット、柱穴、炉、土坑が検出されてい

る。また、床面上からは、炉を中心として炭化物の層 (⑥層)が検出された。

壁溝は、住居の壁に沿って、幅0.1～ 0。 15m、 深さ0。 15mで巡っていた。壁溝は、一部

で途切れるものの、ほぼ完周すると考えられる。

炉は、床面のほぼ中央で検出された。不整方形の平面形態を呈しており、床面からの深

さは0.25mで あり、底には 1辺 lmほ どの平坦面があった。規模は、長辺が1.5m短辺が

1.2mである。炉内下半部には、炭化物を多く含んだ層 (⑩層から②層)が厚さ0.2m程堆

積しており、この上面には、住居の覆上の一部 (⑮層・③層 。⑥層)が堆積し、炉を埋め

ていた。炉掘形には、被熱した痕跡が認められなかった。

排水溝は、検出されていない。本来的に存在していないと判断できる。

床面上からはピットが 9箇所検出された。住居掘形の検出面から床面まで、ある程度の

堆積があり、掘形上面で検出できた遺構がなかったことから、これらはすべてが住居に伴

うものであると考えられる。この内、Pl・ P2・ P3・ P4の 4本は、その規模や配列か

ら、主柱穴であると考えられる。Plは、直径0.50m、 床面からの深さは0。 25mであった。

比較的浅い皿状を呈するピットである。土層断面の観察からは、柱痕跡の存在が確認でき、

その直径は0.23mであった。P2は、直径0,42m、 床面からの深さは0.25mであった。埋

土は2層 から構成されている。P3は、長軸0.8m、 短軸0.48m、 床面からの深さは0.18

mであつた。比較的浅い皿状の形態を呈する。P4は、直径約0.5m、 床面からの深さは

0.35mで あった。各主柱穴の配置から、当該竪穴住居は、4本柱構造を復元することがで

き、柱間は2.5m程度である。この他のピットはいずれも、浅く皿状を呈しており、主柱

穴ではないと考えられる。

掘形底面からも、土坑とピットが検出されている。S118-SKlは、住居北端部の掘

形法面に接する形で位置しており、比較的大きなものであった。ピットは、 8箇所が検出

されている。これらの遺構埋上の上面には置上が堆積していたことから最終次の住居に伴

う床面が設置される以前の構造物に伴うものと考えることができる。このようなことから、

建替えが行なわれていた可能性が高いといえる。

2.遺物 (第41～ 44図 、図版50,52・ 98。 99,101～ 103)

当該竪穴住居からは、土器、石器が出上している。100。 105。 106。 108・ 110～ 113、

114～ H9・ 121～ 125は、住居廃絶後に竪穴内に流れ込んだ覆土中に包含されていたもので

ある。1001ま 広口壷Aであり、外面には集状文を施文している。内面には、横方向のハケ
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を施 し、仕上げている。105。 106は 、甕A

である。105は外面を、106は 内面をミガキ

で仕上げている。108は甕Bである。摩減

が著 しく、調整等の観察ができなかった。

110。 lHは、鉢である。110は鉢Aであり、

口縁端部には刻目を、口縁部には列点文を

施文 している。Hlは鉢 Bであ り、口縁端

部は段状に、肥厚 しており、斜め方向にへ

ラ状工具による刻目を施文 している。体部

には間隔が短 く幅の広い簾状文を施文 して

いる。内面は横方向のヘラミガキによって

104

第40図  S18-炉 土器出土状況図 (1/30)

仕上げていた。112は高杯Aであり、口縁部外面には斜め方向の列点文を施文する。113は

高郭 Bである。114・ 1151ま脚部である。115は S K15の 資料と接合できた。H7は打製石剣

である。サヌカイト製である。119は有茎式石鏃で、サヌカイ ト製である。118は 凹基式石

鏃で、サヌカイ ト製である。123は石庖丁である。緑泥片岩製である。124は、砥石である。

緑泥片岩である。125は 、砂岩製叩石、121・ 122は磨石である。122は花筒岩製、121は砂

岩製である。

103は細頸壷の日縁端部でPlか ら出土 した。107は甕 Cの小片である。内面はハケで仕

上げている。口縁端部の上下方向への拡張は顕著ではない。P2か ら出土 した。101は 広

口壺Aの小片である。口縁部外面には、間隔の短い簾状文を内面には円形浮文を施文 して

いる。P5か ら出土 した。120は安山岩製の砥石である。床面の壁溝の南西部から、出土

したものである。102・ 104・ 109。 126イよ、炉から出上 した。1021よ 細頸壷の口縁部の小片

である。外面に列点文を施文 した後、円形浮文を施文 し、さらに刺突文を加えている。

104は 、広口壼 Dである。口縁端部内面には、扇状文、外面には口縁端部に波状文を、頸

部には波状文を、体部には直線文を施文している。口縁端部内面には扇状文を施文 してい

る。 SD9か ら出上 したものと接合できた。109は 奏Aである。外面を縦方向のミガキで

調整 している。ミガキを行う際には、上から下へ数回にわたる単位で作業を行っている。

126は砥石である。砂岩製である。

3。 まとめ

当該竪穴住居からは、Ⅳ-1～ 2様式の遺物に加えて、107等のⅢ-2様式まで遡る遺

物が出上 している。後者は、築造時点もしくは機能時点を示す床面上の遺構から出上 した

遺物であり、当該住居は、Ⅲ-2様式を中心に機能 していたと考えられる。周囲には、竪

穴住居が密集している。掘形の外恨1に軒先が位置していたことが想定できることからSI

5,S17。 S19は 、当該竪穴住居と接近しすぎており、軒先が重複することが想定で
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きる。したがって、これら3棟 とは、同時には存在 していなかったと想定できる。床面下

の掘形底面からも遺構が検出されたことから、建替えが行われていた可能性が指摘できる。

検出できた竪穴住居掘形の直径は5.3mで あり、他の住居 と比較すると小型であるといえ

る。床面からは、炉、壁溝、柱穴、ピット、土坑が検出できた。主柱穴配列については、

4本柱構構造であると考えられる。
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第41図  S18出 土土器
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〔S19〕

1.遺構 (第45図、図版 9)

I― b7・ I一 b8区 にまたがって位置する竪穴住居である。周囲には西方向約 lmに

S18が 位置する。また、南にはSD9、 S D10があり、S19は 、これらの溝を切 り込

んでつ くられている。後世の削平による影響を比較的受けておらず、当該竪穴住居上層に

は弥生時代の遺物包含層が遺存 していた。

平面形は円形を呈 しており、掘形の直径は5,7m、 床面から、検出面までの高さは0.2m

であつた。 S14や S15と 比較するとS19の 掘形は浅いといえる。弥生時代の遺物包

含層が上層に遺存 していたことから、後世の削平は及んでいないと考えられ、本来的に浅

いものであった可能性が高い。検出面の標高は118.53～ 118,65mで あった。当該竪穴住居

は、北半部が調査区外に位置 し、南半部の 6割程度を調査することができた。

掘形は、10Y R8/8黄 橙色微砂～シル トの地山面を基盤として検出された。住居の覆土

が灰色系の微砂～シル トであったため、極めて明瞭に検出することができた。掘形法面は、

約30度 の勾配をもっている。覆土 (①層から④層)は、周囲に形成された弥生時代の遺物

包含層に起因するものであり、主に西方向から流れ込んでいた。床面は、基盤層を掘 り込

んだ後、置土 (⑭層)す ることによって只占床を形成 している。置土には、 5Y7/6明黄褐

色の微砂～シル トが使われていたが、遺物包含層の上質に近い2.5Y5/1掲 灰色微砂～シル

トのブロックを含んでいた。床面の直径は、4.9mであり、壁溝、ピット、柱穴、炉、排

水溝、溝、土坑が検出されている。

壁溝は、住居の壁に沿って、幅0。 1～ 0。 15m、 深さ0.2mで巡つていた。壁溝は、調査を

行った範囲でみるかぎり完周 しているようである。部分的に2重に巡っていた。壁溝底部

からは、直径0.lm前後のピットが検出された。

炉は、床面のほぼ中央で検出された。長辺1,lm、 短辺0,8mの不整方形の平面形態を呈

してお り、床面からの深さは0.15mで あ り、底には一辺0,6mほ どの平坦面があった。炉

埋土は、上下 2層が認められ、ともに炭化物を含んでいた。下層には、地山に起因すると

みられる微砂～シル トのブロックが含まれていた。炉掘形には、被熱 した痕跡が認められ

なかった。

排水溝は、炉に接続 してお り、 S字状に蛇行 しながら西方向に2。 3m程度のびて、壁溝

に接続する。排水溝底面の標高は、炉に接続 している地点で118.40m、 壁溝 と交わってい

る地′点で■8.36mであり、排水溝としての機能を想定 した場合、住居中心に位置する炉か

ら壁溝へ排水する機能を果たしうると考えられる。この排水溝以外にも、炉に接続する直

線的にのびる溝 (S18-SDl)が 検出されている、この溝は、幅が、0。 25m、 深さ

0,13～0.15mであり、長さ1.5mに わたって検出された。

ピットは 2箇所検出された。この内、Plは、規模から、主柱穴であると考えられる。

Plは、直径0.65m、 床面からの深さは0。 25mであった。床面全体を調査できたわけでは
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① 25YR 4/1赤灰色 シルト混じり微砂
② 25YR 5/1赤灰色 シルト混じり微砂(地 山質のプロックを多く合む)

___皇___           11880mぎ

シル ト混 じり微砂
シルト混じり微砂 (炭化物を含む)

微砂～シル トのプロックを含む)

シル ト混じり微砂 (炭化物を含む)

微砂～シル トのプロックを多く含む)

第45図  S19平 面図
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ないが、検出できた主柱穴の位置から、当該竪穴住居は、 2本柱構造を復元することがで

きる。 2本柱構造の住居は、昭和60年の調査 (三 日市遺跡調査会1988)で も検出されている。

また、掘形底面からも10箇所のピットが検出されている。

2.遺物 (第46～ 48図 、図版52。 98。 99・ 103)

当該竪穴住居からは、土器、石器が出土 している。これらは、住居の廃絶後に竪穴内に

流れ込んだ堆積土中に包含されていたものである。127は広口壷 Bの口縁部の小片である。

受け口状の口縁であり、凹線文、波状文を施文する。128・ 129は細顕童の口縁部である。

128は 、凹線文、波状文、円形浮文を施文する。129は、凹線文、波状文、直線文を施文す

る。130は甕Aである。131～ 1341ま 、甕Bである。131。 133。 1341よ 、口縁端部には凹線を

施文 している。131・ 1321よ外面をハケで調整 している。136。 137は 甕Cである。137は 口

縁端部に刺突文を施文 している。135は甕Dである。135は 内外面にハケ調整が認められた。

138～ 140は 、台石と考えられる。138。 139は砂岩製、140は花商岩製である。すべて、上

下面が平滑となっていた。当該住居周囲の地山層には、このような石は含まれない。した

がって意図的に持ちこまれたものである。141～ 146は サヌカイ ト製の石器であり、141～

143は有茎式石鏃である。141は全長2.81cm、 幅2.llcm、 厚さ0.69cmで ある。142は全長4.82

~乱

 128

r"

，

‐

訂

ar″

第46図  Si9出 土土器
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第47図  S19出土石器①
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第48図  S19出土石器②

cm、 幅2.15cm、 厚さ0。 95cmで ある。143は全長3,2cm、 幅1.05cm、 厚さ0.45cmである。144～

146は剥片、もしくは石鏃の未製品であると考えられる。

3。 まとめ

当該竪穴住居は、覆土からのみ土器が出土しており、時期決定の資料を欠くが、覆土か

ら検出された土器は、Ⅳ-1～ 2様式と思われるものを中心としている。周囲には、竪穴

住居が密集している。掘形の外側に軒先が位置していたことが想定できることから、SI

8は、当該竪穴住居と接近しすぎており、軒先が重複すると想定できる。したがって、S

18と は、同時には存在していなかったと想定できる。検出できた竪穴住居掘形の直径は

5,7mであった。床面からは、炉、壁溝、排水溝、溝、柱穴、ピット、土坑が検出できた。

2本柱構造であったと考えられる。

〔S110〕

1.遺構 (第49図、図版10)

H― i8区を中心に位置する、竪穴住居である。周囲には北側にS111が位置している。

西側には、S1lo。 11を 浸食して、段丘崖 2が南北にはしっている。北東方向約10mに は、

S112が位置する。S110は、上部が大幅に削平を受けているようで、竪穴住居掘形底面

付近まで削平が及んでいた。

鬱

‐４

加
＝
酬
―――
門
Ｖ
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119,70m a'

119,751n di

①

諄
P2

①10YR 3/3暗 褐色 ンルト～微砂
②ユOYR 3/1黒褐色 シルト～微砂(着千粘性が強い)

③10YR 5/3に がい黄褐色 ンルト～徹砂
(10YR3/3暗褐色 シルト～級砂を含む)

① 10YR 4/3に ぶい黄褐色 シルト～徴砂(落 ちこみ理土)

(25Y4/1黄灰色 ンルト～微砂を多く含む)

② 7W3/2オ リープ黒色 微砂～シルト(落 ちこみ埋土)

(5Y4/1灰 色 微砂～ンルトを含む)

③Ⅳ 3/1オ リープ黒色 シルト～徹砂
25Y4/ユ 黄灰色 ンルト～微砂

(若干他層よりも粘性が強く、礫の入り具合も多い)

① 25Y3/2黒 褐色 ンルト～微砂

① 10YR 3/1黒 褐色 ンルト～微砂

② OどR4/1灰色 シルト(微砂を着干含J)
③ 10YR 4/3に ぶい黄褐色 ラルト～極細

(25Y4/1黄灰色 ンルト～微砂を多く含む)

④ 5Y3/1オ リーブ黒色 ンルト～微砂

(25Y4/1黄灰色 シルト～微砂を含tr)

⑥ 25Y4/2暗 灰黄色 シルト～微砂

(25Y6れ にぶい黄色 シルト～極組を含む)

(10YR 3/2黒 褐色 ンルト～極細を少量含む)

⑥ 5Y4/2灰 オリーブ色 シルト～微砂

(25Y3/2黒褐色 ンルト～徴砂を含む)

⑦ 2W4/2暗灰黄色 シルト～微砂

③7arR 3れ 黒褐色 シルト～微砂

⑥ 25Y4/1黄 灰色 微砂～細砂

(20r3/1黒褐色 微砂～細砂を多く合b)

C            119.75m cI

屯撃
「

②

③

①2,r4/1黄 灰色 シルト～徹砂
②7W4/1灰色 シルト～微砂
③75Y3/1オ リープ黒色 微砂～シルト

(若干細砂を含む)

第49図  S110。 11平面図 。土層断面図 (1/60)
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S110の 平面形態は円形を呈 してお り、掘形の直径は約 5m程度になると推定で きる。

掘形底面から、検出面までの高さは0.lmであった。検出面の標高は■9.68～ 119.73mで

あった。当該竪穴住居は、西側を段丘崖 2に よって浸食されていたため、 6～ 7割程度の

残存部分について、調査を行った。

掘形は、2.5Y6/4に ぶい黄色シル ト～微砂の地山面を基盤として検出した。住居の覆土

が2.5Y4/2暗灰色シル ト～微砂であったため、極めて明瞭に検出することができた。掘形

法面は、約60～ 80度の勾配をもっていると推定できるが、遺存状況が悪いため不明である。

掘形底面は、凹凸が著しい。掘形底部には2.5Y4/2暗灰責色シルト～微砂 (⑤層)が堆積

していたが、これは覆上ではなく、置上である可能性が高い。

床面上の遺構については、すべて掘形底部で検出を行っている。掘形底部からは、ピッ

ト、柱穴、土坑が検出された。

S110-SKlは 、炉の可能性がある。SKlは隅九方形の平面形を呈しており、長辺

0.54m、 短辺0,37mであった。深さは0,06mで あった。

ピットは8箇所検出された。この内、Pl・ P2。 P3は、その配列・規模から、主柱

穴であると考えられる。Pllよ直径が0。 5m、 掘形底面からの深さが、0.25mであった。柱

痕跡が認められた。P2は直径が約0.5m、 掘形底面からの深さが、0,45mで あった。P3

は直径が約0,48m、 掘形底面からの深さが、0.35mであった。

2.遺物 (第 50図、図版53)

当該竪穴住居からは、土器が出土しており、弥生土器の甕Cを 図化することができた。

147は全体の5%程度の小片であり、住居の廃絶後に竪穴内に流れ込んだ覆土中に包含さ

れていたものである。口縁端部外面から内面にかけてはナデによって仕上げられている。

3.ま とめ

当該竪穴住居の所属時期は、出土した遺物が少なく不明である。SIHと は、一部が重

複しているが、先後関係については、明らかにすることができなかった。床面からは、土

坑、柱穴、ピットが検出できた。主柱穴は、4柱構造である。

r7 ‖ ノ1弱

0                1ocm

第50図  S110・ 11出土土器
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〔S111〕

1.遺構 (第49図、図版 10)

H― i8区 に位置する竪穴住居である。周囲には南側にS110が、西側には、当該住居

を浸食 して、段丘崖 2が南北にはしっている。北東方向約10mに は、 S112が位置する。

上部は大幅に削平を受けてお り、竪穴住居掘形底面付近まで削平されていた。

S111の平面形態は円形を呈 してお り、掘形の直径は約 5m程度になると推定する。住

居掘形底面から、検出面までの高さは平均 して0.06m程であった。検出面の標高は119.60

mであった。当該竪穴住居は北半部が調査区外にあり、西半部は、段丘崖 2に よって浸食

されていたため、調査を行うことができたのは、 2割程度であった。

掘形は、2.5Y6/41こ ぶい責色シル ト～微砂の地山面を基盤 として検出した。住居の覆土

が 5Y3/1オ リーブ黒色シル ト～微砂であったため、極めて明瞭に検出することができた。

掘形法面の勾配は、遺存状況が悪いため不明である。掘形底部には③～④層が堆積 してい

たが、これは覆上ではなく、置土である可能性がある。

床面上の遺構については、すべて掘形底部で検出を行っている。掘形底部からは、ピッ

ト、土坑が検出された。調査を行った範囲では、主柱穴や炉に相当するような遺構は検出

されなかった。

2.遺物 (第 50図 、図版53)

当該竪穴住居に伴 う遺物 としては、P4か ら出上 した甕の底部 (148)がある。外面は

ミガキで仕上げている。

3。 まとめ

当該竪穴住居の所属時期は、出土 した遺物が少なく不明である。 S110と は、一部が重

複 しているが、先後関係については、明らかにすることができなかった。

〔S112〕

1.遺構 (第 51図 、図版11)

H― h8区 を中心に位置する、竪穴住居である。周囲には南方向 3mに S113が位置 し

ている。東側20mに は、大量の土器片が投棄された状況で出土 したS K56が位置 している。

また、西側15mに は、南北にはしる段丘崖 2が位置 している。周囲は後世の造成による削

平を大きく受けてお り、弥生時代の遺物包含層は遺存 しておらず、地山層 もかなりの削平

を受けているとみられる。

平面形は円形を呈 しており、掘形の直径は8.58mであった。当該竪穴住居の調査は、西

半部と東半部の 2回 に分けて行われた。西半部の削平は特に著 しく、床面下まで削平が及

んでいた。検出面の標高は120.40～ 120.60mであった。
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炉 1

120511mご

120 50md

120 50mf

炉 l ① 5Y 3/1オ リープ黒色 シル ト～極細
(25Y4/1黄 灰色

極細～細 (若千小礫が混じる)を 含む)

②5Y 3/1オ リープ黒色 シルト～極細
③5Y 2/2オ リーブ黒色 シルト
④25Y4/1黄 灰色 微砂～細砂
(5Y 6/4オ リーブ黄色
シルト(地 山質)のプロックを含む)

⑤25Y4/1責 灰色 微砂～細砂
(5Y 6/4オ リーブ黄色
ンル トの地山ブロックを含む)

⑥ 5Y 3/1オ リーブ黒色 シル ト

(25Y4/1黄 灰色 微砂～細砂を含む)

05Y 6/4オ リーブ黄色 微砂～シル ト

(75Y3/1オ リープ黒色 微砂～シル トを含む)

① 75Y3/1オ リープ黒色
微砂～シル ト(炭化物を多 く含む)

σ
『

d

f

Q錫

①25Y4/1黄灰色 ジ
'チ

下i板務
(25Y3/1黒 褐色 シル ト～微砂を多く含む)

(5Y 6/4オ リープ黄色 ンル ト(地 山質)を 含む)

② 25Y3/1黒 褐色 シル ト～微砂
(5Y 6/4オ リーブ黄色 シル ト(地 山質)を 含む)

③ 5Y 4/1灰 色 細砂 (炭化物を含む)

120 50mel

冒 ②

③

膨8:¥枡算サこ薙包彰″r線
(25Y6れ にぶい黄色 シルトを少量含む)

③ 75Y4/1灰 色 シル ト～微砂
(2.5Y6/4に ぶい黄色 シル トを少量含む)

④ 75Y4/1灰 色 シル ト～微砂
(25Y6/4に ぶい黄色 ンル トを多 く含む)

120 90ma'

120 90mb'

⑤25Y3/1黒 褐色 シルト～微砂(5Y6/4オ リープ黄色 シルトのブロックを含む)

⑥101rR 4/2灰黄掲色 シルト～微砂
⑦10YR 3/1黒 褐色 シルト～微砂(lllYR 8/2灰黄褐色を含む)

第51図  S112平面図・土層断面図 (1/60)

炉 2Ⅲ lⅧ

炉 2① 5Y 4/1灰 色 ンル ト～微砂
(25Y6/4に ぶい黄色 ンル トを少量含む)

② 5Y 3/1オ リーブ黒色 シル ト～微砂
③ 75Y2/1黒 色 シル ト～微砂
(25Y6/4に ぶい黄色 シル トを含む)

④ 5Y 6/4オ リーブ黄色 ンル ト～微砂
(5Y 6/1灰 色 シル ト～微砂を含む)

120 5Clmぜ

①5Y3/1オ リーブ黒色 シルト～徴砂
(25Y6/4に ぶい黄色 シルトを少量含む)

②5Y3/1オ リープ黒色 シルト～徴砂
(25Y4/1黄 灰色 細秒を少量含む)

③25Y4/1黄灰色 徴砂～細
(2 FoY 6/4に ぶい黄色 シルト(地 山質)を 含む)

③

①25Y3/1黒褐色 シルト～微砂(5Y6/4オ リーブ黄色 シルトのプロックを含む)

②25Y4/1黄灰色 シルト～細砂(25Y3/1黒 褐色 シルト～綱砂を含む)

①25Y3/1黒褐色 シルト～微砂(5Y6/4オ リーブ黄色 シルトのプロックを含む)

④5Y 3/1オ リープ黒色 シルト～微砂
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掘形は、5Y6/4オ リーブ黄色シル トの地山面を基盤として検出した。竪穴住居覆土は部

分的にしか遺存 していなかったため、検出はやや困難であり、当該遺構が竪穴住居である

ことを認識するのが遅れた。

床面は、比較的遺存状況の良かった東側で観察 した結果、基盤層を掘 り込んだ後、地山

に起因する責掲色の粘上のブロックを含んだ10YR5/1黄褐シル トを置土することによって

貼床を造成 していることがわかった。床面の直径は、約 7m程度と推定される。床面から

は、壁溝、ピット、柱穴、炉、土坑が検出されている。

壁溝は、住居の壁に沿って、幅0.2～ 0,7mで巡つていた。壁溝は完周せず、部分的に 2

重に巡つていた。

炉は、床面のほぼ中央で 2箇所検出された。 1箇所は建替えに伴 うものであると推定で

きる。炉 1は長辺 lm、 短辺0.8mの隅丸方形の平面形態を呈 してお り、検出面からの深

さは0.55mで あり底には直径0,7mほ どの平坦面があった。覆土は、周囲から、土が流れ

込んだ状況を呈 しており、炭化物層 と地山に起因する層が互層 となっていた。炉 2は、直

径約1.lmの不正円形を呈 してお り、底部は信鉢状を呈 していた。埋土は下層に炭化物層

が堆積 してお り、上層には、周囲の遺物包含層が流れ込んだと推定される灰褐色の層がみ

られた。炉 1・ 2と もに炉掘形には被熟 した痕跡が認められなかった。

ピットは床面より多数のものが検出された。これらのすべてが竪穴住居に伴う確証はな

い。この内、Pl,P2、 P3の 3本は、その規模、配列から、主柱穴であると考えられ

る。Plは、直径0.7m、 検出面からの深さは0.3mで あった。P2は、直径0,6m、 検出

面からの深さは0.64mであった。P3は、直径0。 33m、 床面からの深さは0.3mで あった。

2.遺物 (第 52・ 53図、図版53・ 98)

当該竪穴住居からは、土器、石器が出土 している。149・ 150。 152・ 153は 、住居の廃絶

後に竪穴内に流れ込んだ覆土中に包含されていたものである。149は広口壺Aの 口縁部の

小片である。口縁端部は下方向に拡張 し、集状文を施文 している。150は 細顕童の口縁部

であり、凹線文を施文 している。152は 、土錐である。153は 、サヌカイ ト製の凸基式石鏃

である。1511ま 、甕Bであり、炉 1か ら出土 した。内・外面 ともに、ハケ調整を行ってい

る。当該住居から出上 した遺物は数が少なく、小片が多い。Ⅳ-2～ 3様式の様相を呈 し

ている。

乳1酎
0                   10cm

〔
Ⅲ
旧
ｐ
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一
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一

第52図  S112出土土器
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3.ま とめ

当該竪穴住居は、築造時点もしくは機能時点を示す床面上の遺構

から出土 した遺物によって、Ⅳ-2～ 3様式を中心に存続 していた

と考えられる。周囲には、竪穴住居が比較的集まっている。掘形の

外側に軒先が位置 していたことが想定できることから、 S113は 、

当該竪穴住居 と接近 しすぎてお り、軒先が重複すると想定できる。

したがって、 S113と は、同時には存在 していなかったと想定でき

る。検出できた竪穴住居掘形の直径は8.58mであったが、これは、

一
⇔
０

第53図  S112出土
石器

建替えによって2つの掘形が重複している可能性がある。重複していた場合、個々の直径

は8m程度になると考えられる。床面からは、炉、壁溝、柱穴、ピット、土坑が検出でき

た。主柱穴配列の構造を復元するには至らなかった。

〔S113〕

1.遺構 (第 54・ 55図 、図版12)

H― g10区 を中心に位置する竪穴住居である。周囲には、北方向3mに S112が位置 し

ており、東方向15mに は、大量の上器片が投棄された状況で出土したS K56が位置してい

る。また、西側15mに は、南北方向にはしる段丘崖 2が位置している。周囲には、弥生時

代の遺物包含層が遺存しておらず、地山層もかなりの削平を受けているとみられる。

平面形は、円形を呈しており、掘形の直径は7.7m、 床面から、検出面までの高さは

0.13～ 0。 45mであった。検出面の標高は120.60～ 120,70mで あった。当該竪穴住居の調査

は、東半部と西半部の2回に分けて行われた。

掘形は、2.5Y8/4淡 黄色シルトを基盤として検出された。住居の覆土が黄灰色系の細砂

まじリシルトであったため、極めて明瞭に検出することができた。掘形法面は、約40度の

勾配をもっている。覆土 (①層～⑫層)は主に北方向から流れ込んだ状況が確認された。

床面は、地山層を掘り込んだ後、部分的に雀んだ場所に置土 (⑩層)を行うことでつくり

だしていた。床面の直径は、6.6mで あり、壁溝、ピット、柱穴、炉、土坑が検出されて

いる。なお南には、三日月状の平面形態を呈する張り出し部が認められるが、建替えの痕

跡と考えられる。

壁溝は、住居の壁に沿って、幅0.25～ 0。 7m、 深さ0。 1～ 0,2mで巡つていた。壁溝は完

周せず、部分的に壁溝が巡つていない場所があった。

炉は、床面のほぼ中央で検出された。隅九方形の平面形態を呈しており、床面から底部

までの深さは0.25mで あり、底部は橋鉢状を呈 している。底部に炭化物を多く含んだ層

(⑩層)が堆積しており、この上層に堆積した層 (⑬層)に も炭化物が含まれていた。炉

掘形には、被熱した痕跡が認められなかった。
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①25Y4/1黄灰色 細砂混じリン
'ジ

ト
(25Y7/2灰 黄色 細砂のプロックを多く含む)

②5Y 4/1灰 色 礫混じリシルト
◎lllYR 3/1黒褐色 シルトヽ 微砂(者干組粒砂を含む)

④25Y4/1黄 灰色 細砂混じリシルト
(25Y6/1黄 灰色 細砂のアロックを多く含む)

⑥25Y8/2灰 白色 礫混じリンルト(礎n大の礫を含む)

('5Y4/1黄 灰色 翻砂混じリシル トのプロックを含 tr)

⑥ 25Y″ワ灰黄色 細砂混 じり組砂
(25Y4/1費 灰色 ltE砂 混じリシル トのアロックを含 tr)

⑦2鍼 5/2暗灰責色 組砂
⑥ワ5Y5/2暗灰責色 紅砂(5～ 10餌 大の礫を少量含lJ)

③25Y6/1黄 灰色 細砂混じリンルト

⑩2誠 6/1責灰色 細砂
(ワ 5Y8/4淡黄也 細砂のアロックを含む)

①■5Y4/1灰色 微砂～シルト
⑫75Y4れ 灰色 微砂～ンルト
(25Y8/4淡 黄色 徴砂のプロックを含む)

⑬75Y4/1灰色 微砂～シルト
(25Y3/4淡 費色 徴砂―シルトのプロックを含じ)

⑭2ar 5/2暗灰黄色 ンルト
(2577/2灰 費色 粗砂のアロックを多長に含と、
炭化物を考干含む)

⑮2ゆr6/1黄灰色 組砂混じり細砂
⑮25V6/1黄灰色 粗砂混じり細砂
(25Y8/4浜 責色の微砂―ンル トのアロックを含む)

⑫10YR 3れ 黒褐色 シルト～極Iu

(5Y 7/4浅賞色 ンルトを含む)

⑬ iOY々 4/1灰色 細砂混じり徴砂～シルト(炭化物を含む)

⑮ユOYR 4/1灰色 粗砂混じり徴砂～シ″ト
(5Y 8/4淡 黄色 細砂のブロックを含む)

の5V 5/1灰 色 理砂滉じり徴砂～ンルト
(炭化物を多く含む)

④2rocY 3/1暗オリーブ灰色 組砂混じり微砂～シルト
(及化物、5cm大の擦を含む)

②25Y 2/1黒色 ンルト(炭イヒ物を多く含む)

④2W 2/1黒 色 ンルト
②10YR 4/1灰 亀 粗砂混じり徴砂～ンルト

(炭化物を着干含む)

⑮25Y4/1黄灰色 細砂
(25Y7/4浅責色 細砂のアロックを少畳含む)

②2575/1黄灰色 シルト
⑫2577/4浅黄色 細砂
(2Ⅳ 5/1責灰色 シルトのアロックを含む)

②20r4/1黄灰色 シルト(炭化物を着千含む)

の25Y3/1黒褐色 シルト
①25Yワ /1黒色 シルト(炭イヒ物を多く含む)

③5YR 5/1褐 灰色 細砂
(10VR 2/1纂色 シル トのアロッタを含む)

m

S113平面図・土層断面図 (1/60)第54図
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②
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①

微砂～ンルト(炭化物を含む)  ① 10YR 5/1掲灰色
砂細(lllcm大 の礫を多く含む)  (25Y 6/2灰黄色
細砂              ② 25Y 6/2灰 黄色
細砂               (10YR 5/1褐 灰色

P3

①25Y4/1黄 灰色 微砂～シルト
ックを多く含む)② 25Y4/1黄 灰色 シルト

(2「r6/2灰 黄色 ンルトのプロックを少畳含む)

ックを含む)  ③25Y4/1黄 灰色 シルト
(25y6/2灰黄色 シルトのプロックを少量含む〉

h

③

P6

① 25Y4/1黄灰色 微砂～シルト
10G 6/1緑灰色 シルト
(地山質のブロックを含む)

② 25Y4/1黄灰色 微砂―シルト(炭化物を少量含む)

③ 10C 6/1緑灰色 シルト
(25Y4/1黄灰色 徴砂～シルトのプロックを含む)

④ 10G 6/1緑灰色 シルト
(25Y4/1黄灰色 徴砂～シルトのプロックを含む)

⑤ 10G 6/1緑灰色 ンルト
(10YR 3/4浅 黄橙色 微砂～シルトのプロックを含む)

ンルト
シルトのプロ
シルト
ンルトのブロ

ｆ
一　
　

③

①2.5Y4/1黄灰色 ンルト             ①25Y4/1黄灰色 シルト混じり微砂
②25Y5/1黄灰色 ンルト             ②5G 71明緑灰色 細砂
③25Y4/1黄灰色 シルト～徴砂           (25Y4/1黄灰色 シルトのブロックを含む)

①25Y5/1黄灰色 シルト
(25Y8/4浅 黄色 微砂～シルトのプロックを多く含む)

第55図  S113土層断面図ぅ(1/60)

ピットは多数のものが検出された。これらのすべてが竪穴住居に伴う確証はない。この

内、Pl～ 6の 6本は、土層断面の観察から、柱痕跡 と思われるものが認められたため、

主柱穴と想定 した。Plは、直径0.5m、 床面からの深さは0.28mで あった。柱痕跡の直

径は0.2mで あった。P2は、直径0。 45m、 床面からの深さは0.12mで あった。柱痕跡の

直径は0.05mであつた。P3は、直径0.55m、 床面からの深さは0。 18mであった。柱痕跡

の直径は0。 lmであった。P4は、直径0.35m、 床面からの深 さは0。 17mであった。柱痕

跡の直径は0,lmであった。P5は、直径0.65m、 床面からの深さは0.18mで あった。柱

痕跡の直径は0.25mで あった。P6は、直径0.45m、 床面からの深さは0.28mで あった。
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第56図  S113出土土器①
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柱痕跡の直径は0,3mであった。各主柱穴の配置から、当該竪穴住居は、 6本柱構造を復

元することができる。

2.遺物 (第 56～ 58図、図版53・ 54・ 98・ 101～ 103)

当該竪穴住居からは、比較的豊富な土器と石器が出土 している。ここでは、覆土出上の

ものと遺構出上のものに分けて以下に内容をのべる。

・覆土出土の遺物

154・ 155,157～ 162は 、広口重の口縁部である。これらのうち、154・ 155。 157は 広口

重Aである。154は外面に簾状文を内面に円形浮文を施文 している。155。 157は 口縁端部

外面に刺突文を施文 している。158は 、広口壺Bである。口縁部には凹線文を施文 してい

る。160。 162は 、広口壺Dである。160は 、口縁端部に凹線文を施文してお り、紐孔を穿

孔 している。159。 161は 広口壷 Eである。1591ま 、外面に集状文を、内面に列点文を施文

する。1611ま ヘラ状工具による刻目を上下に組み合わせて、綾杉状の文様をつ くりだして

いる。163は 、細頸壺の小片であり、円形浮文と列点文を施文 している。164・ 166。 167は 、

甕Aである。内外面はミガキで仕上げている個体があった。168は 奏Bである。摩減が著

しいが、外面をハケで仕上げていた。170。 171は甕 Cである。内外面をミガキで仕上げて

いる。172・ 173は 休Aである。173は細かい列点文を施文 している。讃岐からの搬入品で

ある。174・ 175。 176・ 178は 、鉢Bである。体部外面には、焦状文を施文 し、口縁端部は

肥厚する。口縁端部の施文は、176がヘラ状工具による刻目を、175が波状文、178が凹線
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文である。179は 高杯 Bの小片である。1771よ 、高杯Aであり、

は高杯の脚部である。184は石剣、185は 凸基式石鉄鏃である。

る。188・ 189は石庖丁である。緑泥片岩製である。

凹線を施文している。182

いずれもサヌカイト製であ

遺構出土の遺物

180・ 181は 高杯の脚部と考えられる。180は 、沈線状の退化した凹線文を施し、透穴を

穿孔している。炉から出上した。181は小片であり、端部を上方向に拡張している。P3
から出土した。156は 、広口壼Aである。P7か ら出上した。口縁部には刺突文を施文し

ている。169は 、甕Aの小片であり、P8か ら出土している。ともに、くの字状に屈曲す

る口縁部を持ち、口縁端部は面取りしている。165も 奏Aであり、P9か ら出土した。、外

面にミガキを加えている。183は 、土製の紡錘車である。直径は4。 15cm、 厚さ0.65cmで あ

った。炉から出上した。187は、泥岩製の砥石である。P8か ら出土した。186は 、サヌカ

イト製の有茎式石鏃である。P9か ら出上した。以上当該住居から出上した遺物はⅣ-1
～2様式の様相を持つといえる。

3。 まとめ

当該竪穴住居からは、170。 171の ようにⅢ様式まで遡る可能性のある遺物から155。 157

のようにⅣ-3～ 4様式の遺物まで含まれている。築造時点もしくは機能時点を示す床面

上の遺構から出上した遺物からは、Ⅳ-1～ 2様式を中心に存続していたことが考えられ

る。周囲には、竪穴住居が比較的集まっている。掘形の外側に軒先が位置していたことが

想定できることから、S112は、当該竪穴住居と接近しすぎており、軒先が重複すると想

定できる。したがって、S112と は、同時には存在していなかったと想定できる。検出で

きた竪穴住居掘形の直径は7,7mで あった。床面からは、炉、壁溝、柱穴、ピット、土坑

が検出できた。主柱穴の配列については、 6本柱構造を復元することができる。

〔S114〕

1.遺構 (第 59図、図版10)

H― f8・ H― g8区にまたがって位置する竪穴住居である。周囲には、北方向に古代

の流路 (NRl)が東西方向にはしっており、当該住居の大部分はこの流路によって破壊

されている。周囲は、後世に削平されているようで、弥生時代の遺物包含層は遺存してお

らず、地山にまで削平が及んでいるようであった。遺存していたのは、全体の3割程度で

あつたが、平面形態は円形を呈すると考えられ、直径は6m前後になると推定できる。床

面から、検出面までの高さは0。 lmであった。検出面の標高は120.60mで あった。

掘形は、2.5Y6/3に ぶい黄色シルトの地山面を基盤として検出した。床面には、地山質

に近似した2.5Y3/2黒褐色シルト～微砂を置き、床面を作 り出していた。床面上からは、
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壁溝、ピツトが検出されている。

壁溝 は、住居の壁 に沿って、幅

0.15～ 0。 3m、 深さ0,05mで 巡つて

いた。

ピットは 5箇所検出された。Pl

～P3は規模の大 きなものであ り、

主柱穴の可能性がある。Plは直径

0,23m、 床面からの深さは0.38mで

あった。土層断面の観察からは、柱

痕跡の存在が確認でき、その直径は

0,08mであつた。P2は、直径0,35

m、 床面からの深さは0.27mであつ

た。P3は、直径0。 28m、 床面から

の深さは0。 25mであつた。

2.遺物 (第 60図 、図版54)

当該竪穴住居からは、覆土より高

邦 (191)が 、 P4よ り奏の底部

(192)、 高杯 (190)が 出土している。

いずれも小片であるが、高杯の脚部

120.80m b'      c

BI:善

場岳警言

'ジ

秩(ベ

テ魯忌
③
泌辞院畳島糧

'抗

生二姦場翌含め
④
謎 髭最与日と着干しまりが悪い)

120.80mざ

「Ｗ】”一“ヽЮ8をき手多議 黙
Li偽監地噛

①
靭 鶏 計

琺 含め

急霧            急と|→           3m
第59図  S114平面図・土層断面図 (1/60)

(191)は凹線文を施文する。Ⅳ様式に該当する。

3。 まとめ

当該竪穴住居は、出土遺物が少ないため、時期を確定することが難しいが、Ⅳ様式を中

心に存続していたと考えられる。古代の流路によつて大部分が破壊されていたが、規模は

直径 6m前後の円形プランであると考えられる。床

面からは、壁溝、ピツトが検出できた。主柱穴配列

の構造を復元するには至らなかった。

M
第60図  S l14出土土器

凸|1仁ぽ

①@)ユ ミ

Pl   P2
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120,75m a

③

① 10YR 3/2黒褐色 粗砂混じり微砂～シルト
② 10YR 5/3に ぶい責褐色 微砂～シルト

(25Y8/6黄色 微砂～シルトのブロックを若干含む)

蝿 3鷺勘 頂I訂ク拾→
0                      3m

第61図  S115平面図・土層断面図 (1/60)

〔S115〕

1.遺構 (第 61図、図版12)

H― f6区 を中心に位置する、竪穴住居である。周囲には北方向 lmに S116が、さら

に北方向10mに S117が位置している。南方向にはNRlが 位置 している。周囲は近代の

造成による削平を大きく受けており、弥生時代の遺物包含層は遺存 していなかった。周囲

の遺構の残存状況をみると、南側は、遺構の遺存状況がよく、北側は悪い傾向がみられる。

造成が平坦になされていることを勘案すると、当時は、南向きの緩やかな斜面地であった

ことが推定できる。当該竪穴住居の調査は、南半部が生活道路である里道にかかっており、
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0                                    20cm

第62図  S115出土土器

調査を行うことができなかった。

平面形は円形を呈しており、掘形の直径は約 7～ 8m前後に復元できる。検出面から、

床面までの深さは0.15mであった。掘形底面には、置土が敷かれていた。掘形法面は、約

75度の勾配をもっている。掘形は、10Y R8/4浅 黄橙色微砂～ンルトの地山面を基盤とし

て検出された。住居の覆土は、10Y R3/2黒褐色粗砂まじり微砂～シルトであったので極

めて明瞭に検出することができた。

原面の直径は、6m程であると想定でき、壁溝、ピット、柱穴が検出されている。

壁溝は、住居の壁に沿って、幅0.2m、 深さ0。 15mで巡っていた。壁溝は完周していな

かった。

ピットは、調査を行えた範囲で3箇所検出された。これらのすべてが竪穴住居に伴う確

証はない。この内、Plは、その規模から、主柱穴であると考えられる。Plは、直径

0.50m、 床面からの深さは0.4mであった。柱痕跡が遺存しており、その直径は0。 lmであ

つた。調査を行えた範囲が狭かつたことから、主柱穴の配列を復元するには至らなかっ

た。

2.遺物 (第 62・ 63図 、図版54・ 103)

当該竪穴住居からは、土器、石器が出土している。193～ 195。 197～ 199は 、住居廃絶後

に竪穴内に流れ込んだ堆積土中に包含されていたものである。193、 194は広口壼Aである。

ともに口縁端部を下方向に拡張しており、比較的間隔の長い簾状文を施すが、194は これ

に加えて、刺突文を施文している。1951ま広口壺Blの口縁部である。195の外面には間隔

が短く、幅の広い集状文・刺突文を施文している。197は 甕Cである。口縁端部は下方向

に拡張されており、外面には、刺突文を施文している。199は凝灰岩製の砥石である。198

は砂岩製の太型蛤刃石斧である。
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196は 、壁溝から出上 した。 S D12か ら出上 したものと接合することができた。広口壷

Blの 口縁部である。口縁端部は上下方向に拡張 している。196は 、摩滅が著 しいが、簾

状文を施文した痕跡が観察できる。

3。 まとめ

当該竪穴住居は、出土遺物が少なく、多くが覆土から出土した資料であるため、時期を

確定することが難しいが、Ⅳ様式を中心に存続していたと考えられる。広口壷Aの口縁端

部断面形態からはⅣ様式でもⅣ-3～ 4様式を中心に存続していたと考えられる。周囲に

は、S116が近接している。掘形の外側に軒先が位置していたことが想定できることから、

S116は、当該竪穴住居と接近しすぎており、軒先が重複すると想定できる。したがって、

S116と は、同時には存在していなかったと想定できる。検出できた竪穴住居掘形の直径

は約 7～ 8m前後と推定できる。床面からは壁溝、柱穴、ピットが検出できた。主柱穴配

列の構造を復元するには至らなかった。

〔S116〕

1.遺構 (第 64図、図版13)

H― e6・ H― f6区 にまたがって位置する竪穴住居である。周囲には北方向 lmに S

117が位置している。南方向 lmに はS115が位置している。周囲は後世の造成による削

平を大きく受けており、弥生時代の遺物包含層は遺存しておらず、地山層もかなりの削平

を受けているとみられる。

平面形は円形を呈しており、掘形の直径は7.38mであった。当該竪穴住居の調査は、東

半部と西半部の2回 に分けて行われた。削平は、床面まで及んでいた。検出面の標高は東

側で120,95mで あり、西側で120,76mで あった。当該調査では、ほぼ全体を調査したが、

地上構造物の一部を残して調査を行うことがもとめられたため、一部が調査できなかっ

た。

掘形は、10Y R8/4浅 黄橙色微砂～シルトの地山面を基盤として検出された。竪穴住居

の覆土は、部分的にしか残っておらず、壁溝や柱穴の検出によってかろうじて竪穴住居の

範囲が確認できた。

床面の直径は、6.8mであり、壁溝、ピット、柱穴、炉が検出されている。

壁溝 (S117-SD2)は 、竪穴住居の壁に沿って、幅0。 15～ 0.2m、 深さ0。 lmで巡つ

ていた。壁溝は完周せず、部分的に2重に巡つていた。

炉は、床面のほぼ中央で検出された。攪乱によって、大部分が破壊されているが、直径

1,2m程度の不正円形を呈すると思われる。 2段に掘削されており、底部には、地山に起

因するブロックを含んだ層が堆積し、この上層に炭化物層が堆積していた。炉掘形には、

被熱した痕跡が認められなかった。
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①25Y6/1黄 灰色 粗砂混じリンルト

d   
①   120。

90mど

③

鶏
P2

① lllYR 5/2灰 黄褐色 粗砂混じり微砂―ンルト
(25Y8/4淡責色 細砂混じリンルトプロックを多く合む)

② 10YR 5/ワ 灰黄褐色 粗砂混じり微砂～シルト

(25Y3/4淡黄色 粗砂混じリシルトプロックを多く合ど)

③ 25Y7/3浅 黄色 徹砂～シルト

④ ЮYR4/2灰 責褐色 微砂～シルト

121.10m bI

S116平面図・土層断面図 (1/60)

121.10コ n ai

① 10YR 5/1灰 黄褐色 微砂～シルト
② 25Y5/2賭 灰黄色 細砂混じリンルト

(10YR 8/4浅 責澄色 徴砂～シルト(地 山賓)のアロックを多く含む)

③ 10YR 5/ワ 灰黄褐色 細砂混じり徴砂～ンルト
(25Y3/4淡 黄色 粗砂混じリシルトのプロックを多く合む)

④ 10YR 4/?灰 黄褐色 微砂～シルト
⑤ 10YR 5//2灰 黄褐色 粗砂混じり徹砂～ンルト

(25Y8/4淡黄色 粗砂混じリンルトのプロックを多く含む)

③25Y73浅黄色 徹砂～シルト
② 10YR 5/2灰 責褐色 微砂～ンルト
③ IげrR 2/1黒 色 微砂～シルト(炭化物を多く含む)

◎ 10YR 4/1褐 灰色 徹砂～ンルト

(10YR 8/4減 責澄色 徹砂～シルト(地 山質)のプロックを多く含む)

⑩ 10YR 73にぶい黄橙色 細砂混じリシルト
⑪ 2FDY 5/2暗灰黄色 細砂混じリンルト

⑫ 10YR″4にぶい費褐色 細砂混じリシルト
⑬ lllYR 5/1褐 灰色 微砂～ンルト

125Y8/4淡黄色 微砂～シルトのプロックを若干含む)

① 25Y4/1黄 灰色 微砂―シルト
(25Y8/4淡黄色 微砂～シルトのプロックを多く含む)

⑮ 25Y6/1黄 灰色 粗砂混じリンルト

0

第64図
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ピットは、調査を行えた範囲で 8箇所検出された。

これらのすべてが竪穴住居に伴う確証はない。この内、 萄
Plは、その規模から、主柱穴であると考えられる。こ___巨 璽葦§

~~~~~~割
200

Plは、直径0.5m、 床面からの深さは0.2mであった。        ヒす_…__ユψ
P2は、直径0.65m、 床面からの深さは0.35mであっ   第65図  S116出土土器

た。床面の攪乱が著しく、調査を行えた範囲から主柱穴の配列を復元するには至らなかった。

2.遺物 (第 65図、図版54)

当該竪穴住居の覆土からは、広口壺 Eの口縁端部 (200)が 出土 した。口縁端部を上下

方向に拡張 して、内面に列点文、外面には集状文を施文 している。 S116の炉からは、土

器の細片が出土 しているが、図化できなかった。

Ⅳ様式に位置づけられる。

3.ま とめ

当該竪穴住居の周囲には、竪穴住居が密集 している。掘形の外側に軒先が位置 していた

ことが想定できることから、 S115及 びS117は、当該竪穴住居 と接近 しすぎており、軒

先が重複すると想定できる。 したがって、これら2棟とは、同時には存在 していなかった

と想定できる。検出できた竪穴住居掘形の直径は7.38mであった。床面からは、炉、壁溝、

柱穴、ピットが検出できた。調査を行えた面積が限られていたことから、主柱穴配列の構

造を復元するには至らなかった。

〔S117〕

1,遺構 (第 66～68図、図版13・ 14)

H一 e5。 H一 f5区 を中心に位置する、竪穴住居である。周囲には、南方向 lmに S

116が位置しており、北東方向15mに S118が位置している。周囲は、後世の造成に伴う

削平を大きく受けており、弥生時代の遺物包含層は遺存しておらず、地山面もかなりの削

平を受けているとみられる。このような事から地面から遺構面までは浅くなっており、撹

乱の影響を非常に受けやすかったようである。竪穴住居床面には中央で南北方向に近現代

の地下埋設管の掘形が穿たれていることをはじめとして、規模の大きな撹乱坑が多く認め

られた。

当該竪穴住居は、若干位置を移動させながら、 3箇所の掘形が重複しており少なくとも

2回 の建替えが行われていた。新しいものから順にS117-1、 S117-2、 S117-3

と呼称する。各住居の床面は、S117-1が もっとも深く、S117-2、 S117-3がや

や浅くなっている。したがって、新しいものが深く掘られているといえる。検出面の標高

は129.95mで あった。古い時代の竪穴住居床面は大部分が新しく作られた竪穴住居の掘形
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によって破壊されていた。

当該竪穴住居の調査は、東部と西部の 2回 に分けて行った。

S 117--1

S117-1は 、平面形が円形を呈 してお り、掘形の直径は9.2m、 床面から、検出面ま

での高さは0.1～ 0。 2mであった。当該調査では、ほぼ全体を調査することができた。

掘形は、10Y R8/6黄 橙色微砂～シル トの地山面を基盤 として検出された。竪穴住居の

覆土が褐灰色系のシル トであったため、極めて明瞭に検出することができた。掘形法面は、

60～ 70度 の勾配を持っている。床面は、地山上面ではなく、地山上面に堆積 した①層上面

で検出された。ただし④層は、S117-2に伴 うと考えられる炉 2に よって切 り込まれて

いることから、 S117-1の構築に伴い敷かれた置上ではなく、より古い時代の竪穴住居

構築の際に敷かれたものであると考えられる。床面の直径は、8.lmで あり、壁溝、ピッ

ト、柱穴、炉、排水溝、土坑が検出されている。

壁溝は、竪穴住居の壁に沿って、幅0.1～ 1.2m、 深さ0.1～ 0。 2mで巡つていた。北側は、

幅が広 くなっており1.2mの 幅があった。

炉 1は、床面のほぼ中央で検出された。 しかし大部分が近現代の撹乱による破壊を受け

ていた。検出された位置からS117-1に伴 うものとみられる。平面形態は不明であるが、

おそらくは、直径 lm前後の不正円形を呈 していたことが想定できる。底には直径0.5m

程の平坦面があつたと思われる。炉内は、黒褐色系の炭化物層 と地山層に起因する責褐色

シル ト～微砂のブロックを含んだ層が交互に繰 り返 し堆積 していた。炉の掘形に被熱 した

痕跡は認められなかった。

排水溝 (S117-SDl)は 、炉 1に接続 していると考えられ、西方向に6mに わた り

竪穴住居外までのびてお り、 S D12に 接続 していた。 S117-2、 S117-3の壁溝を切

り込んでいることから、S117-1に伴 うものと判断できる。排水溝底面の標高は、炉に

接続 している地点で120,74m、 壁溝 と交わっているところで120.55m、 先端部で120.51m

であり、排水溝 としての機能を想定した場合、使用に耐えうる構造となっている。

ピットは多数が検出された。これらのすべてが S117-1に伴う確証はなくS117-

2も しくはS117-3に 伴う可能性のあるものもあるがここで、一括 して報告する。 P

l～ 6は、その規模配列から、主柱穴であると考えられる。Plは、直径が0.25m、 床面

からの深さは0。 4mであった。土層断面の観察からは、柱痕跡の存在が確認でき、その直

径は0.15mであった。P2は、直径0.6m、 床面からの深さは0.2mで あった。土層断面の

観察からは、柱痕跡の存在が確認でき、その直径は0.15mであった。P3は、直径0.5m、

床面からの深さは0.25mであった。土層断面の観察からは、柱痕跡の存在が確認でき、そ

の直径は0。 15mであった。P4は、直径0.55m、 床面からの深さは0。 2mであった。 P5

は、直径0.3m、 床面からの深さは0.2mであった。 P6は 、直径0。 5m、 床面からの深 さ

は0.35mであった。これらすべてが、同じ建物を構成する確証はなく、また、撹乱によっ

-98-



―
「

‐
‐⑤

④

・‐／
Ｄ

F潔述

:②
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① ③

⑮ 10YR 5/1褐 灰色 シルト混じり微砂～シルト
(25Y7/6明 黄褐色 徹砂～シルトのプロックを若千含む)

⑮ 10YR 5/1褐 灰色 ンルト混じり徴砂～シルト
(25Y7/6明 黄褐色 微砂～シルトのプロックを多く含む)

⑦ 2FDY F。/1黄灰色 微砂～ンルト
(25Y7/6明 黄褐色 細砂混じり徹砂～シルトブロックを多く含む)

⑬ 25Y V2暗 灰黄色 粗砂混じり微砂～ンルト
⑬ 10YR 5/ユ 褐灰色 シルト混じり微砂～シルト

(25Y7/6明 黄褐色 微砂～シルトのブロックを若千含む)

④ itlYR 6/2灰 黄褐色 租砂混じり徹砂～ンルト
(1∝R3/6責橙色 微砂～ンルト(地山質)の プロックを多く含む)

0                      3m

① 10YR 4/1褐 灰色 微砂～ンルト
(lσ rR 3/6黄 澄色 徹砂～シルト(地 山質)の プロックを考干含む)

② 10YR O/2灰 黄鶴色 粗砂混じり微砂ヽシルト
(10YR 3/6黄 橙色 徹砂～ンルト(地 山質)の プロックを多く含む)

③ 10YR 7/1黒 色 徹砂～シルト
④ 25Y5/2電灰黄色 粗砂混じリシルト
⑤ llllTR 7/2に ぶい責橙色 ンルト

(10YR 5/1褐 灰色 微砂～シルトのプロックを含む)

⑥ iOYR 4/1褐 灰色 ンルト混じり微砂～ンルト
(10YR 5/1褐 灰色 徹砂～シルトのアロックを多く含tr)

⑦ lωrR 4/1褐 灰色 ンルト混じり微砂～ンルト
③ 10YR 7/2に ぶい黄橙色 シルト

(10YR 5/1褐 灰色 徹砂～シルトのプロックを多く含む)

(25Y″6明黄褐色 微砂～ンルトのプロックを多く含む)

② 25Y5/1黄 灰色 微砂―シルト
(25Y″6明黄褐色 細砂混じり微砂～シルトのプロックを含と)

第66図  S117平面図・土層断面図 (1/60)
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④ 10YR 6/2灰黄褐色 粗砂混じり微砂―シルト(lcm大 の礫を多く含3)
② 10Yミ ツ1褐灰色 微砂～シルト

(10YR 3/4浅 黄橙色 徹砂―ンルト(地 山質)の アロックを多く含む)

② IOYR 5/2灰 黄褐色 微砂～ンルト
② IOYR 5/2灰 黄褐色 微砂～ンルト

(lllYR 8/4浅 黄橙色 徹砂～シルト(地山質)の アロックを者干含む)

⑮ iOYR 5/2灰 黄禍色 シルト
のiOYR S/1褐 灰色 徹砂～シルト

(10YR 8/6黄 橙色 微砂～ンルト(地山質)の プロックを含む)

⑫ iOYR r。/2灰黄褐色 微砂～ンルト
(10YR 3/6黄 橙色 微砂～シルト(地山質)の プロックを合む)

④ I研rR 4/ユ 褐灰色 ンルト混じり徹砂―シルト
0 10YR 5/ユ 褐灰色 徹砂～ンルト

(10YR 6/1褐 灰色 微砂～シルトのプロックを含む)

① 10YR 6/1褐 灰色 徴砂～ンルト
(10YR 3/6黄橙色 微砂～ンルト(地山質)の アロックを含tf)(炭化物を含む)

① 10YR 6/1褐 灰色 徹砂―シ″ト
(10YR 3/6黄 橙色 微砂～ンルト
(地 山質)の アロックを多く合む)

⑫10YR 3/6資 橙色 微砂―シ″ト
⑬10YR 7/3に ぶい黄橙色 傲砂―シルト
⑭10YR 4/1褐 灰色 徹砂～シルト

(10YR 8/6黄 橙色 徹砂～ンル ト

(地山質)の アロックを多 く含むX炭化物を含む)

① 10YR 6/1褐 灰色 ンルト
(10YR 8/6黄 橙色 微砂―シルト
(地山賓)の プロックを多く含む)(炭化物を含む)

Φ lσrR 2/1黒 色 叙砂～シルト(災化物を含む)

⑦ 25Y5/1黄 灰色 微砂―シルト
(25Y7/4浅黄色 微砂―シルトを含む)

0 10YR″ 2にホい黄橙色 41k砂 ～シルト
(10yR 3/6黄 褐色 (地 山質)の プロックを含む)

025Y6ノ 1黄灰色 細砂混じり微砂～ンルト
(25Y″ 0明費褐色 徹砂ヽ シルトのプロックを含と)

⑮10YR 3/2黒 褐色 粗砂混しり微砂～シルト
(ユ OYR 8/6賛 橙色 微秒―シルトのプロックを含む)

① 10YR 3/6黄 橙色 叙砂～シルト
(2う Y5/1黄灰色 徹砂ヽシ″卜のアUッ クを者干含む)

⑫10YR 5/2灰黄褐色 理砂混じり徴砂～ンルト
⑮ iOYR 5/1褐 灰色 微砂―シルト

(10YR 3/6黄機色 (地山質)の アロックを少BI合む)

④10YR 5/2灰黄褐色 微砂～ンルト
⑮ iOYR 8/4機 黄橙色 微砂～シルト

(2う Y5/1黄灰色 徹砂～シ,レ トのアロックを考千含と)

121.10mも '

121.10コ nc'

⑩

⑮ lOYR 5/2灰 黄褐色 粗砂混じり徹砂～シルト
@25Y6/2仄責色 粗砂混じり徹砂～ンルト

(20r7/ユ 灰白色 億砂～ンルトのプロックを合」)

⑮ 10YR 5/2灰 黄褐色 粗砂混じり徹砂～ンルト
(10YR 3/4浅黄橙色 徹砂～ンルトのアロックを含む)

⑩ 25Y7/3浅 黄色 粗砂混じり徹砂ヽシルト
(25Y7/1灰白色 徹砂―シルトのプロックを含む)

O iOYR 6/2灰 黄褐色 組砂混じり微砂―シルト
(10YR 3/4浅 黄機色 微砂―シルトのアロックを含も)

⑪ iOYR3/4灰黄色 シルト～微砂
(25Y5/1シ ル ト～徹砂のプロックを若干含む)

d  
①

120。90mざ                  g   ①  120.90mゴ

諄葬雛荘捏j騨こあく合め ②ゆ歳〒BI熙;踵爵筆をセ駆琢窟|

④5Y5/1灰色 シルト
⑤5Y νl灰色 シルト                  壁溝

(25Y8/6賓色 微砂ヽンル トのブロックを多 く含む)

◎5Y5/1灰色 シルト

120.90mご                   h  ①

3認彰長謗俣蟹亀色鞠あ≧ケルト      瑯

8器民ニチ環銑色瑠51ケルト         P5
(10■ R8/4浅黄橙色 微砂 ～ンル ト(地 山質)の プロックを少量含む)

◎
1!滞<靖Υ曜撃踏老逸矧とンルト(地山質)の アロックを多く含む)

120.90m hi

①10YR S/1褐 灰色 徹砂～シルト

120.90m i「

色

色
色
色
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③

微妙～シルト
微砂ヽシルト
稜砂―シルト
微砂～ンルト

②£ 鷺 :8導
滋 臨 ぜ謡嫁岳≧そI∴占地醐"獅

P6

0                       3m

O S1117-1～
3重復関係模式図  10m

S117土層断面図 (1/60)
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て破壊された柱穴も多かったことが推定できる。このようなことから、主柱穴の配列を復

元するのは困難である。当該竪穴住居は直径9.2mと 大型であり、 6本柱構造であった可

能性が高い。

S117--2

S117-2は 、平面形が円形を呈 してお り、掘形の直径は7.lm、 床面から検出面まで

の高さは0。 2mであった。当該調査では、ほぼすべてを調査することができた。 しかし、

床面は大部分がS117-1の構築に伴い破壊されていた。

掘形法面は、60～ 70度前後の勾配を持っている。床面は、掘形底部ではなく、掘形底部

に④層を置土することでつくりだしていた。床面の直径は、6.5mであり、壁溝、ピット、

炉、排水溝が検出されている。

壁溝は、竪穴住居の壁に沿って、幅0.15～ 1,Om、 深さ0。 1～ 0.2mで巡っていた。北側

は、幅が広 くなっておりlm程の幅があった。

炉 2は、床面のほぼ中央で検出された。しかし大部分が近現代の撹乱による破壊を受け

ていた。検出された位置からS117-2に伴うものとみられる。平面形態は不明であるが、

おそらくは、 1辺 lm前後の方形を呈 していたことが想定できる。底には直径0,5m程 の

平坦面があつたと思われる。炉内は、黒褐色系の炭化物層 と地山層に起因する責褐色シル

トのブロックを含んだ層が堆積 していた。炉の掘形に被熟 した痕跡は認められなかった。

排水溝 (S117-SD2)は 、炉 2に接続 してお り、2.5mに わたり南東方向にのびて

お りP2の下層で検出され、 S117-1の壁溝に破壊されていた。排水溝底面の標高は、

炉に接続 している地点で120.68m、 壁溝 と交わっているところで120.53mで あり、つF水溝

としての機能を想定 した場合、使用に耐えうる構造となっている。また、撹乱によって確

認できていないものの、SD3も この炉 2に接続する可能性がある。SD3は 、S117-

1の壁溝に切 り込まれていると思われることから、S117-2に 伴 う溝と考えられる。

S117-2の炉 2に は、西方向と東方向の 2方向にのびる排水溝が接続 していた可能性が

指摘できる。

S117--3

S117-3は 、平面形が円形を呈 してお り、直径は8.5mであった。 S117-3は 、 S

117-2、 S117-1に よってほぼ全域が削平されていた。南北主軸に並行 して設定 した

西側セクション (c― c'ラ イン)の観察により、わずかに床面が遺存 していることが明

らかとなっている。掘形法面は、約60～ 70度前後の勾配を持つものと思われる。床面は、

掘形底部ではなく、掘形底部に⑩層を置土することで作 りだしていた。床面からは壁溝が

検出されている。柱穴、炉も本来的に穿たれていたと考えられるが、 S117-1、 S117

-2の ものと区別するのが困難であつた。

2.遺物 (第 69～ 71図、図版54・ 55・ 99。 103)
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第71図  S117出土石器

当該竪穴住居からは、土器、石器が出土している。201。 209・ 210。 211。 212。 213・

214は 、S117の廃絶後に竪穴内に流れ込んだ堆積土中に包含されていたものである。201

は広口壷Aの小片である。無文化が進んでいるが、刺突文を施文している。210は高杯の

脚部である。209は鉢の脚部であり、円形の透が穿孔されている。211。 212は紡錘車であ

る。214は砂岩製の太型蛤刃石斧である。213は チャート製の凹基式石鏃である。

206は広口壷Aも しくは細顕壺の体部と考えられる。外面には簾状文と円形浮文を施文

している。,F水溝 (S117-SDl)よ り出上している。205は甕Aであり、P3か ら出

上した。外面には縦方向のミガキを加えている。202は、広口壺Cである。これも飾飾性

の乏しいもので、口縁端部に凹線を施し、外面を粗いハケで仕上げている。S117-SK
lよ り出上した。203は奏Bであり、外面をハケで仕上げている。2041ま 甕Aである。とも

にS117-SKlよ り出土している。207・ 208は高郭Aである。207は S117-SKlか
ら、208は P3よ り出土している。

3。 まとめ

当該竪穴住居は、覆土や床面上の遺構から出土した遺物が、いずれもⅣ-2～ 3様式の

|

D212r2
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様オロを示すことから当該時期を中心に存続 していたと考えられる。 3棟の竪穴住居掘形が

重複 して検出されてお り、少なくとも2回の建替が行われていたことが明らかになった。

規模は、最も古いものが8.5m、 2回 目に建てられたものが7.lm、 3回 目に建てられたも

のが9,2mであった。周囲には、竪穴住居が検出されていない場所が広がっているにも関

わらず、この場所に固守 している状況がみられる。

//

lc

⑥

121,70m bi

①粧乱
② iOYR 3/2黒 褐色 粗砂混じり微砂～細砂
③10YR 3/3暗褐色 粗砂～微砂
①10YR 3/3暗褐色 粗砂～徹砂

(炭化物 を含む)

⑤ 25Y3/2黒 褐色 粗砂～微砂
③ 25Y4/2暗 灰黄色 粗砂～微砂

(炭化物を少豊含む)

④

Ｐ２

③

ｂ
　

⑥

121,70mざ  ⑦絡事鵬 群
砂～粗砂

③25Y5/2暗 灰黄色 粗砂～徴砂
③25Y3/2黒 褐色 粗砂～微砂

(25Y6/3にぶい黄色 微砂のブロックを含む)

⑩10YR 3/2黒褐色 糧砂～微砂
⑪25Y4″ 暗灰黄色 微砂～粗砂
⑫10YR 3/3暗褐色 粗砂～微砂
①25Y6/3に ぶい黄色 微砂～粗砂

(10YR 3/3暗 褐色 微砂～礫
のブロックを少量含む)

⑭2FDY 4/2暗灰黄色 微砂～担砂
⑮ iOYR 3/3暗 褐色 粗砂～微砂(炭化物を含む)

⑮10YR 3/3暗掲色 粗砂～微砂(炭化物を含む)

⑦10YR 3/3暗褐色 糧砂～徹砂(炭化物を含む)

解‰ 飴料7。
Pl

0                      3m

第72図  S118平面図・土層断面図 (1/60)
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第73図  S118出土土器

〔S118〕

1.遺構 (第 72図 、図版15)

H― c3・ H― c4区にまたがって位置する、竪穴住居である。周囲には北方向 5mに

方形周溝墓群が位置する。弥生時代中期の竪穴住居としてはもっとも北に位置している。

周囲は、後世の造成による削平を大きく受けており、弥生時代の遺物包含層は遺存してお

らず、地山層もかなりの削平を受けているとみられる。

平面形は円形を呈しており、掘形の直径は6.2m、 床面から、検出面までの高さは0.lm

であった。検出面の標高は121.50mで あった。当該調査では、竪穴住居の東部の 7割程度

を調査することができた。西側は、後世の造成のために完全に削平されている。

掘形は、2.5Y6/3に ぶい黄色微砂の地山面を基盤として検出された。竪穴住居の覆土が

10Y R3/3暗褐色粗砂～微砂であったため、極めて明瞭に検出することができた。床面は、

轟 :   竃

-107-



◆

◇

ヽ

D                                                  10Cln

∩
∩
日
Ｖ

0                                        10

第74図  S118出土石器
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地山層を掘 り込んだ後、置土することによって貼床が形成されている。床面の直径は、 6

mであり、ピット、柱穴、土坑が検出されている。壁溝は検出されなかった。床面には、

2箇所の攪乱坑によって破壊されている箇所がある。

ピットは24箇所検出された。これらのすべてが竪穴住居に伴う確証はない。この内、P

l～ 3の 3本は、その規模から、主柱穴であると考えられる。Plは、直径0,4m、 床面

からの深さは0.25mであった。土層断面の観察からは、柱痕跡の存在が確認でき、その直

径は0.2mであった。P2は、直径0.35m、 床面からの深さは0.3mであった。土層断面の

観察からは、柱痕跡の存在が確認でき、その直径は0。 15mであった。P3は、直径0。 15m、

床面からの深さは0.3mで あった。土層断面の観察からは、柱痕跡の存在が確認でき、そ

の直径は0。 lmであった。

2.遺物 (第73,74図 、図版55・ 99。 101・ 102)

当該竪穴住居からは、土器、石器が出上している。215。 219～ 222・ 225。 227は、竪穴

住居の廃絶後に竪穴内に流れ込んだ覆土中に包含されていたものである。215は広口壷B

2である。日縁部外面には凹線文を施す。219・ 222は 奏Aである。くの字状に屈曲する頸

部を持ち、端部は九くおさめている。219は、小片であるが調整が観察でき、内外面とも

にミガキで調整を行っていた。225は高杯Bであり、口縁端部は下方向に拡張し、凹線文

を施文している。227は サヌカイト製の削器である。

218は 甕の蓋と推定され、Plか ら出上した。223は 甕Aであり、P4よ り出土した。

216。 217は細頚壷であり、P4(216)、 P5(217)よ り出土した。216は 頸部に集状文を、

217は体部に直線文と波状文を施文している。2241ま 甕の底部であり、P6か ら出土した。

底部は穿子しされている。内面はナデ、外面はミガキによって仕上げている。226はサヌカ

イト製の石剣であり、厚みがある。228は緑泥片岩製の石庖丁であり、226・ 228は、とも

にP7よ り出土した。

3。 まとめ

当該竪穴住居は、築造時点もしくは機能時点を示す床面上の遺構から出上した遺物によ

って、Ⅳ様式を中心に存続していたと考えられる。規模は掘形の直径が6.2mで あり、床

面からは柱穴、ピット、土坑が検出できた。壁溝は検出されなかった。調査を行うことが

できた範囲は全体の 7害Jであり、主柱穴配列の構造を復元するには至らなかった。

〔S119〕

1.遺構 (第 75図 、図版15)

H― d9・ H― e9区にまたがって位置する竪穴住居である。周囲には北側にNRlが

東西方向にながれており、当該竪穴住居の北半部はこの流路によって破壊されている。周
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V
① 25Y4/2暗 灰黄色 微砂～ンルト(粘上を若干含む)

② 25Y4/2暗 灰黄色 シルト～徹砂
(10YR 5/2灰 黄褐色 ンルト～微砂を多く含む)

⑥ 25Y3/2黒 掲色 シルト～微砂
(5Y5/1灰 色 シルト～微砂を含む)

④ 25Y4/2暗 灰黄色 シルト～細砂
(25Y5/4黄 褐色 ンルト～細砂の地山ブロックを含む)

a   (25Y3/2黒 褐色 シルト～微砂を少量含r」
)

⑤ 25Y3/2黒 褐色  ンルト～徹砂
(25Y6κ 明黄褐t シルト～徹砂の地山アロックを少長含む)

⑥ 25Y9ρ 黒褐色 ンルト～微砂
(25Y5/1黄 灰色 シルト～微砂を多く含む)

⑦ 25Y3/2黒 褐色 ンルト～微砂
(2露 5/2暗 灰黄色 シルト～微砂を含む)

③ 25Y5/2暗 灰黄色 シルト～微砂
(2聟 ″2灰黄色 ンルト～微砂を少量含む)

③ 25Y3/2黒 褐色 ンルト～微砂
(「r VI灰 色 シルト～微砂を少豊含む)

⑩ 20r4/2暗 灰黄色 シルト～細砂
(25Y5/4黄 褐色 シルト～細砂の
地山質のプロックを少量含む)

(25Y3/?黒 褐色 ンルト～微砂を少量含む)

① ?5Y3″ 黒褐色 シルト
    122.20m a

b  
① 121,70mげ _

蒲
③

121 70m c'

g 121,70m g'

淳
② ■rr P6

靱鰯 糾 釧

121.70m dI

①  121.狗
mざ

M

0                       3m

§!磯】☆主謙を全0
(lllYR 6/6明 黄褐色 シルト～徹砂を多く合

f   ① 121.70m f

第75図  S119平面図・土層断面図 (1/60)

P3                    P4

勢Mttl古
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赫 拗

①25Y3/2黒 褐色 シルト～微砂
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第76図  S119出土土器

囲は、後世の削平によって、弥生時代の遺物包含層が遺存しておらず、地山にまで削平が

及んでいる。調査は、 3回 に分けて行った。歩道を残して調査を行うことが求められたた

め、全体を調査することができなかった。

平面形は円形を呈しており、掘形の直径は9m程度に復元できる。床面から検出面まで

の高さは0.25～ 0.3mで あった。検出面の標高は121.50～ 121.90mで あった。当該竪穴住

居は、古代の流路によって北半分が破壊され、約 6割程度を調査できたにとどまった。

掘形は、2.5Y6/6明責褐色微砂まじリシルトの地山面を基盤として検出された。竪穴住

居の覆土が黒褐色系のシルトであったため、極めて明瞭に検出することができた。床面に

は、基盤層を掘り込んだ後、⑩層を置土することによって貼床が形成されている。床面の

直径は、7.5～ 8.5m前後と想定でき、壁溝、ピット、柱穴が検出されている。

壁溝は、竪穴住居の壁に沿って、幅0.15～ 0.5m、 深さ0,07mで巡り、その内側 lmで

も、壁溝と考えられる円形の溝を検出している。

ピットは31箇所検出された。これらのすべてが竪穴住居に伴う確証はない。この内、P

l～ 6は、その規模配列から、主柱穴であると考えられる。Plは直径が0。 45m、 床面か

葎

２４０

Ｏ

ρ
Ц
】
″
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第77図  S119出土石器

らの深さは0。 28mであった。P2は直径が0.25m、 床面からの深さは0.4mで あった。 P

3は直径が0.35m、 床面からの深さは0.61mで あった。P4は直径が0,46m、 床面か らの

深さは0。 3mであった。P5は、直径が0,46m、 床面からの深さは0.32mであつた。 P6

は、直径が0.24m、 床面からの深さは0.3mで あった。

残存 していた床面の面積が狭かつたことから主柱穴の配列を復元するには至 らなかっ

た。

2.遺物 (第76,77図、図版55'98。 99)

当該盟穴住居からは、土器、石器が出上 している。229～ 238、 240～ 246は 、竪穴住居の

廃絶後に竪穴内に流れ込んだ覆土中に包含されていたものである。229～ 231は 、広口董A

の口縁部である。外面には間隔が短 く、幅の広い焦状文を施文 している。232は、広 口壷

Blの小片である。口縁端部を上下方向に拡張 している。口縁端部外面には斜格子文・刺

突文を施文する。233は甕Bである。口縁端部に面取 りを行い、体部外面はミガキによつ

て仕上げている。234・ 2351よ 、甕Aである。口縁端部を丸 くおさめてお り、外面はミガキ

によって仕上げている。241は高杯の脚部の小片である。236～ 238は 外Bの口縁部である。

236は 、下方向に拡張 した口縁端部を持ち、焦状文を施文 した後、刺突文を施文する。

237・ 238の 口縁端部は肥厚 してお り、間隔が短 く、幅の広い集状文を施文 している。242

～245はサヌカイ ト製の石鏃であり凸基式 (242)、 凹基式 (243)、 平基式 (244)、 有茎式

(245)、 のものがある。246はサヌカイ ト製の削器である。
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239は鉢 Bであり、P7か ら出上 した。口縁端部は外方向に屈曲し、体部外面には、間

隔の長い集状文と扇状文を施文し、刻目突帯を付加 している。

3。 まとめ

当該竪穴住居は、概ねⅣ様式の遺物で占められるが、239の ようにⅢ様式まで遡るもの

もみられる。Ⅲ様式～Ⅳ様式にかけて存続 していたと考えられる。当該竪穴住居は、流路

によって北半分が破壊されていた。直径は8.5mと 推定できる。床面からは、壁溝、柱穴、

ピットが検出できた。調査を行うことができた範囲は全体の 4割程度であり、主柱穴配列

の構造を復元するには至らなかった。

〔S120〕

1.遺構 (第 78図、図版16)

M― el区に位置する竪穴住居である。周囲には東方向5,Omに S121が位置している。

周囲は後世の造成による削平を大きく受けており、弥生時代の遺物包含層は遺存していな

かった。遺構の残存状況も非常に悪く、西半部は、造成によって完全に削平されていた。

平面形は円形を呈しており、掘形の直径は5mである。検出面から、床面までの深さは

0,05mで あった。掘形底面には、置上が敷かれていた。掘形は、10Y R8/6黄褐色シルト

～微砂の地山面を基盤として検出され、検出段階で、置上の一部が露出した。覆土は、10

Y R3/1黒褐色シルト～微砂であったので極めて明瞭に検出することができた。床面の直

径は、4.3m程 であると想定でき、壁溝、ピット、柱穴が検出されている。

壁溝は、竪穴住居の壁に沿って、幅0.2m、 深さ0。 1～0.15mで巡っていた。壁溝は完周

していなかった。

ピットは、調査を行った範囲で10箇所が検出された。これらのすべてが竪穴住居に伴う

確証はない。この内、Pl、 P3は、その規模から、主柱穴であると考えられる。Plは、

直径0.45m、 床面からの深さは0.5mであった。柱痕跡が遺存しており、その直径は0。 2m

であった。P3は、直径が0,45m、 床面からの深さは0.5mで あった。柱痕跡が遺存して

おり、その直径は0.25mであった。遺存していた範囲が狭かったことから、主柱穴の配列

を復元するには至らなかった。

なお、P2は、炉と考えることもできるが、その位置が中心部から、ややそれることや、

炭化物層が認められなかったこと等、通有の竪穴住居で検出されている炉とは様相が異な

る。

2.遺物 (第 79・ 80図 、図版56・ 98)

当該竪穴住居からは、土器、石器が出土 している。250。 251は、竪穴住居の廃絶後に竪

穴内に流れ込んだ覆土中に包含されていたものである。2501ま縄文土器である。高山寺式
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第78図  S120平面図・土層断面図 (1/60)

の押型文土器であ り、縄文時代早期の所産である。

る。

249は、蛸壼 と思われ、 P2か ら出土 した。247、

3か ら出上 した。

251はサヌカイ ト製の凸基式石鏃であ

248は、弥生土器壷の底部であ り、 P
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第79図  S120出土土器
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3。 まとめ

当該竪穴住居からは、縄文土器等も出上 している

ものの、床面の遺構から出土 した遺物は弥生時代の

ものであった。出上 した遺構がいずれも時期を明確

にし得ない部位の小片であったことから、時期につ

いては明らかにしえない。周囲には、 S121が近接

している。検出できた竪穴住居掘形の直径は5,Om

であり、他の竪穴住居 と比較すると小規模な竪穴住

居 といえる。床面からは壁溝、柱穴、ピットが検出

できた。主柱穴配列の構造を復元するには至らなか

った。

今     2Ы

○

0                          5clll

第80図  S120出土石器

〔S121〕

1.遺構 (第 82図 、図版16・ 17)

M― dl・ M― el区にまたがって位置する竪穴住居である。周囲には北方向3mに S

122が、西方向5mに S120が位置している。周囲は、後世の造成による削平を大きく受

けており、弥生時代の遺物包含層は遺存しておらず、地山層も削平を受けているとみられ

る。周囲の遺構の残存状況をみると、北側に位置するものは、削平の影響を大きく受けて

おり、南に位置しているものほど遺存状況が良好であるという傾向がみられる。現在は、

ほぼ水平に造成されていることから、当時は、南向きの緩やかな斜面であったことが想定

できる。当該竪穴住居は、2回 にわたって調査を行った。この結果、2棟の竪穴住居掘形

が重複していることが明らかとなった。

平面形は円形を呈しており、直径は8.5m、 床面から検出面までの高さは最も遺存状況

が良かった場所で、0.35mであった。検出面の標高は121.90～ 122.14mで あった。竪穴住

居は、さらに調査区外へと続いているものと判断され、今回の2次にわたる調査で、当該

竪穴住居の約 3～ 4割 を調査することができた。

掘形は、10Y R8/6黄 橙色シルトの地山面を基盤として検出した。竪穴住居の覆土が褐

灰色系のシルト～微砂であったため、極めて明瞭に検出することができた。掘形法面は、

60度～70度の勾配を持っている。土層からは覆上が周囲から流れ込んでいる状況を観察で
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きた。床面については、掘形を掘削 した後、10Y R7/4に ぶい黄橙色粗砂混 じリシル ト

(⑭層)を置上 し、水平な床面を造成 している。床面の直径は、 7m前後になると考えら

れる。床面からは、壁溝、ピット、柱穴、炉が検出されている。また、床面上からは、炉

を中心として薄いえ化物の層が検出された。

壁溝は、竪穴住居の壁に沿って、幅0.3～ 0。 8m、 深さ0.05～0,lmで巡っていた。

炉は、床面のほぼ中央で検出された。不整円形の平面形態を呈 しており、床面からの深

さは0。 lmであった。底部には直径0.5mほ どの平坦面があり、悟鉢状を呈 している。炉の

堆積物については、炭化物を多 く含む微砂～シル ト層がみられた。炉の掘形は被熱 してい

なかった。

ピットは 8箇所検出された。これらのすべてが竪穴住居に伴う確証はない。この内、P

l・ P2の 2箇所は、その規模配列から、主柱穴であると考えられる。Plは、直径が

0.65m、 床面からの深さは0.4mで あつた。土層断面の観察からは、柱痕跡の存在が確認

でき、その直径は0。 2mであった。P2は、直径が0.6m、 床面からの深さは0.2mで あっ

た。土層断面の観察からは、柱痕跡の存在が確認でき、その直径は0.15mであった。

検出した柱穴から、主柱穴の配列を復元するには至らなかった。

2.遺物 (第 81・ 83図 、図版56。 98。 99)

当該竪穴住居からは、弥生土器が出上 している。図化できたものは、竪穴住居の廃絶後

に竪穴内に流れ込んだ床面上の覆土中に包含されていたものである。

252は、広口壷Aの小片である。口縁端部を下方向に拡張 しており、間隔の短い簾状文

を施文 している。255は広口壺 Cの小片である。無文で、口縁端部を上方向にやや拡張 し

ている。外面は粗いハケ調整で仕上げる。258は童の底部である。253・ 254。 257は 甕Bで

ある。すべて外面はハケ調整で仕上げてお り、口縁端部は拡張 し、横ナデを加えている。

256は鉢Aの小片であり、口縁部を外方向に屈曲させている。260・ 261は脚部の小片であ

り、台付鉢のものと考えられる。いずれも凹線 と円形の透を施 している。259は高杯Aの

第31図  S
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④

① 10YR 7/5灰黄掲色 粗砂混じリシルト
② 10YR 5/1褐灰色 粗砂混じリシルト
③ 10YR 4/1褐灰色 微砂～シルト(炭化物を多く含む)

④ 10YR 4/1褐灰色 微沙～シルト(炭化物を多く含む)

⑤ 10YR 3/1黒褐色 細砂混じリシルト
⑥10YR 5/1灰黄色 細砂混じリシルト
② 10YR 5/2灰黄褐色 シルト(炭化物を多く含む)

③10YR 4/1褐灰色 微砂～シルト(炭化物を多く含む)

⑨75Y4/2灰 オリープ色 粗砂混じり微砂～シルト
⑩10YR 5/1褐灰色 粗砂混じり微砂～シルト
①10YR 6/4に ぶい黄栓色 粗砂混じリシルト
(10YR 4/1褐灰色 微砂～シルトのプロックを含む)

⑫10YR 4/1褐灰色 微砂～ンルト(炭化物を多く含む)

①25YR 4/1赤灰色 粗砂混じリンルト
⑭ 10YR 5/1褐灰色 粗砂混じリンルト
⑩10YR 5/1掲色 粗砂混じリシルト
⑮10YR 7/4に ぶい黄橙色 粗砂混じリシルト
(10YR 4/2灰責褐色 微砂～シルトのブロックを含む)

Ⅲ干ⅢⅢ    Pl
①10YR 4カ 灰黄掲色 粗砂混じリシルト(5cm大 の礫を若干含む)

②10YR 5//4に ぶい黄褐色 粗砂混じり微砂～シルト
(10YR 4/1褐灰色 粗砂混じリシルトのプロックを含む)

③10YR 5/2灰 黄褐色 粗砂混じリシルト
(10YR 3/3浅黄橙色のプロックを含む)

① ЮYR5/3に ぶい黄褐色 粗砂混じリシルト～微砂
(10YR 8//4浅黄橙色 微砂～シルトのプロックを含む)

⑤ 10YR 5/3に ぶい黄褐色 粗砂混じリシルト
(lllYR 4/2灰黄褐色 微砂～シルトのプロックを含む)

21平面図・土層断面図 (1/60)
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口縁部の細片である。2621よ紡錘車である。263,264は サヌ

カイ ト製の凸基式石鏃である。

3。 まとめ

当該竪穴住居は、覆土から出上 した遺物をみる限 り、Ⅳ様

式には、廃絶 していた可能性が高い。周囲には、竪穴住居が

密集 している。掘形の外側に軒先が位置 していたことが想定

できることから、 S122は、当該竪穴住居と接近 しすぎてお

り、軒先が重複すると想定できる。したがって、S122と は、

同時に存在 していなかったことを想定できる。検出できた竪

穴住居掘形の直径は約8.5mであった。床面からは、炉、壁

溝、柱穴、ピットが検出できた。調査を行うことができた範

囲は全体の 3～ 4割であり、主柱穴配列の構造を復元するに

は至らなかった。
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第33図  S121出土石器
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〔S 122〕

1.遺構 (第 84・ 85図 、図版17)

M― cl,M一 dl区 にまたがって位置する竪穴住居である。周囲には南方 3mに 、 S

121が位置してお り、北方向には隣接 してS123が位置 している。東側18mに は、S124、

SBlが 位置 してお り、比較的竪穴住居が密集 している箇所の中心に位置している。周囲

は、後世の削平を大 きく受けていた。このため、弥生時代の遺物包含層は遺存 しておらず、

地山層 もかなりの削平を受けているとみられる。

平面形は円形を呈 してお り、掘形の直径は7.3m、 床面から、検出面までの高さは0.20

mであった。検出面の標高は約122.20～ 122.40mで あった。当該竪穴住居の調査では、ほ

ぼ全体を調査することができた。

掘形は、10Y R8/6黄 橙色シル トまじり微砂の地山面を基盤として検出した。竪穴住居

の覆土が灰黄色～黒色の砂まじリシル トであったため、極めて明瞭に検出することができ

た。掘形法面は、約70～ 80度 の勾配を持っている。床面は、基盤層を掘 り込み、掘形を掘

削 した後、②層 (10Y R7/4にぶい黄橙色粗砂まじリシル ト)を 置土することによって水平

な床面を造成 していた。床面の直径は、6.lmで あり、壁溝、ピット、柱穴、炉、土坑が

検出されている。また、床面上からは、炉を中心として薄い炭化物の層が検出された。

壁溝は、竪穴住居の壁に沿って、幅0.25～ 0.5m、 深さ0.15～ 0.2mで巡っていた。壁溝

は、部分的に撹乱による破壊を受けているものの本来、完周 していたと考えられる。

炉は、床面のほぼ中央で検出された。不整形の平面形態を呈 してお り、床面からの深さ

は0.35mであり、底部には長軸0.8m、 短軸0.5mほ どの平坦面があり、悟鉢状を呈してい
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② 10YR 3/2黒 褐色 粗砂混じリシルト       ■
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(10YR 7/4に ぶい黄橙色 シルトのブロックを含む)

⑤ 10YR 3/2黒 褐色 粗砂混じリシルト
(10YR 7/4に ぶい黄橙色 シルトのプロックを多く含む)

第85図  S122遺構土層断面図 (1/60)

① 10YR 3/1黒褐色 粗砂混じリシルト
(10YR 1 7/1黒色 シルトのプロックを含む)

② 10YR 4/2灰黄褐色 粗砂混じリシルト
(10YR 7/4に ぶい黄橙色 シルトのブロックを含む)

122.40nュ fi

10YR 6/4にぶい黄橙色 粗砂混じり微砂～シルト
10YR 3/1黒褐色 粗砂混じり微砂～シル ト
2.5Y4/1黄灰色 微砂～シルト
25Y5/1責仄色 シルト
2.5Y2/1黒 色 微砂～シルト

3m

江正三瑾≦覇
~~~=あ

265
267

0                                     20cm

第86図  S122出土土器

る。炉の堆積土には、下層に炭化物からなる層が認められ、上層は、炭化物を含んだ微砂

～シル ト層がみられた。炉掘形には、被熱 した痕跡が認められなかった。
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SKlは 、床面の南東隅で検出した。直径は0.5mで深さは、0。 15mであった。土坑内

からは、土器片が出上 した。

ピットは 9箇所検出された。これらのすべてが竪穴住居に伴う確証はない。この内、P

l～ P4は 、その規模や配列から、主柱穴であると考えられる。Plは、直径が0,9m、

床面からの深さは0.45mであった。P2は、直径が0.65m、 床面からの深さは0.25mであ

った。 P3は、直径が0.45m、 床面からの深さは0,4mであった。柱穴内からは、礫が出

土 した。P4は、直径が0.85m、 床面からの深さは0.45mであった。各主柱穴の配置から、

当該竪穴住居は、4本柱構造を復元することができる。この他 P5も 柱穴と考えられるが、

竪穴住居の中央で検出された。

2,遺物 (第 86・ 87図 、図版 56・

57・ 103)

当該竪穴住居からは、弥生土器、

石器が出上 している。266・ 268～

270・ 272・ 274・ 276～ 278は 、竪穴 ―

住居の廃絶後に竪穴内に流れ込んだ

覆土中に包含 されていたものであ

る。266は 、広口壺の口縁部の小片

である。口縁端部は上下方向への拡

張はなされておらず、面取 りが行わ

れている。文様はなく、外面はハケ

で仕上げている。269。 270。 272は

甕Aである。外面はミガキで仕上げ

てお り、内面は269。 270が ミガキで

0                                     10cm

第87図  S122出土石器

仕上げている。274も 甕Aの小片であるが、口縁端部を九 く収め、外面は摩減が著しいが、

ナデで調整 している。268は甕 Bであり、外面にはタタキを残 している。276・ 277は高杯

Aである。276。 277は外面にヘラ状工具による刻目を施文する。278は砂岩製の叩石であ

る。

265は受口状口縁を有する広口壷Blの小片であ り、 Plか ら出土 した。口縁部外面に

は、簾状文、刺突文、刻目を施文する。267は細頸壺の口縁部であり、Plか ら出上 した。

271・ 273・ 275は甕Aであり、口縁端部を丸 く収め、外面は縦方向のミガキで仕上げてい

る。271は炉から、275は S122-SKlか ら、273は P6か ら出土 している。

3。 まとめ

当該竪穴住居は、時期を明らかにし得る器種にとぼしいものの、Ⅳ-1～ 2様式を中心
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に存続していたと考えられる。また、奏は生駒山西麓産のもので多くが占められている点

に特色がある。周囲には、竪穴住居が密集している。掘形の外側に軒先が位置していたこ

とが想定できることから、S121及びS123は、当該竪穴住居と接近しすぎており、軒先

が重複すると想定できる。したがって、これら2棟 とは、同時には存在していなかったと

想定できる。検出できた竪穴住居掘形の直径は7.3mであった。床面からは、炉、壁溝、

柱穴、ピット、土坑が検出できた。主柱穴配列は4本柱構造を復元することができる。

〔S123〕

1.遺構 (第 88・ 89図 、図版18)

M― c10・ M― d10区 を中心に位置する竪穴住居である。周囲には南方向に隣接して、

S122が、北方向 lmに は、NRと が形成されていた。周囲は、後世の造成による削平を

大きく受けており、弥生時代の遺物包含層は遺存しておらず、地山層もかなりの削平を受

けているとみられる。竪穴住居は、 2棟の掘形が重複している。新しいものから順にSI

23-1、 S123-2と 呼称する。掘形底面は、S123-1の ほうが深かったようであり、

S123-2竪穴住居床面は、大部分がS123-1に よって破壊されていた。

S123--1

S123-1の平面形は円形を呈しており、掘形の直径は8m程度と推定され、検出面か

ら、床面までの深さは0。 12mであった。掘形底面には、部分的に置土⑤層が敷かれていた。

検出面の標高は122.35～ 122,43mで あった。当該、竪穴住居の調査は、北側約半分を対象

に行った。南側半分に相当する場所の調査も行っているが、この付近は削平がより深く及

んでおり、竪穴住居掘形は、完全に削平されていた。掘形は、10Y R8/6黄褐色シルトの

地山面を基盤として検出された。竪穴住居の覆上が2.5Y R3/2黒褐色の粗砂もしくは、シ

ルトであったため、極めて明瞭に検出することができた。掘形法面は、約60～ 70度の勾配

を持っている。床面の直径は、7.5mと 推定され、壁溝、ピット、柱穴、炉、土坑が検出

されている。

壁溝は、竪穴住居の壁に沿って、幅0。 25～ 1,Om、 深さ0。 1～ 0。 13mで巡つていた。壁溝

は完周せず、北側には、0.5mほ ど壁溝が途切れる場所があった。また、一部で幅が0.5m

からlmほ どに拡張されている部分があった。

炉は、床面のほぼ中央で検出された。方形の平面形態を呈しており、中央部はさらに円

形に掘り窪められていた。床面から深さ0.5mにある底部には直径0.3mほ どの平坦面があ

つた。下層には、炭化物を多く含む、黒色の微砂～粗砂が堆積しており、上層にも、炭化

物を含む層が堆積していた。炉掘形には、被熱した痕跡が認められなかった。

ピットは22箇所検出された。これらのすべてがS123-1に伴う確証はない。この内、

Pl～ P8の 8箇所は、その規模配列から、主柱穴であると考えられる。Plは、直径が

0.45m、 床面からの深さは0。 35mで あった。P2は、直径が0.55m、 床面からの深さは
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第88図  S123平面図・土層断面図 (1/60)

0.45mであった。土層断面の観察からは、柱痕跡の存在が確認でき、その直径は0。 13mで

あった。P3は、直径が0。 4m、 床面からの深さは0.5mであった。P4は、直径が0,30m、

床面からの深さは0.5mで あった。P5は、直径が0,4m、 床面からの深さは0.4mであっ

た。P6は、直径が0.3m、 床面からの深さは0.45mであった。P7は、直径が0.3m、 床

狙砂～微砂 (炭化物、土器片を合む)

砂混じり微砂 (炭化物を非常に多く含む)

/ル ト～粗砂 (炭化物、土器片をやや含む)

号色 粗砂～微砂 (土器片を含む)

褐色 粗砂～微砂 (細礫をやや含む)

ユ砂～微砂 (炭化物を含む)

褐色 粗砂～微砂 (細礫をやや含む)

/ル ト～粗砂

砂ら常生機告警宮著夢客客患拿
む)牲

掲色 粗砂～微砂 (礫 をやや含む)
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第89図  S123遺構土層断面図 (1/60)

面か らの深 さは0。 4mであった。 P8は、直径が0.25

m、 床面からの深さは0。 25mであった。各主柱穴の配

置から、柱構造を復元することはできなかった。

S 123--2

S123-2の平面形は、円形を呈 しており、掘形の

直径は10m前後になると考えられる。検出面から、床

② 2.5Y6/3に ぶい黄色 シルト～粗砂
(10YR 3/2黒 褐色 微砂～粗砂のブロックを合む)

③ 10YR 3/2黒掲色 粗秒～礫混じり微砂
(炭化物を少量含む)

(25Y6/3に ぶい黄色 シルト～粗砂のブロックを含む)

④ 25Y6/3にぶい黄色 シルト～粗砂
(10YR 3/2黒 掲色 微砂～粗砂のブロックを含む)

(炭化物を少量含む)

279

0                 1ocm

第90図  S123出土土器

面までの深さは0。 lmであり、大部分は、S123-1の 掘形によって破壊されていた。床

面からは、壁溝が検出されている。壁溝は、幅0。 2～ 0.5m、 深さ0,lmで巡っていた。

⇔

加

�

ＩＩＩ

Ⅲ

ＩＩＩ

Ｖ

2.遺物 (第 90。 91図 、図版57,98)

当該竪穴住居からは、土器 (280)、 石器 (281)が、住居

の廃絶後に竪穴住居内に流れ込んだ覆土中から出土 してい

る。279は広口重Aである。口縁端部や頚部に施文は行われ

ていない。2791ま P7か ら出土 した。280は甕Aの小片であり、

口縁端部は九 くおさめられている。摩滅が著 しく調整は観察

できなかった。281は サヌカイ ト製の有茎式石鏃である。

~ 0       3cm
◇   

―
第91図  S123出土石器

3。 まとめ

当該竪穴住居は、出土遺物の量がとぼしく、年代を推定する根拠に欠けるが、覆土から

出上 した広口壼の細片は、Ⅳ様式のものと推定される。竪穴住居掘形が 2棟重複 してお り、

直径10m前後のS123-2が まず築造され、廃絶後に直径約8,Omの S123-1が築造さ

れている。床面からは、炉、壁溝、柱穴、ピット、土坑が検出できた。調査できた面積が

③
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限られていたことから、主柱穴の配列については、復元することができなかった。
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・土層断面図 (1/60)第92図  S124平面図
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〔S124〕

1.遺構 (第 92図、図版18)

M― b3区 を中心に位置する竪穴住居である。周囲には、西側に隣接してSBlが、東

方向7mには、S D20が位置している。周囲は、後世の削平によって、遺物包含層が遺存

しておらず、地山にまで削平が及んでいるとみられる。

平面形は円形もしくは隅丸方形を呈しており、方形の場合、掘形の一辺は4.2m程度と

推定できる。床面から、検出面までの高さは0。 15mで あった。検出面の標高は122.55mで

あった。当該竪穴住居は、約 7割程度を調査することができた。

掘形は、2.5Y8/4微砂の地山面を基盤として検出された。竪穴住居の覆土は、黄褐色～

暗オリーブ褐色の細砂であり、地山層の土質に近かつたため、検出はやや不明瞭であった。

床面は、掘形底部をそのまま使用しており、柱穴、ピット、土坑が検出されている。床面

には、比較的大きな攪乱が 2箇所穿たれていた。

ピットは、12箇所検出された。これらのすべてが竪穴住居に伴う確証はない。この内、

「
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Pl、 P2は、その規模、配列から、主柱穴であると考えられる。

Plは、直径が0.3m、 床面からの深さは0.28mであった。P2は、

直径が0.27m、 床面からの深さは0.2mであった。床面は、すべて

が調査できたわけではなく、また攪舌とによる破壊 もあったため、主

柱穴の配列を復元するには至らなかった。

2.遺物 (第 93,94図、図版57・ 98)

当該竪穴住居からは、土器、石器が出土 している。282～ 284・

286～ 295。 296は 、竪穴住居の廃絶後に竪穴内に流れ込んだ堆積土

296

◇
◇ 性__当 m

第94図  S124
出土石器

中に包含されていたものである。2821ま広口壼Aである。口縁端部及び頸部には施文はさ

れていない。283は広口壷Blの小片である。口縁端部を上下方向に拡張 している。口縁

端部外面には、比較的間隔が長 く、幅の狭い集状文 と刺突文を施文 している。284は広口

壷 Eである。口縁端部には、凹線文を施文 している。286は、細頸壼である。列点文施文

後に円形浮文、集状文を施文 している。287は奏の蓋の小片である。288・ 289は甕Aの小

片である。口縁端部を九 くおさめ、内外面 ともにミガキで仕上げている。290は奏Bの小

片である。外面を粗いハケで仕上げている。291は鉢 Bである。日縁端部は肥厚 している

が、退化 した状況を呈 している。外面には焦状文を施文 している。292は鉢類の脚部の小

片であるとおもわれる。293は 、高杯の脚部の小片である。内面を削っている。2941よ 、甕

の口縁端部の細片である。頸部内面に刻目を施す。295は紡錘車である。296は サヌカイ ト

製の有茎式石鏃である。

285は、広口壷 Eであり、S124-SKlか ら出上 した。口縁端部は上下方向に拡張 し

ており、外面に波状文、内面に扇状文を施文 している。

3。 まとめ

当該竪穴住居出土遺物は、覆土から出上 したものが多 くを占めるが、Ⅳ様式を中心に存

続 していたと考えられる。隅九方形、もしくは円形の平面形態であ り、一辺は4。 2mと 推

定できる。床面からは、柱穴、ピット、土坑が検出できた。主柱穴配列の構造を復元する

には至らなかった。

〔S125〕

1.遺構 (第 95図 、図版20)

G二 j8区に位置する竪穴住居である。周囲は、主に近世の遺構が展開しており、弥生

時代の遺構は希薄である。これは、近世以降の削平が著しかったことに起因しており、弥

生時代の遺物包含層も遺存していなかった。地山層もかなりの削平を受けているとみられ

る。
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123.30m bI

卵
③

②

`ユ
①25Y6/2灰費色組砂混じり細砂

(10YR8/6黄 澄色徴砂～シルトのアロックを若千合む)

②25Y5/1黄灰色粗砂混じり微砂～ンルト
③25Y5/2暗灰黄色粗砂混じり徹砂～シルト

123.30Hi c'

① 25Y5/1黄褐色粗砂混じり徹砂～シルト
(25Y″ 6明 黄褐色微砂～シルトのプロックを含む)

② 2rDY3/1黒 褐色微砂～シルト

①2FDY5/1費 褐色粗砂混じり微砂～ンルト
(25Y7/6明 黄褐色微砂～シルトのプロックを含む)

②25Y5/1黄灰色粗砂混じり微砂～シルト
◎25Y3/1黒褐色徹砂～シルト

0                       3m

S125平面図・土層断面図 (1/60)第95図
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当該竪穴住居も、床面下まで削平が及んでおり、壁溝や炉、排水溝等の旧地表面下の深

い位置にあった遺構の残存によって、かろうじて、竪穴住居の存在を認識することができ

た。また、コンクリートの基礎が竪穴住居に重なっており、大きく破壊を受けていた。

平面形は円形を呈していると考えられ、掘形の復元直径は約 7～ 8m程度になると思わ

れる。検出面の標高は123.20～ 122,90mで あった。

掘形は、10Y R8/6黄 橙色微砂～シルトの地山面を基盤として検出された。竪穴住居の

覆土は、まったく遺存していなかった。

床面の範囲と想定される場所からは、壁溝、ピット、柱穴、炉・排水溝が検出されてい

る。

壁溝は、一部が検出されただけであり、南東側隅と北側の一部が検出された。本来、竪

穴住居の壁に沿って巡つていたものと推定でき、その幅は、0.5～ 1.2m、 深さは0.1～0.2

mであった。炉は、床面のほぼ中央で検出された。長径1.3mの楕円形を呈すると思われ

る。底部に、炭化物層が堆積 し、上層には地山に起因するブロックを含んだ層が堆積 して

いた。炉掘形には、被熱 した痕跡が認められなかった。

排水溝は、炉に接続 しており、北東方向に6mにわたりのびていた。壁溝に接続 してい

ると推定できる。排水溝底面の標高は、炉に接続 している地点で123.12m、 壁溝と交わっ

ているところで123.03mで あり、排水溝 としての機能を想定 した場合、使用に耐えうる構

造となっている。

ピツトは、床面と想定される範囲から、 5箇所検出された。これらのすべてが竪穴住居

に伴う確証はない。この内、Plは、その規模配列から、主柱穴であると考えられる。 P

lは、直径が0.4m、 検出面からの深さは0。 25mで あった。柱痕跡が遺存しており、その

規模は、直径が0.lmであった。当該竪穴住居は大部分が削平を受けており、また、周囲

には攪乱も多かったことから、主柱穴の配列を復元するには至らなかった。

2.遺物

当該竪穴住居からは、遺物は出上しなかった。

3。 まとめ

当該竪穴住居は、遺物が出土しなかったため、帰属時期は不明である。周囲には、近世

以降の削平のため、弥生時代の遺構の残存状況は非常に悪く、当該竪穴住居も、壁溝の一

部と排水溝、炉の残存によってかろうじて認識することができた。検出できた竪穴住居掘

形の直径は推定で約 7～ 8mであった。床面からは、炉、壁溝、排水溝、柱穴、ピットが

検出できた。主柱穴配列の構造を復元するには至らなかった。
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出土地点
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①ユげrR 5/2灰 黄褐色 細砂混じり微砂―ンルト
(10YR 3/4浅 責橙色 微砂～シルトのプロックを含む)

②ユばrR 6/1褐 灰色 粗砂混じり微砂～シルト
(10YR 8/4浅 黄橙色 微砂～シルトのプロックを含む)

③ 10YR 5/ユ 褐灰色 細砂混じり微砂～シルト
(10YR 8/4浅 黄橙色 微砂～ンルトのプロックを含む)

④ lげrR 4/1褐 灰色 細砂混じり微砂～シルト
⑤ l∝R6/1褐灰色 細砂混じり微砂～ンルト

(10YR 3/2灰 白色 微砂～シルトのプロックを合む)

123.30m ai

123.30m bi

③10YR 5/1褐 灰色 微砂～シルト
(lllYR 6/6明 責褐色 微砂～シルトのプロックを含む)

⑦10YR 6/6明 黄褐色 微砂～シルト
⑥ lσFR 4/1褐灰色 微砂～シルト

(lllYR 3ん 浅黄橙色 徹砂―シルトのプロックを含む)

③2W4/ユ 黄灰色 粗砂混じり微砂～シルト
⑬N5/0灰色 微砂～シルト
⑪ IOYR 2/1黒 色 徹砂～シルト
⑫10YR 4/2灰 黄褐色 細砂混じり微砂～シルト

0                      3m

b⑩

第96図  S126平面図・土層断面図 (1/60)
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123.00m d「

①10YR 4/1褐灰色 組砂混じり微砂～シルト
②10VR″ワにぷい黄種色 粗砂混じリンルト

(10YR 4/1褐灰色 微砂～シル トのプロックを含む)

123.00m f

0 123.00mゴ

8i群ミ駐に賞壌雛 鰯離′線弓ルヽ

第97図  S126遺構土層断面図 (1/60)

〔S 126〕

1.遺構 (第 96・ 97図 、図版19)

G― i5区 を中心に位置する竪穴住居である。周囲には南西方向20mに SB2が 、西方

向30mに は、 S118が位置 している。南東 6mには、 S127が位置するものの、他の竪穴

住居群からは孤立 した位置にある。東方向は、約100mで 、丘陵部となるので、集落のな

かでは東端部に位置 しているといえる。周囲は、削平の影響が

'ヒ

較的少なく、弥生時代の

遺物包含層が遺存 していた。中央には、南北方向に溝状の撹乱が穿たれていた。

平面形は円形を呈 してお り、直径は7。 8m、 床面から、検出面までの高さは最も遺存状

況が良好な場所で、0.3mであった。検出面の標高は123.00～ 123.20mで あった。当該調

査では、竪穴住居全体を調査することができた。

掘形は、10Y R8/6浅 黄橙色シル トの地山面を基盤として検出された。竪穴住居の覆土

が10Y R6/1褐灰色粗砂 まじり微砂～シル トであったため、極めて明瞭に検出することが

できた。掘形法面は、約60～ 70度 の勾配を持っている。覆土は標高の高い東側から流れ込

んだ状況が土層の観察から確認できた。床面付近には、炉を中心として炭化物層が薄く堆

積していた。床面の直径は、約6mであり、壁溝、ピット、柱穴、炉が検出されている。

壁溝は、竪穴住居の壁に沿って、幅0.3～ 0.9m、 深さ0.2mで巡つていた。壁溝は完周

しており、北側のみ部分的に2重に巡っていた。

炉は、床面のほぼ中央で検出された。不整円形の平面形態を呈 してお り、床面からの深

さは0.6mであり、円錐形を呈 していた。底部には、炭化物層が堆積 してお り、上層には

黄褐から、灰褐色系の微砂～シル トが堆積 していた。炉掘形には被熱 した痕跡が認められ

なかった。

② ① ②
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第98図  S126出土土器

ピットは12箇所検出された。これらのすべてが竪穴住居に伴 う確証はない。この内、P

l～ 5は、その規模、配列から、主柱穴であると考えられる。 Plは、直径が0.65m、 床

面からの深さは0.5mで あった。土層断面の観察からは、柱痕跡の存在が確認でき、その

直径は0。 2m～ 0.4mであった。P2は、直径が0.6m、 床面からの深さは0.50mであつた。

上層断面の観察からは、柱痕跡の存在が確認でき、その直径は0.15～ 0,3mで あった。 P

3は、直径が0.55m、 床面からの深さは0.4mであった。土層断面の観察からは、柱痕跡

の存在が確認でき、その直径は0.12mであった。P4は、長軸が0。 7m、 短軸が0.5mで あ

り、床面からの深さは0.45mであった。 2本の柱穴が重複 している。P5は、直径0,7m、

床面からの深さは0.5mで あった。この他、攪乱が穿たれている箇所にも、柱穴があつた

可能性があり、各主柱穴の配置から、当該竪穴住居は、 6本柱構造を復元することができ

る。

2.遺物 (第 98,99図 、図版57・ 100。 103)

当該竪穴住居からは、土器、石器が出上 している。2971ま 広口壼Aの小片である。覆土

より出上 した。口縁端部を下方向に拡張 し、外面に刺突文を施文する。300はサヌカイ ト

製の石錐であり、覆土より出土 した。
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第99図  S126出土石器

299は細顎重もしくは広口壷Aであり、壁溝西側より出土した。溝底部に貼 り付 く状態

で、まとまった数の破片が一括して出上している。間隔が短く幅の広い簾状文と円形浮文

を施文している。298は甕Aである。外面はミガキで仕上げている。壁溝より出土した。

301は 安山岩製の砥石であり、壁溝より出上した。

当該住居から出上した遺物は、覆土出土遺物にⅣ-3～ 4様式、床面上の遺構出土遺物

にⅣ-1～ 2様式の様相がみられる。

3。 まとめ

当該竪穴住居は、出土遺物が少ないが、床面上の遺構から出上した299は Ⅳ-1～ 2様

式のものであり、機能していた時期の一点が求められる。近接した位置に他の竪穴住居は

なく、比較的孤立した位置にあるが、掘立柱建物等 (SB2)が近くにある。検出できた

竪穴住居掘形の直径は、7.8mであった。比較的大型の竪穴住居といえる。床面からは、

炉、壁溝、柱穴、ピットが検出できた。ほぼ全体を調査することができ、 6本柱の主柱穴

配列の構造を復元した。

〔S 127〕

1.遺構 (第 100図、図版20)

G― i6区 を中心に位置する、竪穴住居である。周囲には北方向6mに S126が位置し

ている。周囲は近世の造成による削平を大きく受けており、弥生時代の遺物包含層は遺存

-134-



いけ一呼『袖外甲ヽメ

⑩
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二諄許
「

① 10YR 7/1灰白色 粗砂混じリシルト
(2.5Y8/4淡責色 微砂～シルトのプロックを含む)

② 10YR 6/1褐灰色 粗砂混じリシルト

① 10YR 7/6明黄褐色 粗砂混じリシルト
② 10YR 5/6にぶい黄褐色 粗砂混じリンルト
③ 25Y7/4浅責色 微砂～シルト
④ 2.5Y7/4浅 黄色 微砂～シルト

(2.5Y8/4淡責色 微砂～シルトのプロックを含む)

⑤ 10YR 5/荻 黄褐色 粗砂混じリシルト
(2.5Y5/4淡責灰色 微砂～シルトのプロックを含む)

⑥ 10YR 4/1褐仄色 粗砂混じり細砂
⑦ 10YR 5/2灰責褐色 微砂～シルト
① 10YR 6/2淡黄褐色 狙砂混じリシルト
③2.5Y6/1責灰色 微砂～シルト

(2.5Y8/4淡黄色 微砂～シルトのプロックを含む)

⑩ 10YR 5/2灰責褐色 微砂～シルト
① 10YR 6/2仄黄褐色 粗砂混じり微砂～シルト

(2.5Y7/3浅責色 粗砂混じリシルトのプロックを含む)

⑫ 10YR 4/1褐灰色 微砂～シルト
3m

第100図  S127平面図・土層断面図 (1/60)

していなかった。北側の一部は調査区外にのびており、全体の 6割程度を調査することが

できた。

平面形は方形を呈 してお り、掘形は、2.5Y8/4浅黄色シル ト～微砂の地山面を基盤とし

て検出された。竪穴住居掘形の覆土は、10Y R7/6明黄褐色粗砂まじリシル トであったの

で極めて明瞭に検出することができた。

床面の一辺は、約 3～ 4m程であると想定でき、土坑、壁溝、ピット、柱穴が検出されている。

壁溝は、竪穴住居の壁に沿って、幅0.2～ 0.8m、 深さ0,15mで巡つていた。壁溝は完周

していなかった。
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トは｀調査を行えた範囲で 4箇所検出された。これらの

ミてが竪穴住居に伴う確証はない。この内、Plは、その規

模から、主柱穴であると考えられる。Plは、直径0.35m、 床

面からの深さは0.29mであった。主柱穴の配列を復元するには

至らなかった。

なお、 S127-SKlは 、炉 と考えることもできるが、その

位置が中心部から、それることや、炭化物層が認められなかっ

たこと等、通有の竪穴住居で検出されている炉とは様相が異な

る。

2.遺物 (第 101図 、図版56・ 57)

当該竪穴住居覆土からは、302・ 303の 2点の上器が出

土 している。302は 、甕の蓋である。303は、高杯である。

ミガキを施す以タトは、無文である。当該竪穴住居から出

土 した遺物は少ないが、これらの遺物は、Ⅳ-4様式の

特徴を示 しているといえる。
0                 1ocm

第102図  S128出土土器

3。 まとめ

当該竪穴住居は、Ⅳ-3～ 4様式を中心に存続 していたと考えられる。周囲には、 SI

26が位置 している。床面からは柱穴、ピット、土坑、壁溝が検出できた。主柱穴配列の構

造を復元するには至らなかった。

〔S128〕

1.遺構 (第 104図、図版21)

L― j4区 を中心に位置する、竪穴住居である。周囲には、西方向20mに 、S124カ S、

東方向10mにはS129が位置している。また、東方向100mは 、丘陵となっている。周囲

は、後世の削平によって、弥生時代の包含層は遺存 して

おらず、地山にまで削平が及んでいる。当該竪穴住居は、

西半部と東半部に分けて調査を行った。

西半部の調査では、撹乱による破壊が著 しく、竪穴住

居 と認識することができなかった。

平面形は円形を呈 してお り、掘形の直径は5,8m程度

に復元できる。床面から、検出面までの高さは0。 28mで

あつた。検出面の標高は東半部で122.80m、 西半部で
0              3cln

~  122.50mで あった。 したが って、西半部の残存状況 は非

S128出土石器
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① 10YR 4/1褐灰色 細砂混じり微砂～シルト
② 10YR 6/2灰黄褐色 粗砂混じリシルト
③ 10YR 5/2灰責褐色 細砂混じリシルト

(10YR 7/3に ぶい黄橙色 微秒～シルトのプロックを含む)

④ 2.5Y6/1責灰色 シルト混じり微砂～シルト
⑤ 10YR 6/1褐灰色 細砂
⑥ 10YR 5/3にぶい責褐色 細砂混じリシルト

⑦5Y4/1灰色 細砂混じリシルト～微砂

0                                        3rn

第104図  S128平面図・土層断面図 (1/60)

常に悪い。当該調査では、竪穴住居の約 8割程度を調査することができた。竪穴住居は、

さらに調査区外へと続いている。

掘形は、2.5Y5/6黄褐色細砂の地山面を基盤と

そのまま使用 してお り、壁溝、が検出されている。

攪乱によって破壊されていた場所が多かった。

壁溝は、竪穴住居の壁に沿って、幅0.6～ 1.Om、

して検出された。床面は、掘形底部を

床面は、近世の遺構や、比較的大 きな

深さ0.12mで巡つていた。

2.遺物 (第 102・ 103図、図版57・ 98)

当該竪穴住居からは、土器 (304・ 305)、 石器 (306)が出上 している。これらは竪穴住
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居の廃絶後に竪穴内に流れ込んだ覆土中に包含されていたものである。3041よ甕Aの小片

である。口縁端部は、面取りを行っている。外面はミガキで仕上げている。305は台付鉢

の小片である。306はサヌカイト製の有茎式石鏃である。当該住居から出上した遺物は少

ないが、304等は、Ⅲ～Ⅳ様式の特徴を呈している。

3。 まとめ

当該竪穴住居は、出土遺物が少ない。Ⅲ～Ⅳ様式を中心に存続していたと考えられる。

掘形の規模は、直径5,8mで あり、円形の平面を呈する。床面からは、壁溝が検出できた。

主柱穴配列の構造を復元するには至らなかった。

〔S129〕

1.遺構 (第 106図 、図版21)

L― h5区 を中心に位置する、竪穴住居である。周囲には西方向10mに S128が位置し

ている。周囲は後世の造成による削平を大きく受けており、弥生時代の遺物包含層は遺存

しておらず、地山層もかなりの削平を受けているとみられる。周囲の遺構の残存状況をみ

ると、西に位置するものほど遺構の残りが良い傾向がある。したがって、当初は、緩やか

な西向きの斜面地であったものが水平に造成されたと推定できる。

平面形は円形を呈しており、掘形の直径は6mであった。削平は、床面下まで及んでお

り、壁溝や炉の検出によって当該遺構が竪穴住居であることを認識できた。検出面の標高

は123.20mで あった。当該調査では、約 8割程度を調査することができたが、遺構は、さ

らに調査区外へと続いている。

掘形は、2.5Y5/6責褐色細砂の地山面を基盤として検出された。床面の直径は、4.8m

であり、壁溝、ピット、柱穴、炉が検出されている。なお床面には、3ケ 所で攪乱が認め

られた。

壁溝は、本来、竪穴住居の壁に沿っていたものと推定でき幅0.3～ 0.6m、 深さ0。 15～

0。 2mで巡つていた。

炉は、床面のほぼ中央で検出された。楕円形の平面形態を呈しており、床面からの深さ

は0.30mであり、底部は括鉢状を呈している。炉の埋土には、通有にみられる炭化物層が

なく、褐灰色系の上で構成されていた。炉の掘形には、被熱の跡がみられなかった。

0                1oclll
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炉
①7「DY 5/2灰 褐色 シルト
②75YR 5/3に ぶい褐色 シルト
③10YR 4/1褐灰色 微砂～シルト
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ピットは4箇所が検出された。これらのすべてが竪穴住居に伴う確証はない。この内、

Plは、その規模から、主柱穴であると考えられる。Plは、直径約0,35m、 床面からの

深さは0。 33mであった。当該竪穴住居は、全体が調査できておらず、床面に攪乱が多かっ

たこと等から主柱穴の配列を復元することはできなかった。

2.遺物 (第 105図 、図版57)

当該竪穴住居からは、土器 (307・ 308)が出土している。307は奏Cの 口縁部である。

日縁端部は肥厚している。壁溝から出土した。308は鉢Aの細片である。Plか ら出上し

た。当該竪穴住居から出上した遺物は、307等の特徴からⅣ-3～ 4様式のものといえる。

3.ま とめ

当該竪穴住居は、直径が6mと 比較的小型である。削平が著しく、また床面上に穿たれ

た攪乱によって得ることができた情報は限られた。Ⅳ-3～ 4様式を中心に機能していた

と推定する。

〔S130〕

1.遺構 (第 108図、図版22。 23)

G― f8。 G― f9区 を中心に位置する竪穴住居である。周囲には、弥生時代の遺構は

存在せず、孤立した位置にある。もっとも近い位置にある弥生時代住居は、S125である。

東方向は丘陵部となっており、S130付近が居住域の東端に相当すると考えられる。造

成の影響を受けており、上面にあったと思われる弥生時代の遺物包含層は完全に削平され

ていた。

S130の平面形は円形を呈しており、掘形の直径は4.72m、 床面から、覆土上面までの
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高さは0.25mであった。検出は地山面で行い、検出面の標高は124.90mで あった。当該竪

穴住居の調査では全体を調査することができた。

掘形は、10Y R8/8責 橙色微砂～シル トの地山面を基盤 として検出した。竪穴住居の覆

上が10Y R4/2灰黄褐色シル ト～微砂であったため、極めて明瞭に検出することができた。

掘形法面の勾配はきつ く、全体 として約80度～85度であった。掘形底面はかなり凹凸が認

められた。覆土 (①層から⑥層)は、周囲に形成された弥生時代の遺物包含層に起因する

と考えられ、他の時期の遺物は含まれていない。覆土には大量のサヌカイトの薄片が含ま

れていた。その量は、762.5gに 達する。覆土は、ほぼ水平に堆積していた。

床面は、地山層を掘 り込んだ後、⑩層 (10Y R3/2黒褐色シルト～微砂)を置土するこ

とによって貼床が形成されている。置土には地山層に起因する2.5Y5/6黄褐色シルト～微

砂のブロックが含まれていた。床面の直径は、4.2mあ り、壁溝、ビット、柱穴、炉が検

出されている。また、床面上からは、炉を中心として薄い災化物の層が検出された。

壁溝は、掘形に沿って、検出され、完周していた。幅0.2m、 深さ0,1～ 0,15mで あった。

0332

第110図  S i30出土石器②
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第111図  S i30出土石器③
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第112図  S130出土石器④

炉は、床面のほぼ中央で検出された。不整円形の平面形態を呈しているが、北側に突出

部がある。床面からの深さは0.35mであり、 2段に掘削されていた。炉は、黒褐色系の炭

化物層と地山層に起因する責褐色シルト～微砂のブロックを含んだ層が交互に繰り返し堆

積していた。炉掘形に被熱した痕跡は認められなかった。

排水溝は、検出されなかった。当該竪穴住居が比較的標高の高い場所に立地しているこ

とに関係する可能性が指摘できる。

床面からピットは4箇所検出された。すべてが竪穴住居に伴うと考えられ、その規模か

らすべてが主柱穴であると考えられる。Plは、直径が0.43m、 床面からの深さは0.39m

であつた。柱痕跡が確認でき、直径は0。 15mで あった。P2は、直径が0,47m、 床面から

の深さは0.35mで あった。柱痕跡が確認でき、直径は0.15mで あつた。P3は、直径0,3

m、 床面からの深さは0.33mであった。 2段に掘られていた。P4は、直径が0.45m、 床

面からの深さは0.45mであった。柱痕跡が確認でき、直径は0.15mであった。この他にピ

ットは検出されなかった。これらのことから4本柱構造をもつ住居であると考えられる。

建替の痕跡は認められなかった。
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2.遺物 (第 107・ 109～ 112図 、図版58・ 98～ 100・ 102・ 103)

当該竪穴住居からは、土器、石器が出土 している。310～ 314・ 316・ 320～ 327・ 329～

335は 、竪穴住居の廃絶後 に竪穴内に流れ込んだ覆土中に包含 されていたものである。

312・ 313は 高山寺式押型文土器である。310は 甕Aであり、外面をハケで仕上げている。

口縁部が長 く外反 し、V様式まで下る可能性がある。311は高杯Aであ り、口縁端部が肥

厚 している。316・ 320はサヌカイ ト製の凸基式石鏃である。314は サヌカイ ト製の凹基式

石鏃である。321。 322,324は 石鏃等の未製品である。すべてサヌカイ ト製である。323は 、

サヌカイ ト製の石剣の一部である。325～327はサヌカイ ト製の石錐である。329～ 332は サ

ヌカイ ト製の削器である。333は砂岩製の台石である。334は 砂岩製の砥石である。335は

砂岩製の叩石である。以上の覆土から出土 した遺物は、土器からⅣ様式を中心とすると考

えられる。

309は 、甕Aである。摩滅が著 しいため、調整は観察できなかった。炉から出土 した。

317・ 318・ 319は サヌカイ ト製の有≧式石鏃である。炉から出土 した。3151まサヌカイ ト製

の凹基式石鏃である。これらも炉から出土 した。3281よ 、削器であり壁溝から出土 した。

3。 まとめ

当該竪穴住居からは、Ⅳ様式の遺物が多数を占めるものの、V様式の可能性のある遺物

も出上 している。床面上の遺構に伴う遺物はⅣ様式のものであるため、当該時期を中心に

機能していたものと考えられる。周囲には、他の竪穴住居がなく、孤立 している。また、

立地においても、他の竪穴住居よりも標高の高い場所に位置している。また、竪穴住居の

規模も、長軸4.72m、 短軸4.22mと 他の竪穴住居と比較して非常に小規模である。また、掘

形内に流入 した覆土には、大量のサヌカイトの剥片が含まれていた。掘形内の覆土は、周

囲に形成された遺物包含層に起因すると考えられ、竪穴住居が機能していた当時において、

竪穴住居周囲には、サヌカイ ト剥片が多 く散布 していた状況が想定できる。このように当

該竪穴住居は、規模、立地、出土遺物のいずれの面においても特殊な様相が看守できる。

〔S131〕

1.遺構 (第 113・ 114図 、図版22)

B― e9・ B― e10区 を中心に位置する竪穴住居である。南東方向 lmにはSB3が位

置している。東方向2mでは、落込みを検出している。遺構検出面の上層には、0,15～

0.2mの厚さでV様式末～庄内期の遺物包含層が遺存していた。当該竪穴住居は、近現代

の暗渠によって攪乱を受けている。

平面形は方形を呈しており、長辺8.6m、 短辺8.2mであり、床面から検出面までの高さ

は0.23mであった。検出面の標高は123.40mで あった。当該竪穴住居は、北東の一部が調

査区外へ続くものの、ほぼ全体を調査することができた。
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④

②

⑮

① 25Y5/3黄 褐色 組砂混じり微砂～シルト
② 25Y5/1黄 灰色 微砂～シルト

(10YR 5/1褐 灰色 微砂～シルトのプロックを含む)

③ 10YR 3/6黄 橙色 微砂～シルト
(10VR 5/1褐 灰色 徴砂～シルトのプロックを多く含む)

④75YR 5/1褐 灰色 微砂―ンルト
(10YR 3/6黄 橙色 徴砂―シルトのアロックを含と)

⑤ 10YR 5/1褐 灰色 微砂～シルト
⑥ 10YR 3/6責 橙色 微砂～シルト

(10YR 5/1褐 灰色 微砂～シルトのプロックを少量含む)

⑦25Y71黄灰色 徹砂～ンルト
(10YR 3/6黄 澄色 微砂～ンルトのブロックを少量合む)

③ 25Y5/1責 灰色 級砂～シルト
(10YR 3/6黄 橙色 微砂～シルトのブロックを多く含む)

③ 25Y3/1黒 褐色 シルト混じり微砂
⑩ lllYR 3/1黒 褐色 徴秒―ンルト
① 10YR 3/1黒 褐色 徹砂～シルト

(10YR 3/6黄 澄色 微砂～ンルトのプロックを少量合む)

⑫ iOYR 5/1褐 灰色 徹砂～シルト
(10YR 8/6黄 澄色 微砂～シルトと炭のプロックを合む)

④ 10YR 8/6黄 橙色 微砂～ンルト
(10YR 5/1褐 灰色 微砂～ンルトのブロックを含む)

⑭ 25Y5/1寅 灰色 微砂～シルト
⑮ 10YR 5/2灰 黄褐色 シルト
⑮10YR 3/2灰黄褐色 シルト

⑫ 2FoY 7/4浅黄色 ンルト混じり微砂
① 25Y6/1責 灰色 徹砂～シルト

(10YR 5/1褐 灰色 微砂―シルトのプロックを含む)

⑬2ar 6/1黄灰色 微砂～ンルト
(10YR 5/1褐 灰色 微砂～ンルトのプロックを含む)

の 25Y6/1黄 灰色 微砂～ンルト(炭化物のアロックを含む)

の 25Y5/1黄 灰色 徹砂～シルト
(10YR 5/1褐 灰色 微砂～シルトのプロックを含む)

② 25Y4/4オ リーブ褐色 微砂～シルト
② 25Y F./1黄灰色 微砂～ンルト
② 2FoY 4/4オ リープ褐色 徹砂～ンルト

(25Y6/ユ 黄灰色 微砂～ンルトのプロックを含む)

⑮ 25Y5/1黄 灰色 微砂～シルト
(25Y4/4オ リープ褐色 徹砂―ンルトのプロックを含む)

⑭ 10Y71灰 白色 徹砂～ンルト
(75Y5/ユ 灰色 微砂ヽシルトのブロッタを含む)

② 10YR 2/1黒 色 微砂～ンルト(炭化物を多く含む)

② 10YR 8/6黄 橙色 シルト
(25GY 7/1明オリープ灰色 シルトのアロックを合む)

⑬ 10YR 3/6黄 橙色 シルト
① 5Y8/3淡黄色 組砂混じり微砂～ンルト

(10YR 5/1褐 灰色 徹砂～ンルトのアロックを含む)

① 5Y8/3淡黄色 微砂～シルト
⑫髯R5/1褐灰色 徹砂～シルト
① 5Y8/3淡黄色 組砂混じり微砂ヽシルト

99123.30mど

123,70m al

123.70m bl

123.30m el

①25Y6/1黄灰色 微砂～シルト
(25Y8/6黄 色 微砂～シルトのアロックを含む)

②75YR2/ユ黒色 徹砂～シルト(炭化物を多く含む)

③75YR″2明褐灰色 シルト
④75YR6/1微砂～シルト(炭化物を含む)

c   
①  123.30mぜ

齢
Pl ■111Ⅲ }

①10YR7/2に ぶい黄橙色

f十 ~~③
②① ④

蘭
シルト

123.30m f

① iOYR 6/1褐 灰色 徹砂～シルト
iOYR 3/6黄 色 微砂～シルトのプロックを含む

②10YR 2/1黒 色 微砂～シルト(炭化物を多く含む)

③5Y6/1灰色 細砂
④I∝R7/2にぶい橙色 シルト

P2 =→∴ ツ`

①25Y6/1黄 灰色 徹砂～ンルト
(25Y3/6責色 紋砂～シルトのプロックを含む)

②仏5YR 2/1黒色 (炭化物を含む)

③■5YR 7/2明褐灰色 シルト

0                     3m

S i31土層断面図 (1/60)
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掘形は、10Y R8/6黄橙色シルト～微砂の地山面を基盤として検出された。竪穴住居の

覆土は、黄色～灰黄褐色系の覆土が複雑に流れ込んでいたため、検出時点で、掘形の輪郭

はやや不明瞭であった。掘形法面は、約55度 の勾配を持っている。覆土は周囲に形成され

たV様式末～庄内期の遺物包含層が、流れ込んで形成されたようである。床面は、基盤層

を掘り込んだ後、地山の上質に近いシルト (②・②層)を置土することによって貼床が形

成されている。置上には、遺物包含層の土質に近い10Y R5/1灰褐色粘上のブロックが含

まれていた。床面の 1辺は、短辺が7.lm長辺が7.3mで あり、壁溝、ピット、柱穴、炉、

排水溝、土坑が検出されている。また、床面上からは、炉を中心として薄い炭化物の層が

検出された。なお、掘形底面からはP4が検出された。

壁溝は、竪穴住居の壁に沿って、幅0,3～ 0.5m、 深さ0.lmで巡っていた。壁溝は、掘

形法面に沿って、方形に完周しているようであった。

炉は、南東側の一辺に沿って、ほぼ中央で検出した。一辺0。 8mの方形の平面形態を呈

しており、床面からの深さは0.24mで あり、底には、 1辺が0,7mほ どの平坦面がある。

炉掘形には、被熱した痕跡が認められなかった。

排水溝は、炉に接続しており、北西方向に12mにわたり竪穴住居外までのびていた。,F

水溝底面の標高は、炉に接続している地点で123.00m、 壁溝と交わっているところで

122,90m、 先端部で122.70mで あり、排水溝としての機能を想定した場合、使用に耐えう

る構造となっている。

ピットは7箇所検出された。この内、Pl,P2,P3は 、その規模、配列から、主柱

穴であると考えられる。Plは、直径が0.55m、 床面からの深さは0。 15mであった。P2
は、直径が0。 48m、 床面からの深さは0。 15mで あった。P3は、直径が0.6m、 床面から

の深さは0.23mであった。土層断面の観察からは、柱痕跡の存在が確認でき、その直径は

0.15mであった。各柱穴はいずれも浅い。各主柱穴の配置から、当該竪穴住居は、4本柱

構造を復元することができ、柱間は、3.5m前後の規模をもつ。残りの 1本については、

近現代の暗渠によって破壊されたものと

考えられる。これらの主柱穴に沿って、

南西側の一辺付近に2箇所のピットが検

出されている。これらは、竪穴住居の出

入り口に関連する遺構である可能性があ

る。

2.遺物 (第 115・ 116図、図版58。 99)

盟 39

337

絃 1

斎

３３８

土こ酵再τ

'露

咤Ⅲiょ遂愚法写争書二          342
31出土土器

易

珍

から出土した。いずれもV様式系の養で
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343

第116図  S i31出 土石器

あり、外面はタタキを残 し、内面はハケで仕上げている。336は小型丸底壺である。覆土

から出土 し、 S D26か ら出上 したものと接合できた。342は高杯の脚部の小片である。覆

土から出土 した。3441よ サヌカイ ト製の削器である。覆土から出上 した。

337・ 339,340は V様式系の甕であり、排水溝から出上 した。外面は右上が りのタタキ

を残 している。343は サヌカイ ト製の削器であり、ヲ,水溝から出上 した。

当該竪穴住居から出土した遺物の様相をみると、V様式系の甕が出上 しているが、底郡

は小型化 しており、庄内期のものである。

3.ま とめ

当該竪穴住居は、出土 した土器や、周辺に形成された遺物包含層の様相を勘案すると、

庄内期のものと考えられる。また、当該竪穴住居が方形の平面プランであることは、この

ことを査証 している。他のⅣ様式の竪穴住居とは離れた場所から検出されてお り、周辺は

調査を行っていないことから、庄内期の遺構の広が りについては不明である。 4本柱構造

であり、炉は壁体に沿って検出されている。円形プランで、中央部に炉を有する他のⅣ様

式の住居 とは、構造上の大きな違いが指摘できる。
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(2)掘立柱建物

〔SBl〕 (第■8図、図版23)

M一 b2区、M― b3区 にまたがって位置する堀立柱建物である。梁間 1間、桁行 3間

以上の建物と推定される。梁間の長さは2.08m、 桁行の長さは2.32m以上で、主軸は、

N-27° 一Eである。検出面の標高は122.50mで ある。柱穴掘形は円形で、直径は0,3m

前後である。遺物はまったく出上しなかったが、掘形埋土が、弥生時代の遺構の埋土と近

いことから、弥生時代に帰属する遺構と考えられる。

〔SB2〕 (第 117・ 119図 、図版24・ 50)

H― a7区に位置する堀立柱建物である。周囲を見渡せる比較的小高い場所に立地して

おり、周囲に他の建物跡は少ない、また、東に隣接して、小型のピットと直交する溝によ

って構成される特殊な遺構が位地している。

梁間 1間、桁行 4間の建物と推定される。梁間の長さは4.35m、

主軸は、N-2° 一Eである。検出面の標高は122。 70mである。

柱穴掘形は円形で、直径は0.5m前後である。

遺物は、P2か ら、高杯の脚部 (345)が出土している。円形

の透が穿たれている。他の柱穴の埋土は、P2の埋土と同質であ

り、周辺の近世の遺構の埋土とは明確に区別することができた。

〔SB3〕 (第 120図、図版23)

桁行の長さは6.8mで、

M― b2区、M― b3区にまたがって位置する堀立柱建物である。北西方向には、隣接

してS131が位置している。梁間2間、桁行 2間の総柱建物と推定される。梁間の長さは

2.64m、 桁行の長さは3.76mで、主軸は、N-57° 一Wである。検出面の標高は123.15m

である。柱穴掘形は円形で、直径は0。 5m前後である。遺物はまったく出上しなかったが、

周囲に形成された遺物包含層や周囲の遺構がすべてV様式末～庄内期のものであることか

ら、SB3の帰属時期はV様式末～庄内期と考えられる。

第117図
SB2出土土器
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第118図  SBl平 面図・土層断面図 (1/60)
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①10YR 2/2黒褐色 粗砂～極礫混じり微砂～細砂
②10YR 3/1黒褐色 粗砂～礫混じり微砂～細砂
95Y4/2暗 灰黄色 粗砂～礫混じり微砂～細砂
④10YR 3/1黒褐色 粗砂から極礫混じり微砂～細砂

(3～ 5cm大の礫を含む)

⑤10YR 3/1黒褐色 粗砂～礫混じり微砂～細砂
(炭化物を含む)

X=-173.665

o                     3m

第119図  SB2平 面図・土層断面図 (1/60)
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⑫2X7/2灰 黄色 シルト～微砂
025Y7/3浅責色 シルト～微砂
⑭10YR 4/2灰黄褐色 ンルト混じり微砂
⑮10YR 5/ユ 褐灰色 シルト～微砂
⑮10YR 5/1褐灰色 ンルトヽ 徹砂(2578/6黄 色
025Y6/2灰 黄色 シルト～徹砂
02575/1黄 灰色 ンルト～微砂(25Y3/6黄 色
⑬25Y5/1黄 灰色 ンルト～級砂
④10YR 4/1褐灰色 ンルト～微砂
②10YR 7/6明黄褐色 ンルト
●5Y7/2灰 白色 シルト～微砂

や
|

シルト～微砂のプロックを含む)

シルト～微砂のプロックを少量含む)

95Y5/1黄灰色 シルト～微砂(25Y8/6黄 色 ンルト微砂のプロックを少量含む)

D5Y8/6黄色 粗砂混じリシルト～微砂
95Y4/2暗灰黄色 ンルト～微砂
④10YR 5/1褐灰色 ンルト～徴砂(25Y8/8黄 色 シルト～微砂のプロックを含む)

⑤10YR 5/1褐灰色 シルト～微砂
95Y8/8黄色 シルト～微砂(10YR5/1褐灰色 シルト～微砂のアロックを含む)

⑦10YR 5/1褐灰色 シルト～徹砂(10YR8/6黄橙色 ンルト～微砂のプロックを含む)

③10YR 5/1褐灰色 シルト～徹砂
の 5Y7/4浅黄色 シルト～徹砂
05Y4/1黄灰色 シルト～微砂
⑪10YR 7ん にぶい黄橙色 シルト混じり微砂

第120図  SB3平 面図・土層断面図 (1/60)
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(3)溝

当該調査で検出できた溝は、大 きく5つのグループに分けることができる。これを溝 1

群～ 5群 とする。溝 1群は、調査区の西端に位置する。より西には、段丘崖 1が南北方向

にはしっており、段丘崖 1の 下面には集落が広がらないことが確認されているので、溝 1

群は集落の西端に位置 していることになる。 SDl～ SD4ま でが含まれ、比較的大きな

溝で構成されており、集落域を区画する機能があつたことが想定できる。溝 2群 (SD5

～ S Dll)は、段丘崖 2下面に広がる竪穴住居群 (S11～ S19)内 で検出された溝で

ある。比較的小型の溝によって構成され、竪穴住居群の機能に関係する可能性が指摘でき

る。溝 3群 (S D12～ S D19)は 、段丘崖 2上面の竪穴住居群 (S110～ S129)内 で検

出されたものである。溝 3群では、H― c6区を中心に小規模に方形区画を巡るような溝

が多数検出されている。溝 4群 (S D20。 S D21)は、段丘崖 2上面の竪穴住居群の東南

端に位置する 2条の比較的大 きな溝である。この溝 4群の外側にも竪穴住居が位置するも

のの、これらも集落域を区画する機能があったものと考えられる。溝 5群 (S D24～ SD

26)は 、調査区北東端で検出された庄内期の小規模な溝群である。おもに竪穴住居の周辺

で検出されている。

なお、出土遺物については、大部分が上器であつたため、土器は、遺構ごとにまとめて

図示 し、石器については各溝から出土 したものを最後に一括 して図示 している。

〔SDl〕 (第 121～ 124。 163・ 164図 、図版25・ 58・ 59・ 99)

1.遺構

I― h8区からI― i8区 にかけて検出された溝である。調査区の西端に位置している。

すぐ西側には段丘崖 1が南北方向にはしっており、段丘崖 1の下面は、遺構が存在しない

ことが確認されているので、この溝は集落の西端に位置していることになる。平面形態を

みると、東方向から南方向に屈曲し、段丘崖 1に接続しているようである。上層に弥生時

代の遺物包含層は遺存しておらず、上部は大幅に削平を受けているとみられる。検出面の

標高は118.00～ H8.10mである。規模は幅2.03m、 深さ0.2～ 0,3mで あり、長さ12mに わ

たり検出した。今回の調査で、検出された溝の中では、規模が大きいといえる。検出面か

ら溝底までの深さをみると、検出した範囲の中央部は浅く、両端に向かって深くなってい

る。溝内には、褐色系シルトが堆積していた。埋上の各層には、土器の細片が比較的均等

に含まれていた。溝底には、シルト～微砂が主に堆積しており、調査した範囲では流水が

あった跡はみられず、南側から、上が流れこんだような状況が認められた。

2.遺物

遺物は比較的細かい破片となった状態で、埋土に混 じつて出土 している。

当該遺構からは、広口壷A(348・ 349)、 広口壷 B(346。 347)、 細顕壺 (352・ 353)、
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① 75YR 5/6明 褐色 細砂混じリシルト～微砂 (炭化物を含む)

② 75YR 3/3暗 褐色 細砂混じリンルト～微砂
③ 10YR 7/8明 黄褐色 細砂
① 75YR 6/6橙 色 シルト～微砂
⑤ 10YR 5/3に ぶい黄褐色 シルト
⑥ 75YR 4/4褐 色 細砂混じリシルト～微砂

(10YR 8/8黄 橙色 細砂混じリシルト～微砂のプロックを含む)

⑦ 10YR 5/6黄 褐色 シルト～微砂
① 10YR 4/6褐 色 シルト～微砂
③7.5YR 4/6褐色 ンルト～微砂

0                                        5m

第121図  SDl平面図・土層断面図 (1/100)

水差 (351)、 奏A(354～ 361)、 甕B(362)、 鉢B(365)、 縄文土器 (366～ 368)、 搬入品

の直口壼 (350)、 石鏃 (602)等が出上している。

348,349は広口壷Aである。348は、口縁端部を下方向外側に拡張している。日縁端部

には波状文を施文し、端部下端には刻目を加える。3491ま広口壷Alである。体部は中ほ

どに最大径を持つ。頸部は筒状を呈し、体部から頸部は緩やかに移行する。日縁端部を下

方向外側に拡張しており、外面には波状文を施文する。頸部には直線文、簾状文、列点文

を施文している。広口壼Bには、Blと B2がある。3471ま Blである。上方向に拡張し

た口縁端部は、やや内傾する。下方向への拡張は顕著ではない。口縁端部外面には波打っ

た稚拙な焦状文を施文している。346は広口壷B2である。上方向に拡張した口縁端部は、

短く立ち上がっている。外面には波状文、直線文を施文し、口縁端部下端には刻目を加え

る。細頸壷には口縁部まで直立するもの (352)と 、口縁部付近で内側に屈曲するもの
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第122図 SDl遺 物出土状況図 (1/50)

(353)がある。外面には、352が簾状文 と直線文を、353が列点文と直線文、簾状文を施文

している。350は直口壺である。口縁部外面に突帯を貼 り付けている。紀伊からの搬入品

と考えられる。

351は水差である。頸部から体部には列点文を施 し、その上から横方向のミガキを施 し

て列点文の一部を消 している。

354～361は奏Aである。頸部が くの字状に屈曲するもの (354～358)と 、緩やかに外反

するもの (360。 361)がある。354は外面に縦方向のミガキ、内面には横方向のミガキを

施す。355の 口縁部は内湾する。外面には粗いハケを施す。3561よ、外面にケズリを頸部付

近まで施 した後、横方向のミガキを施 している。357は外面にハケを施 した後、疎らに縦

方向のミガキを施 している。358の 器壁はやや厚 くなっている。内外面に細かいハケを施

し、内面にはさらに横方向のミガキを加えている。359は、頸部のしまりのない釣鐘状の

形態を呈するものと考えられる。口縁部を接合 した際の指押さえの痕跡が、口縁部内外面

に顕者に残る。360の顎部は緩やかに外反 し、口縁端部は面をもつ。361は やや幅の広い縦

方向のミガキを疎 らに施 している。362は奏Bである。頸部は逆 L字状を呈する。口縁端

部の上下方向への拡張傾向はほとんどなく、口縁端部上面がわずかに窪む程度である。外

面には粗いハケを施 した後、下半部にミガキを施 している。363。 364は奏の底部である。
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第124図  SDl出 土土器②

363は外面に幅の広い縦方向のミガキを施す。364は 外面に横方向から斜め方向のミガキを

施 している。

365は 鉢Bである。口縁部を外折 し、口縁端部には面を持つ。口縁端部 と体部には焦状

文を施文 している。

366は 縄文土器深鉢の口縁部である。日縁端部と突帯に刻目を施 している。縄文時代晩

期の滋賀里Ⅳ式に比定される。367は縄文土器深鉢の底部である。上げ底を呈する。後期

後葉から晩期中葉の所産であると考えられる。3681ま 縄文土器深鉢の体部片である。外面

はケズリの上からミガキを施 しており、内面は下部に板ナデ、上部にナデを施 している。

602は サヌカイ ト製の凸基式石鏃である。基部を欠損 している。612は 不明石製品で砂岩

製である。

当該遺構出土の上器は、縄文土器を含むものの、他はⅢ-2様式～Ⅳ-1様式に位置づ

けられる。

〔SD2〕 (第 125。 126図 、図版26)

1.遺構

I― i9区に位置する溝である。後述するSD3の埋没後に掘削されている。 SDlの

西南にあり、集落の西端に位置してお り、段丘崖 1と は並行 して掘削されているようであ

る。南北に直線的に掘 られており、底面は北方向に向かって傾斜 していた。上層に弥生時

代の遺物包含層は遺存 しておらず、上部は大幅に削平を受けているとみられる。検出面の

標高は117.40～ ■7.80mで ある。規模は幅0.44～ 0。 82m、 深さ0.35mで あり、長さ6.5m

にわたり検出した。溝の断面はU字形を呈 しており、本来、幅に対 して深さのある溝であ

ったと推定される。埋土は、褐色系のシル トであった。各層にはブロックを含んだ土がお

おむね水平に堆積 していることから、人為的に埋められた可能性が指摘できる。
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シルト～微砂混じリシルト
シルトのブロツクを少量合む)

SD3

① 10YR 5/4に ぶい責褐色 シルト～微砂
② 10YR 4/1褐 灰色 シルト～微砂混じリシルト
③ 10YR 5/1褐灰色 シルト～微砂混じリシルト
④ 10YR 4/1褐仄色 シルト～微砂混じリシルト
(10YR 8/8黄 褐色 シルトのプロックを含む)

第125図  SD2・ 3・ 7平面図 (1/100)・ 土層断面図 (1/40)

2.遺物

当該遺構からは甕C(369)、 鉢△ (370)、 高イ (371)が出上している。

369は甕Cである。口縁端部は下方向への拡張がなく、わずかに肥厚する程度である。外

面に斜め方向のミガキを密に施し、内面には細かいハケの後、縦方向のミガキを施す。

370は鉢Aである。外面には凹線文を施す。

371は高杯の裾部である。端部を上方に拡張する。外面にはミガキを施し、円形透を穿

子としている。

11750mが
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第126図  SD2出 土土器

第127図  SD3出土土器①
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当該遺構出上の上器は、Ⅲ-2様式～Ⅳ-1様式に位置づけられる。

〔SD3〕 (第 125。 127・ 128図 、図版60)

1,遺構

I― i8区から1-i9区 にかけて位置する溝である。SDlの南側に、ほぼ並行して

掘削されており、当該遺構の埋没後には、先述のSD2が掘削されている。当該遺構は、

東西方向に掘られており、西端は段丘崖 1に接続しているものとみられる。上層に弥生時

代の遺物包含層は遺存 しておらず、上部は大幅に削平を受けている。検出面の標高は

117.85mで ある。規模は幅2.lm、 深さ0。 47mで あり、長さ4mに わたり検出した。底部

は東偵1が高く、西側が低い。したがって、段丘崖 1に向かって傾斜しているといえる。削

平を免れ遺存していた範囲でみるかぎり、溝の断面は、U字形を呈するが、本来はどのよ

うな形であったのか不明である。埋土の観察からは流水があった痕跡は認められず、褐灰

色系の微砂～シル トが北方向から流れ込

んでいる状況が確認された。           |

(374。 375)、 高杯 A(372)、 縄文土器深     |

鎌 (376)が出土 している。
0               10cm

D3出土土器②373は甕Aである。頸部は緩やかに外反

している。外面に斜め方向のミガキ、内

面には縦方向の細かいハケを施 している。

第128図  S

奏Cに は口縁端部の下方向への拡張が顕著であるもの (374)と 、拡張が顕著ではなく、

肥厚する程度のもの (375)が ある。両者とも外面に斜め方向のミガキ、内面には横方向

のミガキを施 している。374は 口縁端部外面に刺突文を巡 らす。

372は高郭Aである。直線的に開く杯部を持ち、口縁端部は肥厚する。内外面に横方向

のミガキを施 している。

376は縄文土器の深鉢の体部片である。内面はケズリの後、ミガキを施 している。

当該遺構から出土 した土器は、縄文土器を含むものの、他はⅢ-2～ Ⅳ-3様式に位置

づけられる。

〔SD4〕 (第 129～ 133。 163図 、図版25～ 27・ 59～ 62・ 99)

1.遺構

I― h6区から I― g7区 にかけて位置する溝である。南西方向10mに はSDlが東方

向10mに はS12が 位置する。 2回 に分けて調査を行った。上層に弥生時代の遺物包含層
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第130図  SD4遺 物出土状況図 (1/30)

は遺存しておらず、上部は大幅に削平を受けている。南東から北西に向かって直線的にの

びていた。検出面の標高は118.20～ 118.60mで ある。規模は幅 2～ 4m、深さ0.8m、 長さ

llmに わたり検出した。底部は南東が高く、北西に向かって低くなっていた。溝底は、凹

凸が著しい。埋土は、細砂やシルトによって構成されており、流水があったことが推定で

きる。

2.遺物

当該遺構からは多量の上器が出土している。特に底部からは比較的まとまった個体が出

上しており、出土状況の図化を行った後取り上げを行った。

広口壺A(377～ 379。 385)、 広口壷B(380。 381)、 広口壺E(382～ 384)、 水差 (386)、

奏蓋 (397・ 398)、 発A(395・ 396・ 399～ 402)、 甕B(403～ 405)、 奏C(407)、 甕D

(406)、 鉢A(408～ 410)、 鉢B(411・ 413)、 高郭A(414・ 415)、 高杯B(416)、 土製円

板 (422。 423)、 I様式の甕 (424)、 縄文土器 (426～ 428)、 大和形甕 (390)等がある。
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第132図 SD4出土土器②

-168-



'4

412

2r

I

I

Ol詠ヮ�〕○切
I             I

牲 T可 ¬ 瞬

「

T~― ― ― ― +― ― ― ― ― 一 ― ― ― ―
聖

彎

m

第133図 SD4出土土器③

377は広口壼Aである。顕部は短く外反し、口縁端部は肥厚して、断面が逆三角形状を

呈する。体部には縦方向のミガキを施すのみで、無文である。378・ 379。 385は小型の広

口壷Aである。378・ 379は垂直に下方向へ口縁端部を拡張している。378は口縁端部と頸

部に間隔の短い焦状文を施文している。379は 内面に円形浮文を巡らす。385は、体部の中

程に最大径をもつ。頸部と体部上半部に焦状文と直線文を施文し、下方向に拡張した口縁

端部には波状文を施文している。380・ 381は広口壷Blである。380は口縁端部を上方向

に拡張しており、口縁端部はほぼ直立する。口縁端部外面には焦状文を2条施文している。
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381の上下に拡張 した口縁端部は内傾 し、日縁端部上端は内側に肥厚する。外面には斜線

文を施文 した後、不規則に刺突を加えている。382～ 384は広口壺 Eである。382は 口縁部

内外面に列点文を施文する。383は筒状の頸部を持ち、日縁部は短 く外反する。上下にや

や拡張した口縁端部には、簾状文手法の斜列点文を、顎部には幅の狭い集状文を施文 して

いる。384は 大きく張る体部と短い頸部を持つ。上下に拡張した口縁端部には凹線を施 し、

その上から一定間隔で縦方向の研磨痕を巡らす。体部には、波打った稚拙な直線文の上か

ら一定間隔で列点文を施文している。集状文を意識 した表現と考えられる。

386は水差である。把手は欠損 しているが、挿入法で体部に接合 していると考えられる。

外面には直線文を施文 している。388。 389は壷の底部である。388は内外面にミガキを施 、

している。389は外面に横方向のミガキを施 している。

387は三の体部である。底部は欠損 しているが、体部は強 く張 り出す形態を呈する。縦

方向のミガキの後、体部下半には横方向のミガキを施 している。

397、 398は蓋である。397は外面と天丼部に密にミガキを施 し、内面には細かいハケを

施 している。398は紐孔を穿孔する。

奏Aに は顎部をくの字状に屈曲させるもの (395・ 396・ 401・ 402)と 、逆 L宇状のもの

(399,400)がある。395は小型の甕Aで、内外面に縦方向のミガキを施す。3961よ 、前後

2回 に分けてミガキを施 しており、先行するミガキの幅はやや広 く、後行の下半部のミガ

キは前者に比べて幅が狭い。内面には細かいハケを施 している。401は外面に縦方向のミ

ガキを疎らに施 している。402は外面に粗いハケを施す。内面には顎部から口縁部内面に

横方向のハケ、体部にはケズリを施 している。ケズリのために口縁に比 して体部の器壁が

やや薄い。399・ 400は頚部が逆 L字状に屈曲する。399は外面に縦方向のミガキを密に施

している。内面には粘土接合痕や指押さえの痕跡が残る。400は外面に縦方向のミガキを

施 し、内面には口縁部に横方向のミガキを密に施 している。403～ 405は 、甕Bである。

403は 口縁端部に凹線を施 している。404は 口縁端部を上方向に拡張する。外面には粗いハ

ケを施す。405は 口縁部をわずかに上方向に拡張 している。外面には縦方向の粗いハケ、

内面には外面に比べて細かい斜め方向のハケを施す。407は甕 Cである。口縁部に突帯を

貼 り付けている。外面には縦方向のミガキを密に施す。406は甕Dである。口縁部を上方

向に拡張する。内外面には粗いハケを施 している。391～394は甕の底部である。3911ま底

部に穿子としている。394は底部付近に穿孔 している。392・ 393は外面に密にミガキを施 し

ている。390は大和形奏である。外面には縦方向の粗いハケ、口縁部内面には粗い横方向

のハケを施 し、口縁端部には刻目を加えている。

408は大型の鉢Aである。口縁端部は内面に肥厚する。外面には凹線文を施 し、その上

に円形浮文を貼 り付けている。409,410は 小型の鉢Aである。409は椀状を呈する。把手

を体部に挿入して接合 している。体部上位に流水文を施文 し、体郡下位には横方向のミガ

キを施す。口縁部には刻目を加える。410は 口縁端部を短 く外折 している。外面に縦方向
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のミガキ、内面にはハケを施す。411・ 413は大型の鉢 Bである。両者とも口縁端部を下方

向にやや拡張 してお り、端部の断面は三角形を呈する。41Hよ 口縁端部と体部外面に簾状

文を施 し、口縁端部には刻目を加える。413は外面に間隔の短い簾状文を施 し、その上か

ら刺突文を巡らす。412は鉢の脚部である。円形の透を3段にわたって穿子としている。

414・ 415は高杯Aである。不部が内湾 しながら開く。414の 口縁端部は内外に肥厚 して

いる。杯部内外面には横方向のミガキを施 している。415は 口縁端部がわずかに外側に肥

厚する。杯部外面は縦方向のミガキの後、口縁部付近に横方向のミガキを施 している。

416は高杯 Bである。口縁部が水平に伸び、端部を下方向に拡張する。拡張 した日縁端部

には凹線を 1条巡らす。郭部外面には縦方向のミガキ、杯部内面には横方向のミガキを施

し、口縁部上面にも斜め方向の暗文状のミガキを施 している。417～ 421は高杯の脚部であ

る。417は高杯の脚柱部で、脚柱部上位は中実である、脚柱部外面と杯部内面にミガキを

密に施 し、脚柱部内面では絞 り痕をナデ消 している。418は高杯の杯部底部から脚部であ

る。杯部内面にミガキを施す。脚部上位には沈線状の退化 した凹線を施す。杯部と脚部の

接合方法は円盤充填法である。420は脚部と裾部がなだらかに接続する。外面にはハケを

施 した後、上半部にミガキを施 している。内面には粘土接合痕を残 したまま粗いハケを施

す。419、 421は 高杯の裾部である。419は 端部を内外に拡張 している。外面にはミガキ、

内面にはナデを施 している。4211よ 端部を上方向に拡張する。円子し透を穿了ししている。

424は甕の頸部である。頸部外面にはヘラ描多条沈線文が施されている。 I-3～ 4様

式に比定できる。

425は おそらく壷の破片と推定できる。直線文を施文 した上から円形の突起を貼 り付け

ている。

422。 423は土製円盤である。外面にミガキを施 した土器片を再利用 している。

426～428は縄文土器の深鉢である。427は体部の破片であり、外面には沈線 と刺突が施

されている。縄文時代後期の元住吉山式に比定される。426・ 428は深鉢の口縁部である。

426は口縁部に突帯を貼 り付け、刻目を加える。428は 口縁端部に刻目を施す。前者は滋賀

里式～船橋式、後者は滋賀里Ⅲb式に比定され、ともに縄文時代晩期の所産である。

607は サヌカイ ト製の削器である。一部に自然面を残す。

当該遺構から出上 した遺物は、幅広い時期の土器を含んでいる。主体をなすのは、Ⅲ様

式からⅣ様式の土器である。380。 385は Ⅲ様式に遡るものであり、377・ 384・ 407・ 416は

Ⅳ様式でも後半期のものである。これらの他、 I様式の上器 (424)や、縄文土器 (426～

428)も 含まれているが数が少なく(ヤ ずヽれも細片であることから混入と思われる。

〔SD5〕 (第 134図 )

1.遺構

I― e6区に位置する溝である。東方向 5mに はS16が位置し、南西方向には、本来、

-171-



め
い
∞
Ｗ
ｏ
∞
‐
＝

済

11920mが

①10YR 4/2灰黄褐色 粗砂混じリシルト

第134図  SD5平 面図 (1/100)・ 土層断面図 (1/30)

当該遺構に隣接 して、S13が位置するものと思われる。上層には同時期の弥生時代の遺

物包含層が遺存 していたので、削平は受けていない可能性が高い。南から西方向に屈曲す

る。検出面の標高は119,05mで ある。規模は、幅0,3～0.44m、 深さ0.14mで あり、長さ

2.3mに わたり検出した。溝の断面はU字形を呈 している。底面は南が高 く西に向かって

低 くなっていた。堆積は、弥生時代の遺物包含層 と同質の土によって単層で坦まっていた。

遺物は出上 していない。

〔SD6〕 (第 135,136図、図版63)

1.遺構

I一 d8区 に位置する溝である。S14と S K20に挟まれた地点に位置しており、両遺

構が当該遺構を破壊してつくられている。上層には弥生時代の遺物包含層が遺存していた

ので、削平は受けていない可能性が高い。溝は、東西方向に直線的に伸びている。検出面

の標高は118.70mで ある。規模は幅0.42m、 深さ0.44mであり、長さ2.32mに わたり検出

した。溝の断面はU字形を呈している。底面は東が高く西に向かって低くなっていた。埋

土は、ほぼ水平に堆積しており、弥生時代の遺物包含層と近似した質の上によって埋まっ

X=173.660
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SD6

① 2.5Y5/1費 灰色 シルト～微砂

c陀 i評 :チ:再蚕象責遂
ル
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む)

③2.5Y5/1責 灰色 シルト～微砂
④2.5Y6/4に ぶい責色 シルト～微砂
⑤2.5Y5/6責 褐色 シルト

SD8

① 10YR″ 1仄白色 細砂混じリシルト～微砂
② 10YR 71灰 白色 細砂混じリシルト～微砂

びi解辞チ♀戻曽色シ好ヽI絃移
のブロックを含む)

第135図  SD6・ 8平面図 (1/100)・ 土層断面図 (1/30)
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ていた。

2.遺物

当該遺構からは奏A(434)、 大和形奏 (435)が出土している。いずれも細片である。

435は甕Aであり、頸部がくの字状に屈曲し、口縁端部は面をもつ。

435は大和形奏である。顕部がくの字状に屈曲する。口縁部はやや厚 くなっている。体

部外面には縦方向のハケを施し、口縁部内面には横方向のハケを施している。口縁端部に

は刻目を加える。

当該遺構から出上した遺物は少ないもののⅢ-1様式に位置づけられる。

〔SD7〕 (第 125。 136・ 137図、図版63)

1.遺構

I-19区 に位置する溝である。SD2を 一部破壊した形で掘削されている。上層に弥

生時代の遺物包含層は遺存しておらず、上部は大幅に削平を受けているとみられる。溝は、

南北方向に直線的に伸びており、西端で段丘崖 1に接続するものと思われる。検出面の標

高は■7,70mである。規模は幅0。 5～ 0,8m、 深さ0,lmであり、長さ3mにわたり検出し

た。底面は東が高く西に向かって低くなっていた。

2.遺物

当該遺構から出上した上器には広口壷A(429・ 430)、 V様式の広口重 (431)が ある。

431以外は細片である。

広口壺A(429・ 430)は 、下方向に口縁端部を拡張する。429は 間隔の短い簾状文を施

ワ

ア
~~~¬

庁一―
一
年

35

第136図  SD6～ 9出土上器
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している。430は 前者に比べて間隔の比較

的長い焦状文を施文 している。431は V様

式の広口壺である。球形の体部を持ち、日

縁部は大 きく外反する。内面には粗いハケ

を施 し、外面には縦方向のミガキの後、下

半部に板ナデを施 している。

当該遺構出土土器については、429、 430

はⅣ様式の弥生時代中期に、4311よ V様式

の弥生時代後期 と、大きく2時期に分けら

れる。

〔SD8〕 (第 135。 136図、図版63)

1.遺構

I一 c7区 に位置する溝である。西方向

ヽ

第137図  SD7土 器出土状況図 (1/30)

にはS17が当該遺構を破壊する形で重複しており、東方向 lmに はS18が位置する。上

層には同時期の弥生時代の遺物包合層が遺存していたので、削平は受けていない可能性が高

い。北から西に向けて緩やかに屈曲している。検出面の標高は118,70mで ある。規模は幅

0.66m、 深さ0.3m、 長さ4mにわたり検出した。底部はV字形をなしている。溝底は北東が

高くに南西に向かって低くなっていた。包含層とほぼ同質の上によって埋没していた。

2.遺物

当該遺構からは奏A(433)が 1点出上しているが、細片である。頸部は緩やかに屈曲し

ている。調整は摩滅のため不明である。

〔SD9〕 (第 136。 138図、図版27・ 63)

1.遺構

I― b8区に位置する溝である。北西方向には、当該遺構を破壊する形でS19が重複

している。上層には弥生時代の遺物包含層が遺存していたので、削平は受けていない可能

性が高い。溝は、直線的に伸びている。検出面の標高は118.60mで ある。規模は幅0,82～

0。 36m、 深さ0.4m、 長さ5。 5mにわたり検出した。溝の断面はV字形を呈している。底部

はS19に近い北西側が高く、南東側が低い。堆積は、埋土が北側から流れ込んだ状況を

呈していた。埋上の質は遺物包含層に近似していた。 S19の排水溝である可能性があ

る。
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第138図  SD9～ 11平面図 (1/100)。 土層断面図 (1/30)

-176-



2.遺物

当該遺構からは甕A(432)、 鉢 B(436)、 高杯 (437)が出上 している。いずれも細片

である。

432は甕Aである。口縁部は逆 L字状を呈する。

436は鉢 Bである。口縁端部は段状に肥厚 し、ヘラ状工具による刻目を施 している。体

部には間隔の短い集状文を施す。

437は高郭の脚部である。端部を上方向に短 く拡張 している。

当該遺構出土の遺物は、Ⅲ様式からⅣ様式に位置づけられる。

〔S D10〕 (第 138・ 139。 163・ 164図、図版63・ 99。 103)

1.遺構

I― b8区 に位置する溝である。西方向にはS19が位置する。上層には弥生時代の遺

物包含層が遺存していたので、削平は受けていない可能性が高い。溝は、直線的に伸びて

いる。検出面の標高は118,70mで ある。規模は幅0.31～ 0,4m、 深さは0。 2mであり、長さ

2.5mに わたり検出した。溝の断面はU宇形を呈している。溝底はほぼ平坦であった。埋

土の質は遺物包含層に近似していた。

2.遺物

当該遺構からは広口壷A(438・ 439)、 甕A(440)、 奏C(441)、 甕底部 (442)、 石鏃

(603)、 叩石 (613)が出上している。土器はいずれも細片である。

438、 439は広口壷Aである。438は 口縁端部を下方向に拡張し、静止痕が傾いた焦状文

を施している。439は 口縁端部と顎部に間隔の短い焦状文を施している。

440は甕Aである。口縁部は緩やかに屈曲する。外面には縦方向のミガキ、内面にはや

や細かいハケを施している。440は甕Cである。口縁端部の下方向への拡張はほとんどな

く、わずかに肥厚する程度である。内面には細かい横方向のハケを施している。442は甕

の底部である。外面には縦方向のミガキを施している。

603はサヌカイト製の凸基式石鏃である。基部と先端を欠損している。613は砂岩製の叩

4認

綱

Cll

第139図  S D10出 土土器
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石である。使用痕はほとんど認められない。

当該遺構出土遺物は、Ⅲ様式～Ⅳ-2様式に位置づけられる。

〔S Dll〕 (第 138・ 140図 、図版63)

1.遺構

I一 b7区からI― a8区 にかけて位置する溝である。西方向 lmに はS19が位置する。

上層には弥生時代の遺物包含層が遺存していたので、削平は受けていない可能性が高い。

溝は、直線的に伸びていた。検出面の標高は118.60mで ある。規模は幅0.31～ 0,94m、 深

さ0.2mであり、長さ6mに わたり検出した。溝の断面はU字形を呈している。溝底はほ

ぼ平坦であった。埋上の質は遺物包含層に近似 していた。

2.遺物

当該遺構からは、広口壺A(443・ 444)、 広口壷 C(445)、 奏A(446～ 448)、 甕C

(449)、 甕D(450)、 高杯△ (451～ 454)が出上している。

443、 444は広口壺Aである。443は 口縁端部を斜め下方向に拡張している。外面は摩滅

郷 戸
≡茎
下
~¬

く獅

砒

45Cl

て
~~~~種

m扁扁
====)rJr

第140図  S Dll出土土器

→
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して文様は不明であるが、端部下端には刻目を加えている。444は 口縁端部を垂直に下方

向に拡張 している。無文である。445は広口壺 Cである。筒状の顎部に逆 L字状に屈曲す

る口縁部を持つ。口縁端部は上方向に拡張 している。外面には縦方向のやや細かいハケを

施す。

446～ 448は甕Aである。446は頸部が逆 L字状に屈曲し、内外面にはナデを施 している。

447・ 448は顎部が、 くの字状に屈曲する。447は内面に横方向のミガキを密に施 している。

448の外面には疎らに縦方向のミガキを施 している。4491ま 甕 Cである。口縁端部をやや下

方向に拡張 してお り、外面には刺突文を施 している。450は甕Dである。口縁端部を上方

向へ拡張している。

451～454は高杯Aである。451は 口縁部が内湾 しながら開く。外面には間隔の短い簾状

文を施 している。453・ 454は不部が底部から屈曲して、口縁部が直立する形態を呈する。

453は底部外面に縦方向のミガキを、口縁部付近には横方向のミガキを施 している。4541よ

口縁部がやや開きながら立ち上がる。外面にはミガキを施 している。4521よ杯部が内湾 し

ながら開く形態を呈すると考えられる。口縁端部は内側に肥厚する。外面には横方向のミ

ガキを施 している。

当該遺構出上の遺物はⅢ様式～Ⅳ様式に位置づけられる。

〔S D12〕 (第 141～ 148。 163・ 164図、図版28・ 29。 63～ 67・ 99,101。 102)

1.遺構

H― f4区からH― f5区 にかけて位置する溝である。東側には S115、 S116、 SI

17の竪穴住居群があり、西側には、段丘崖 2が位置する。当該遺構は段丘崖 2に接続する

ものとみられる。上層に弥生時代の遺物包含層は遺存 していない。付近の竪穴住居が検出

面より0。 lm前後の深さでしか遺存 していなかったので、当該溝の上部は大幅に削平を受

けているとみられる。当該遺構は、段丘崖 2に並行 して直線的にのびているが、南端で段

丘崖 2の方向に屈曲している。検出面の標高は120.50mか ら120.80mである。規模は幅

1.3～ 2.lm、 深さ0.8mで あり、長さ17mに わたり検出した。溝の断面はU字形を呈 して

いる。上部が削平されていることを勘案すると、当初はさらに大規模な溝であったことが

考えられる。底部は、屈曲している箇所付近がもっとも高 く、西方向と北方向へ低 くなっ

ていた。溝埋上の下層は、細砂～シル トが堆積 してお り、この上面に大量の上器が投棄さ

れていた。上層には、遺物包含層 と近似 している細砂を含んだシル ト～微砂が堆積 してい

た。これらのことから溝は、ある一定の流水のある状態があり、その後、土器が投棄され

埋没 したと思われる。

2,遺物

当該遺構からは多量の土器が出土 している。 3つのブロックに分けて取 り上げた。
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4/1褐灰色 シル ト混じり徹砂
5/2灰黄褐色 シル ト～微砂のプロックを含む)

4/1褐灰色 シル ト混じり徴砂
6/1緑灰色 細砂のアロックを含む)

6/1褐灰色 シル ト～微砂
4/1褐灰色 シルトのプロックを含む)

F./1褐灰色 シルト～微砂
8/4浅黄橙色 のプロックを含む)

3/1黒褐色 シルト～微砂
6/1緑灰色 細砂のプロックを含む)

3/1黒褐色 シルト～徴砂
6/1緑灰色 細砂のブロックを多く含む)

7/1灰 白色 シルトヽ 微砂
7/1灰 白色 シルト～微砂

(中 世の遺物を含む)

② 10YR 4/2灰 黄褐色 粗砂混じリシルト～微砂
(25Y8/4浅黄色 シルト～徹砂のプロツクを含む)

(弥生時代の遺物を含む)

◎ 10YR 3/2黒 褐色 粗砂混じリシルト～徴砂
① 10YR 4/1褐 灰色 シルト～微砂
⑤ 10VR 5/1褐 灰色 粗砂混じリシルト～徴砂
(lllVR 3/3浅 黄橙色 シルト～微砂のプロックを含む)

⑥ 10YR 5/1褐 灰色 シルト～徴砂
(10YR 3/3浅 黄橙色 シルト～微秒のプロックを多く含む)

(炭化物を着千含む)

⑦ 10YR 6/1褐 灰色 ンルト～徹砂
(10YR 3/3浅 黄栓色 シルト～微砂のプロックを多く含む)

(炭化物を着千含む)

③ 25Y 7/4浅黄色 粗砂混じり細砂
③ 10YR 6/1褐 灰色 粗砂混じり細砂

土層断面図 (1/100)第141図  S D12平面図・

① lllYR 4/3褐 色 粗砂混じリンルト～微砂
② 10YR 4/1褐 灰色 シルト混じり徴砂

(炭化物を着干含む)

③ 10YR 6/1褐 灰色 シルト～徹砂
④ 10YR 6/】 褐灰色 粗砂混じリンルト～微砂
(10YR 8/4浅 黄栓色 シルト～微砂のプロックを多く含む)

(炭化物を着干含む)

⑤ 25Y 6/2灰黄色 細砂混じリンルト
(10YR 6/1褐 灰色 シルトのプロックを含む)

(炭化物を着干含む)

⑥ 10YR ″1灰白色 シルト～微砂
(lllYR 3/4浅黄橙色 シルト～微砂のプロックと
10YR 4/3に ぶい黄褐色 粗砂混じリシルト～徴砂のプロックを含む)

⑦ 10YR 5/1褐 灰色 シルト～微砂
(25Y 8/4淡 黄色 細砂のブロックを含む)

③ ltlYR 5/よ 褐灰色 シルト～微砂
③ 25Y 7/4浅黄色 粗砂混じり細砂
(10YR 6/1褐 灰色 ンルト～微砂のブロックを含む)

⑩ 2.5Y 7/4浅 黄色 粗砂混じり細砂
① 25Y 8/4淡黄色 細砂
(10YR 5/1褐灰色 ンルトヽ 微砂のプロックを含む)

①25Y 6/2灰黄色 粗砂混じリンルト
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広口壷A(455～ 462)、 広回壷 B(464～ 466)、 広口壼 E(467。 468)、 細頸壷 (470～

473)、 水差 (475・ 476)、 蓋 (477～ 479)、 甕A(480～ 491)、 甕 B(492～ 496。 498～ 503)、

甕 C(497・ 504～ 506・ 510～ 514)、 奏D(507～ 509・ 515～ 518)、 鉢A(519・ 520)、 鉢B

(521～ 524・ 531～ 533)、 高杯 B(525)、 搬入品の広口壺 (463)、 石鏃 (604・ 605)石剣

(606)、 削器 (608)等がある。

455～ 462は広口壺Aである。口縁端部をいずれも下方向に拡張 している。456～ 461は 口

縁端部と頸部に幅が広 く間隔の短い蕉状文を施文 している。460・ 4611ま 口縁部内面に円形

浮文を貼 り付けている。459は 口縁端部が断面三角形を呈 し、集状文の静止痕の間隔が他

に比べて広い。455は無文である。462は 口縁端部に刺突文を巡らす。4631よ 口縁端部を下

方向に拡張するタイプの広口壺であるが、端部に凹線文を施 してお り、他地域からの搬入

品と考えられる。

464～466は広口壺Blである。464・ 466イよ上下に拡張 した口縁部が内傾する。464は 口

縁端部が内側に肥厚する。口縁端部、外面には斜線文を施文する。466イよ口縁部外面に集

状文を3段にわたって施文 し、口縁端部上端に刻目を加える。頸部に施文 した集状文は幅

が狭 く間隔が長い。4651ま上下に拡張 した口縁端部がほぼ直立する。口縁端部外面には垂

下直線文を施文している。

467・ 468は広口壺 Eである。467は 口縁端部に凹線文を、頸部には波状文、直線文を施

文 している。4681よ 日縁部内外面に波状文を、頸部からは部には焦状文を施文 している。

469は壺の頸部である。口縁部と体部は欠損 しているが、広口壺Alの頸部であると考え

られる。集状文と直線文を施文 している。

470～ 473は細頸重で、顎部が内湾するもの (470・ 472)と 直立するもの (471)がある。

470は頸部外面に口縁部側から列点文、凹線文、波状文、直線文を施文 している。4721よ 口

縁端部が内側に肥厚する。口縁部付近には列点文を施文 し、その上から円形浮文を貼 り付

ける。頸部には集状文を施文 している。471は 頸部外面に口縁部側から凹線文、列点文、

波状文、直線文、集状文と多様な文様 を施文する。473は細頸董の体部から顕部である。

直線文と波状文を施文 している。474は董の底部である。外面には幅の広い縦方向のミガ

キ、内面にはハケを施 している。

475'476は 水差である。475は 口縁部に快 りを施す。頸部外面には間隔のやや広い集状

文を施文 している。4761ま頸部から体部外面に列点文と簾状文を施文する。把手は挿入法

で体部に接合 し、刺突を加えている。

477～ 479は蓋である。477の内面にはハケが残る。478は 端部をわずかに下方向に拡張 し

ている。内面には粗いハケ、外面にはミガキを施 している。479は外面にケズリを施 して

いる。

480～ 491は甕Aである。480・ 481・ 484・ 486。 490は 頸部が くの字状に屈曲する。480は

回縁端部をわずかに上方向につまみあげる。外面にはやや粗いハケを施す。4811よ外面に
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第148図  S D12出土土器⑥

縦方向のミガキ、内面に細かい縦方向のハケを施す。484は 顕部外面に沈線を巡らす。486

は内外面にナデを施す。490はタト面に縦方向のミガキを施し、内面は斜め方向のハケの後、

口縁部付近に横方向のミガキを施 している。482・ 483・ 487・ 488・ 4911ま頸部が逆 L字状

に屈曲する。482は 内面に指押さえが残る。483は 内外面に縦方向のミガキを施す。487は

外面に縦方向のミガキを施す。488は外面に縦方向のミガキを施 し、内面は縦方向のミガ

キの後、頸部付近に横方向のミガキを施す。491は外面に縦方向ミガキを施 し、内面は斜

-188-



め方向のハケの後、口縁部付近を横方向のミガキを施 している。485,489イ ま頸部が緩やか

に外反する。485は内外面にナデを施す。489は外面に縦方向のミガキ、内面の頚部付近に

横方向のミガキ、下半部に縦方向のハケを施 している。

492～ 496・ 498～503は奏Bである。492は内外面に粗いハケを施す。493は外面に粗いハ

ケを施 した後、下半部にケズリを施 している。494の外面はミガキ、内面にはナデを施 し

ている。495の外面はやや細かいハケ、内面調整にはナデを施 している。496は外面に粗い

ハケを施 した後、下半部にミガキを施す。502は外面にやや粗いハケを施 した後、底部付

近を板ナデしている。503の外面は二次焼成のため劣化が激 しく、調整は不明である。内

面には粗いハケを施 している。498～ 501は 中型の甕Bである。498は内外面にナデを施 し、

500・ 501は内外面に粗いハケを施 している。

497・ 504～ 506・ 510～ 514は 甕Cである。497・ 506・ 510・ 512は 口縁端部の下方向への

拡張が顔著ではな く、肥厚する程度である。497の外面には櫛状工具の刺突文が巡る。

506・ 512の外面には斜め方向に密にミガキを、内面には横方向にミガキ施す。510は 内面

に横方向のミガキを密に施す。511・ 513は 口縁端部をやや下方向へ拡張 しており、日縁端

部の断面が逆三角形を呈する。51Hま 内面に横方向にミガキを、513は外面に斜め方向のミ

ガキを施 している。504・ 505'514は 口縁端部を長 く下方向に拡張 している。504は 口縁部

外面に刺突文を巡らす。505は外面に斜め方向のミガキを施 している。514は 内外面に斜め

方向のミガキを施 し、内面にはさらに横方向のミガキを施 している。

507～ 509・ 515～ 518は 甕Dである。いずれも内外面に粗いハケ、もしくはナデを施 して

いる。509は外面に粗いハケを施 した後、体部下半にミガキを施 している。

519。 520は鉢Aである。519の 鉢部は、底部から内湾 しながら口縁部まで開く形態を呈

する。口縁部に凹線を施 し、鉢部下半部にケズリを施 している。内面にはやや粗いハケを

施す。520の鉢部は、口縁部が底部から屈曲して直線的に立ち上がる。日縁端部は内側に

肥厚する。口縁部には凹線文、波打った稚拙な焦状文、波状文を施文 し、下半部にケズ リ

を施 している。521～ 524・ 531～ 5331ま 鉢 Bで、小型のもの (521～ 523)と 大型のもの

(524・ 531～ 533)がある。521は やや高い段状に肥厚する口縁端部を持つ。列点文 と刺突

文を施文 している。522、 523は低い段状に肥厚する口縁端部を持つ。日縁端部外面にはヘ

ラ状工具による刻目を施す。522は 体部に幅が広 く間隔の極めて短い集状文を施文 してい

る。523は 口縁端部の内側に刻目を加える。体部には集状文の上から、棒状浮文を貼 り付

けている。524・ 531～ 533は 大型の鉢 Bで、いずれも口縁端部を下方向に長 く拡張 してい

る。532・ 533は下方向に拡張した口縁端部が体部に密着 している。524は 幅の広い間隔の

短い集状文を施文する。531～ 533は 国縁端部に簾状文を施文 した後に、刺突文を巡 らす。

527・ 528は鉢の脚部である。528は 脚部外面に縦方向のハケを施 した後、竹管文を施文 し

ている。526も 鉢の脚部である。裾部に凹線を施 している。

525は高杯 Bである。全体はにぶい黄褐色を呈するが、外部内面の突帯のみ明赤褐色の
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粘土を貼 り付けている。杯部内面には化粧土を塗布 している。529・ 530は高杯の脚部であ

る。529は外面にやや細かい縦方向のハケを施 している。郭部 との接合方法は円盤充填法

である。5301よ端部を内外に拡張 している。外面にはミガキを施す。

604は 凸基式石鏃である。基部と先端を欠損 している。605は 凹基式石鏃である。606は

石剣の破片である。608は削器である。一部自然面を残す。以上の石器はサヌカイト製で

ある。611は緑泥片岩製の石庖丁の破片である。

当該遺構出土土器は465。 497・ 506・ 512がⅢ様式に遡る他は、Ⅳ様式に位置づけられる。

〔S D13～ S D18〕 (第 149図 、図版29～ 31)

1.遺構

H― c6区 を中心に位置する溝群である。これらの溝は、相互に関連が深いと考えられ、

ここで一括 して報告する。東方向10mに は掘立柱建物であるSB2が あり、集落の中心的

な場所に位置 している。比較的標高が高い場所で、周囲の眺望が利 く場所であつた。各溝

は幅0.5m前後であり、深さは0。 lmに満たないものが多い。 しかし、上面の弥生時代の遺

物包含層が削平されてお り、周囲の遺構の遺存状況も悪いことから、当初は、より深い溝

であったことが推測できる。溝は、合計で 6条検出されてお り、各溝は矩形に屈曲してい

る場所がある。一辺 9m程度の方形区画が複数連接 しているようにも見受けられる。区画

内からは、直径0.2～ 0,4mの ピットが多数検出されている。ピットの埋土 と溝の埋土は、

土質が近似 してお り、同時代に機能 していた可能性が指摘できる。

各溝の埋土は、単層で構成されているものが多い。各溝の埋上の質は、弥生時代の遺物

包含層や、弥生時代の遺構埋土に特有の暗褐色系の細砂～シル トであった。

2.遺物

S D13(第 150図 、図版68)

当該遺構からは、広口壼A(534・ 535)、 細頸壺 (536)、 甕A(538)が 出上 した。いず

れも細片である。

534・ 535は広口壼Aである。両者 とも口縁端部を下方向へ垂直に拡張 している。534は

間隔のやや短い集状文を施文する。535は 間隔の極めて短い集状文を施文 している。536は

細頚壼である。口縁部側から波状文、円形浮文、凹線文の州頁|こ 施文 している。

538は 甕Aである。頸部は逆 L字状に屈曲している。

当該遺構出土遺物はⅣ様式に位置づけられる。

S D14(第 150。 164図 、図版68・ 101)

S D14か らは無顎重 (537)、 甕A(539)、 鉢 B(540)、 高杯 A(541・ 542)、 石庖丁

(609)が出土 した。いずれも細片である。
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537は無頚壷である。口縁端部は段状に肥厚する。体部には幅が広く間隔の短い集状文

を施文している。

539は奏Aである。日縁部は逆 L字状に屈曲する。外面は縦方向のミガキ、内面は横方

向のミガキを施している。

540は 鉢Bである。口縁端部は低く段状に肥厚する。無文である。

541・ 542は高杯Aである。541は杯部が底部から内湾しながら開く形態を呈する。口縁

端部は内外に肥厚する。内外面には横方向のミガキを施す。542は、口縁部が不部低部か

ら屈曲して立ち上力Sる 形態の杯部を持つ。外面には底部に縦方向のミガキ、口縁部に横方

向のミガキ、内面は放射状のミガキを施している。

609は緑泥片岩製の石庖丁の破片である。

当該遺構から出上した土器はⅣ様式に位置づけられる。

∈ま案劃=坐=島閉

朗

閉

547

第151図  S D17出土土器
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S D17(第 151図、図版68)

当該遺構からは、広口壷B(543・ 544)、 甕B(545)、 奏C(546)、 甕D(547)、 鉢B

(548)が出上している。いずれも細片である。

543は小型の広口壷Blである。上下に拡張した口縁端部はやや内湾する。外面には列

点文と集状文を施文し、口縁端部上端の内外に刻目を加える。544は、広口重Blである。

上方向に拡張した口縁端部はほぼ直立する。外面には2段にわたって無状文を施文し、そ

の上から刺突文を巡らす。

545は奏Bである。口縁端部下端に刻目を加える。体部外面には縦方向の粗いハケを施

す。5461ま 甕Cである。口縁端部はやや下方向に拡張している。547は 奏Dである。口縁端

部を上下にわずかに拡張している。

548は鉢Bである。口縁端部は低い段状に肥厚する。口縁部には列点文、体部には簾状

文を施文する。平坦面を持った口縁端部上面には刺突文を巡らしている。

当該遺構出土遺物はⅣ-1～ 2様式に位置づけられる。

〔S D19〕 (第 152図 )

H― b4区 に位置している。西方向10mに はS118が位置し、北方向に5mには方形周

溝墓群が位置している。上層には弥生時代の包含層が遺存していたので、削平は受けてい

ない可能性が高い。溝は、弧状に巡るが、中央で分岐し突出部を形成している。規模は幅

2m、 深さ0,12mであり、長さ14.5mに わたり検出した。溝の断面は、U字形を呈してい

る。底部はほぼ平らであった。堆積は、ほぼ一層であり、遺物包含層と近似した上によっ

て埋没していた。

〔S D20。 21〕 (第 153～ 156。 164図、図版67～ 69。 101)

1.遺構

L― j2区を中心に位置している。東方向10mに はS128が位置し、西方向10mに は、

S124が位置している。上層に弥生時代の遺物包含層は遺存しておらず、上部は大幅に削

平を受けているとみられる。近世の遺構と攪乱によって、破壊されている部分が多いが、

S D20と S D21は 、約 lmの 間隔をあけて並行し、弧状に巡る。規模は双方とも幅 1～ 2

mであり、長さ14.5mに わたり検出した。溝は断面が皿状を呈する。堆積は、東西双方か

ら上が流れ込み埋まった状況を呈する。

2.遺物

S D20か らは、広口壼A体部 (549)、 広口壺体部 (550。 551)、 奏C(552・ 553)が出

上した。

549は広口重Aの体部から頸部である。体部は強く張り出す形態を呈する。口縁部は久
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① 2.5Y4/2暗 灰責色 粗砂～礫混じり微砂～粗砂

0                        3m

第152図  S D19平面図 (1/100)・ 土層断面図 (1/60)

損 しているが漏斗状に開くと考えられる。顎部から体部外面には幅の広い間隔の短い簾状

文を施文 し、その上から円形浮文を貼 り付けている。5511よ 細頸壼もしくは、小型の広口

壺Aの体部である。底部外面にまでミガキが施されている。底部は穿孔 している。

552・ 553は 甕 Cである。両者とも口縁端部を下方向にやや拡張してお り、口縁端部の断

面が逆三角形を呈する。553は外面に密にミガキを施 している。 S K69か ら出土 した破片

と接合 した。

当該遺構出土遺物はⅣ-1～ 2様式に位置づけられる。

S D21か らは、甕 C(554)、 甕D(555)、 高ネA(559)、 石庖丁 (610)等が出上 した。

554は甕 Cである。日縁部を下方向にやや拡張 してお り、口縁端部の断面がシャープな

三角形を呈する。口縁部外面には刺突文を施 し、端部下端には凹線状の窪みを巡らす。内

外面にはナデを施 している。555は 甕Dである。上下に拡張した口縁端部には凹線を施す。
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第154図  S D20出土土器①

内外面に粗いハケを施し、外面下半部にはミガキを施している。556・ 557は いずれも養D

の底部と考えられる。557の底部は上げ底である。外面には幅の広いミガキを施している。

556の外面にはミガキ、内面にはやや粗いハケを施している。558は童の底部である。内外

面はナデで仕上げている。

560。 561は鉢の脚部である。5601よ 円形透を穿孔する。鉢部との接合は円盤充填法であ

る。561は裾部に凹線文を施文している。内面にはケズリを施している。

559は高杯Aである。口縁部外面には凹線文を施文する。

610は石庖丁の破片である。緑泥片岩製である。

当該遺構出土遺物はⅣ-1～ 2様式に位置づけられる。

〔S D22〕 (第 157・ 158図、図版31・ 69)

1.遺構

L― g2区からL― hl区 にかけて位置する溝である。周囲には、南方向3mに S D23

が位置する。上層に遺物包含層は遺存しておらず、上部は大幅に削平を受けているとみら

-196-



0                                        20cln

第155図  S D20出土土器②

れる。溝は、東から西へ直線的に伸びている。検出面の標高は123,95mで ある。規模は幅

1～ 2m、 深さ0,6mで あり、長さ5.5mにわたり検出した。溝の断面は起伏に富む。溝底

部は東部が高く、西部に向かって低 くなっていた。埋土は、下層で礫まじりの砂が堆積し

ており、流水があったことが窺える。

2.遺物

562は須恵器杯蓋のつまみである。563は須恵器郭身である。

〔S D23〕 (第 157。 158図 、図版31・ 69)

1.遺構
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第156図  S D21出土土器
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S D22

① 25Y4/2暗 灰黄色 シルト～徹砂
(25Y5/4黄 褐色 ンルト～徹砂を卿%含む)

② 25Y5/2贈 灰黄色 ンルト～微砂
(257V6黄褐色 礫を2C%含 む)

③ 25Y6/1黄 灰色 細～中粒砂(礫 を多く含む)

(25Y3/1黒 褐色 シルト～微砂を211%含む)

④ 2576/2灰 黄色 徹砂～細砂

①25Y4/1黄灰色 シルト～徹砂

0                         3m

②

S D23

891評 】チI婁倭色9宅〒翌駿砂

第157図  S D22・ 23・ 27平面図 (1/100)・ 土層断面図 (1/60)

L― h2区からL― h2区 にかけて位置する溝である。周囲には、北方向 3mに S D22

が位置する。上層に遺物包含層は遺存 しておらず、上部は大幅に削平を受けているとみら

れる。溝は、南から西へ矩形に屈曲している。検出面の標高は123.90mで ある。規模は幅

0,4～ 0.6m、 深さ0.15mで あり、長さ6.6mに わたり検出した。溝の断面はU字形を呈 し
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ている。溝底は西部が高く、南部に向かって低くなっていた。埋土は、ほぼl層 からなっ

ていた。

2.遺物

当該遺構からは土師皿 (566～ 569・ 573)、 黒色土器婉 (570～ 572・ 574・ 575)、 黒色土

器の皿 (564・ 565)が出上している。

566走 569・ 573は 土師皿である。570～ 572は 黒色土器の婉である。570は 内面に暗文が施

されている。574・ 575は黒色土器婉の底部である。564・ 565は黒色土器の皿である。564

はやや焼成が甘く、断面が橙色を呈する。

いずれも11世紀の所産であると考えられる。

〔S D24。 25。 26〕 (第 159～ 162図、図版32・ 69～ 71)

1.遺構

B一 d10区を中心に位置する溝群である。西側には庄内期の竪穴住居であるS131が位

置している。上層にはV様式～庄内期の遺物包含層が遺存していたので、削平による影響

はないものと思われる。溝は、北側で検出した落ち込みに接続している。溝底の標高は、

南部が高くなっており、北部に向かって低くなっている。

2.遺物

S D24か らは、長顕壷 (576)、 V様式系甕 (577～ 585)、 鉢 (586)、 高杯 (587)が出土

している。これらは、比較的破片がまとまった状態で出土したため、図化を行った後、取

り上げを行った。

576は長顎壷である。口縁部は欠損しているが直立するタイプであると考えられる。体

部の断面が横方向に長い楕円形を呈する。

第158図  S D22・ 23出土土器
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②
く

③
く

④

①25Y6/2黄 l~k色 シルト
(25Y8/6黄 色 シル トのプロックを少畳含む)

(災イヒ物を含む)

②ワ5Y4/1黄灰色 シルト混じり微砂
(25Y8/6黄 色 シルトのアロックを含む)

⑥25Y ν3黄灰色 ンルト～徴砂
12380mざ

S D26
2酎r7/3浅黄色 細砂
2 roY 5/1黄灰色 シルト～徴砂
7朗 8/2灰自色 粗砂
5Y6/1灰 色 シル ト～徹砂(lcm大 の擦を少量含む)

75Y8/2灰 白色 Im砂 (lcm大 の礫を含む)

群ミ影:§自ぞをシ溢潮 岳とを

'跳

                 “
10YR″2にぶい黄橙色 シル ト混じり微砂(5cm大 の礫を含む)

D24～ 26平面図 (1/100)・ 土層断面図 (1/60)第159図  S
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第160図  S D24遺物出土状況図 (1/30)

577～ 585は V様式系甕である。577～ 579・ 583・ 5841よ頸部が くの字状に屈曲する。579

以外はいずれも右上が りのタタキを施している。577は 口縁端部に刻目を加える。579は左

上が りのタタキを施 している。583の頸部は鋭い稜をもつ。口縁部はわずかに内湾気味で

ある。584は外面にハケの上からタタキを施 している。585は 奏の体部である。低部は小さ

な上げ底で、体部は中位に最大径をもつ。外面には右上が りのタタキを施 し、分割成形時

の接合痕が顕著に残っている。580～ 582は 奏の底部である。いずれも外面には右上が りの

タタキを施 している。580。 582の底部は上げ底である。
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第161図  S D24・ 25出土土器

586は 鉢である。上げ底の底部に緩やかに内湾して開 く口縁部を持つ。内面には縦方向

のハケを施す。

587は 高杯である。外部は、底部から屈曲して口縁部が外反する形態を呈する。外面に

は杯部底部にハケの後 ミガキを施 している。裾部には 4方向に円形透を穿つ。杯部と脚部

の接合方法は、杯部内面から棒状の粘土を挿入した円盤充填法である。

当該遺構から出上 した土器はV様式末に位置づけられる。

S D25か らは高杯の脚部が 1点 (588)出土した。脚柱部は中実で、裾部には円孔透を

穿つ。外面にはミガキを施 している。

S D26か らはV様式系甕 (589～ 594)、 高郭 (595～ 599)が出上 している。

589は V様式系甕である。 くの字状に屈曲する顕部を持ち、口縁端部ほど器壁が薄 くな

っている。非常に硬緻に焼 しまってお り、灰色を呈する部分 もある。底部 (590～ 594)は 、

上げ底のもの (590～ 593)と 、小 さな平底に大きく開く体部をもつもの (594)がある。

593は底部を工具で狭 り、上げ底に仕上げている。外面には、590がハケを施す以外は、い

ずれも右上が りのタタキを施 している。592は 底部に右上が りのタタキの上から縦方向の

タタキを施 している。

595～ 599は高杯である。595は 口縁部 と裾部を欠いているが、椀状の外部を持ち、低脚

で裾部が大きく広がるタイプのものと考えられる。脚部外面には縦方向のミガキを施 し、

内面には板状工具の当りが残る。596・ 597は杯部の形態が、底部から屈曲して、口縁部が

∽

薮 萎
≦ 愛

0
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第162図  S D26・ 27出土土器

外反するタイプである。596は杯部外面に縦方向のミガキを施す。597は外面にハケを施 し

た後、口縁部と裾部にはナデ、脚部と杯部底部には縦方向のミガキを施 している。脚柱部

上部は中実で、内面には絞 り目が残る。脚部 (598・ 599)イよ、内面に絞 り目が残る。

以上の当該遺構出土土器は庄内期に位置づけられる。

〔S D27〕 (第 157。 162図、図版70)

1.遺構

L― h2区 に位置する溝である。上層に包含層は遺存しておらず、上部は、後世の造成

に伴って、大幅に削平を受けているとみられる。溝は、直線的にのびている。検出面の標

高は123.90mで ある。規模は幅0,7m、 深さ0。 lmであり、長さlmに わたり検出した。溝

の断面はU字形を呈している。底部は南東が高くなっており、北西に向かって低くなって

いた。

2.遺物

土師皿 (600)と 瓦器婉 (601)が 出土している。

601は、はの字に開いた高台を持つ。外面に横方向のミガキを密に施し、内面には横方

向から斜め方向の暗文を施している。

当該遺構出土土器は12世紀の所産と考えられる。
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第164図 SD出土石静②
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(4)土坑

本節では弥生時代～古代の土坑の報告を行う。本調査では、弥生時代から古代の遺構と

近世の遺構が同一面で検出されている場合が多い。検出されたすべての土坑から弥生時代

～古代の土坑を抽出した際の根拠については、各遺構の報告の際に詳述したが、主に、出

上した遺物や、遺構埋土の特微等による。なお、遺物については、大部分が土器であつた

ため、土器は、遺構ごとにまとめて図示し、石器については、土坑から出上したものを一

括して最後に図示している。

〔SKl〕 (第 165図 )

I― j4区 に位置する土坑で、検出面の標高は117.90mで ある。平面形は円形を呈して

おり、直径は0.58m、 深さは0。 26mであった。SKlは、S11の覆土中で検出された。

弥生土器の小片が出土しているが、図化できなかった。

〔SK2〕 (第 165図 )

I― i5区 に位置する土坑で、検出面の標高は東側117.72m、 西側117.80mで ある。平

面形は楕円形を呈しており、長軸は0,72m、 短軸0.5mであり、深さは0。 17mであった。

SK2は、S11の覆土中で検出された。弥生土器の小片が出土しているが、図化できな

かった。

〔SK3〕 (第 165図 )

I― i7区に位置する土坑で、検出面の標高は■8.20mである。SDlに隣接している。

平面形は不正円形を呈しており、長軸は南北に0。 93m以上、短軸は東西に0。 85m、 深さは

0。 2mであった。弥生土器の小片が出土している。

〔SK4〕 (第 166・ 167・ 205。 206図、図版33・ 71。 98。 103)

1.遺構

I一 g7区 に位置する土坑で、検出面の標高は118.50mで ある。平面形は楕円形を呈し

ており、長軸は4.1lm、 短軸は1.27m、 深さは0.42mであった。掘形は2段に掘られてお

り、埋土には、直径20～ 30cm大の礫と、弥生土器が多く含まれていた。

2.遺物

当該遺構からは広口壺A(616)、 広口壼B2(614)、 鉢B(615)、 日「石 (797・ 799)、

削器 (794)が出土している。

614は広口壷B2である。器壁は厚手で、上方向へ拡張した口縁端部はわずかに内湾す

る。口縁端部と頸部外面に直線文を施文し、口縁端部下端に刻目を加えている。616は重
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10YR y2灰黄調色 細砂混 じリシル ト～徴砂
ЮYR3/2黒 裕色 ンル ト～微砂
10YR 3/2黒褐色 シル トヽ 微砂

(10Ytt y8黄橙也 シル ト～餞砂のアロックを含む)

SK9
0ユ llYR 3/6黄 橙色

(75YR 6/1褐 仄色 シル ト～

観砂のアロックを含む)

0 10YR7れ にがい黄澄色 シルト
② 10YR 6/3におい黄橙色 シルト

(炭Itpを 含し)

③ 75YR 6/3に おい褐色 ンルト

ｙ・７３

　

　

　

　

　

，
ａ lN18 80mが11870mが

③

④

① lOYR 4/3に ぶい資褐色 シルト～欲砂
(炭化物 を含む)

11880mど

SK8
①10YR O/1獨灰七 シルト～微砂

(10YR 3/4減黄橙色 シル ト～微ψのアロックを含む )

(又化物を含む)

②10YR y4浅責橙t シルトヽ 徹砂
(10YR 5/1褐仄t シルト～微砂のプロックを含む)

◎10YR 8/4浅 黄橙色 シルト～徹砂
④工色なじ

   ゞ
,

I  a 
② l1870mが

②

①l叫R4ね 〔がい貨褐色 ンルト～微砂
(炭化物を含む)

② lげrR 4/4褐色 シルト混じり微ψ
③」llYR 2/2黒 褐色 シルト混じり徴少

(炭化物を多く含■)

④10VR S/3に ぷい黄綴色 シルト混じり微砂
(炭化物を含む)

(10YR 3/4減責橙色 シル ト～微砂のアロックを含む)

②

③

④

室外
ノく

118紹Эm a_a_

⑤
S K14

①75YR 6/1褐 仄色 シルト混じり欲砂(炭化物を含j)

②75YR 7/1明 褐灰色 シリレト混じり砂(災化物を含む)

③25YR 5/1赤 灰色 シルト混じリシルト～微砂(炭化物を含む)

①25YR 5/1赤 灰色 シルト混じリンルト～微V71

(炭イヒ物を含む)(地山質のプロックを含と)

◎5Y7/1灰 白色 ンルト混じり欲砂(炭化助を含む)

S K15

75YR 7/1明 褐仄色 シル ト混 じり微砂 (虹山プロックを含む)

75YR 4れ 禍灰色 ンル ト混 じり微砂 (炭化物を含む)

ユOyR O/1縛 灰色 シル ト混 じり微砂 (炭化物を含む)

iOVR 4/1拇灰七 ンル ト混 じり徹砂 (真化物を含と)

1～ 3・ 6～ 15平面図・土層断面図 (1/60)

0                    3m

殿溢焔斜中拗
② 地山

第165図  SK
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SK4
① 10YR 3/4暗 褐色 シルト～微砂(細砂を含tF)

② 10YR 3/3暗 褐色 シルト～微砂(細砂を含む)

③ 25Y3/3暗 オリーブ褐色 シルト～微秒(XII砂 を含む)

④ 10YR 6/6明 黄褐色 細砂

0             1m

第166図  SK4平 面図・土層断面図 (1/30)

)                                     20cm

第167図  SK4出 土土器
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の体部である。体部中位に最大径を持ち、顎部へ と緩やかに接続する。広口壼Alの体部

であると考えられる。下半部には縦方向のミガキを施す。上半部については摩滅が激 しく、

文様が観察できなかった。

615は鉢 Bである。口縁部を外折 し、端部に面を持つ。口縁端部と体部には列点文を施

文する。

797。 799は叩石である。前者は中央に使用痕 もみられるが、大 きく半分に割れている。

両者 とも石材は砂岩である。7941ま サヌカイト製の削器である。上半部が久損 している。

以上の土器はⅢ-1様式に位置づけられる。

〔SK5〕 (第 168・ 169。 206。 207図、図版33。 34・ 71・ 72。 10卜 103)

1.遺構   ,

I― g7区に位置する土坑で、検出面の標高は118。 15mで ある。遺構は、調査区外へ伸

びており、南半部のみ調査をおこなった。平面形は楕円形を呈しており、長軸は3m以上、

短軸は2.7m、 深さは0,4mであった。埋土からは、多量の遺物が出土している。当該遺構

は、本来、S12と重複していたと考えられるが、重複している場所は、近現代の溝によ

って削平され、より浅かったS12が完全に削平されている。このため、S12と の先後

関係を土層から確認することはできなかった。

2.遺物

当該遺構からは広口壷A(617～ 619)、 無頸壷 (621)、 甕△ (623～ 625・ 628)、 大和形

奏 (626)、 鉢A(629)等が出土している。

617は広口壷Alである。体部中位に最大径を持ち、頸部へと緩やかに接続する。下方

向に拡張した口縁端部はあまり開かない。口縁端部外面には簾状文を施文し、端部には刻

目を加える。頸部から体部上半は直線文と暗文状のミガキを交互に施している。618。 619

は広口董Aである。618は 口縁端部にやや間隔の短い簾状文、顎部に直線文を施文してい

る。619は 下方向に拡張した口縁端部が大きく開く。口縁端部には直線文を施文している。

頸部外面には板ナデの後、横方向のミガキを施す。6201よ細顕童の体部である。体部は中

位で大きく張る算盤玉状の形態を呈する。外面には最上段に簾状文を施文し、それ以下は

直線文と暗文状のヘラミガキを交互に施している。621は無頸壺である。頸部が短く外反

し、口縁端部は外側にわずかに肥厚している。内外面ともにナデで仕上げている。6221よ

壷の体部である。器壁が厚く、内面には粗雑なナデを施す。外面は摩滅が著しいが、縦方

向のミガキがわずかに観察できる。

623～ 625・ 628は甕Aである。623は小型の奏Aである。体部は釣鐘状を呈し、口縁端部

はわずかに上方向に拡張する。外面にはミガキを施しているが、二次焼成を受けて剥離が

著しい。624は体部最大径を中位よりもやや上に持つ。頚部がくの字状に屈曲し、内外面
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SK5平 面図 。土層断面図 (1/30)
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にはミガキを施 している。625の頚部はくの字状に屈曲し、口縁端部には面をもつ。外面

には縦方向のミガキを施し、内面には縦方向の粗いハケの後、口縁部付近に横方向のミガ

キを施 している。628は 頸部が強 く締まる形態を呈する。内面には細かいハケ、外面には

ミガキを施 している。627は奏の底部である。底部に2箇所穿孔 しているが、片方は貫通

していない。外面にはケズリを施 している。6261ま 大和形奏である。外面に粗い縦方向の

ハケ、口縁部内面に粗い横方向のハケを施 し、口縁端部に刻目を加えている。

629は鉢Aである。口縁部は内湾 して立ち上が り、口縁端部は肥厚する。内外面にミガ
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キを施す。

796は緑泥片岩製石庖丁の未成品である。剥離したのみで未調整段階のものである。800

は砂岩製の叩石である。使用痕はほとんどみられない。

当該遺構から出土した遺物は、Ⅲ様式に位置づけられる。

〔SK6〕 (第 165図 )

I― d7区に位置する土坑で、検出面の標高は■8.55mである。平面形は隅九方形を呈

しており、長軸は0.89m以上、短軸は0。 72m以上、深さは0。 18mであった。弥生土器の細

片が出上しているが図化できなかった。弥生時代に形成された遺物包含層下で検出された

ことから、弥生時代の遺構であるといえる。

〔SK7〕 (第165図 )

I― d7区 に位置する土坑で、検出面の標高は■8,55mで ある。北半部は調査区外に位

置している。平面形は不正形を呈しており、東西方向の幅が0。 75m、 深さは0.28mであっ

た。掘形底面は比較的平坦であった。弥生土器の小片が出土している。弥生時代に形成さ

れた遺物包含層下で検出されたことから、弥生時代の遺構であるといえる。

〔SK8〕 (第 165。 170・ 207図、図版73・ 103)

1.遺構

I一 b7区に位置する土坑で、検出面の標高はH8.60mで ある。平面形は円形を呈して

おり、直径は0,72m、 深さは0.45mであった。掘形は、急な勾配を持って掘られており、

底面は比較的平坦であった。弥生土器が出上し、弥生時代に形成された遺物包含層下で検

出されたことから、弥生時代の遺構であるといえる。

2.遺物

当該遺構からは養C(631)、 砥石 (801)

631は甕Cである。日縁端部は肥厚して、

す。

が出土 した。

断面が三角形を呈する。内外面にミガキを施

第170図  SK8・ 11出土土器
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801は砂岩製の砥石である。

〔SK9〕 (第 165図 )

I― b8区 に位置する土坑で、検出面の標高は118.60mで ある。平面形は円形を呈して

おり、直径は0,23m、 深さは0.06mであった。小規模な土坑である。遺物は出土しなかっ

た。弥生時代に形成された遺物包含層下で検出されたことから、弥生時代の遺構であると

いえる。

〔S K10〕 (第 165図 )

I― b8区 に位置する土坑で、検出面の標高は118.60mで ある。平面形は円形を呈して

おり、直径は0.69m、 深さは0.36mであった。底は皿状を呈しており、埋土は3層 よりな

っている。弥生土器の小片力S出土しているが、図化できなかった。弥生時代に形成された

遺物包含層下で検出されたことから、弥生時代の遺構であるといえる。

〔S Kll〕 (第 165。 170図 、図版72)

1.遺構

I一 b8区 に位置する土坑で、検出面の標高は118.60mで ある。平面形は楕円形を呈し

ており、長軸は0。 8m以上、短軸は0.58m、 深さは0.10mで あった。 SD9に よって北半

部を破壊されている。弥生時代に形成された遺物包含層下で検出され弥生土器が出上して

いることから、弥生時代の遺構であるといえる。

2.遺物

当該遺構からは甕A(630)が 1点出土した。頸部は強く締まり、くの字状に屈曲する。

外面は体上部半部に細かいハケ、下半部にミガキを施す。

〔S K12〕 (第 165。 171図 、図版72・ 73)

1.遺構

I― b8区 に位置する土坑で、検出面の標高はH8.60mである。平面形は不正円形を呈

しており、直径は0.27m、 深さは0.3mで あった。弥生時代に形成された遺物包含層下で

検出されたことから、弥生時代の遺構であるといえる。

2.遺物

当該遺構からは広口壺A(633)、 甕D(635)、 高杯B(636)、 搬入品の広口壷 (632)

等が出土している。

633は広口壼Aである。口縁端部を下方向に拡張する。口縁端部と顕部に焦状文を施文
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第172図  S K13出土土器

している。634は壼の頸部から体部である。体部から顕部にかけて緩やかに接続する。外

面には幅が広 く間隔の短い簾状文を施文 している。632は広口董である。口縁端部を下方

向に拡張 し、凹線文を施文する。口縁部内面には列点文を、顎部には波状文 と直線文を施

文 している。摂津からの搬入土器と考えられる。

635は 甕Dである。内外面に粗いハケを施づ。

636は 高杯Bである。口縁端部は長 く垂下し、内面の突帯は口縁部より上方に突出する。

杯部内外面に縦方向のミガキを施 している。637は高杯の裾部である。裾部は、直線的に

広が り、端部は内外に肥厚する。外面にはミガキを施 している。

当該遺構から出上 した遺物はⅣ様式に位置づけられる。
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〔S K13〕 (第 165'172・ 207・ 208図 、図版103)

1.遺構

I― a7区を中心に位置する土坑で、検出面の標高はH8。 42～ 118.50mで ある。平面形

は楕円形を呈 してお り、長軸は2.34m、 短軸は1,48m、 深さは0,36mで あった。底部は比

較的平坦であり、埋土には、20cm大の礫が複数含まれていた。当該土坑埋没後にS Dllが

掘削されている。

2.遺物

当該遺構からは広口壷A(638,639)、 甕A(640・ 641)、 奏 B(642・ 643)、 鉢A(644)、

高杯A(646)、 高杯 B(647)、 台石 (802・ 803)等が出上 している。土器はいずれも細片

である。

638・ 639は広口壷Aである。638は 口縁端部と頸部に簾】犬文を施文 し、日縁部内面には

円形浮文を貼 り付けている。639は、下方向に拡張 した口縁端部に焦状文、刺突文を施文

する。

640。 641は甕Aである。頚部は、 くの字に屈曲し、口縁端部はやや肥厚 して面を持つ。

641は 内外面にミガキを施 している。642、 643は 甕Bである。642は外面にやや細かいハケ、

内面には外面に比べて粗いハケを施す。643は、外面にミガキ、内面にはハケを施 してい

る。

644は 鎌Aである。口縁部は欠損 しているが、体部は、口縁部が底部から屈曲して直線

的に立ち上がる形態を呈する。屈曲部に凹線を 1条施 している。6461ま高杯☆である。杯

部は口縁部まで直線的に開く。内外面に横方向のミガキを施す。647は高杯 Bである。口

縁端部を下方向に長 く拡張する。水平にのびた日縁部上面には横方向のミガキを施す。

645は高杯の脚部である。端部を上方に拡張 している。外面にミガキ、内面にハケを施す。

802・ 803は 台石である。中央付近に使用痕がみられる。両者とも砂岩製である。

以上の当該遺構出土土器は、Ⅳ様式に位置づけられる。

〔S K14〕 (第 165。 173図 、図版73)

1。 遺構

I― a8区 と I一 b8区 にまたがって位置する土坑で、検出面の標高は118.50～ 118.60

mである。平面形は隅丸方形を呈しており、長軸は1.22m、 短軸は0。 93m、 深さは0.49m

であった。掘形は比較的急な勾配を持って掘られてお り、底部は比較的平坦であった。比

較的浅い掘形を持ち、平面規模が大きい S K79埋 没後に、当該遺構が穿たれている。弥生

土器が出上 してお り、遺物包含層下で検出されたことから、弥生時代の遺構であるといえ

る。
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2.遺物

当該遺構からは広口壷D(649)が出土 している。日縁端部外面には波状文、内面には

綾杉状に列点文を施文している。

〔S K15〕 (第 165。 173図、図版75)

1.遺構

I一 b8区 に位置する土坑で、検出面の標高は118.60mで ある。平面形は楕円形を呈し

ており、長軸は1.02m、 短軸は0.84m、 深さは0.41mであった。掘形は比較的急な勾配を

持って掘られており、底部は比較的平坦であった。埋土は、東側から流れ込んだ状況を呈

しており、土器が多く含まれていた。S K79埋没後に当該遺構が穿たれている。弥生時代

に形成された遺物包含層下で検出され、弥生土器が出土していることから、弥生時代の遺

,闘

“
3
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鯛
0                                     20cm

0                      1ocal

S K14～ 18出土土器
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構であるといえる。

2.遺物

当該遺構からは壷 (651・ 652)、 細頸壺 (650)、 甕A(654)、 高杯 (657)等が出土して

ヤヽる。

651・ 652は壼の体部である。6511よ大きく張る体部を持つ。口縁部は欠損しているが顕

部は残存部で観察する限り直立している。広口壼Aも しくは細頸壼のものであると考えら

れる。外面には幅が広くやや間隔が短い集状文を施し、その上に円形浮文を貼り付けてい

る。652も 壷の体部である。底部と口縁部は欠損しているが、体部は最大径を低い位置に

持ち、強く張る形態を呈すると考えられる。外面には丁寧なミガキを施している。6501ま

細頸壷である。頭部はわずかに内湾し、口縁端部は内側に肥厚する。外面は凹線文を施文

し、その上から円形浮文を貼り付けている。

654は甕Aである。頸部は、くの字状に屈曲し、口縁部は外反する。口縁端部上面はわ

ずかに窪む。外面にはミガキを施している。

657は 高杯の裾部である。端部を上方向に拡張する。円形透を穿っている。

以上の当該遺構出上の遺物は、Ⅳ様式に位置づけられる。

〔S K16〕 (第 173。 174図、図版35。 73)

1.遺構

I― a8区 とI― b8区 にまたがって位置する土坑で、検出面の標高は118.60mで ある。

平面形は円形を呈しており、直径は0.66m、 深さは0。 14mであった。弥生時代の遺物包含

層下で検出され、弥生土器が出上していることから、弥生時代の遺構であるといえる。

2.遺物

当該遺構からは童の底部 (655)が出土した。外面には縦方向のミガキを施す。

〔S K17〕 (第 173・ 174図、図版35・ 73)

1.遺構

I一 a8区に位置する土坑で、検出面の標高は118,62mで ある。平面形は不正形な隅丸

方形を呈しており、長軸は1.18m、 短軸は0。 92m、 深さは0.2mであった。掘形は比較的

浅く、皿状を呈していた。弥生時代に形成された遺物包含層下で検出され、弥生土器が出

上していることから、弥生時代の遺構であるといえる。

2.遺物

S K17か らは広口壷A(648)、 甕B(653)、 高邦A(658)等が出上した。いずれも細
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片である。

648は小型の広口壺Aである。口縁端部を下方向に拡張 している。日縁端部と頸部には

やや間隔の広い集状文を施文 している。

653は 甕Bである。口縁端部を上方向に拡張している。

658は高杯Aである。杯部は椀状を呈 し、口縁端部は内側に肥厚する。日縁部外面はヘ

ラ状工具による刻目を施 している。

656は 鉢の脚部である。外面に竹管文を施文 している。

当該遺構から出上した遺物は、Ⅳ様式に位置づけられる。

〔S K18〕 (第 173・ 174図、図版73)

1.遺構

I― a8区に位置する土坑で、検出面の標高は118.50mで ある。平面形は、方形を呈し

ており、長辺は0,82m、 短辺0,72m、 深さは0。 18mであった。弥生時代の遺物として弥生

土器が出土しているが、図イとできなかった。弥生時代に形成された遺物包含層下で検出さ

れ、弥生土器が出上していることから、弥生時代の遺構であるといえる。

2.遺物

当該遺構からは縄文土器の深鉢 (659)が出上している。内外面はケズリを施している。

この他に図化できなかったが、弥生土器が出上している。

〔S K19〕 (第 174図 )

I― a8区に位置する土坑で、検出面の標高は118.62mで ある。平面形は不正形な隅九

方形を呈しており、長辺は0.88m、 短辺は0。 84m、 深さは0。 25mであった。掘形は比較的

急な勾配を持って掘られており、底部は比較的平坦であった。弥生土器が出上しているが、

図化できなかった。弥生時代に形成された遺物包含層下で検出されたことから、弥生時代

の遺構であるといえる。

〔S K20〕 (第 174・ 175図、図版35・ 73)

1.遺構

I― d8区に位置する土坑で、検出面の標高は■8,70mである。平面形は不正形な楕円

形を呈しており、長軸は1.98m、 短軸1.26m、 深さは0.43mであった。掘形は播鉢状に掘

られていた。SD6を破壊して掘られており、S15に接していた。埋土は6層 よりなり、

最下層の④層及び、その上部に堆積した⑤層からは豊富な遺物が出土している。

2.遺物
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当該遺構からは広口壷 (660)、 甕C(662～666)等が出土 している。

660は広口壺である。日縁部は大 きく外反 している。頸部から体部には直線文を施文 し

ている。661は壷の頸部である。広口壺Alの ものであると考えられる。体部から顎部に

かけては緩やかに接続 している。外面には直線文を施文する。

662～ 666は奏 Cである。662は口縁端部が月巴厚 し断面はシャープな三角形を呈する。663

～666は いずれも顎部のしまりがなく、釣鐘形の体部を持つと考えられる。口縁端部は、

下方向にほとんど拡張せず、肥厚する程度である。663・ 666イま外面に斜め方向のミガキ、

内面に横方向のミガキを施す。6641ま外面に斜め方向のハケを施 した後、横方向のミガキ

を施 している。665は 頸部が緩やかに外反する。外面には斜め方向のミガキを施す。

以上の土器は、Ⅲ-1様式に位置づけられる。

〔S K21〕 (第 174・ 176・ 204・ 205図、図版73・ 98・ 100)

1.遺構

I― d8区 に位置する土坑で、検出面の標高は118.60mで ある。平面形は円形を呈して

おり、直径は1.32m、 深さは0,15mであった。掘形は浅く、椀形に掘られていた。S15

により被壊されていた。弥生時代に形成された遺物包含層下で検出され、弥生時代中期の

竪穴住居であるS15に より破壊されていることから、弥生時代の遺構であるといえる。

2.遺物

当該遺構からは広口壺 A(667)、 石鏃 (785)、 石錐 (789)が出上 している。

667は広口董Aである。下方に拡張 した口縁端部は大 きく開く。口縁端部外面には焦状

文手法の斜列点文を施文 し、口縁端部下端には刻目を施す。

“

7

S K21・ 22・ 24～26出土土器

-222-

66か

0                                     20cm

671



785は凸基有茎式の石鏃である。基部は久損 している。789は 石錐である。先端部は久損

している。両者ともサヌカイ ト製である。

(S K22〕 (第 174・ 176図 、図版74)

1.遺構

H― d3区 とH― e3区にまたがって位置する土坑で、検出面の標高は120.60mで ある。

平面形は不正形を呈しており、長軸は1,77m、 短軸1.33m、 深さは0.18mで あった。MT

15型式の須恵器が出土していることから、当該遺構は、古墳時代後期のものといえる。

2.遺物

671は須恵器の郭身である。内面にはスタンプ文が残る。M T15型式に位置づけられる。

〔S K23〕 (第 174図 )

H一 d3区 とH一 e3区 にまたがって位置する土坑で、検出面の標高は120,80mで ある。

平面形は不正形を呈しており、長軸は2.91m、 短軸は1.51m、 深さは0。 19mであった。遺

物は出土していない。弥生時代に形成された遺物包含層下で検出されたことから、弥生時

代の遺構であるといえる。

〔S K24〕 (第 174・ 176・ 204図、図版74・ 98)

1.遺構

H― b4区 とH― c4区にまたがって位置する土坑で、検出面の標高は120.60mで ある。

平面形は方形を呈しており、長軸は2.85m、 短軸は2.15m、 深さは0,14mで あった。底部

は平坦で、直径0,3m前後のピットが 4箇所穿たれていた。埋上の特徴が、周囲にある弥

生時代の遺構埋土と同じ特徴を有しており、弥生土器が出土していることから、当該遺構

も弥生時代の遺構と判断できる。

2.遺物

当該遺構からは鉢A(669)、 高杯A(670)、 石鏃 (783)が出土している。

669は把手付の鉢Aである。底部は久損しているが、鉢部は内湾しながら開く。把手を

器壁に貼り付けて接合している。外面には極めて細かい列点文を施文し、口縁端部内外面

には刻目を加える。

670は高杯Aである。 S K25か ら出上した破片と接合した。杯部は底部から屈曲して口

縁部が直線的に立ち上がる形態である。口縁部外面に凹線文を施文している。

783は サヌカイト製の有茎式石鏃である。

当該遺構から出上した遺物はⅣ様式に位置づけられる。
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〔S K25〕 (第 174。 176図 、図版74)

H― b4区に位置する土坑で、検出面の標高は121.60mで ある。平面形は円形を呈して

おり、直径0。 37m、 深さは0.2mで あった。埋上の特徴が、周囲にある弥生時代の遺構埋

土と同じ特徴を有しており、当該遺構も弥生時代の遺構と判断できる。弥生土器が出土し

ており、 S K24出土土器と接合できた。

〔S K26〕 (第 174・ 176図 、図版74)

1.遺構

H― b4区に位置する土坑で、検出面の標高は121.70mで ある。平面形は円形を呈して

おり、直径0。 38m、 深さは0。 15mであった。遺物は出土しなかったが、埋上の特徴が、周

囲にある弥生時代の遺構埋土と同じ特徴を有しており、弥生土器が出土していることから

当該遺構も弥生時代の遺構と判断できる。

2.遺物

当該遺構からは広口壷Bl(668)が出土している。口縁端部の上方向に拡張した部分

は欠損している。口縁端部外面には黛状文を施した後に、円形浮文を貼り付けている。顕

部には、幅が狭 く間隔の比較的広い簾状文と、直線文を施文する。

〔S K27〕 (第 177図 )

H― a4区 に位置する土坑で、検出面の標高は122.05mで ある。平面形は精円形を呈し

ており、長軸は0.51m、 短軸は0。 4m、 深さは0.19mで あった。弥生土器の小片が出土し

ているが図化できなかった。埋上の特徴が、周囲にある弥生時代の遺構埋土と同じ特徴を

有しており、当該遺構も弥生時代の遺構と判断できる。

〔S K28〕 (第 177図 )

H一 a4区 に位置する土坑で、検出面の標高は122.20mで ある。平面形は楕円形を呈し

ており、長軸は0.61m、 短軸0.5m、 深さは0.25mで あった。掘形底面は椀形を呈してい

る。弥生土器が出土しているが図化できなかった。埋土は2層 からなる。埋上の特徴が、

周囲にある弥生時代の遺構埋土と同じ特徴を有しており、当該遺構も弥生時代の遺構と判

断できる。

〔S K29〕 (第 177図 )

H― a4区からH一a5区 にまたがって位置する土坑で、検出面の標高は122.32mであ

る。平面形は楕円形を呈しており、長軸は0,91m、 短軸0。 65m、 深さは0。 31mであった。

掘形法面は急な勾配を持っており、底部は平坦であった。弥生土器が出土しているが図化
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できなかった。埋上の特徴が、周囲にある弥生時代の遺構埋土と同じ特徴を有しており、

当該遺構も弥生時代の遺構と判断できる。

〔S K30〕 (第 177図 )

H一 a5区に位置する土坑で、検出面の標高は122.26mで ある。平面形は方形を呈して

おり、長軸は0.55m、 短軸は0.4m、 深さは0.32mであった。掘形法面は急な勾配を持っ

ており、底部は比較的平坦であった。遺物は出土しなかったが、埋土の特徴が、周囲にあ

る弥生時代の遺構坦土と同じ特徴を有しており、当該遺構も弥生時代の遺構と判断できる。

〔S K31〕 (第 177図 )

H一 f6区に位置する土坑で、検出面の標高は120。 79mである。平面形は楕円形を呈し

ており、長軸は0.62m、 短軸は0,46m、 深さは0.28mであった。掘形法面は急な勾配をも

っており、底部は比較的平坦であった。遺物は出土しなかったが、埋上の特徴が、周囲に

ある弥生時代の遺構埋土と同じ特徴を有しており、当該遺構も弥生時代の遺構と判断でき

る。

〔S K32〕 (第 177図 )

H一 f6区 に位置する土坑で、検出面の標高は120。 76mである。平面形は円形を呈して

おり、直径は0,65m、 深さは0,34mであった。掘形法面は急な勾配を持っており、底部は

起伏が認められた。S116に関する土坑もしくはピットである。遺物は出土しなかったが、

埋上の特徴が、周囲にある弥生時代の遺構埋土と同じ特徴を有しており、当該遺構も弥生

時代の遺構と判断できる。

〔S K33〕 (第 178。 179図、図版74)

1.遺構

H一 e4区からH一 f4区にまたがって位置する土坑で、検出面の標高は120,40～

120.70mで ある。平面形は不正形を呈している。土坑は調査区外へさらに伸びていたこと

から、全体の大きさは不明である。長軸は6mを超える大きなものである。S D12が埋没

した後、穿たれている。古墳時代の遺物と弥生時代の遺物が出土しているが、弥生時代の

ものについて、本来S D12も しくは、周囲の包含層に本来的に含まれていたものが、当該

土坑の埋没過程で混入したのであろう。
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第179図  S K33出土土器

2.遺物

当該遺構からは広口壺D(672)、 細頸壷 (673)、 V様式の甕 (674)、 蛸壼 (675)、 須恵

器杯身 (676～ 678)が出土 している。

672は広口壷 Dである。口縁端部を上下方向に拡張 し、口縁端部外面には波状文、内面

には列点文を施文 している。頸部タト面には粗いハケを施す。673は細頸壺である。顕部は

わずかに内湾 し、日縁端部は内側に大きく肥厚する。外面には幅が狭 く間隔の長い焦状文

を施文 している。以上の弥生土器はⅣ様式に位置づけられる。

674は V様式の甕である。外面には右上が りのタタキを施 している。V様式に位置づけ

られる。

675は 蛸壷である。

676～ 678は須恵器杯身である。6761よ 底部にヘラ記号を刻んでいる。T K209型式である。

678は大きく焼けひずんでいる。677・ 678と もT K10型式に位置づけられる。

当該遺構出土遺物は、弥生時代中期から古墳時代後期まで幅広い時期のものである。

〔S K34〕 (第 177・ 180。 206図、図版75。 103)

1。 遺構

H― d5区に位置する土坑で、検出面の標高は121.50mである。平面形は円形を呈して

おり、長軸は1.6m、 短軸1.48m、 深さは0.55mで あった。掘形法面は急な勾配を持って

おり、底部は比較的平坦であった。埋土は3層 から構成され、ほぼ水平に堆積していた。
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る。

685は広口壷Blである。日縁部外面には、間隔の短い焦状文を施文 した後、刺突文を

巡らす。682は壷の底部である。外面には細かいハケを施 した後、縦方向のミガキを施す。

680、 681は甕Aである。両者とも頚部が くの字状に屈曲し、口縁端部は面を持つ。680は

口縁端部上面を窪ませている。

683は 甕 Bである。口縁端部を上方向に拡張 し、口縁端部外面には凹線を施 している。

686は甕 Cである。口縁端部は肥厚 し断面三角形を呈する。外面には縦方向のミガキ、内

面には横方向のミガキを施す。687・ 688は 甕Dである。687の外面には縦方向の粗いハケ

を施 している。688は 、顕部が鋭い稜を持って屈曲し、上下に拡張 した口縁端部外面は強

くナデて窪ませている。687に比べて薄手でシヤープなつ くりである。内外面にやや粗い

ハケを施 している。679は甕の蓋である。外面には板ナデを施す。

S D14を 破壊 してつ くられている。

2.遺物

当該遺構からは、広口重 Bl(685)、

(686)、 諄蓋D(687・ 688)、 鉢A(684)、

684は 鉢Aである。鉢部は内湾しながら開

く形態を呈する。口縁部には2条の凹線を

施す。689。 6901よ、大型の鉢Bである。689

は口縁端部が肥厚 し、断面が三角形を呈す

る。690は前者よりも口縁端部の拡張が進ん

でいるが、日縁端部は体部に密着していな

い。両者ともに、口縁端部と体部に幅が狭

く間隔の短い集状文を施文している。日縁

端部外面には繁状文を施文した後、刺突を

加える。

798は砂岩製の叩石である。使用痕はほと

んど観察できない。

当該遺構から出上した遺物は、Ⅳ様式に
~

位置づけられる。

〔S K35〕 (第 177。 181。 182・ 205図、図版

75。 99)

1.遺構

H一 c5区に位置する土坑で、検出面の

蓋 (679)、 望豊A(680'681)、 望豊B(683)、 望豊C

鉢 B(689。 690)、 叩石 (798)等が出土 してい

X=-173.647

第131図  S K35遺物出土状況図 (1/30)

-230-



m

692                   卜司
「

¬F¬F¬F¬

「

~~~~~~~~引 トーーーーーーーーーーーーーーーーーー■

第182図  S K35出土土器

標高は121.74mで ある。平面形は楕円形を呈 してお り、長軸は2.64m、 短軸は1.35m、 深

さは0.51mであった。 S D14を 破壊 してつ くられている。埋上には、直径 10～ 15cmの礫と

弥生土器が多 く含まれていた。

2.遺物

当該遺構か らは甕 A(691・ 692)、 高杯 A(693)、 削器 (793)等が出土 して

ヤヽる。

691・ 692は 奏Aである。691は 顎部が くの字状に屈曲する。外面には細かいハケを施す。

692は 頸部が緩やかに外反する。外面は粗いハケの上から幅の広いミガキを施 している。

693は高杯の杯部から脚部にかけての破片である。脚柱部上部は中実である。杯部は直線

的に開く。杯部底部から脚部外面は縦方向のミガキを施 し、杯部内面は放射状のハケの上

から横方向のミガキを施 している。杯部内面には煤力彰貯着 している。694・ 695は高杯の裾

部である。裾部は湾曲しながら広が り、端部が肥厚する。タト面にはハケを施す。

793は サヌカイ ト製の削器である。一部に自然面を残す。

当該遺構出上の遺物はⅢ様式からⅣ様式に位置づけられる。

〔S K36〕 (第 177・ 183図、図版75・ 80)

1.遺構

H― c5区からH― d5区 にまたがって位置する土坑で、検出面の標高は121.55mであ

る。平面形は不正形を呈している。弥生土器が出土しており、埋上の特徴から、弥生時代

の遺構であるといえる。

2.遺物

当該遺構からは、広口壼A(696～ 698)、 広口重 B2(699)、 甕 C(700)、 高杯 B(701)

等が出土 している。

696。 697は小型の広口重Aである。日縁端部を下方向に拡張 し、口縁端部と頸部に簾状

文を施文 している。697は、口縁部内側に円形浮文を貼 り付ける。698は広口壼Aである。
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第183図  S K36出土土器

口縁端部と顕部にはやや幅の狭い簾状文を施文する。699は広口壺B2である。口縁端部

上端を欠損 している。口縁端部には間隔の長い集状文を、頸部には直線文を施文 してい

る。

700は甕 Cである。口縁端部は肥厚 して、断面はシヤープな三角形を呈する。外面には

斜め方向のミガキ、内面には横方向のミガキを施 している。702は甕の底部である。外面

には縦方向のミガキを施 している。底部には穿孔 している。

701は高杯 Bである。口縁端部を下方向に長 く拡張する。水平に伸びた口縁部の上面に

は縦方向にミガキを施 している。703は高杯の裾部である。端部を上方向に拡張している。

外面には細かいハケを施 している。

当該遺構から出上 した遺物は、Ⅳ-1～ 2様式に位置づけられる。

〔S K37〕 (第 184・ 185。 204図 、図版75。 98)

1.遺構

H一 c5区 に位置する土坑で、検出面の標高は121,77mで ある。平面形は不正形を呈 し

てお り、長軸は0.64m、 短軸は0.51m、 深さは0。 12mであった。埋上の特徴が、周囲にあ

る弥生時代の遺構埋土と同じ特徴を有 してお り、弥生土器が出土 していることから当該遺

構 も弥生時代の遺構 と判断できる。

2.遺物

当該遺構からは高杯△ (711)、 石鏃 (784)が出上 している。

711は高杯Aである。杯部は底部から屈曲して口縁部まで直立する形態である。口縁部

と屈曲部にはヘラ状工具による刻目を施 している。

784はサヌカイ ト製の凸基式石鏃である。基部と先端を欠損 している。
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〔S K38〕 (第 184・ 185図 、図版75)

1.遺構

H一 b5区からH― c5区 にかけて位置する土坑で、検出面の標高は121.86mである。

大部分は調査区外に位置しているため、平面形や大きさは不明である。埋土は、周囲にあ

る弥生時代の遺構埋土と同じ特徴を有しており、当該遺構も弥生時代の遺構と判断でき

る。

2.遺物

当該遺構からは甕A(708)が出上 した。頸部はくの字状に屈曲し、日縁部は短 く外反

している。

〔S K39〕 (第 184図 )

H― c6区に位置する土坑で、検出面の標高は121.75mである。平面形は不正形を呈し

ており、長軸は1,01m、 短軸は0.82mであった。浅く皿状を呈している。北側の肩部は近

世の井戸の掘形によって破壊されている。弥生土器が出土しているが図化できなかった。

埋土は、周囲にある弥生時代の遺構埋土と同じ特徴を有しており、当該遺構も弥生時代の

遺構と判断できる。

〔S K40〕 (第 184・ 185図、図版75)

1.遺構

H一 c6区に位置する土坑で、検出面の標高は122.00mで ある。平面形は隅九方形を呈

0

ρ
Ｈ
＼
Ц
～
Ⅵ
朋
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してお り、短軸は1.82m、 深さは0.05mで あった。浅 く、底部は平坦であ り、直径0.3m

前後のピットが 5箇所認められた。弥生土器が出土 してお り、坦土は、周囲にある弥生時

代の遺構埋土と同じ特徴を有 してお り、当該遺構 も弥生時代の遺構と判断できる。

2.遺物

当該遺構からは無頚壼 (706)が出上 している。

段にわたってヘラ状工具による刻目を施 している。

状文を施文 している。

〔S K41〕 (第 184。 185図、図版75)

1.遺構

口縁端部は段状に肥厚 し、外面には 2

体部には幅が広 く間隔の極めて短い焦

H― c6区 に位置する土坑で、検出面の標高は122.00mで ある。平面形は精円形を呈 し

てお り、長軸は1.29m以上、短軸は1.02m、 深さは0。 32mであった。掘形法面は急な勾配

を持ってお り、底部は比較的平坦であった。南側の肩は、現代の攪乱によって一部破壊 さ

れていた。埋土は、周囲にある弥生時代の遺構埋土と同じ特徴を有 してお り、弥生土器が

出土 していることから弥生時代の遺構 といえる。

2.遺物

当該遺構からは広口壺A(704)が出土 している。口縁端部を下方向に拡張 している。

口縁端部には斜格子文を施文した後、その上から円形浮文を貼 り付けている。1594は壼の

体部から頸部である。外面に縦方向のハケを施 し、顕部にはヘラ状工具による押圧を加え

ている。

〔S K42〕 (第 184図 )

H一 d7区 に位置する土坑で、検出面の標高は121.73mで ある。平面形は楕円形を呈し

ており、長軸は0,7m、 短軸は0.4m、 深さは0.38mであった。掘形は深く、掘形法面は急

な勾配を持って掘られていた。埋上の特徴から、弥生時代の遺構である可能性が指摘でき

る。弥生土器が出上しているが図化できなかった。

〔S K43〕 (第 184・ 185図、図版75)

1.遺構

H一 a7区に位置する土坑で、検出面の標高は122.85～ 122.90mで ある。平面形は楕円

形を呈しており、長軸は1.02m、 短軸は0.57m、 深さは0。 18mであった。掘形法面は深 く、

掘形は急な勾配を持って掘られていた。弥生土器が出土しており、埋上の特徴は、周囲に

ある弥生時代の遺構埋土と同じ特徴を有しており、当該遺構も弥生時代の遺構と判断できる。
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2.遺物

当該遺構からは水差 (705)が出上している。把手は挿入法で体部に接合している。把

手の根元にはミガキを施す。顎部には列点文と簾状文を施文している。

〔S K44〕 (第 184・ 185図 、図版75)

1.遺構

H― a8区からH一 b8区にまたがって位置する土坑で、検出面の標高は122.70mであ

る。平面形は楕円形を呈しており、長軸は0.76m、 短軸は0.49m、 深さは0.13mであった。

掘形は浅く、皿状に掘られていた。埋土は、周囲にある弥生時代の遺構埋土と同じ特徴を

有しており、当該遺構も弥生時代の遺構と判断できる。

2.遺物

当該遺構からは甕A(709)が出上している。顎部は、くの字状に屈曲し、日縁端部を

九くおさめる。外面には細かいミガキを施している。

〔S K45〕 (第 184図 )

G― h6区からG一 i6区にまたがって位置する土坑で、検出面の標高は123,35mであ

る。当該遺構の一部は調査区外にあるものの、平面形は楕円形を呈しており、長軸は1.29

m以上、短軸は0.83m、 深さは0.45mであった。遺物は出上しなかったが、埋上が、周囲

にある弥生時代の遺構埋土と同じ特徴を有しており、当該遺構も弥生時代の遺構と判断で

きる。遺物は出土していない。

〔S K46〕 (第 186図 )

H― j9区 に位置する土坑で、検出面の標高は119.67mで ある。平面形は円形を呈して

おり、長軸は0.6m、 短軸は0.55m、 深さは0,06～ 0。 19mであった。弥生土器が出上して

いるが図化できなかった。埋土は3層からなる。埋土は、周囲にある弥生時代の遺構埋土

と同じ特徴を有しており、当該遺構も弥生時代の遺構と判断できる。

〔S K47〕 (第 185。 186図 、図版75)

1.遺構

H― e7区に位置する土坑で、検出面の標高は121.10mで ある。平面形は方形を呈して

おり、長軸は0.54m、 短軸は0.46m、 深さは0.18mであった。掘形法面は急な勾配を持っ

て掘られており、底部は比較的平坦であった。埋上の特徴から、弥生時代の遺構である可

能性が指摘できる。
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2.遺物

当該遺構からは甕A(708)が出土している。顕部は逆 L字状に屈曲する。体部外面に

はケズリを施した後、顎部付近に横方向のミガキを施している。

〔S K48〕 (第 185。 186図、図版75)

1.遺構

H― e7区に位置する土坑で、検出面の標高は北側121.24m、 南側121.08mで ある。平

面形は不正形を呈しており、長軸は1,74m、 短軸は0.82m、 深さは0.llmであった。埋土

の特徴から、弥生時代の遺構である可能性が指摘できる。

2。 遺物

当該遺構からは甕の底部 (710)が出土している。外面と底部には細かいミガキを施す。

〔S K49〕 (第 186図)                                  ,
H― g10区に位置する土坑で、検出面の標高は120.60mで ある。平面形は不正形を呈し

ており、長軸は0。 92m、 短軸は0。 49m、 深さは0。 22mであった。弥生土器が出上している

が図化できなかった。埋上の特徴から、殊生時代の遺構である可能性が指摘できる。

〔S K50〕 (第 186図 )

H― g10区に位置する土坑で、検出面の標高は120.60mで ある。平面形は隅九方形を呈

しており、長軸は0,73m、 短軸は0.66m、 深さは0.18mであった。比較的浅い皿状の断面

を呈している。弥生土器が出上しているが細片のため図化できなかった。埋上の特徴から

弥生時代のものと考えられる。

〔S K51〕 (第 186図 )

H一 f9区からH一 f10区 にかけて位置する土坑で、検出面の標高は121.08mで ある。

当該遺構は、調査区外へさらに伸びており、平面形は不正形を呈しており、長軸は1,78m

以上、短軸は1.25m以上、深さは0.2mで あった。遺物は出土しなかったが、埋上が、周

囲にある弥生時代の遺構埋土と同じ特徴を有しており、当該遺構も弥生時代の遺構と判断

できる。

〔S K52〕 (第 186・ 187。 204・ 205図、図版76。 99・ 100)

1.遺構

H― f10区 に位置する土坑で、検出面の標高は121.Hmである。平面形は楕円形を呈し

ており、長軸は1,84m、 短軸は1.61m、 深さは0,42mであった。掘形法面は急な勾配を持
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第187図  S K52出土土器

って掘られており、底部には比較的起伏が多 く認められた。

2.遺物

当該遺構からは広口壺 A(712)、 奏A(713・ 714・ 716～ 718)、 高杯 A(719)、 石鏃

(788)、 石錐 (791)等が出上 している。

712は広口壷Aである。頸部は外反 し、口縁部は水平に伸びる。口縁端部はわずかに下

方向に拡張する。頸部内面には指押さえ痕が顕著である。

713・ 714・ 716～ 718は甕Aである。713は 頸部にしまりがなく、口縁部は短 く外反する。

外面にはケズリを施す。714・ 716～ 718は 頸部が くの字状に屈曲する。714は、外面はやや

粗いハケを施 した後、頸部付近にはケズリを施 している。715は奏の底部である。内外面

にナデを施す。

719は高杯Aである。杯部は椀状である。外面には直線文を、口縁端部上面には波状文

を施文 している。

788は 凸基式石鏃(791は石錐である。両者とも先端を欠損 している。サヌカイト製であ

る。

当該遺構出上の遺物はⅢ-1様式に位置づけられる。

〔S K53〕 (第 186図 )

H― f10区 に位置する土坑で、検出面の標高は121.1lmで ある。当該遺構は、攪乱によ

って、大部分が破壊されていおり、平面形・規模ともに不明である。遺物は出土しなかっ
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たが、埋上の特徴が、周囲にある弥生時代の遺構埋土

と同じ特徴を有 しており、当該遺構 も弥生時代の遺構

と判断できる。

下
~~可~~~儡

ュ
0                 10cm

〔S K54〕 (第 186。 188図、図版76)

1.遺構                        第188図  S K54・ 55出土土器

H一 f10区 に位置する土坑で、検出面の標高は121.30mで ある。当該遺構は、攪乱によ

って、大部分が破壊されており、平面形・規模ともに不明である。出上した遺物から弥生

時代のものと考えられる。

2.遺物

当該遺構からは甕A(721)が出土した。口縁部のみの細片である。頚部は逆L字状に

屈曲する。

〔S K55〕 (第 186。 188,204図、図版76・ 99)

1.遺構

H一 e10区 とH― f10区 にまたがって位置する土坑で、検出面の標高は121.30mで ある。

溝状に細長い平面形態を呈しており、長軸2.58m、 短軸0.42mである。弥生土器が出土し

ており、埋上が周囲にある弥生時代の遺構埋土と同じ特徴を有しており、当該遺構も弥生

時代の遺構と判断できる。

2.遺物

当該遺構からは甕A(720)、 石鏃 (786)が出上している。

720は奏Aである。頸部はくの字状に屈曲している。タト面には細かいハケを施す。

786はサヌカイト製の石鏃である。基部を欠損している。

〔S K56〕 (第 189～ 193図、図版36・ 76・ 77。 78)

1.遺構

H一 e10区 とH― f10区 にまたがって位置する土坑で、検出面の標高は東側121.50m、

西側約121.40mで ある。平面形は不正形を呈しており、長軸は2.42m、 短軸は1.54m、 深

さは0.52mであった。掘形法面は急な勾配を持って掘られており、底部は比較的平坦であ

った。埋土は4層 からなり、最下層である④層及び、この上層に堆積する③層には、大量

の遺物が含まれていた。また、遺物は細片となった状態で、南西部隅からかたまって出土

しており、南西方向から投棄された状況で出上している。出土した遺物から弥生時代のも

のと考えられる。

《
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0              1m

第190図  S K56遺物出土状況図 (1/30)

2.遺物

723・ 724は広口重Aである。723は 口縁端部を下外方向に拡張 している。口縁端部には

直線文を施文 し、端部下端には刻目を加えている。724は体部から頸部、口縁部まで緩や

かに接続する特異な形態を持つ。口縁端部は垂直方向へ拡張 している。口縁端部には集状

文を施文 し、端部下端には刻目を加える。頸部には直線文と簾状文を施文 している。

725～ 727は広口壷Blである。ともに口縁端部に幅の狭い間隔の長い簾状文を施文 して

いる。725の上方向に拡張 した口縁端部は直立する。下方向への拡張は小さい。口縁端部

には集状文の施文の後、刺突を加え、顎部には直線文と集状文を施文 している。726は上

下に拡張 した口縁端部が内傾する。口縁端部には焦状文、頸部には直線文を施文 している。

727は 上方向に拡張 した口縁端部は直立気味で、端部上端は内側に肥厚する。728は 広口壼

B2である。口縁部は欠損 している以外はほぼ完形に復元できた。体部は最大径を中ほど

に持つ。受け口状口縁の屈曲部には刻目を施す。頚部から体部には直線文を施文 している。

722は 広口壷 Cである。口縁部は水平に伸びて、端部をわずかに上方向に拡張 している。

729は壷の体部から頸部である。体部は九味を持つ。頸部は、わずかに開きながら直線的

に立ち上がる。体部上半部から顎部には、直線文 と幅が狭 く間隔の長い簾状文を施文 し、

文様間には暗文状のミガキを施 している。734は壼の底部である。外面には縦方向のミガ

キを密に施 し、内面はハケの後ナデを施 している。

730～ 732・ 735～ 739・ 741～ 745は 甕Aである。顎部が緩やかに外反するもの (730。

731・ 732・ 735・ 736・ 741・ 745)と 、 くの字状に屈曲するもの (737・ 738,739,742～

744)がある。730は 、外面にミガキを施す。731,732は 内外面に細かいハケを施 した後 ミ

ガキを施 している。735'736は 頸部が緩やかに外反 し、口縁端部にやや広い面をもつ。

741は口縁端部が凹線状に窪む。737・ 738,739・ 742～ 744は、頚部が くの字状に屈曲する。
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第192図  S K56出土土器②
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第193図  S K56出土土静Э   ｀

737は 内外面に細かいハケの後、ミガキを施している。7381ま摩滅が激しいが内面に指押さ

え痕が残る。7421ま外面に幅の広いミガキを施す。7431よ外面が赤変している。744は 口縁

端部が肥厚する。内外面に密にミガキを施している。7391ま 、口縁端部を上方向に拡張し

ている。内面に細かいハケ、外面にはナデを施す。745は大型の甕Aである。外面には斜

め方向のミガキ、内面には粗いハケを施す。口縁部の一部に組孔を穿つ。740は奏Bであ

り、外面にやや太いミガキの上から、細いミガキを施し、内面には粗いハケの上から、細

かいハケを施している。

749は大型の鉢である。日縁端部は内側に肥厚する。口縁部外面には突帯を2条貼り付
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け、刻目を加えている。体部には簾状文、直線文、斜格子文、波状文を施文する。

750は高杯Aである。口縁部は直立する。外面には扇状文と焦状文を施文している。

746～ 748は高杯の脚部である。いずれも脚柱部は中実

である。748は外面に放射状のハケを施 している。

当該遺構出上の遺物はⅢ-1～ 2様式に位置づけられ

る。

〔S K57〕 (第 189。 194図 、図版78)

1.遺構

H― f10区に位置する土坑で、検出面の標高は121.08

mである。攪乱によって中央部が破壊されているが、平

面形は隅九方形を呈 してお り、長軸は2.08m、 深 さは 第194図  S K57・ 53出土土器

0.5mで あった。比較的深い掘形を有 してお り、底部は椀状を呈 している。埋上の特徴が、

周囲にある弥生時代の遺構埋土と同様の特徴を有 してお り、当該遺構 も弥生時代の遺構 と

判断できる。

2.遺物

当該遺構からは奏B(751)が出土 している。顎部が くの字状に屈曲し、日縁端部はわ

ずかに拡張する。内外面に細かい斜め方向のハケを施す。

〔S K58〕 (第 189・ 194・ 204図 、図版78・ 98)

1.遺構

H― f10区 に位置する土坑で、検出面の標高は約121.10mで ある。平面形は不正形を呈

してお り、長軸は1.29m、 短軸は0。 88m、 深さは0.28mであった。弥生土器が出上 してい

る。出土 した遺物から弥生時代のものと考えられる。

2.遺物

当該遺構からは奏A(752)、 石鏃 (787)等が出土している。

752は甕Aである。頸部が緩やかに外反する。外面に縦方向のミガキ、内面には細かい

ハケを施 している。753は三の底部である。外面には横方向のミガキを密に施 し、内面 に

は細かいハケを施 している。

787はサヌカイ ト製の凸基式石鏃である。先端を欠損 している。

当該遺構からは、時期を決定する器種が少ないが、土器はⅢ様式からⅣ様式に位置づけ

られる。
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〔S K59〕 (第 189。 204図、図版98)

1.遺構

H― f10区 とM― fl区 にまたがって位置する土坑で、検出面の標高は121.20mである。

平面形は隅丸方形を呈しており、長軸は1.89m、 短軸は1.53m、 深さは0,3mであった。

埋土には直径が10cm～ 30cmの礫が多く含まれていた。埋土の特徴が、周囲にある弥生時代

の遺構埋土と同じ特徴を有しており、当該遺構も弥生時代の遺構と判断できる。

2.遺物

782はサヌカイト製の凸基式石鏃である。基部を欠損している。

〔S K60〕 (第 189。 195図、図版78)

1.遺構

M― el区 に位置する土坑で、検出面の標高は121.51mで ある。平面形は楕円形を呈し

ており、長軸は0,67m、 短軸は0。 51m、 深さは0,36mであった。掘形は比較的深く、底部

は起伏が認められた。弥生土器が出土しており、埋上の特徴が、周囲にある弥生時代の遺

構埋土と同じ特徴を有していることから、当該遺構も弥生時代の遺構と判断できる。

2.遺物

当該遺構からは広口壼E(755)、 甕A(758,759)等が出土している。いずれも細片で

ある。

755は広口壷 Eである。口縁端部を上下に拡張している。口縁端部外面には、上方向に

口縁端部を拡張した際の粘土接合痕が残る。

758・ 759は甕Aである。758は頸部が緩やかに外反する。顎部内面には横方向のミガキ

を密に施す。759は、頚部が稜を持って屈曲し、口縁部は短く外反する。外面には縦方向

湘

第195図  S K60。 62出土土器
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のミガキを施す。757は奏の底部である。外面には縦方向のミガキを密に施す。

当該遺構出土遺物は、Ⅲ様式からⅣ様式に位置づけられる。

〔S K61〕 (第 189図 )

H― d8区からH― d9区にまたがって位置する土坑で、検出面の標高は北側121,96m、

南側121.89mで ある。平面形は精円形を呈しており、長軸は1,73m、 短軸は1.34m、 深さ

は0.22mであつた。掘形は比較的浅く、皿状を呈している。遺物は出土しなかったが、埋

上の特徴が、周囲にある弥生時代の遺構埋土と同じ特徴を有しており、当該遺構も弥生時

代の遺構と判断できる。

〔S K62〕 (第 189。 195図、図版78)

1.遺構

H一 d9区に位置する土坑で、検出面の標高は122.00mで ある。平面形は楕円形を呈し

ており、長軸は1.45m、 短軸は1,09m、 深さは0,19mであった。掘形は比較的浅 く、皿状

を呈している。弥生土器が出土しており、埋土の特徴から、弥生時代の遺構である。

2。 遺物

当該遺構からは広口壺A(754)、 甕A(756)が出上している。

754は広口壺Aであり、口縁端部を下方向にほとんど拡張せず、肥厚する程度である。

口縁端部外面には間隔の長い焦状文を施し、端部下端には刻目を加える。口縁部内部には

円形浮文を貼り付けている。

756は 甕Aである。頸部は、くの字状に屈曲する。外面は頸部までミガキを施している。

当該遺構出土遺物は、754の 特徴からⅢ-1様式に位置づけられる。

〔S K63〕 (第 189図 )

H― c9区からH― d9区 にまたがって位置する土坑で、検出面の標高は121.90～

122.00mで ある。平面形は楕円形を呈しており、長軸は2.54m、 短軸は0。 93～ 1.46m、 深

さは0.31mであった。NRlに よって南半部が破壊されている。掘形は比較的浅 く、皿状

を呈している。埋上の特徴から、弥生時代の遺構である可能性が指摘できる。

遺物は出土していない。

〔S K64〕 (第 189図 )

H一 c9区に位置する土坑で、検出面の標高は122.00mである。平面形は不正形を呈し

ており、長軸は1,45m、 短軸は0,89m以上、深さは0.21mであつた。NRlに よって南半

部が破壊されている。掘形は比較的浅く、皿状を呈している。弥生土器が出土しているが
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図化できなかった。出上した遺物から弥生

時代のものと考えられる。

〔S K65〕 (第 196。 197図、図版78)

1.遺構

H― e10区に位置する土坑で、検出面の

標高は121.96mで ある。平面形は楕円形を

呈しており、長軸は0.62m、 短軸は0,37m、

深さは0.23mであった。比較的深く掘られ

ており、掘形法面は急な勾配を持っていた。

ら弥生時代のものと考えられる。
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第196図  S K65・ 68出土土器

底部は比較的平坦であった。出土 した遺物か

2.遺物

当該遺構からは広口壷C(760)等が出土した。他に弥生土器の細片が出上したが図化

できなかった。

760は口縁部が水平に伸び、口縁端部を上方向に拡張する。端部外面には波状文、内面

には列点文を施文している。

〔S K66〕 (第 197図 )

M一 dl区に位置する土坑で、検出面の標高は121.84mで ある。平面形は隅丸方形を呈

しており、長軸は0。 7m、 短軸は0.64m、 深さは0.04mであった。弥生土器が出上してい

るが図化できなかった。出土した遺物から弥生時代のものと考えられる。

〔S K67〕 (第 197図 )

M一el区に位置する土坑で、検出面の標高は121.88mで ある。平面形は楕円形を呈し

ており、長軸は8.8m、 短軸は5。 lm、 深さは0,25mであった。掘形は椀形に掘られている。

弥生土器が出土しているが図化できなかった。出土した遺物から弥生時代のものと考えら

″tる 。

〔S K68〕 (第 196・ 197図 )

1.遺構

H一 b9区 に位置する土坑で、検出面の標高は122.56mで ある。平面形は円形を呈して

おり、長軸は0,58m、 短軸は0。 55m、 深さは0。 lmであった。掘形は椀形に掘られている。

出上した遺物や埋上の特徴から弥生時代のものと考えられる。
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2.遺物

当該遺構からは無顎壼 (761)が出上した。口縁部外面には凹線文を施文している。

〔S K69〕 (第 197図 )

L― j2区 とM― a2区にまたがって位置する土坑で、検出面の標高は122.62mである。

西半部は破壊を受けている。平面形は楕円形を呈しており、長軸は1.29m以上、短軸は

1.09m、 深さは0,lmで あった。遺物は出土していない。

〔S K70〕 (第 197。 198図 、図版79)

1.遺構

L― g2区 に位置する土坑で、検出面の標高は123.75mで ある。平面形は楕円形を呈し

ており、直径は0,35m、 深さは0.2mで あった。掘形は椀形に掘られている。遺物は瓦器

功が出上している。

2.遺物

当該遺構からは瓦器婉 (764)が出上した。内タト面の摩滅が激しく調整は観察できなか

った。

12世紀ごろの所産であると考えられる。

〔S K71〕 (第 197・ 198図、図版79)

1.遺物

L一 g2区 に位置する土坑で、検出面の標高は124.00～ 123,90mで ある。平面形は楕円

形を呈しており、長軸は0,89m、 短軸は0.69m、 深さは0。 22mであった。掘形は椀形に掘

られている。古墳時代後期の遺構である。 くミミここ【::::]::::::テ 子́42
2.遺物

763は須恵器蓋杯の杯身である。飛蔦 I式 に位置づけられ

る。

〔S K72〕 (第 197・ 198図 、図版79)

1.遺構

L― g2区 に位置する土坑で、検出面の標高は123.66mで あ

る。平面形は楕円形を呈しており、長軸は0。 72m、 短軸は0.51

m、 深さは0。 lmであった。掘形は浅く皿状を呈している。遺

物は黒色土器婉・土師皿が出上している。

0                 1ocm

第198図  S K70～72出土土器
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2,遺物

762は 土師皿である。705は 黒色土器坑である。外面に横方向のミガキを密に施 してい

る。

11世紀の所産であると考えられる。

〔S K73〕 (第 197図 )

L― i4区に位置する土坑で、検出面の標高は123.00mで ある。平面形は楕円形を呈し

ており、長軸は1.06m、 短軸は0。 92m、 深さは0.17mであった。掘形は浅く皿状を呈して

いる。埋上の特徴から、弥生時代の遺構と判断できる。遺物は出上していない。

〔S K74〕 (第 197図 )

L― i4区に位置する土坑で、検出面の標高は123.00mで ある。平面形は楕円形を呈し

ており、長軸は0,7m、 短軸0.4m、 深さは0,1lmであった。埋上の特徴から、弥生時代の

遺構と判断できる。遺物は出土していない。

〔S K75〕 (第 197図 )

L一 i4区に位置する土坑である。検出面の標高は122.77mで ある。平面形は不正形を

呈しており、長軸は0。 9m以上、短軸は0.6m程度と思われ、深さは0,4mであつた。SI

28に西半部を破壊されている。遺物は出上していないが、埋上の特徴や、弥生時代の竪穴

住居によって破壊を受けていること等から、当該遺構も弥生時代の遺構といえる。遺物は

出上していない。

0                                     20cln

第199図  S K76出 土土器

象
多
0

塊
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〔S K76〕 (第 197・ 199図、図版79)

1.遺構

B― d9区 とB― d10区にまたがって位置する土坑で、検出面の標高は123.50mで ある。

平面形は円形を呈しており、直径は0.4m、 深さは0.15mであった。

2.遺物

当該遺構からはV様式系甕 (766・ 767)が出上している。

両者とも体部最大径を中位に持ち、外面に右上がりのタタキを施している。766は円板

充填法により底部を上げ底に仕上げている。頸部はくの字状に屈曲し、日縁端部は九くお

さめる。767は前者に比べて細かいタタキを施している。

ともにV様式末～庄内期に位置づけられる。

〔S K77〕 (第 197・ 200図 、図版79)

1.遺構

G― g4区 に位置する土坑で、検出面の標高は123.89mで ある。隅九方形を呈しており、

長軸は1.45m、 短軸は1.13mで 深さは0.68mであった。掘形法面は急な勾配を持って、比

較的深く掘られており、底部は平坦であった。土師質の皿が出土しており、中世の遺物と

いえる。

2.遺物

768～ 776は土師皿である。16世紀から17世紀ごろの所産と考えられる。

〔S K78〕 (第 197・ 200図 、図版80)

1.遺構

7側

69 74

密

0                                     20cm
|

く〔【:こ::::::[:::::ニララィ子,0 5

771 76

|

詠   779

72 くぐ=司~下
ル7η

第200図  S K77～ 79出土土器

0       1    10cln
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③10YR 4/2灰 黄褐色 シルト～微砂
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① 25Y5/1黄 灰色 細砂混じリシルト
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/
/

縄 釣

① 25Y4/1責 灰色 シルトヽ 細砂
(25Y3/1黒褐色 ンルト～細砂を含む)

① 25Y4れ 黄灰色 シルト～細砂
(25Y3/1黒褐色 シルト～組砂を含む)

O  ② iOYR 4/1鴇 r/t色  粗砂混じり細砂

第201図  S K79～ 82・ 85平面図・土層断面図 (1/60)

G一 f4区に位置する土坑で、検出面の標高は124。 20mである。隅丸方形を呈 してお り、

長軸は0.84m、 短軸は0.44mで深さは0.34mであった。掘形法面は急な勾配を持って、比

較的深 く掘 られており、底部は平坦であった。

2.遺物

777は 須恵器は蓋杯の杯身である。T K209型式に位置づけられ、古墳時代後期の所産で

ある。

〔S K79〕 (第 200・ 201図、図版80)

1.遺構

I― a8区 とI― b8区にまたがって位置する土坑で、検出面の標高は118.63mで ある。

隅九方形を呈しており、長軸は1.66m、 短軸は1.44mで深さは0.07mであった。浅い土坑

である。当該土坑埋没後にS K14～ 16が掘られていた。弥生時代の遺物包含層下で検出で

きたことから、弥生時代の遺構といえる。
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2.遺物

当該遺構からは高杯A(778)、 鉢B(779)が出土 した。

778の杯部は口縁部が低部から屈曲して直立する。口縁部外面にヘラ状工具による刻目

を綾杉状に施 している。

779は大型の鉢 Bである。日縁端部は低 く段状に肥厚する。体部には間隔の短い集状文

と波状文を施文 している。

〔S K80〕 (第 201図 )

M一 el区に位置する土坑で、検出面の標高は121,92mで ある。平面形は楕円形を呈し

ており、長軸は0。 79m、 短軸は0。 49m、 深さは0。 14mであった。埋上の特徴から、弥生時

代の遺構と判断できる。弥生土器が出上しているが図化できなかった。

〔S K81〕 (第201。 202図 、図版80)

1.遺構

H― f2区に位置する土坑で、検出面の標高は119,91mで ある。平面形は楕円形を呈し

ており、長軸は2.00m、 短軸は0.59m、 深さは0,04mであった。弥生土器が出土している

ことから、弥生時代の遺構であるといえる。

2.遺物

781は細頚壼の肩部から頸部であると考えられる。方形周溝墓群出上の破片と接合した。

外面には、幅がやや広く間隔が比較的短い簾状文を施文している。

〔S K82〕 (第201・ 205図、図版100)

1.遺構

H― h9区 に位置する土坑で、検出面の標高

は120.32mで ある。平面形は楕円形を呈 してお

り、長軸は0.51m、 短軸は0,35m、 深さは0,19

mであった。埋上の特徴から、弥生時代の遺構

である可能性が指摘できる。

2.遺物

792は 、サヌカイ ト製の石匙である。把手の

一部を欠損 している。
0                                     20cm

第202図  S K81・ 34出土土器
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第203図  S K83・ 84・ 86平面図・土層断面図 (1/160)

〔S K83〕 (第203・ 205図、図版98)

1.遺構

H― d6区 とH― d7区にまたがって位置する土坑で、検出面の標高は121.60mで ある。

調査区外へと続いており、全体の規模や形態は不明であるが一辺は、7.3mあ り、深さは

0,37mであった。出土遺物から弥生時代のものといえる。

2.遺物

795は 石器の未製品である。自然面が残る。サヌカイト製である。

〔S K84〕 (第202・ 203図、図版80)

と,遺構

H― d6区に位置する土坑で、検出面の標高は121.60mで ある。調査区外へと続いてお

り、全体の規模や形態は不明である。検出した限りでは、深さは、0,24mであった。

弥生土器が出上している。このようなことから、弥生時代の遺構である可能性が指摘で

きる。
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2.遺物

当該遺構からは広口壺Bl(780)が出上 している。上下に拡張 した口縁部は、やや内

傾 している。口縁端部外面には列点文と扇状文を施す。

〔S K85〕 (第201図 )

H― c5区に位置する土坑で、検出面の標高は121.70mで ある。平面形は楕円形を呈し

ており、長軸は1,67m以上、短軸は0,74m、 深さは0。 22mあ った。埋土の特徴が弥生時代

の遺構埋上に近似しており、弥生時代の遺構である可能性が指摘できる。遺物は出土しな

かった。

〔S K86〕 (第203・ 205図、図版100)

1.遺構

H― c5区 に位置する土坑で、検出面の標高は121.80mである。調査区外へと続いて

おり、全体の規模や形態は不明である。深さは、0。 23mあ った。埋土の特徴から、弥生時

代の遺構である可能性が指摘できる。

2.遺物

当該遺構からは石錐 (790)が出土している。サヌカイト製である。先端を欠損してい

る。
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0                                   1oclll

0                        10cm



0                                     20cm

第207図  SK出土石器④
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第208図  SK出土石器⑥
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(5) 遺物出土ピット

本節では、遺物が出上 したピットの報告を行う。遺物の図面については、土器 。石器と

もに一括 して図示 している。

〔SPl〕 (第209。 211図、図版80)

I― b8区に位置するピットで、検出面の標高は118.55mで ある。平面形は精円形を呈

しており、長軸は0。 45m、 短軸は0.3m、 深さは0.14mで あった。遺物は、弥生土器董、

甕の砕片が出土した。この内、806が図化できた。奏☆であり、外面はミガキ調整、内面

はハケ調整が認められた。

〔SP2〕 (第209。 211図 、図版80)

H― e3区に位置するピットで、検出面の標高は120.80mで ある。平面形は円形を呈し

ており、直径は0.35m、 深さは0.2mであった。遺物は、広口壷A(804)が出土している。

口縁端部に集状文を施文している。

〔SP3〕 (第209。 211図、図版80)

H一 d4区に位置するピットで、検出面の標高は120。 95mである。平面形は円形を呈し

ており、長軸は0.42m、 短軸は0,33m、 深さは0.1lmであった。遺物は、807が図化でき

た。奏Aであり、外面はミガキ調整が認められた。

〔SP4〕 (第 209図 )

H― d4区に位置するピットで、検出面の標高は121.00mで ある。平面形は円形を呈し

ており、長軸は0.59m、 短軸は0.47m、 深さは0.18mであった。弥生土器が出上している

が、図化できなかった。

〔SP5〕 (第 209図 )

H― a5区に位置するピットで、検出面の標高は122.30mで ある。平面形は楕円形を呈

しており、長軸は0。 48m、 短軸は0.43m、 深さは0.37mであつた。弥生土器が出土してい

るが、図化できなかった。

〔SP6〕 (第209図 )

H一 a5区に位置するピットで、検出面の標高は122.25mで ある。平面形は隅九方形を

呈しており、長軸は0.55m、 短軸は0。 48m、 深さは0。 45mであつた。弥生土器が出土して

いるが、図化できなかった。
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① 10YR 6/2灰黄褐色 細砂混じリシルト
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二        二曖望∝nb a           121.30m b

① 2.5Y4/2暗 仄i

(炭化物を含む
粗砂混じリシルト

第210図  S P12～ 18平面図・土層断面図 (1/20)

〔SP7〕 (第 209図 )

H一 a5区に位置するピットで、検出面の標高は122.25mで ある。平面形は円形を呈し

ており、長軸は0。 28m、 短軸は0。 23mで ある。深さは0.16mで あった。SP6の、東半部

を破壊している。弥生土器が出上しているが、図化できなかった。

〔SP8〕 (第 209図 )

G― i5区 に位置するピットで、検出面の標高は123.15mで ある。平面形は円形を呈し

ており、直径は0,14m、 深さは0.05mであった。弥生土器が出上しているが、図化できな

かった。

〔SP9〕 (第209・ 211図、図版80)

H― a8区 に位置するピットで、検出面の標高は122.75mで ある。平面形は円形を呈し

ており、長軸は0.48m、 短軸は0.43m、 深さは0.16mであった。遺物は、高杯B(810)

が出上している。日縁端部を下方向に若干拡張している。
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〔S P10〕 (第209・ 211図、図版80)

H一 i9区に位置するピットで、検出面の標高は119.67mで ある。平面形は円形を呈し

ており、長軸は0.49m、 短軸は0.33m、 深さは0.05mであった。遺物は、812が出上して

いる。高不Bであり、口縁端部は下方向に若干拡張している。

〔S Pll〕 (第209・ 211図、図版80)

H― i9区に位置するピットで、検出面の標高は119.60mで ある。平面形は円形を呈し

ており、長軸は0.25m、 短軸は0.26m、 深さは0.09mであった。遺物は、奏A(805)が

出上している。

〔S P12〕 (第210・ 211図、図版80)

H― j9区 に位置するピットで、検出面の標高は119.55mで ある。平面形は円形を呈し

ており、直径は0.22m、 深さは0。 1lmで あった。遺物は、甕A(808)が出土している。

Ａ
ＩＩＩ
＝
Ⅶ

出Ｐ

815⇔
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〔S P13〕 (第 210,211図 、図版98)

H― e9区に位置するピットで、検出面の標高は121.10mで ある。平面形は円形を呈 し

ており、長軸は0。 33m、 短軸は0.26m、 深さは0.16mであった。周囲には同様のピットが

集まっており、竪穴住居等が存在していた可能性がある。弥生土器が出土しているが、図

化できなかった。サヌカイト製の有茎式石鏃 (813)が出上した。

〔S P14〕 (第210。 211図、図版99)

H一 d9区 に位置するピットで、検出面の標高は122.00mで ある。平面形は円形を呈 し

ており、直径は0.16m、 深さは0,05mで あった。周囲には同様のピットが集まってお り、

竪穴住居等が存在していた可能性がある。弥生土器が出土しているが、図化できなかった。

サヌカイト製の平基式石鏃 (814)が出上した。

〔S P15〕 (第210。 211図、図版99)

H― c9区に位置するピットで、検出面の標高は122.00mで ある。平面形は円形を呈 し

ており、長軸は0.39m、 短軸は0。 32m、 深さは0,19mであった。周囲には同様のピットが

集まっており、竪穴住居等が存在していた可能性がある。弥生土器が出上しているが、図

化できなかった。サヌカイト製の凹基式石鏃 (815)が 出土した。

〔S P16〕 (第210・ 211図、図版80)

I― d7区 に位置するピットで、検出面の標高は118.50mで ある。平面形は円形を呈 し

ており、直径は0.24m、 深さは0.19mで あった。遺物は、811が出土している。高杯の脚

部である。

〔S P17〕 (第210,211図 、図版100)

H― c5区に位置するピットで、検出面の標高は121,70mで ある。平面形は円形を呈 し

ており、直径は0。 23m、 深さは0。 lmであった。弥生土器が出上しているが、図化できな

かつた。サヌカイト製の石錐 (816)が出上した。

〔S P18〕 (第210。 211図、図版80)

M― el区に位置するピットで、検出面の標高は121.85mで ある。平面形は円形を呈し

ており、長軸は0.3m、 短軸は0,27m、 深さは0.19mであった。遺物は、鉢B(809)が出

土している。口縁端部は肥厚し、列点文を施文しており、体部には波状文を施文してい

る。
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(6)方形周溝墓

〔SUl〕 (第 212～ 214図、図版40)

H一 el区 を中心に位置する方形周溝墓と考えられる遺構である。上部は大きく削平さ

れており、盛土は遺存していなかった。方形周溝墓ではなく、方形に巡る溝である可能性

も残されているが、同様の方形周溝墓と考えられる遺構が連接していることから、方形周

溝墓と考えた。規模は、南北8.6m以上、東西16.3mで あった。周溝は、SU2と 共有し

ており、幅 2～7.3mであった。検出面からの深さは東側で0,5～ 0.6m、 南側で0.2m、 西

側で0。 2mであった。

〔SU2〕 (第212～ 214図、図版40)

H― c2区 を中心に位置する方形周溝墓と考えられる遺構である。上部は大きく削平さ

れており、盛土は遺存していなかった。方形周溝墓ではなく、方形に巡る溝である可能性

も残されているが、同様の方形周溝墓と考えられる遺構が連接していることから、方形周

溝墓と考えた。規模は、南北 7m以上、東西11.lmであった。周溝は、幅4～7.lmであり、

検出面からの深さは、東側で0.2～ 0。 6m、 南狽1で0.4～ 0.5m、 西側で0.5～ 0.6mであっ

た。

〔SU3〕 (第 212～ 214図、図版40)

H― b3区 を中心に位置する方形周溝墓と考えられる遺構である。上部は大きく削平さ

れており、盛土は遺存していなかった。方形周溝墓ではなく、方形に巡る溝である可能性

も残されているが、同様の方形周溝墓と考えられる遺構が連接していることから、方形周

溝墓と考えた。規模は、南北 6m以上、東西13mであった。周溝は、幅 2～ 5.3mであり、

検出面からの深さは東側で0。 4m、 南側で0,3mで あった。

出土遺物

SUl～ SU3の周溝と考えられる溝からは、大量の土器と石器が出土している。各溝

は、連続していたため、ここで一括して報告する。遺物の取り上げは、第214図 に示した

各地区単位で行っているので、以下の報告も各地区ごとに行う。また、各遺物は、いずれ

も細かな破片となって、溝の埋土に混じった状態で出上している。なお、石器については、

最後に一括して図示している。

H― fl(第215図、図版81)

821は細顕壷である。ヘラ状工具による刻目と幅の広い簾状文を施文している。822は甕

Cである。口縁端部は下方向に拡張しており、外面には、刺突文を施文している。819は

高杯の脚部である。8201ま 須恵器蓋杯の蓋もしくは、短頚重の蓋である。
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第212図  方形周溝墓群平面図 (1/400)
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12115m di

10YR 3/4にぶい黄掲色 粗砂混じリシルト～微砂
25Y4/1黄灰色 シルト～微砂
2.5Y5/2暗 仄責色 シルト～微砂
25Y3/1黒褐色 ンルト～微砂
25Y4/1黄灰色 粗砂混じリシル ト～微砂
25Y6/3にぶい黄褐色 粗砂混じり細砂
25Y4/1黄灰色 シルト～微砂
10YR 6/2灰責褐色 粗砂混じリンルト
25Y4/1黄灰色 粗砂混じリシルト～微砂

2.5Y4/1黄 灰色 シルト～微砂
10YR 6/2灰黄掲色 粗砂混じり細砂
10YR 5/1褐灰色 細砂
10YR 6/1褐灰色 細砂

121.80m fi

③歩そ♂拶

`撃

趙為詠為籍倒ツPF犠誌椒鰐暑庭拿を書積?)

第213図 方形周溝墓群土層断面図 (1/100)

121.80m g

10YR 2/2黒褐色 粗砂～礫混じリシルト～細砂
2.5Y4/2灰 黄褐色 微砂～礫 (洪水などによる蓄積 ?)
10YR 2/1黒色 微砂～粗砂混じり微砂～シルト
2.5Y3/1黒 褐色 微砂～礫混じリンル ト～粗砂 (炭化物、土器片を多く含む)

2.5Y4/2暗 灰黄色 粗砂～礫混じリシルト～粗砂 (炭化物をやや含む)

2.5Y2/1黒 色 細砂～礫混じリシルト～微砂
25Y5/1黄灰色 細砂～礫混じリシルト～微砂

2.5Y3/1黒 褐色 微砂～礫混じリシルト～粗砂 (炭化物、土器片を多く含む)

25Y3/1黒褐色 細砂～礫混じリシルト～微砂 (災化物、土器片を多く含む)

25Y4/1黄灰色 微砂～礫混じリシルト～粗砂
2.5Y5/2暗灰責色 粗砂～礫混じリシルト～細砂

10YR 4/2仄責褐色 シルト～微砂 (5～ 10cm大 の礫を含む)

10YR 3/1黒褐色 細砂混じり微砂
75Y7/2灰 白色 シルト混じり微砂
10YR 3/2黒褐色 シルト混じり微砂
2.5Y4/1責 灰色 シルト～微砂
2.5GY 7/1明 オリーブ灰色 細砂混じリシルト
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第214図  方形周清墓群遺物出上位置図 (1/400)
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第216図 方形周溝墓群 (H一 f4)出土土器
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H― f2(第 215図、図版81)

817は広口壺Blである。日縁端部を上下方向に拡張 してお り、外面には、無状文、刺

突文を施文 している。8181ま甕Aである。日縁端部は九 くおさめてお り、外面はミガキで

仕上げている。

H― f4(第 216図、図版81)

823は、広口壷 Blの 口縁部である。口縁端部の上方向に対する下方向の拡張は、あま

り顕著ではない。825は 、甕Dである。外面はハケで仕上げている。826・ 827は奏の底部

である。828は 、奏の体部である。ハケを施 してお り、体部下半分にはハケの後、ミガキ

を加えている。甕 Dと 考えられる。824は、高杯の脚部である。外面はミガキで仕上げて

いる。830は、須恵器の蓋郭の身である。T K10型式のものと考えられる。8291よ 土師皿で

ある。

H一 e2(第 217図、図版81)

881・ 832は 、口縁部を下方向に拡張する広口壼Aである。83と は、摩滅が著 しいが、外

面には集状文を施文 している。832は 口縁端部を下方向に拡張 してお り、外面はミガキで

仕上げられてお り、施文はされていない。833は広口壷Blである。口縁端部には集状文

と刺突文、顎部にはミガキの後、直線文を施す。8371よ広口壷 Dであ り、口縁端部外面に

竹管文を施文 している。834・ 8351よ鉢 Bである。ともに口縁端部が肥厚 し、焦状文を施文

しているが、835は集状文施文後に、刺突文を施文 している。836イよ、高郭 Bである。口縁

0                                     20cm

く

二馨一
|

知 甚霜 】鬱鵠7

0        1   10cm

第217図  方形周清墓群 (H一 e2)出土土器
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部は水平に拡張した後、口縁端部を下方向に拡張している。

H一 e3(第218・ 231～ 233図、図版81・ 82・ 84・ 100～ 102)

840は、広口重Blである。口縁端部の上方向に対する下方向の拡張は、あまり顕著で

後ヽ
841

堅7 Ⅳ

‖鶴塩
O         1            locll

0                                     20cm

方形周溝墓群 (H一 e3)出土土器
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第218図



はない。口縁端部外面には、斜線文を施文 している。8411ま広口重 Eである。口縁端部外

面には波状文を内面には扇状文を施文 している。842・ 844は、奏Aである。外面はヘラミ

ガキで仕上げている。842は 甕Aで、口縁端部に刻目を加える。838は 、小型広口壺△であ

る。摩減が著 しいが、外面には簾状文を、内面には、円形浮文を施文 している。843は、

甕Bである。外面はハケで仕上げている。845～ 847は甕 Cであり、846・ 847は 、口縁端部

には刺突文を施文 している。848。 849は 甕Dである。850は 、鉢 Bである。口縁端部は低

く段状に肥厚 している。焦状文施文後に、棒状浮文を施文 している。851は鉢の脚部であ

る。852は高杯脚部の破片である。8531よ高杯の脚部である。端部を上方向に拡張 し、端部

上端の内外面には刻目を加える。854は 、絵画土器の破片である。1060は石庖丁である。

緑泥片岩製である。1055は 、サヌカイ ト製の石剣、1051は サヌカイト製の石鏃の未製品と

考えられる。855は布留式期 Iの 甕である。口縁端部は肥厚 し、内面はケズリを施 し、外

面は横ハケで仕上げている。856は 、須恵器蓋杯の蓋である。T K10型式に位置づけられ

る。

18V
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第219図 方形周溝墓群 (H一 d2)出土土器
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H― d2(第 219図、図版82)

858は 、広口壷である。口縁部は下方向に拡張 してお り、外面に凹線文を、内面に波状

文、列点文を施文する。859は広口壼Aも しくは細顕壼の体部である。最大径は、下半部

にあ り、上半部に比較的間隔が長 く、幅の狭い紫状文を施文する。857は細頸重である。

口縁部外面には、凹線文、円形浮文、直線文を施文する。860～ 862は、甕Cである。860

,862は、口縁端部外面には、刺突文を施文する。8631よ鉢の脚部であり、円形透を穿了しし

ている。864～ 866は高杯の脚部である。864・ 866は 、端部を上方向に拡張 し、ミガキで仕

上げている。

H― d3(第 220。 221・ 231・ 233図、図版83,99,100。 103)

867～872は広口壷Aである。867・ 870・ 8721よ外面に集状文を施 し、刺突文や刻目を施

文するが、868,869。 871は無文化の進んだものであ り、868・ 869は外面をミガキで仕上

げている。874・ 875は広口壺B2である。日縁部外面には、凹線文を施文する。873は広

口壺Blである。集状文と刻目を施文 している。879～881は広口壷 Cである。日縁端部を

上方向に若干拡張 し、外面を粗いハケで仕上げている。882も 広口重 Cであり、日縁端部

外面に集状文、内面に刻目を施文する。877は広口壺 Dである。口縁端部は、上下方向に

拡張 している。凹線文を回縁端部に施文 している。878も 広口壷 Dであり、外面はハケを

施 している。876は 細頸壼である。列点文、円形浮文を施文 している。

883は甕の蓋である。884～889は甕Aである。893～ 895は 、甕 Bである。口縁端部を上

方向に拡張 し、外面には凹線を施 している。体部外面は粗いハケで仕上げている。890～

892は、甕 Cである。896・ 897は 奏Dである。口縁端部は上下方向に拡張している。898は

鉢△である。凹線文を施文 している。8991ま 高杯 A、 902・ 903は高杯 Bである。905は 高杯

の脚部、901は鉢の脚部である。1052・ 1053はサヌカイ ト製の石錐である。1054は サヌカ

イ ト製の削器である。1062。 1063は 、砂岩製の叩石である。

H一 c3(第 222・ 232図 、図版 102)

907は奏Dである。908は 高杯Aである。椀形の杯部を有する。909は 高杯の脚部である。

1057は サヌカイ ト製の石剣の未製品である。

H― c4(第 222図 )

906は 高杯Aである。口縁部外面には凹線文を施文する。

H― b3(第 223～ 229。 231～ 233図 、図版84～ 88・ 98。 99。 101・ 103)

910～ 918、 923～ 931は 広口壷Aである。外面に集状文を施文するもの (916。 917。

926・ 929。 980)、 集状文に加えて刺突文を施文するもの(911,914・ 924・ 925・ 927・ 928)、
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第222図 方形周溝墓群 (H一 c3・ 4)出土土器

刺突文のみを施すもの (910・ 915)、 無文のもの (931,918・ 923)がある。9181まハケの

後、ミガキで仕上げている。また焦状文を施文する個体には、内面に円形浮文を施文する

もの (927～ 929)がある。

919～ 922は 、小型の広口壺Aである。外面に簾状文を施文する。また、919～ 9211よ 、口

縁部内面に円形浮文が施文されている。933～ 941は広口壷Blである。口縁端部に施文さ

れる文様にはいくつかのバリエーシヨンがあり、簾状文を施文するもの (941)、 焦状文と

刺突文を施文するもの (934・ 939・ 940)、 斜線文 と刺突文を施文するもの (935～ 938)、

斜線文のみを施文するもの (933)が ある。943・ 944は広口壼 Cである。943は、口縁端部

には凹線文を施文し、944は波状文を施文 している。顎部外面は粗いハケで調整している。

945。 946・ 953は広口壷Dである。942,947～ 952は 広口壷 Eである。口縁端部に施文され

る文様にはいくつかの組みあわせがあり、外面に波状文、内面に列点文を施文するもの

(948)、 外面に凹線文と円形浮文を施文するもの (942・ 951)、 外面に集状文 と円形浮文を

施文 しヽ内面に列点文を施文するもの (950。 952)がある。932は、口縁端部を下方向に

拡張するが、口縁端部には凹線文を施文 している。964は広口壷の顕部である。凹線文と

波状文を施文している。932・ 964は 、摂津からの搬入品である。954～ 956。 960は細頸壼

である。集状文、列点文、円形浮文を施文するもの (954～ 956)、 簾状文、凹線文を施文

するもの (960)がある。9631ま 壺の底部である。958、 959は 、水差の口縁部である。列点文

を施文している。961・ 962は蛸壷である。

965。 966は 、奏の蓋である。967～ 972は 甕Aである。外面はミガキで仕上げている。

973～ 977は 、甕Bである。973・ 974。 976は 、外面を粗いハケで仕上げている。978～

983・ 986は奏 Cである。980～ 983,986は 口縁端部外面に刺突文を施文 している。978・

979は 口縁端部が断面三角形を呈する。984。 985・ 987,988は奏Dである。985。 987は 、

外面は粗いハケで調整 している。985は口縁端部外面に凹線文を施文 している。

1001～ 1005は鉢Aである。1002は 凹線文・波状文、直線文を施文 し、1004は刻目を加える。

989～ 1000。 1010は鉢Bである。993は、口縁端部を、下方向に拡張 してお り、焦状文を

施文 している。989～ 992。 994～ 1000。 1010は、口縁端部が月巴厚する力S、 端部外面に施文

される文様にはバリエーシヨンがある。990～ 992,997・ 999・ 1010は集状文を施文 し、

989。 994・ 996。 998。 1000は ヘラ状工具による刻目を施す。
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第224図 方形同溝墓群 (H― b3)出土土器②
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第225図 方形周溝墓群 (H― b3)出土土器③

1011～ 1017は 、高郭Aである。1013～ 1015は 、屈曲する杯部を持ち、凹線文を施文する。

1016、 1017は直線的に開く杯部を有する。1018～ 1022は高杯 Bである。1018～ 1020は 口縁

部上面に斜格子状にミガキを施す。1023～ 1032は 高杯の脚部である。1007～ 1009は 鉢の脚

部である。円形透と凹線文を施文 している。1033は紡錘車である。1064は砂岩製の砥石で

ある。1058は緑泥片岩製の石庖丁である。1059は緑泥片岩製の柱状片刃石斧である。1049

はサヌカイ ト製の凹基式石鏃、1050は サヌカイ ト製の凸基式石鏃である。1056は サヌカイ

ト製の石剣の未製品である。

H― a3(第 229図 、図版88)

1034は 甕Cである。内外面ともにミガキで仕上げている。

H― a4(第 230図、図版88)

1035は広口壺Aである。外面に焦状文を施文するが、施文は波打ち、稚拙である。1036

は広口壷Blである。日縁端部外面には、斜線文と刺突文を施文する。1037・ 1038は広口

壼Eである。1037は集状文を施文 している。1038は 、日縁部外面に凹線文を、顎部には波

状文、直線文を施文する。1039は 広口重 Cである。1040は 、細頚壷の回縁部である。列点

文と円形浮文を施文 している。1041は甕 Cである。口縁端部外面には刺突文を施文する。

1042は 、甕Dである。口縁端部には凹線文を施文 し、内外面 ともに粗いハケで仕上げてい

る。1043・ 1044は 鉢Aである。ともに凹線文を施文 している。1045'1046は 鉢 Bである。

朋

0
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第230図

部は`汁

1045は 、口縁端部が肥厚し、ヘラ状工具による刻目を加える。体部には集状文を施文する。

1046は 、口縁端部を下方向に折 り曲げ、焦状文を施文する。1047。 1048は、鉢の脚部であ

る。1047は 、円形透を穿了とし、1048は 竹管文を施文する。

まとめ

方形周溝墓群から出土した土器は、竪穴住居群から出土した土器群とはやや異なる様本目

が認められる。特徴の 1つ として、広口壼Bに施文されている文様の違いが指摘できる。

広口壼Bには、斜線状文を施文するものが多いという点が指摘できる。また、 2つめとし

て広口壷C,DoEの 出上が多い点も指摘できる。

正 空 登 当 __仝 遵
f醒

0                                     20cm

方形周溝墓群 (H一 a4)出土土器
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(7)自然流路

〔NRl〕

1。 遺構 (第 234～236図、図版37・ 38)

調査区のほぼ中央にあり、東西方向に位置する流路である。流路の幅は5.3～ 14.4mで

あり、長さは85.2mに わたって検出されている。NRlは 、調査区中央を蛇行 してお り、

東から西へ向かって水流があつたようである。深さは、場所によって大きく異なるが、最

も深い場所で、遺構面から0.92mで底を検出した。

流路内堆積土は、粗砂・細砂・シル ト等を主体 としていた。底部の勾配もきつ く、粘

土・粘性上の堆積がみられなかったことから、長期間にわたって滞水 していた痕跡はみら

れなかった。土石流等によつて、一時期に形成されたものであろう。流路は、弥生時代の

遺構を破壊 して流れており、 S114、 S119は、約半分が流跡によつて削られている。ま

た、流路内堆積土から出上 した遺物で最 も新 しいものは、古代末期の遺物である。また、

堆積土上面には近世の遺構が形成されていた。このようなことから、当該遺構が形成され

たのは、古代である可能性が高いと思われる。この流路の形成に伴って狭 られた弥生時代

の遺物包含層及び地山は、段丘崖 1下の I一 a8区からH― j8区 にかけて堆積 していた。

堆積土より得 られた試料をもちいて、花粉分析を行っている。分析結果については第 3章

にまとめている。

2.出土遺物

NRlか らは、大量の上器や、石器 。木製品等が出上 している。NRlは 合計 9次にわ

たる調査を行っている。各調査区は、敷地単位で設定 したものであり、敷地によって、削

第234図  NRl平 面図

第 4調査区

第 1調査区

(1/600)
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①
②
③
④
　
⑤
⑥
⑦
　
③
③
　
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑩
⑫
　
⑬
⑩
　
⑩
　
②
②蜘

05Y4/1灰色 微砂～シルト
(5Y7/1灰 白色 細砂のブロックを含む)(2cm大 の礫を含む)

120,30m bi

① 10YR 7/1灰 白色 粗砂混じリシルト
② 10YR 5/1褐灰色 粗砂混じり細砂

(75GY 8/1明 緑灰色 ンルトのブロックを含む)

③ 75GY 8/1明 緑灰色 シルト
④ 25Y5/2暗灰責色 粗砂混じり細砂

⑩ Q99

■1==主
=11■

1:::IⅢⅢⅢ:li::=義ギミ慮くも⑪`
10YR 7/1灰 白色 微砂～シルト(訴生～中世の遺物を含
10YR 6/1褐灰色 微砂～シルト(弥生～中世の遺物を含
10YR 4/2灰黄褐色 微砂～ンルト(弥生～中世の遺物を
5Y7/3浅黄色 微砂～シルト
(10YR 6/1褐 灰色 微砂～シルトのブロックを含む)

10YR 4/1褐灰色 微砂～シルト(弥生～中世の遺物を含
10YR 3/1黒褐色 微砂～シルト(弥生～古墳時代の遺物
10YR 5/1褐灰色 微秒～シルト
(5G7/1明 緑灰色 シルトのブロックを多く含む)

10YR 6/2仄黄褐色 シルト～微砂 (鉄分の沈着あり)

10YR 5/2灰黄褐色 シルト～微砂
(10YR 3/1黒 褐色 ンルト～微砂を多く含む)

10YR 3/1黒褐色 シルト～微砂 (細砂を少量含む)

25Y6/2灰 責色 シルト
2.5Y7/2灰 黄色 細砂
2.5Y5/2暗 灰黄色 シルト～微砂
10YR 3/1黒褐色 シルト～微砂 (若干細砂を含む)(や や
2.5Y7/2灰 黄色 シルト

10YR 7/1灰白色 微砂～シルト(訴生～中世の遺物を含

2.5Y6/3に ぶい責色 ンルト～微砂
25Y3/1黒褐色 微砂～シルト(ややしまりが良い)

(25Y6/2仄 黄色 シルトのブロックを含む)

2.5Y6/3に ぶい責色 微砂～細砂
25Y3/1黒 褐色 微砂～シルト
(2.5Y6/2灰責色 シルトのブロックを含む)

2.5Y3/1黒 褐色 微砂～シルト
(2.5Y6/2灰責色 シルトのブロックを含む)

2.5Y4/1黄 灰色 微砂～シルト
2.5Y6/3に ぶい色 微砂～細砂
(25Y5/1責 灰色 シルト～微砂のプロックを含む)

① 10YR 5/2灰責褐色 シルト～微砂
(10Y6/6明 黄褐色 シルト～微砂を少量含む)

② 25Y4/2暗灰黄色 微砂～シルト
(25Y4/2暗 灰責色 微砂～細砂を若千含む)

③ 25Y6/3にぶい黄色 シルト～微砂

④

`iCX:だ

箔疫唐色微紗留ヲ影イ
トを含む)

(部分的に細秒～粗砂を含む)

⑤ 25Y4/2暗灰責色 微砂～シルト

⑥歩甲号/y族惹契夢ヨ細線聡亀縁砂
のブロックを多く合ω

⑦岳巧チ笑踏言綴ぁ埒ケ
シルトを含む)

③▼訂子,あ亀ピ糧上爺嘘含bl

S発手う跳 警)穂比↓ルト
① 10YR 3/1黒褐色 シルト～微砂

⑫夕尋も,`乳賦鳩轟争男赤鳴劾Pの
プロックを少量合n

3彙訂 Ⅷ 峰(ゝ
濫亀臭臨 を多く含n

⑮ 25Y6/2灰責色 細砂～粗砂
⑮2.5Y6/2灰 責色 細砂～粗砂

(25Y4/1責 灰色 微砂～シルトを少量含む)(5cm大 の礫を多く含む)

0                   5m

断面図① (1/120)
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① 10YR 5/2灰黄掲色 シルト～微砂
10YR 6/6明黄褐色 シルト～微砂
(細砂～粗砂を着干含む)

② 2.5Y4/1黄 灰色 シルト～微砂
(10YR 5/3に ぶい黄褐色 微砂～粗砂を合む)

③ 25Y6/3にぶい責色 シルト～微砂
(2.5Y4/2暗灰黄色 微砂～シルトを含む)

④ 10YR 6/2灰責褐色 ンルト～微砂
(25Y4/1黄灰色 シルト～微砂を含む)

⑤ 2.5Y4/2暗 灰黄色 微砂～シルト
(微砂～綱砂を着干含む)

⑥ 2.5Y4/1責 灰色 微砂～細砂
(細砂～粗砂を含む)

⑦ 2.5Y3/1黒 褐色 微砂～シルト
⑥ 5Y7/1灰 白色 細砂～粗砂(5～ 10cm程度の礫を多量に含む)

10YR 4/3に ぶい責褐色 粗砂～礫lFLじ り微砂～細砂(Fe 斑あり)

10YR 5/2灰黄褐色 微砂～礫混じリシルト～粗砂 (植物遺体を含む)

10YR 4/2灰黄褐色 粗砂～礫混じリシルト～細砂(Fe 斑あり)

⑥

2.5Y3/2黒 褐色 粗砂～礫混じリンルト～細砂
10YR 4/2灰黄褐色 粗砂～礫混じリシルト～粗砂
(植物遺体、20～ 30cm大の石を含む)

10YR 5/2灰黄褐色 微砂～礫 (10～ 30cm大の石を含む)

122.60m hI~①
10YR 4/3にぶい黄褐色 粗砂～礫混じり微砂～細砂(Fe 斑あり)

② 10YR 5/2灰黄褐色 微砂～礫混じリシルト～粗砂(植物遺体を含む)

⑦  8器 畳饒 躍 輻色 綴骸I鮨 し

'シ

好II盤 1鍵芦謎 わ
⑤ 25Y3/2黒褐色 粗砂～礫混じリシルト～細砂
⑥ 10YR 5/2灰責褐色 微砂～礫(10～20cm大の石を含む)

⑦ 25Y5/3黄褐色 粗砂～礫混じり微砂～細砂(地 山崩落土)

① 10YR 4/2灰黄褐色 粗砂～礫混じリシルト～粗砂
(植物遺体、20～ 30cm大の石を含む)

① 10YR 5/2灰責褐色 微砂～礫(10～ 20cm大の石を含む)

⑩ 2.5Y4/2暗 灰黄色 粗砂～礫混じリシルト～細砂(土器片を含む)

0                    5m

第236図  NRl断面図② (1/120)

平の度合いが異なっていた。ここでは、各調査区をNRl― 第 1調査区からNRl― 第 9

調査区と呼び各調査区ごとに遺物の説明を行う。なお、土器については、各調査区ごとに

図示しており、石器については、最後に一括して図示している。

NRl―第 1調査区 (第237～ 240・ 254。 255図、図版89・ 90。 99)

NRl― 第 1調査区では、最下層 (g④⑥・ h⑤⑥⑨⑩ oi①③⑩③⑤⑥層)・ 下層

(g③⑤・h③③④ oi④層)。 中層 (g②・h②・ i②層)。 上層 (g①・h①・ i①

層)の 4層 に分けて遺物の取り上げをおこなった。

最下層からは、弥生土器の甕A(1065。 1066)、 高杯 (1067～ 1069)、 土師器の甕 (1070)、

杯 (1071)、 須恵器の蓋杯の身 (1072・ 1074・ 1075)、 蓋杯の蓋 (1073)、 長頸壺 (1076)、

サヌカイト製の凸基式石鏃 (1183)が出土している。弥生土器は、Ⅲ様式からⅣ様式にか

けてのもので、石鏃も弥生時代のものである。土師器は、 7世紀代のもの (1070)と 、 8

世紀代のもの (1071)がある。須恵器は、T K216型 式のもの (1075)、 飛鳥 I～ Ⅱ式のも

む

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
③
③
⑩
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第238図  NRl― 第 1調査区下層出土土器
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第239図 NRl― 第 1調査区中層出土土器
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第240図  NRl― 第 1調査区上層出土土器

の (1072～ 1074、 1076)と がある。

下層からは、弥生土器の広口重A(1077・ 1078)、 甕C(1079。 1080)、 壷 (1084)、 須恵器

蓋杯の身 (1081)、 土師器の皿 (1082・ 1083)が 出土した。弥生土器は、Ⅲ様式からV様式

にかけてのもので、須恵器はT K10型式のもの、土師器は9世紀代のものである。

中層からは、弥生土器の広口壺A(1085)、 細頸重 (1086)、 甕A(1087)、 高郭 (1088)

が出土 している。これらは、Ⅲ様式からⅣ様式に位置づけられる。

〔
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上層からは、弥生土器の水差 (1089)、 甕D(1092)、 甕 C(1090。 1091)、 鉢A(1093)、

鉢 B(1094～ 1096)、 サヌカイト製の凸基式石鏃 (■ 86)、 サヌカイ ト製の削器 (1196)が

出上 している。弥生土器は、Ⅲ様式からⅣ様式に位置づけられる。

NRl― 第 2調査区 (第241・ 253・ 254図、図版90。 98。 10卜 103)

NRl― 第 2調査区では、下層 (e③～④層)。 上層 (e①～⑦層)の 2層 に分けて遺

物の取 り上げをおこなった。

下層からは、縄文土器の深鉢の細片 (1104)、 弥生土器高郭A(1097)、 須恵器蓋杯の蓋

(1098)、 緑泥片岩製の石斧 (1179)が出土 している。縄文土器は高山寺式であり、縄文時

代早期の所産である。弥生土器は、Ⅳ様式に位置づけられる。須恵器は飛鳥 I式に位置づ

けられる。

上層からは、弥生土器の細頸壷 (1099)、 高杯 (1102)、 土師器の高郭 (■ 01)、 須恵器

蓋不の蓋 (1100)、 土師質の上錘 (H03)、 緑泥片岩製の石庖丁の未製品 (1175)、 サヌカ

イ ト製の凸基式石鏃 (1180)が出上 した。弥生土器はⅣ様式に、須恵器はT K43型式に位

置づけられ、土師器は 5世紀から7世紀の所産である。

NRl― 第 3調査区 (第242・ 254・ 255図、図版90。 99・ 102)

NRl― 第 3調査区では、一括 して遺物を取 り上げている。弥生土器広口董A(H05)、

蓋 (1106)、 甕 C(1107)、 須恵器蓋杯の蓋 (1108～ 1110)、 身 (1111～ H15)、 黒色土器

(H17。 1118)、 縄文土器 (H19)、 サヌカイ ト製の有茎式石鏃 (1182)、 石剣 (H91)、 削

器 (H95。 1197)が出土 している。弥生土器は、Ⅳ様式のものである。土師器は 5世紀か

ら8世紀の所産であり、須恵器はT K15型式～飛′鳥I式のものである。縄文土器は後期か

ら晩期の所産である。

NRl― 第 4調査区 (第243・ 254図 、図版91・ 98)

1100

∩
日
Ｈ
Ч

◎
〔
―――Ｉ
Ｕ

①

一　

一

恥

Ｖ

1103

0

餞4      1104

|

10cln

0                  10cm

第241図  NRl― 第 2調査区出土土器
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第243図  NRl― 第 4調査区出土土器

NRl― 第 4調査区では、一括 して遺物を取 り上げている。弥生土器広口壺A(1120・

1121)、 細頸壷 (1122)、 鉢 B(1123)、 須恵器蓋杯の身 (1124)、 サヌカイト製の凸基式石

鏃 (1187・ 1189)が出土 している。弥生土器は、Ⅳ様式に、須恵器はT K209型式に位置

づけられる。

NRl― 第 5調査区 (第244・ 252。 254・ 255図、図版93・ 98・ 99。 103)

NRl―第 5調査区では、下層 (d④層)、 上層 (d①～③層)の 2層 に分けて遺物の

取り上げをおこなった。下層からは弥生土器の奏C(H26)、 鉢B(1127)、 サヌカイト製

ｎ

〃

〃

くくく二i::::::::::::[::::~「
:::::'''"子 124

削
ヽ
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第244図  NRl― 第 5調査区出土土器
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第245図  NRl― 第 6調査区出土土器

の凸基式石鏃 (1181)、 サヌカイト製の削器 (1197)、 サヌカイ ト製のナイフ型石器 (1198)、

上層からは、弥生土器の高杯A(1125)、 須恵器蓋イの杯身 (1128)が 出土 した。弥生土

器はⅣ様式に、須恵器はT K43型式に位置づけられる。

1路

0                                     20cm

NRl―第 6調査区 (第245。 253～ 255図、図版93・ 99～ 101・ 103)

NRl―第 6調査区では、下層 (c②層)。 上層 (c①⑨層)の 2層 に分けて遺物の取

り上げをおこなった。下層からは、弥生土器の鉢B(1129)、 高郭 (1131)、 土師器杯 (1132)、

須恵器蓋杯の身 (1133)、 緑泥片岩製の石庖丁 (1176)、 緑泥片岩製の砥石 (1177)、 サヌカ

イト製凸基式石鏃 (1184・ 1190)、 サヌカイト製の石錐 (1192)、 サヌカイト製の削器 (1194)

が出上している。弥生土器はⅣ様式、土師器は8世紀、須恵器はT K47型式に位置づけら

れる。上層からは、弥生土器の高杯 (1130)が出土している。Ⅲ～Ⅳ様式に相当する。

NRl― 第 7調査 区 (第 246・ 253・ 254図 、図版
frJ堅

>135

91・ 98・ 101)

NRl一 第 7調査区では、一括して遺物を取り

上げている。弥生土器広口重A(1134)、 須恵器

蓋杯の身 (1135)、 平瓶 (■ 36)、 短頸重 (1137)、

サヌカイト製の凸基式石鏃 (1188)、 緑泥片岩製

の石庖丁の未製品 (1178)等が出上している。弥

生土器はⅣ様式、須恵器はT K43型式である。
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第247図  NRl―第8調査区出土土器①

0                       10cm

NRl― 第 8調査区 (第 247～ 250図、図版91。 92)

NRl― 第 8調査区では、一括 して遺物を取 り上げている。当該地区からは、縄文土器、

弥生土器が豊富に出土 しており、若千の木器も出土 している。

1138～ 1144は高山寺式の押型文土器である。■45は弥生土器の広口壷である。1148～

1151は 、広口壷Aである。■46。 1147は広口壺Blである。1153は 蓋である。1152・ ■54

～l156は 、甕Aである。1158。 1162は 甕 Cである。1159～ ■61は甕Dである。1157は 大和

形奏である。1163～ 1166は鉢Bである。■67・ 1168は鉢Aである。1169・ ■70は高杯の脚

部である。■71は木製の椀である。l172は木器砧である。

出土 した弥生土器はⅡ様式からⅣ様式に位置づけられる。

NRl一 第 9調査区 (第251'254図 、図版93・ 98)

NRl― 第 9調査区では、一括 して遺物を取 り上げている。弥生土器広口壷A(■ 73)、

甕D(1174)、 サヌカイ ト製の有茎式石鏃 (■85)が出上 している。弥生土器はⅣ様式に

位置づけられる。

3.ま とめ

NRlは 、縄文時代から古代にかけての幅広い遺物が出土 した。流路が形成された時期

については、最下層から8世紀代の上器が出上していることから、この時期に形成された

可能性が高い。

含まれる遺物の時期には、いくつかのまとまりがある。最も古いものは旧石器時代のナ

イフ形石器、次いで縄文時代早期の高山寺式である。次に弥生時代中期のものがあり、続
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第249図  NRl―第 8調査区出土上器③

0                                        20cm

第250図  NRl― 第 3調査区出土木器

0                 10cln

第251図  NRl― 第 9調査区出土土器

いて 5世紀後半から6世紀前半のもの、 7世紀中葉のもの、 8世紀のものと続 く。このよ

うな遺物の様相は、当該遺跡周辺の集落の消長を反映していると考えることができる。

縄文土器については、一定量のものが出土 している。しかし、当該遺跡において、縄文

時代単純層の遺物包含層は検出しておらず、縄文時代の遺物のみで構成される遣構 もない。

ffうじ

つ

ｏ
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このようなことを勘案すると、流路のより上流に縄文時代の遺構が存在する地点があり、

流水によって運ばれた可能性がある。

一方で、出上した遺物の大部分は弥生時代の遺物で占められる。これらは、当該遺構が

弥生時代の集落の中心部を破壊して形成されたことによって、弥生時代の遺物包含層や遺

構埋上に含まれていた遺物が流出して混入

したものと考えられる。

6世紀以降の遺物についても、今回の調

査区からは遺構が検出されていないので、

より上流から流水によって運ばれてきたと

考えられる。当該遺構の下層は砂が堆積 し

ており、その後は、弥生時代の包含層に近

似した土質の層が堆積していた。このよう

なことから、当該流路には流水があったこ

とが推定できる。

0
0       3cm   彎

―第252図 NRI出土石器①
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第255図  NRl出土石器④
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(8)落ち込み

〔NVl〕 (第256・ 257図 、図版39,94・ 99。 103)

1.遺構

第 1章第 2節で、述べた調査区中央を南北に走る段丘崖 2を NVlと している。段丘崖

2下面から上面までの被高差は約0。 8～ lmあ り、主に黒褐色系のシル ト～粘土が堆積 し

ていた。堆積物からは土壌のサンプルを採取 し、花粉分析を行っている。分析結果につい

ては、第 3章 に記述 してる。

2.遺物

1201～ 1205は広口壷Aである。1203は比較的間隔の長い集状文と、直線文を施文する。

1202・ 1204は 、簾状文を施文 している。1205も 焦状文、直線文を施文し、口縁端部を下外

方向に若干拡張 している。1201は 無文化の進んだものである。外面はミガキで仕上げてい

る。

1206は、広口壺Blである。口縁端部外面には 2条の焦状文を施文する。

1207・ 1209は 、甕Aである。1209は外面を、縦方向のヘラミガキで仕上げている。1207

は口縁端部に刻目を加えてお り、 I～ Ⅱ様式に位置づけられる。

1208は甕 Cであるが、日縁端部を拡張せず、肥厚させる程度である。1210は 甕の底部で

ある。穿子とが行われている。

1214は高杯Aである。日縁端部には、刻目が施されている。1215～ 1217は 高杯の脚部で

ある。

1211～ 1213は 鉢 Bである。1212・ 1211は 口縁端部が肥厚する。1213は 口縁端部を下方向

に拡張し、体部には列点文を施文する。

1218は 手ずくね土器である。

1200は凝灰岩の破片である。

1199はサヌカイト製の削器である。

1219は 須恵器の蓋杯である。T K10型式のものである。

NVl出 土石器
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第 4節 近世の遺構 。遺物

(1)溝・石組暗渠

〔SDl〕 (第258図 )

H一 fl区からH一 e2区 にかけて位置する石組暗渠である。調査区の北隅に位置する。

SDlは、東西方向に15m直線的にのびた後、ほぼ直角に南方向に屈曲し、18m続いてい

る。南端は、肖J平によって破壊されているが、溝はさらに南方向にのび、SD3及び、S

D4に接続するものと考えられる。検出面の標高は、西端で119.80m、 屈曲部で119.92m、

南端でH9。 95mである。SDlは、SD2と交わっており、SD2に よって破壊されてい

る。幅は、0。 5～ 0,75mであり、深さは0,15mであった。溝の断面はU字形を呈している。

溝底部は平坦であり、20cm大の円石が充当されていた。円石は組まれているような状況は

見受けられなかった。

〔SD2〕 (第258図 )

H― f2区からH― f3区にかけて位置する石組暗渠である。調査区の北隅に位置する。

SD2は、直線的に5.5mの び、その後、 2方向に分岐する。分岐した 2本の暗渠のうち

西側のものは、3m直線的にのびていた。東側のものは5mほ どのびており、調査区外に

さらに続いていた。検出面の標高は、南の端で119.90m、 分岐点付近で119.80m、 北端部

で119.80mで あった。SD2の断面はU字形を呈している。溝底部はほぼ平坦であり、20

～30cm大の円石が両端に置かれ、その間に10cmの 円石が充当されていた。

〔SD3〕 (第258図 )

H一 f3区 に位置する石組暗渠である。調査区の北隅に位置する。南北方向に直線的に

のびており、幅0.6m、 長さ1.66mに わたり検出した、検出面の標高は119.90～ 120.00m

である。SD3の断面はU字形を呈している。溝底部はほlF平坦であった。10cm大の円石

が充当されていた。本来 SDl、 SD4と接続していたと考えられる。

〔SD4〕 (第258図 )

H― f4区からH一 g5区 にかけて位置する石紅暗渠である。石組暗渠は、南北方向に

直線的にのびている。検出面の標高は、北端部で、119.80m、 南端部で118.85mで あつた。

規模は幅0.44m、 深さ0。 16m、 長さ12.5mに わたり検出した。溝の断面はU字形を呈して

いる。溝底部はほぼ平坦であった。10cm大の円石が充当されていた。
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SDl

① 75YR 72明 褐灰色 粗砂混じリシルト
(75YR 7/8黄 橙色
シルト～微砂のブロックを含む)

d  
① 120.20mご

① 10Y5/1褐 灰色 粗砂混じり粘土
(75YR 7/8シ ル ト～微砂のブロックを含む)

(20蜘大の礫を含む)(暗渠)

① 120.00m」

SD2

① 75YR 7/2明褐灰色 粗砂混じリシルト
(75YR 7/8黄 橙色
シルト～微砂のブロックを含む)

① 25Y5/1黄灰色 粗砂混じり粘土

(10YR 8/6黄橙色
シル ト～微炒のプロック含む)

10Y5/1褐灰色 粗砂混 じり粘土
(75YR 7/8ン ル ト～微砂のブロックを含む)

(20m大の礫を含む)(暗渠)

f   ①  121.10mど~欝 ~

SD5

① 25Y5/1黄灰色 粗砂混じり粘土
(10YR 8/6黄橙色 シルト～微砂のプロック含む)

第258図 近世SDl～ 5平面図 (1/400)。 土層断面図 (1/80)
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〔SD5〕 (第 258図 )

H― dl区からH― e6区にかけて位置する石組暗渠である。溝は、東西方向に10m直

線的にのびた後、ほぼ直角に南方向に屈曲し、45m続いている。検出面の標高は西端部で

120.90m、 屈曲部で121.00m、 南端部で、120,90mで あつた。規模は幅0.5～ 0.8m、 深さ

は0,3mで あった。溝底部は平坦であり、20～ 30cm大 の円石を両端に配して、この間に10

cm大の円石を充当していた。SDlと一定の間隔を置いて、ほぼ並行につくられている。

〔SD6〕 (第 11図 )

H― i9区に位置する石組暗渠である。SD6は、南西から北東に直線的にのびている。

検出面の標高は南西端部で119.70m、 北東端部で■9,70mで あつた。規模は幅0.5～0,75

m、 深さ0.07m、 長さ7.4mに わたり検出した。溝の断面はU字形を呈している。溝底は

ほぼ平坦であった。北東端部でSD7と交わっており、SD7が当該遺構を破壊して作ら

れていた。10cm大の円石が充当されていた。

〔SD7〕 (第 11図 )

H― i9区に位置する石組暗渠である。SD7は、南北方向に直線的にのびている。検

出面の標高は北端部で、119.70m、 南端部でH9.80mで あった。規模は幅0.5～ 0。 6mで、

長さ6.54mに わたり検出した。溝の断面はU字形を呈している。10cm大の円石が充当され

ていた。溝底部はほぼ平坦であった。北部でSD6と交わっているが、SD7が SD6を

破壊してつくられていた。

〔SD8〕 (第 259図、図版41)

H― b3区に位置する石組暗渠である。SD8は、北西から南東に直線的にのびている。

検出面の標高は北西端部で121.80m、 南東端部で121.60mで ある。規模は幅0.5～ 0.64m、

長さ8.52mに わたり検出した。溝の断面はU形を呈している。溝底部はほぼ平坦であった。

10cm大の円石は南半分に充当されていた。SD9と交わっており、当該遺構がSD9を破

壊してつくられている。

〔SD9〕 (第 259図、図版41)

H一 b3区に位置する石組暗渠である。SD9は、北西から南束に直線的にのびている。

検出面の標高は北西端部で121.80m、 南東端部で121.50mで ある。直線的にのびている。規

模は幅0.5～ 0.63m、 深さ0.18m、 長さ3,9mに わたり検出した。溝の断面はU字形を呈して

いる。溝底はほぼ平坦であった。20～30cmの 円石が両側に配置され、間に10cm大の円石が充

当されていた。当該遺構は、SD8と 交わっているが、SD8に よって破壊されている。
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〔S D10〕 (第 259図、図版41)

H一 b4区に位置する石組暗渠である。S D10は、南北方向に直線的にのびている。南方

向にも北方向にも調査区外へ続いている。検出面の標高は北端部で121.70m、 南端部で

121,85mで ある。規模は幅0.5～0.6m、 深さ0.16m、 長さ9mにわたり検出した。S D10の

断面はU字形を呈している。溝底部はほぼ平坦であった。10cm大の石が充当されていた。

〔S Dll〕 (第 259図、図版41)

H― a4区からH― a5区にかけて位置する石組暗渠である。S Dllは 、南北方向に直

線的にのびている。検出面の標高は北端部で、122.00mである。規模は幅0.34m、 深さ

0.12m、 長さ10.68mに わたり検出した。 S Dllの断面はU字形を呈している。溝底部は

ほぼ平担であった。10cm大の石がまばらに充当されていた。

〔S D12〕 (第 259図 、図版41)

H― a4区からH― a5区にかけて位置する石組暗渠である。S D12は 、南北方向に直

線的にのびている。検出面の標高は北部で122.05mで あり、南部で122.06mで あった。規

模は幅0。 38m、 深さ0。 lm、 長さ5,Omにわたり検出した。S D12の 断面はU字形を呈して

いる。溝底部はほぼ平担であった。10～ 30cm大の石が充当されていた。

〔S D13〕 (第 259図、図版41)

H― a4区からH― a5区にかけて位置する石組暗渠である。S D13は 、南北方向に直

線的にのびている。検出面の標高は北端部で122.10m、 南端部で122.10mで ある。規模は

幅0,4～ 0.5m、 深さ0.08m、 長さ5。 52mに わたり検出した。S D13の 断面はU字形を呈し

ている。溝底部はほぼ平担であった。10cm大の石がまばらに充当されていた。

〔S D14〕 (第 259図、図版41)

H― b5区 に位置する石組暗渠である。S D14は 、東西方向にのびた後、直角に屈曲し

南北方向に直線的にのびている。検出面の標高は、西端部で122.00m、 屈曲部で122.04m、

南端部で122,00mで ある。S D14の 断面はU字形を呈している。溝底部はほぼ平坦であっ

た。10cm大の石が着干充当されていた。

〔S D15〕 (第 259図 、図版41)

H― a4区からH― a5区にかけて位置する溝である。S D15は 、南北方向に直線的に

のびている。検出面の標高は122.00mで ある。規模は幅0.5m、 深さ0.lm、 長さ13mに わ

たり検出した。溝の断面はU字形を呈している。溝底部はほぼ平担であった。10～ 30cm大

の石が充当されていた。
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① 25Y4/1責灰色 細砂～粗砂混じリシルト～細砂 ① 25Y4/1黄灰色 細砂～粗砂混じリンル ト～細砂

d

鵡
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① 10YR 7/1灰 白色 シルト～徹砂

第259図

123.00m dI 122.50m e f 122.50ni fI

① 10YR 7/1灰 白色 シルト～微砂      ①10YR 71灰 自色 シルト～微砂

近世 SD8～ 15平面図 (1/400)・ 土層断面図 (1/80)

-310-



〔S D16〕 (第 260図、図版41)

H― a7区に位置する石組暗渠である。S D16は 、南北方向に直線的にのびている。検

出面の標高は北端部で122.60m、 南端部で122.70mである。規模は幅0.5～ 0.8m、 深さ

0.25m、 長さ11.5mに わたり検出した。北端部は、撹乱によって破壊されている。溝底部

は、ほぼ平坦である。10cm～ 30cm大の石が充当されている場所があちた。

〔S D17〕 (第260・ 261図、図腺 1,94)

G― ,7区からH― a8区にかけて位置する石組暗渠である。S D16と 並行して南北方

向に直線的にのびている。検出面の標高は北端部で122.70m、 南端部で122.70mで ある。

規模は幅1.2～ 2,Om、 深さ0。 15～ 0。 20m、 長さ19.69mに わたり検出した。溝底部はほぼ

平坦であった。10c14～ 30clll大 の石が充当されていた。

S D17か らは、磁器が出土している。

1220は 、肥前系磁器の碗である。1221・ 1222。 1223は 、新生瀬戸の端反碗である。1224

は、産地不明磁器の広東碗である。1225・ 1226は 、新生瀬戸の碗蓋である。1227は 肥前系

磁器の半筒形の中碗である。1228は 、新生瀬戸の端反皿である。

各遺物は17世紀末から18世紀にかけてのものである。

〔S D18〕 (第 260図、図腺 2)

H― b9区 を中心に位置する石組暗渠である。S D18は 、東西方向に直線的にのびてい

る。検出面の標高は東端部で122.50m、 西端部で122.40mで ある。規模は幅0.5～ 1.26m、

深さ0。 15m、 長さ22.86mにわたり検出した。溝底部は、ほぼ平坦であった。10cm～ 30cm

大の石が充当されていた。

〔S D19〕 (第260図、図版42)

H― b9区 を中心に位置する石組暗渠である。S D19は 、東西方向に直線的にのびてい

る。検出面の標高は東端部で122.61m、 西端部で122.41mで ある。規模は幅0。 5～ 0,73m、

深さ0.2m、 長さ29.Omに わたり検出した。溝の断面はU字形を呈している。10cm～ 30cm

大の石が充当されている場所があつた。

〔S D20〕 (第260図 )

H― b9区を中心に位置する石組暗渠である。S D20は 、南北方向に直線的にのびた後、

直角に東方向に屈曲する。検出面の標高は、南端部で122.50m、 屈曲点付近で122.50m、

東端部で122.60mで ある。規模は幅0。 5～ 0。 73m、 深さ0.2m、 長さ8,79mに わたり検出し

た。溝の断面はU字形を呈している。10cm大の円石が、まばらに充当されていた。
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① 25Y5/2暗灰黄色 シルト～微砂 (10～ 20cmの礫を含む)
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二
畿彗∵

SD22
① 5Y4/2灰オリープ色 微砂～粗砂 (5～ 10cal大の石をやや含む)
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① 5Y3/2灰オリープ黒色 微砂～粗砂 (2～ 5cal大の石をやや含む)

3m

第260図 近世 S D16～ 22平面図 (1/600)。 上層断面図 (1/60)
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〔S D21〕 (第 260図 )

H― a9区からH― a10区 にかけて位置する石組暗渠である。S D21は 、南方向に直線

的にのびている。検出面の標高は南端部で122.50m、 北端部で122.50mで ある。規模は幅

0.5～ 0.65m、 深さ0。 1～ 0,2m、 長さ4.5mに わたり検出した。溝底部はほぼ平坦であった。

10cm大の石がまばらに充当されていた。

〔S D22〕 (第 260図 )

M― al区を中心として位置する石組暗渠である。S D22は 、東西方向に直線的にのび

ている。検出面の標高は122.50mで ある。調査では南半部が対象となった。長さ6.5mに

わたり検出した。溝底はほぼ平担であった。10cm大の石が充当されていた。

〔S D23〕 (第261・ 262図、図版42)

G― gl区を中心として位置する石組暗渠である。S D23は 、北西から南東に直線的に

のびている。検出面の標高は北西端部で122.90m、 南東端部で123.50mで ある。規模は、

幅0.8～ 0.9m、 長さ23.4mに わたり検出した。断面はU字形を呈している。溝底部は平担

であった。両側に20～ 30cm大の石を配置し、この間に10cm大の石を充当していた。

〔S D24〕 (第261・ 262図、図版42・ 94・ 95)

G― f2区 を中心として位置する石組暗渠である。S D24は 北から南に直線的にのびて

いる。検出面の標高は、北端部で123.50m、 南端部123.40mで ある。規模は幅0.6m、 深

さ0。 2～ 0.27m、 長さ9。 24mに わたり検出した。溝底部はほぼ平坦であった。両側に20～

30cm大の石を配置し、間に10cm大の石を充当していた。

溝内からは、近世陶磁器、胞烙、瓦が出上した。

1229は 、肥前系磁器の広東碗である。1230は 肥前系磁器の猪口である。1231は 巴文軒丸

瓦である。1232・ 1233は胞烙である。1234は 、堺橋鉢である。

〔S D25〕 (第262・ 263図 、図版42。 95)

G― hl区 を中心として位置する石組暗渠である。S D25は 、北東から南西に直線的に

のびている。検出面の標高は北東端部で122.70m、 南西端部で122.90mで あった。規模は

幅0.5～ 0.84m、 深さ0.2m、 長さ9,lmに わたり検出した。溝の断面はU字形を呈している。

溝底部は、ほぼ平坦であった。両狽1に 20～ 30cm大の石を配置し、間に10cm大の石を充当し

ていた。

S D25か らは、近世陶磁器が出土 した。

1235は 陶器の酒杯である。1236は 、産地不明磁器の碗である。1237は 、産地不明磁器の

碗蓋である。1238は 産地不明磁器の仏花瓶である。1239は 堺悟鉢である。1240は 、産地不
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明磁器の土瓶である。

〔S D26〕 (第262・ 263図、図版42・ 95)

G― gl区を中心として位置する石組暗渠である。 S D26は、南から北に直線的にのびて

いる。検出面の標高は北東端部で122.57m、 南西端部で122,91mで あった。規模は幅 1～ 1.3

m、 深さ0.4～ 0,54m、 長さ約16.Omに わたり検出した。溝の断面はU字形を呈している。

10cm大の石がまばらに充当されていた。

S D26か らは、近世陶磁器と瓦が出土 した。

1241は 、肥前系磁器の碗である。1243は 、九瓦である。1242は産地不明磁器の皿であ

る。

〔S D27〕 (第262図、図版42・ 43)

G― hl区を中心として位置する石組暗渠である。S D27は 、北から南に直線的にのび

ている。検出面の標高は北東端部で122.70m、 南西端部で123.00mであった。規模は幅0.8

～1.Om、 深さ0,lm、 長さ15.Omにわたり検出した。溝の断面はU字形を呈している。溝底

部はほぼ平坦であった。両側に20～30cm大の石を配置し、間に10cm大の石を充当していた。

〔S D28〕 (第 262図、図版42,43)

G― h2区 を中心として位置する石組暗渠である。S D28は 、東から西に直線的にのび

ている。検出面の標高は西端部で123.18m、 東端部で123.23mで あった。規模は幅0.4～

0,6m、 深さ0.12m、 長さ7mにわたり検出した。溝の断面はU字形を呈している。溝底

部はほぼ平坦であった。両側に20～ 30cln大の石を配置し、間に10cm大 の石を充当してい

た。

〔S D29〕 (第 262図、図版42・ 43)

G― h3区 を中心として位置する溝である。S D29は 、東から西に直線的にのびている。

検出面の標高は東端部で123.25m、 西端部で123.29mであった。規模は幅0,5～ 0.55m、

深さ0.05m、 長さ4mにわたり検出した。溝の断面はU字形を呈している。溝底部はほぼ

平坦であった。

〔S D30〕 (第262図 )

G一 f4区を中心として位置する石組暗渠である。S D30は 、北から西に直線的に逆 L

字状にのびている。検出面の標高は北東端部で123.63m、 南西端部で123.56mで あった。

規模は幅 2～ 0。 7m、 深さ0.65m、 長さ26mにわたり検出した。溝の断面はU字形を呈し

ている。部分的に、10clll大の円石を充当していた。
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〔S D31〕 (第263・ 264図、図版44・ 95)

G― f10区 を中心として位置する石組暗渠である。S D31は 、方形にめぐる。検出面の

標高は、122.90～ 123.30mで あった、規模は幅0,3～ 0.5m、 深さ0.2mで あった。溝底部

はほぼ平坦であらた。locm大の石が充当されていた。

溝内からは、近世陶磁器と瓦が出上した。

1244は、産地不明磁器の広東碗である。1245は 、肥前系陶磁器の広東碗である。12461ま

肥前系磁器の青磁染付の碗である。1247は 軒平瓦である。

1237

カ

イ

第263図 近世 S D25。 26・ 31出土遺物
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〔S D32〕 (第264図 )

L― h2区を中心として位置する石組暗渠である。S D32は 、北西から南東に直線的に

のびている。検出面の標高は北西端部で123.56m、 南東端部で123.61mで あった。規模は

幅0。 4～ 0.3m、 深さ0,lm、 長さ2.9mに わたり検出した。溝の断面はU字形を呈している。

溝底はほぼ平坦であった。両側に10cm大の円石が配置されて、その間にも5～ 8 cm大の石

が充当されていた。

〔S D33〕 (第264図 )

L― h3区 を中心として位置する石組暗渠である。溝は、北東から南西に逆 L字形を呈

している。検出面の標高は北東端部で123.52m、 南西端部で123.45mで あった。規模は幅

0.3～ 0。 7m、 深さ0.29m、 長さ5。 5mにわたり検出した。溝底はほぼ平坦であった。部分

的に、10cm大の円石が充当されていた。

〔S D34〕 (第 264図 、図版44・ 45)

L― j2区 を中心として位置する石組暗渠群である。S D34は 、数条のものが複雑に重

なっているものである。検出面の標高は122.30～ 122.60mで あった。規模は幅0.3～ 0,7m、

深さは、概ね0.2mで あった。溝底はほぼ平坦であった。両側に20～ 30cmの 円石が充当さ

れており、その間に10cmの 円石が充当される構造をとるものが多かった。

(2)土坑

〔SKl〕 (第265図 )

H一 c6区からH― d6区 にまたがって位置する土坑で、検出面の標高は121,74mで あ

る。平面形は精円形を呈しており、長軸は、3.13m、 短軸は1.84m、 深さは0.80mであっ

た。遺物は出土しなかったが、埋上の特徴から、近世のものと考えられる。

〔SK2〕 (第265図 )

H― c7区に位置する土坑で、検出面の標高は122.00mで ある。平面形は方形を呈して

おり、長軸は2.54m、 短軸は1.3m、 深さは0.4mであった。埋上の特徴から、近世のもの

と考えられる。遺物は出土しなかった。

〔SK3〕 (第265図 )

H― d7区に位置する土坑で、検出面の標高は121.60mで ある。南半分は、調査区外に

位置している。平面形は隅丸方形を呈しており、長軸は2,9m、 短軸は0.87m以上、深さ

は0.3mであった。聞き取 りから、戦時中に防空壕としてつくられたものであることが半J

明している。
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第265図 近世 SKl～ 7平面図・土層断面図 (1/60)
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〔SK4〕 (第 265図 )

H― b9区に位置する土坑で、検出面の標高は122.60mで ある。平面形は楕円形を呈し

ており、長軸は1.06m、 短軸は0.52m以上、深さは0。 17mであった。遺物は出土していな

いが埋上の特徴から、近世のものと考えられる。

〔SK5〕 (第 265図 )

H一 a6区に位置する土坑で、検出面の標高は122.70mで ある。調査区外に北半部が位

置している。平面形は楕円形を呈していると思われ、直径は2.2m、 深さは0.08mであっ

た。遺物は出上しなかった。埋上の特徴から、近世のものと考えられる。

〔SK6〕 (第 265図 )

H一 b7区に位置する土坑で、検出面の標高は122.50mで ある。平面形は楕円形を呈し

ており、長軸は1.58m、 短軸は1.lm、 深さは0.05mであった。遺物は出上しなかったが、

/

① 25Y3/3暗 オリープ褐色 粗砂～礫混じり微砂～細砂
(炭化物を含む)

第266図 近世SK8平面図・土層断面図 (1/40)
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埋土の特徴から、近世もしくは、近現代のものと考えられる。

〔SK7〕 (第265図 )

H― b8区に位置する土坑で、検出面の標高は122.60mで ある。南半部は調査区外にあ

るが、平面形は楕円形を呈していると思われる、長軸は1.56m、 深さは0.26mで あった。

埋土の特徴から、近世のものと考えられる。

〔SK8〕 (第 266図 )

H― b8区 に位置する土坑で、検出面の標高は122.67mで ある。平面形は不定形を呈し

ている。埋上の特徴から、近世のものと考えられる。

〔SK9〕 (第 267図 )

H一 a7区に位置する土坑で、検出面の標高は122.80mで ある。平面形は精円形を呈し

ており、長軸は2.13m、 短軸は1.43mであり、深さは0,24mであった。遺物は出土しなか

ったが、埋上の特徴から、近世のものと考えられる。

〔S K10〕 (第 267図 )

G― j8区 に位置する土坑で、検出面の標高は122.80～ 123,00mである。平面形は円形

を呈しており、直径は1.33m、 深さは0,29mで あった。遺物は出土しなかったが、埋上の

特徴から、近世のものと考えられる。

〔S Kll〕 (第267・ 268図 、図版49・ 96)

H一 b9区 に位置する土坑で、検出面の標高は122.55mで ある。平面形は円形を呈して

おり、直径は1.22m、 深さは0.54mであった。埋土は3層からなり、各層はほぼ水平に堆

積していた。最下層には、直径10cm～ 20cmの 円石が多く含まれていた。出上した遺物から

近世のものと考えられる。

当該遺構からは、近世陶磁器と瓦、漆器が出土している。

1248は 、九瓦である。1249は 、軒九瓦である。1252は 、肥前系陶器の大鉢である。1250

は漆器の皿である。1251は産地不明磁器の小甕である。

〔S K12〕 (第267図 )

H一 b9区 に位置する土坑で、検出面の標高は122.55mで ある。調査区外に南半部が位

置し、全掘していないが、平面形は長方形を呈しているようである。長辺は2.94m、 深さ

は0.5mで あつた。遺物は出上していないが、埋土の特徴から、近世のものと考えられる。
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〔S K13〕 (第 267図 )

H一 b9区に位置する土坑で、検出面の標高は122.80mで ある。平面形は楕円形を呈し

ており、直径は2m、 深さは0,34mで あった。遺物は出土していないが、埋上の特徴から、

近世のものと考えられる。

〔S K14〕 (第 267・ 268図、図版96)

H一 a9区 に位置する土坑で、検出面の標高は122.80mで ある。平面形は方形を呈して

おり、一辺は1.4m、 深さは0.22mであった。出土した遺物や、埋土の特徴から、近世の

0                                     20cm
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第268図 近世 S Kll・ 14出土遺物
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ものと考えられる。

当該遺構からは、灯明皿、近世陶磁器が出土している。

1253。 1254・ 1255は灯明皿である。1256・ 1257は 肥前系陶磁器の碗である。1258は肥前

系陶磁器の大皿である。

〔S K15〕 (第 267図 )

H― a10区に位置する土坑で、検出面の標高は約122.20mで ある。平面形は方形を呈し

ており、一辺は2.2m、 深さは0.25mで あった。遺物は出土していないが、埋上の特徴か

ら、近世のものと考えられる。
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〔S K16〕 (第 269図 )

H― bl区 に位置する土坑で、検出面の標高は122.30mで ある。平面形は円形を呈して

おり、直径は1.13m、 深さは0.lmであった。遺物は出上していないが、埋上の特徴から、

近世のものと考えられる。

〔S K17〕 (第 269図 )

H一 bl区 に位置する土坑で、検出面の標高は122.30mで ある。平面形は円形を呈して

おり、直径は1.3m、 深さは0.2mで あった。遺物は出土していないが、埋上の特徴から、

近世のものと考えられる。

〔S K18〕 (第 269図 )

H一 a10区に位置する土坑で、検出面の標高は122.95mで ある。平面形は長方形を呈し

ており、長軸は2.6m、 短軸は、1.5m、 深さは0.3mであった。遺物は出土していないが、

坦上の特徴から、近世のものと考えられる。

〔S K19〕 (第 269図 )

M一 al区に位置する土坑で、検出面の標高は122.55mで ある。平面形は円形を呈して

おり、直径は1.45m、 深さは0.2mであった。埋上の特徴から、近世のものと考えられる。

〔S K20〕 (第 269図 )

M― al区に位置する土坑で、検出面の標高は122.45mで ある。調査区外に南半部があ

るものと考えられ全掘していない。平面形は円形を呈しているものと考えられ、直径は1.4

m、 深さは0。 25mであつた。埋上の特徴から、近世もしくは、近現代のものと考えられる。

〔S K21〕 (第 269図 )

H― a10区に位置する土坑で、検出面の標高は122,40mで ある。平面形は円形を呈して

おり、直径は1.2m、 深さは0.16mで あった。遺物は出上していない。埋上の特徴から、

近世のものと考えられる。

(3)その他の遺構

井戸

〔SEl〕 (第 11図 )

H一 f2区 に位置する石組井戸で、検出面の標高は119。 90mである。平面形は円形を呈

しており、直径は石組の内側で0,73m、 掘形で1,44mで あった。遺物は出土していないが、

埋上の特徴から、近世もしくは、近現代のものと考えられる。

L
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〔SE2〕 (第 11図 )

H― d3区に位置する石組井戸で、検出面の標高は120.60mで ある。平面形は円形を呈

しており、直径は石組の内側で0,84m、 掘形で1.27mで あった。埋上の特徴から、近世も

しくは、近現代のものと考えられる。

〔SE3〕 (第 11図 )

H一 c6区に位置する石組井戸で、検出面の標高は121,70mで ある。平面形は円形を呈

しており、直径は石組の内側で0,71m、 掘形で1.54mで あった。埋上の特徴から、近世も

しくは、近現代のものと考えられる。

〔SE4〕 (第 H図 )

H― c7区からH一 d7区に位置する素掘の井戸で、検出面の標高は121.90mで ある。

平面形は円形を呈しており、掘形の直径は1.4mであった。埋土の特徴から、近世もしく

は、近現代のものと考えられる。

〔SE5〕 (第 H図 )

H一 f7区 に位置する石組井戸で、検出面の標高は120.80mで ある。平面形は円形を呈

しており、直径は石組の内側で0.7m、 掘形で1.6mであった。埋土の特徴から、近世もし

くは、近現代のものと考えられる。

〔SE6〕 (第 11図 )

H― e7区に位置する石組井戸で、検出面の標高は121.10mで ある。平面形は円形を呈

しており、直径は石組の内側で0.6m、 掘形で1.55mであった。埋上の特徴から、近世も

しくは、近現代のものと考えられる。

〔SE7〕 (第 11図 )

G― i8区に位置する石組井戸で、検出面の標高は123.20mで ある。平面形は円形を呈

しており、直径は石組の内側で1.16m、 掘形で1,93mで あった。埋土の特徴から、近世も

しくは、近現代のものと考えられる。

〔SE8〕 (第 H図 )

H一 a10区に位置する石組井戸で、検出面の標高は122.60mで ある。平面形は円形を呈

しており、直径は石組の内側で0.88mであった。埋上の特徴から、近世もしくは、近現代

のものと考えられる。
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〔SE9〕 (第 11図 )

M一 bl区に位置する石組井戸で、検出面の標高は122.50mで ある。平面形は円形を呈

しており、直径は石組の内側で1.06m、 掘形で2.53mであった。埋土の特徴から、近世も

しくは、近現代のものと考えられる。

〔S E10〕 (第 11図 )

G― i10区 に位置する石組井戸で、検出面の標高は123.00mである。平面形は円形を呈

している。西半分は、石組暗渠によって破壊されている。直径は石組の内側で0。 96mであ

った。埋上の特徴から、近世もしくは、近現代のものと考えられる。

〔S Ell〕 (第 H図 )

G― e2区に位置する石組井戸で、検出面の標高は124.50mで ある。平面形は円形を呈

しており、直径は石組の内側で0.64m、 掘形で1,96mで あった。埋上の特徴から、近世も

しくは、近現代のものと考えられる。

桶埋置遺構

〔SNl〕 (第 270図 )

H一 a3区に位置する桶埋置遺構で、検出面の標高は121,75mで ある。SD8の東側に

接している。掘形の平面形は円形を呈している。掘形の直径は1,31m、 深さ0.3mであっ

た。底部で、桶枠の底板を検出した。桶枠底板の直径は、1.02mで あった。遺物は出土し

なかったが、埋上の特徴から、近世もしくは、近代のものと考えられる。

〔SN2〕 (第 270図 )

H― a8区に位置する桶埋置遺構で、検出面の標高は122.80mで ある。掘形の平面形は

不正形を呈している。掘形の規模は長軸2.59m、 短軸1.35mであり、深さ0。 1～ 0.26mで

あった。 2基の棉埋置遺構が重覆している。底部で、桶枠の底板と側板と思われる部材を

検出した。遺物は出土しなかったが、埋上の特徴から、近世もしくは、近現代のものと考

えられる。

〔SN3〕 (第 270図、図版46)

H― b8区 に位置する桶埋置遺構で、検出面の標高は122.50mで ある。掘形は、北半部

が調査区外に位置しているが、平面形は楕円形を呈していると思われる。掘形の規模は、

直径が1.71m、 深さ0.44mであった。底部で、桶枠の底板と側板と思われる部材を検出し

た。遺物は出上しなかったが、埋上の特徴から、近世もしくは、近代のものと考えられる。
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123.00rn d

②

//＼
③
④
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122.60m b

5Y4/1灰色 細砂混 じり粘土
5Y5/1灰色 粗砂混じり細砂 (25Y4/2暗灰黄色 細砂混じり粘上を含む)

10YR 7/2灰 白色 シル ト～微砂
5Y5/1灰色 細砂混 じり粗砂  ^ム

ノ
b
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①
②

122.70m b

10YR 3/1黒 褐色 細礫混じリシル ト
25Y6/3にぶい黄色 粗砂混 じり細砂 (2on大 の礫を含む)

0                     3m

第270図 近世SNl～

／
４

① 撹乱   SN6
② 75GY 4/1暗緑灰色 細砂時混じリンルト
③ 5Y3/1オ リープ黒色 粗砂混じリシルト
④ 5Y72灰 自色 細砂 (上層は腐食した木くず泥)

③ 75GY 4/1暗緑灰色 細砂混じリシルト

6平面図・土層断面図 (1/60)

25Y5/2暗 灰黄色 粗砂～礫混じり微砂～粗砂
25Y3/2黒 褐色 シル ト～微妙 (木片を含む)

2.5Y6/3にぶい黄色 粗砂～礫混 じり微砂～粗砂
25Y4/2暗 灰黄色 粗砂混 じリンル ト～細砂
25Y3/3暗 オリープ褐色 粗砂混 じリシル ト (木片を含む)

煮こ
刑―ブ掲色 粗砂～礫 |昆じり微砂

上にメ
ヽ

① ЮYR4/2灰黄褐色 シルト混じり微砂～粘土
② 2.5Y5/2暗灰黄色 細砂混じり粗砂

③ 歩そ洗 %R島晶亀 ぎ 糊 饂 鱗 穆温実謝森?替急律
量含→

④ 5Y7?灰 白色 粗砂混じり粘土

ヽ
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〔SN4〕 (第 270図 、図版46)

H― b8区 に位置する桶埋置遺構で、検出面の標高は122.50mで ある。掘形の平面形は

円形を呈している。掘形の直径は0.62m、 深さ0。 21mであった。底部で、棉枠の底板と側

板の一部を検出した。桶枠底板の直径は、0。 38mであった。遺物は出土しなかったが、埋

① 5Y4/2灰オリープ色 微砂～礫

① 5Y3/1オ リーブ黒色 細砂混じリシルト～微砂 (5～ 20ctl大 の石を多く含む)

② 5Y3/1オ リープ黒色 粗砂混じリシルト
③ 5Y7/2灰白色 IH砂 (上層は腐食した木くず泥)

④ 5Y6/2灰オリープ色 粗砂～礫混じり極細砂～細砂

＼ プ

ユ／

レ／

ヽ
生／

SN9

5Y5/2灰オリープ色 微砂混じリシル ト～粗砂 (土器片、炭化物を含む)

5Y3/2オ リーブ黒色 粗砂～微砂混 じり細砂 (炭化物を含む)

5Y3/2オ リーブ黒色 極粗砂混じり微砂～粗砂
5Y8/4淡黄色 微砂混じリンル ト～細砂
5Y5/2灰オリープ色 細砂混 じリシル ト～細砂
5Y5/2灰 オリーブ色 粗砂～礫混 じり微砂～粗砂
5Y5/2灰 オリーブ色 粗砂～礫混 じり微砂～粗砂
(5Y6/3オ リーブ黒色 ンル ト～微砂のプロックを含む)

第271図  近世 SN7～ 10平面図・土層断面図 (1/60)

5Y5/2
「●Y7/3
5Y4/2
5Y6/2
5Y8/3
5Y7/4
5Y6/2

SN10

灰オリーブ色 粗砂～礫混 じり微砂～細砂 (炭化物を含む)

浅黄色 微砂～礫混 じり細砂～粗砂
灰オリーブ色 粗砂～礫混 じり微砂～粗砂 (10～ 20cl大の石を含む)

灰オリープ色 粗砂～礫混 じり微砂～粗砂
浅黄色 粗秒混 じり細砂～粗砂
淡責色 粗砂～細礫混 じり極細砂～粗砂
灰オリープ色 粗砂～礫混 じり微砂～細砂
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上の特徴から、近世もしくは、近代のものと考えられる。

〔SN5〕 (第 270図 )

H― b9区に位置する桶埋置遺構で、検出面の標高は122.55mで ある。掘形の平面形は

隅九方形を呈している。掘形の規模は、長軸が、0.9m、 短軸が、0.85mであり、深さは

0,2mであった。底部で、桶枠の底板と側板の一部を検出した。桶枠底板の直径は、0.46

mであつた。遺物は出上しなかったが、埋上の特徴から、近世もしくは、近代のものと考

えられる。

〔SN6〕 (第270・ 272図 、図版46。 97)

H― a9区に位置する桶埋置遺構で、検出面の標高は122.50～ 122,60mで ある。掘形の

平面形は円形を呈している。掘形の直径は1.36m、 深さ0.45mであった。底部で、桶枠の

底板と側板の残骸と思われる部材を検出した。底板の直径は、1.Omであった。出土した

遺物と、埋土の特徴から、近世もしくは、近代のものと考えられる。

SN6か らは、近世陶磁器と漆器が出土している。

1259は 、灯明皿である。1260は 、漆器の碗である。1261・ 1262は 、肥前系磁器である。

〔SN7〕 (第27卜 272図、図版97)

H― a10区に位置する桶埋置遺構で、検出面の標高は122.90mで ある。北半部は調査区

外に位置している。掘形の平面形は円形を呈している。掘形の直径は2.Om、 深さは0.8m

であった。底部で、桶枠の底板と側板の一部を検出した。桶枠底板の直径は、1.Omで あ

つた。出上した遺物と、埋上の特徴から、近世もしくは、近代のものと考えられる。

SN7か らは近世陶磁器が出上している。

1263は肥前系磁器の大鉢である。1264は 、中甕である。1265は 関西系陶磁器の小杉碗で

ある。

〔SN8〕 (第 271図、図版47)

H一 a10区 に位置する桶埋置遺構で、検出面の標高は122.45mで ある。掘形は、北部が

調査区外に位置しており、南部は攪乱によって破壊されているため、形態は不明である。

底部で、桶枠の底板を検出した。桶枠底板の直径は、0.45mであった。遺物は出上しなか

ったが、埋上の特徴から、近世もしくは、近代のものと考えられる。

〔SN9〕 (第 271図、図版47・ 96・ 97)

M― b2区 に位置する桶埋置遺構で、検出面の標高は122.50mで ある。掘形の平面形は

円形を呈している。掘形の直径は1.59m、 深さ0.48mであった。底部で、桶枠の底板の一
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123.10m b

25Y5/3黄 褐色 粗砂～礫混じり微砂～粗砂 (5～ 10m大の石を含む)

7.5Y5/1灰 自色 細礫～礫混じり徴砂～粗砂 (5～ 20cll大 の石を含む)

有機物層 (木片等力司腐ったもの)

5GY 4/1暗 オリープ灰色 微砂～礫混じリシル ト～粗砂
25GY 4/1暗 オリーブ灰色 微秒～礫混じリシル ト～粗砂
炭化物層

X=―-173.682b

生_  ① 125.00m b
器

S N13
①25Y5/3黄褐色 粗砂混じり細砂

第273図  S Nll～ 13・ SXl平 面図・土層断面図 (1/60)
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卵

① 101rR 6/1明 黄褐色 粗砂混じり細砂
② 2.5Y6/4にぶい黄色 粗砂混じり細砂

(25CY 4/1暗 オリープ灰色 細砂混じり粘土)

③ 5G5/1緑灰色 粗砂混じリシルト

122.70■ n aI

第274図 近世SX2平面図・土層断面図 (1/60)

都と考えられる部材を検出した。出上 した遺物ど、埋上の特徴から、近世もしくは、近代

のものと考えられる。

SN9か らは近世陶磁器が出土 している。

1266は 、肥前系磁器の皿である。1267は肥前系磁器の広東碗である。1268は 肥前系磁器
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の小碗である。1269は肥前系陶器の大鉢である。

〔S N10〕 (第 271図、図版47)

M一 a2区に位置する棉埋置遺構で、検出面の標高は122.50mで ある。掘形の平面形は

楕円形を呈している。掘形の規模は、長軸1.42m、 短軸1,14m、 深さ0.44mであった。底

部で、桶枠の底板の一部と考えられる部材を検出した。遺物は出土しなかったが、埋上の

特徴から、近世もしくは、近代のものと考えられる。

〔S Nll〕 (第 273図、図版48)

L― jl区に位置する桶埋置遺構で、検出面の標高は122.76mで ある。掘形の平面形は

楕円形を呈している。掘形の規模は、直径1.1lm、 深さは0.05mであった。底部で、桶枠

の底板を検出した。桶板底板の直径は、0。 95mであった。遺物は出上しなかったが、埋土

の特徴から、近世もしくは、近代のものと考えられる。

〔S N12〕 (第272・ 273図 、図版48・ 96)

M― a3区に位置する桶埋置遺構で、検出面の標高は122.50mで ある。北半部は、調査

区外にあるが、掘形の平面形は円形を呈していると考えられる。掘形の直径は1.4m、 深

さ0,73mで あった。底部で、桶枠の底板及び側板の一部を検出した。桶枠底板の直径は、

0.97mであった。埋上の特徴から、近世もしくは、近代のものと考えられる。

遺物は寛永通宝 (1271)・ 釘 (1270)が出上している。

〔S N13〕 (第273図 )

G― f9区 に位置する稲埋置遺構で、検出面の標高は125.30mである。掘形の平面形は

円形を呈している。掘形の直径は0.41m、 深さ0.07mであった。底部で、桶枠の底板を検

出した。底板の直径は、0。 4mであった。遺物は出上しなかったが、埋上の特徴から、近

世もしくは、近代のものと考えられる。

不明遺構

〔SXl〕 (第 273図、図版49)

H― b7区からH― a7区に位置する。検出面の標高は122.50mである。平面形は不正

形を呈している。規模は長軸が7.lm、 短軸力M.76m、 深さ0。 29mであった。溝底部の東

側縁には、石紅があり、石材の据付穴もみられた。底部西縁には、石組がみられなかった

が、西縁は溝状をなしており、幅0.65mで巡つていた。この溝は、石材の据付穴と考えら

れ、西側にも本来石垣が巡つていたものと思われる。遺物は出土しなかった。SXlが検

出された場所は、江戸から明治にかけて「形屋」の屋号を持つ旅籠の庭園部分にあたるた
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め、SXlは |、 庭―園
|の

池状施1設であった可能性がある.。

(SX2〕 (2274図 )

H― も9区を申心に位置する長方形の遺構である。検出面の標高1ま約122・ 50mである。

堀形の平面形は捨1円形を呈している.。 掘形の長軸は4・ 88m、 短軸は1,38m、 深さは0.51m

であった。底部からは、九太材で組まれた骨組みと、1嵐板が出上した。遺物は出上し―なか

ったが、埋土の特徴から、近世もしくは、近代のものと考えられる。
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第 5節 遺物包含層

本節では、遺物包含層についての記述を行う。遺物包含層は、場所によって形成された

年代が異なっていた。特に、段丘崖 2を境として、これよりも東側と西側では顕著な違い

が認められ、また局所的に堆積状況が異なる箇所も認められた。そこで、第275図 に示し

たように4つの地区に分けて遺物包含層出土遺物の報告を行う。

まず、段丘崖 2西側は、弥生時代に形成された遺物包含層が広がつていたが、局所的な

堆積状況の違いが認められた。そこで、段丘崖 2西側の遺物包含層出土遺物については、

第 1区 と第2区に地区を2分 し報告を行う。

次に、段丘崖 2東側は、弥生時代の遺物包含層がいったん削平され、新たに近世の遺物

包含層が形成されていた。この層に弥生時代の遺物が近世の遺物に混じる形で包含されて

いた。ただし、局所的に、庄内期の遺物包含層が良好に遺存していたので、段丘崖 2東側

は、近世の遺物包含層が形成されている第 3区 と、庄内期の遺物包含層が遺存している第

4区 に2分 して報告を行う。

以上、述べてきたように、遺物包含層出上の遺物については、合計 4箇所に分けて報告

を行う。

(1)第 1区遣物包含層出上の遺物

ここでは、段丘崖 2西側に広がる遺物包含層のうち、第 1区 に形成された遺物包含層に

第275図 包含層遺物出上位置図
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含まれていた遺物について記述を行う。この範囲では、段丘崖 1の肩部を検出してお り、

段丘崖 1に堆積 した遺物包含層より多量の遺物を検出している。出上 した遺物にも年代的

幅があり、層序ごとに遺物を取 り上げた結果、異なる 2つの時期の遺物包含層によって堆

積土が構成されていることが分かった。ここではこれらを上層 (第 14図 の③④層 )、 下層

(⑤層)と し、遺物の記述を行う。

上層出土遺物 (第276・ 277図 )

各時代にわたって多量の遺物が出土 しているが、そのうち特徴的なものを中心に掲載 し

た。

1272は広口重Aである。口縁端部には外面に集状文 と刺突文を施文 し、顎部には簾状文

を施文 している。口縁部内面には円形浮文を只占り付ける。1273・ 1274は広口壺 Eである。

1273は 口縁端部外面に焦状文、内面には綾杉文状に列′点文を施文している。1274は 口縁端

部外面に波状文、口縁部内面にはヘラ状工具による押圧を施 している。1275～ 1277は細頸

壺である。1275。 1276は小型のもので、外面に凹線文を施文する。1277は大型のもので、

日縁部にヘラ状工具による刻目を綾杉文状に施 した後、円形浮文を貼 り付けている。顎部

には間隔の広い集状文を施文する。1278は無頸重である。日縁端部が低 く段状に肥厚する。

無文である。1279,1280は奏Aである。1279は 口縁部が外反 し、体部外面には粗いハケを

施 している。1280は 逆 L字状 に屈曲する頸部を持つ。外面 にはミガキを施 している。

1281・ 1282は 大型の鉢 Bである。両者とも口縁端部が段状に肥厚する。1281は 端部に凹線

文を施文後、円形浮文を貼 り付ける。1282は 口縁端部にヘラ状工具による刻目を施してい

る。1283は高杯Aである。椀状の杯部を持つ。以上の土器はⅢ～Ⅳ様式に位置づけられる。

1284は屈曲する杯部を持つ高杯である。内外面に縦方向のミガキを施す。V様式に位置

づけられる。

1285は 広口重の顎部である。平行にヘラ描 き沈線を施 し、沈線間に刻目を施 している。

I様式に位置づけられる。

1287・ 1288は 須恵器蓋杯の蓋である。1289。 1290は須恵器蓋杯の身である。1289は直径

が小さく、全体的にシャープなつ くりである。立ち上が りは直立 してお り、口縁端部には

面を持つ。底部には手持ちヘラケズリを施す。1291は 有蓋高杯の蓋である。器壁はやや厚

く、口縁端部は九 くおさめている。つまみの欠損部では、つまみを貼 り付ける際に施 した

同心円状の刻目が観察できる。1292は須恵器高杯の脚部である。以上の須恵器は、1292が

T K216～ 208型式、1287～ 1289。 1291が T K208～ 23型式、1290が T K10型 式に位置づけ

られる。

1293は土師器の甕である。頚部はくの字状に屈曲し、口縁部は直線的に開く。口縁端部

は内傾する面を持ち、外側に肥厚 している。口縁部が内湾 しない点、日縁端部の内側への

肥厚がみられない点から須恵器出現以後のものであると考えられる。1294・ 1295は土師器

-339-



鱒

89

ニ

鰭ノく―シ

m

第277図 包含層出土土器②

の高杯である。1294は杯部が底部から緩やかに内湾 しながら開き、口縁端部が外反する。

脚柱部外面にはハケを施 した後、面取 り状に幅の広いミガキを加えている。脚柱部内面に

は絞 り目が残る。杯部との接合法は円盤充填法と考えられるが、杯部底部への脚部内面か

らの刺突は観察できない。布留式期Ⅳに位置づけられる。1295は 前者に比べて外部がやや

直線的に開き、口縁端部が稜を持つて屈曲する点で、後出の様相を持つ。脚部内面には絞

り目が残る。布留式期Ⅳに位置づけられる。1298は 甑である。体部から底部には、九みを

持つて接続 している。外面にはやや細かい縦方向のハケを施 した後、底部付近には、先行

するハケに比べて、粗い横方向のハケを施 している。内面には縦方向のハケの後、下半部

のみケズリを施している。底部には、残存部から推測すると、円形の蒸気孔が少なくとも

7つ穿孔されていたと考えられる。1296・ 1297は 甑の把手である。両者とも、断面はほぼ

円形を呈する。挿入法で甑本体に接合されていた。1296は 内面にハケを、1297は ケズリを

施している。1299・ 1300は土師器のネである。両者とも口縁部を短 く外折 している。

後者の方が器壁がやや厚い。

これらの須恵器及び土師器は、 4世紀末から6世紀の所産である。

以上のように、遺物包含層第 1区上層出土遺物は、弥生時代前期から古墳時代中期まで

の広い時期のものを含んでお り、古墳時代に堆積 した遺物包含層 ということができる。

下層出土遺物 (第278・ 296。 297図、図版98・ 100)

〃

‐―

‐―

〃
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1301は広口壷 A、 1302は広口壺Alである。1302は 口縁端部に焦状文と刺突文、頸部に

は直線文と集状文を施文する。1303～ 1305は細頸壷である。1303は凹線文、1304は列点文を

施文 し、ともに円形浮文を貼 り付ける。1305は 頭部に凹線文、日縁端部に粒の大 きな列点

文を施文する。1306は無顎壺である。口縁端部は低 く段状に肥厚する。外面にはミガキを

施 している。1307・ 1308は 甕Aである。1307は小型の奏で、外面に縦方向のミガキ、内面

には斜め方向の粗いハケを施 し、口縁端部に刻目を加える。1308は 、外面に細かいハケを

施 した後、板ナデを施し、その後縦方向のミガキを施している。1309・ 1310は鉢Aである。

1309は体部に列点文を施 し、その上に横方向のミガキを加えて一部を消 している。1310は

小型の鉢Aである。日縁端部を短 く外折 し、外側に刻目を加える。体部外面にはヘラ状工

‐上熱心単一‐‐３．４

山
川
Ｈ
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具による刻目を彩杉文状に施文 している。下段の刻目は途中で施文の角度が変わり、斜格

子状を呈する。1311・ 1312は高杯 Bである。1311は下方向に拡張 した口縁端部に凹線文を、

口縁部上面には、ミガキを斜格子状に施 している。1312は 口縁端部の拡張が顕著ではない。

口縁部上面には縦方向のミガキをやや深 く施 している。1313は 高杯の脚部である。脚柱部

には沈線状の退化凹線が施されているが、凹線の始点と終点が明確であ り、一本ずつ施さ

れていることが分かる。1314は縄文土器深鉢の体部である。内外面に巻貝条痕を施す。

1567・ 1572は 、サヌカイト製の凸基式石鏃である。1579は 、サヌカイ ト製の削器である。

以上の第 1区下層出土土器は縄文土器を含むものの、おおむね弥生時代中期の所産であ

り、弥生時代中期に堆積 した遺物包含層 といえる。

(2)第 2区遺物包含層出土の遺物 (第 279～ 289。 296～ 299図、図版98～ 100。 102・ 103)

ここでは、段丘崖 2の西側に広がる遺物包含層のうち、第 2区に堆積 した遺物について

記述を行う。この範囲では、弥生時代中期の遺構が検出されてお り、この上層には当該時

期の良好な遺物包含層が堆積 していた。

1315は小型の広口壼Aである。下方向に拡張 した口縁端部と顎部に、幅が狭 く間隔の広

い集状文を施文する。口縁部内面には円形浮文を貼 り付けている。1316～ 1335,1338は広

口壼Aである。1320。 1338が無文である以外は、下方向に拡張 した口縁端部に集状文を施

文 している。1316。 1325。 1330。 1334は 、口縁端部に簾状文、顎部に直線文を施文 してい

る。1316は 頸部内外面に、横方向のミガキを施す。1334は 、頸部内面に横方向のミガキを

施 している。1330は 口縁端部に紫状文を施文 した後、刺突文をめぐらす。1317～ 1319・

1321～ 1323・ 1332・ 1333は 、口縁端部と顎部に簾状文を施文 している。1329は 口縁部内面

に円形浮文を貼 り付けている。1324。 1326・ 1327・ 1328,1331,1335は、顕部に文様を施

文 していない。1326は 頸部内面に板ナデを施している。1328は 日縁部内面に小型の円形浮

文を貼 り付けている。1331は 頸部内外面に粗いハケを施 し、口縁端部には焦状文を施文 し

た後、口縁端部下端に刻目を加えている。1335は 口縁端部外面に紫状文を施文 した後、口

縁端部下端には刻目を加え、口縁部内面には大型の円形浮文を貼 り付けている。1320・

1338は 施文が行われていない。1320の 下方向に拡張した口縁端部は、内側に巻き込むよう

な形態を呈する。頸部内面には斜め方向のハケを施す。1338は 頸部に縦方向のミガキを密

に施 している。

1339。 1340。 1344～ 1348は広口重 Blである。1339は 口縁端部に集状文を施文後、円形

浮文を貼 り付ける。口縁端部上下端には、刻目を加えている。1340は 口縁端部に扇状文と

垂下直線文を施文する。1344・ 1345。 1348は集状文の施文の後、刺突文をめぐらす。1346

は顎部に直線文、口縁端部には集状文を3条施文している。1347は横方向のハケの後、斜

線文、刺突文を施文する。1343は壷の頸部である。残存部端部付近の内湾具合からみて、
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広口壺B2と考えられる。頸部には直線文と波状文を交互に施文 している。

1336・ 1337。 1341・ 1342は広口壼B2で ある。1337・ 1341は 施文が行われていない。

1337は 口縁端部下端に刻目を施す。1341は 内外面にハケを施 し、顎部には刺突を加えてい

る。1336。 1342は 口縁端部に集状文を施文する。1342は 口縁端部上端を欠損 しているが、

日縁端部下端には刻目を加えている。

1349は 口縁端部を下方向に拡張するタイプの広口壷であるが、口縁端部外面には凹線文

を施 し、口縁部内面には列点文を施文 している。摂津地域からの搬入品と考えられる。

1350は広口壷 C、 1351は 広口壼Dである。両者 とも内外面をナデで仕上げている。

1352・ 1353・ 1355～ 1359は広口壺 Eである。1352は 頸部に波状文を施文 し、口縁端部に

凹線文の後、円形浮文を貼 り付ける。口縁部では残存 していた範囲で一箇所にのみ穿孔 し

ている。1353は 頚部に直線文、波状文、口縁端部外面に波状文を施文 し、口縁部内面には

‐３３９引
剛
／

／
＼

‐３４３

-344-



Ｒ
ヽ

壇
‐３５５楡

1鰤

＼lm

戸笥
~Kl貶

戸 M軒

下

＼ r」2

f〕傷

第281図 包含層出土土器⑥

列点文を施している。1355は 口縁端部外面に波状文、日縁部内面に扇状文を施文する。

1356は 口縁端部外面に凹線文、口縁部内面に扇状文を施文する。1357は 口縁部内面に列J点

文を施文する。1358は 口縁部内面にハケ状工具で扇状文状の文様を施す。1359は 口縁端部
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外面に波状文、口縁部内面に列点文を施文する。1354は 広口重Blである。上方向に拡張

した口縁端部は欠損 している。頸部には直線文、口縁端部には列点文を施文する。

1360～ 1868は 無頸壷である。1360。 1361は低い段状に肥厚する口縁端部を持つ。体部に

は直線文を施文 し、紐孔を穿孔する。1362～ 1364は肥厚 した口縁端部にヘラ状工具による

刻目を施 している。1362は体部に集状文を施文 し、1363・ 1364は体部に縦方向のミガキを

施 した後、紐孔を穿孔する。1865は大型の無頸重で、肥厚 した口縁端部には刻目を加える。

体部には直線文と波状文を施文する。この波状文は板状原体の片端を固定して半円を描 く

動作を繰 り返 して施文 している。1366は 口縁端部を外折 し、体部には集状文と扇状文を施

文 している。1367は 施文が行われておらず、外面には板ナデを施 している。1368は 口縁端

部に列点文、体部に幅が広 く間隔の短い焦状文を施文する。

1369～ 1373は 細頸壼である。1369。 1370は やや大型のもので、ともに集状文を施文する。

1370は 集状文の上から円形浮文を貼 り付ける。1371は前 2者に比べて小型のもので、集状

文 と直線文を施文 している。1372は細頸童の体部から頸部である。直線文と集状文を施文

する。1373は 細頚壷の体部である。体部最大径を中ほどに持ち、強 く張 り出す。直線文を

施文 し、文様帯間に横方向のミガキを施す。最下段には扇状文を施文する。

1374・ 1375は 短顎壺もしくは水差である。口縁部の残存率が低 く、残存 している部分で

は扶 りは確認できなかった。1374は簾状文と列点文、1375は 凹線文を施文している。

1376～ 1391は 甕Aである。1376～ 1382は小型のものである。おおむね頭部が くの字状に

屈曲する。1376。 1377・ 1379。 1380。 1382は 、外面を縦方向のミガキで仕上げている。

1376・ 1378。 1379は 内面に横方向のミガキを施す。1380は体部と口縁部の内面にハケを施

している。1377は 口縁部が外反して、口縁端部が下方向へのびている。1382は 顎部の締ま

らない釣鐘状の形態を呈すると考えられる。内面には疎 らにミガキを施す。1381は 内外面
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をナデで仕上げている。頸部外面には、沈線ではなく、段がついている。1383～ 1391は 中

型の甕Aである。頸部がくの字状に屈曲するもの (1383。 1385～ 1389。 1391)と 逆 L字状

に屈曲するもの (1390)、 緩やかに外反するもの (1384)がある。1383・ 1385～ 1389。

1391は頚部がくの字状に屈曲するもので、外面に密に縦方向のミガキを施すものが多い。

1383・ 1388は 頸部内面付近に横方向のミガキを施す。1385は体部中位に最大径を持ち、頸

部のしまりが強い。1386は 内面に細かいハケを施す。1387は 内面に斜め方向のハケを施し

ている。1389は内外面を縦方向の密なミガキで仕上げている。1391は 頚部が強く締まる。

内面には疎らに横方向のミガキを施す。1384は顎部が緩やかに屈曲する。内面をナデで仕

上げている。外面は煤化が顕著である。1390は頸部が逆 L字状に屈曲する。内面にはナデ
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の後ケズリを加えている。

1392～ 1404は 甕Cである。口縁端部の拡張が顕著でないもの (1392・ 1393)か ら口縁端

部が肥厚 して断面三角形を呈するもの (1394～ 1398)、 口縁端部を長 く拡張するもの

(1399～ 1404)ま でさまざまな形態のものがある。1392は顎部のしまりがなく、体部が釣

鐘状を呈すると考えられる。外面には粗いハケ、内面には細かいハケを施している。1393

は体部外面に斜めハケの後、縦方向のミガキを施す。1395。 1396は 、日縁端部に刺突文を

めぐらす。1397・ 1398は 、外面に細かい斜めハケを施し、内面には体部に横方向のミガキ、

口縁部にハケを施している。1400は体部内面に細かい斜めハケを施した後、頚部に横方向

ミガキを密に施す。1402は頸部外面付近に疎らに横方向のミガキを施している。1403・

1404は 口縁端部タト面に刺突文をめぐらす。1403は 内面に横方向のミガキ、1404は斜め方向
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第286図 包含層出土土器①

に細かいミガキを施している。

1410～ 1418は 奏Bである。1410～ 1415は小型のものである。1410。 1411は 、内外面に粗

いハケを施す。1412は外面にハケ、内面にナデを施し、1413は外面にナデ、内面にハケを

施 している。両者とも口縁端部に凹線を施す。1414は 内外面をナデで仕上げる。1415は外

面に縦方向のハケを施 した後、体部下半部にミガキを施 している。内面には外面に比べて

やや粗いハケを施している。1416～ 1418は 、大型のものである。1416は 内外面に粗いハケ

を施す。1417は体部外面に斜め方向のミガキを施 し、頸部には板状工具の当 りが残る。
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第287図 包含層出土土器⑫

1419～ 1421は 、奏Dである。1419は 内外面をナデで仕上げる。胎土が他のものに比べて、

緻密である。14201よ体部外面に細かいハケを施している。1421は 外面に細かいハケ、内面

には外面に比べて粗いハケを施している。

1405～ 1407は 、甕の蓋である。1405は外面にヘラケズリの後、ミガキを施す。内面はや

や幅の広い板状の工具でミガキを施している。1407は外面に板ナデを施す。1408は台付奏

の脚部である。外面には粗いハケが残る。甕の体部にはミガキを施している。1409は甕の
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底部である。左上が りのタタキを施 している。

1422～ 1428は 、小型の鉢である。1422は外面に直線文を施文 し、口縁端部には刻目を加

えている。1423は ヘラ状工具による刻目を施す。1425は外面にミガキを施す。口縁部に凹

線文を施文している。1426・ 1428は 口縁端部を短 く外折する。1426は外面に集状文を施文

している。

重讃弾曇R言墓・
ζ孔垂誕逼:ζ f」ξきi]l]ヤ

-352-



く≪≡≡≡雪五三三テ穂子
に
伝ar甍え悟手*乙様鼻者でぁる。1432・ 1435は 口縁端部が外

″q身
lЪ5

1429～ 1431は 、鉢Aである。1429は外面に列点文を施文 し、文

様間に横方向のミガキを 1条加える。口縁端部内外には刻目を施

している。1430は 口縁部に凹線文を施文 している。1431は 日縁部

外面に突帯が貼 り付けられていた痕跡が見られる。口縁端部上面

方向に屈曲する。1432は 内外面にミガキを施しているのみで、無

第289図 包含層出土土器⑭ 文である。1435は 口縁端部 と体部に簾状文を施文する。1433・

1434,1436～ 1440は 、口縁端部が段状に肥厚する。1433・ 1434は 口縁端部にヘラ状工具に

よる刻目、体部に集状文と刻目を施す。1436は 口縁端部に刻目、体部に集状文を施文する。

1437は 口縁端部と体部に簾状文を施文 している。1439は 口縁端部に列点文、体部に列′点文

と集状文を施文する。体部上位には、口縁端部を折 り返す前に施 した斜めハケが残る。

1438は 口縁端部を下方向に拡張 しているが、体部に密着 していない。体部外面には原体の

櫛目の不ぞろいな集状文を施文する。1440は体部外面に焦状文施文の後、棒状浮文を貼 り

付けている。

1451～ 1454は 、大型の鉢Bである。いずれも口縁端部は段状に肥厚する。1451は 口縁端

部に集状文と刺突文、体部に簾状文を施文する。1452・ 1454は 、日縁端部に凹線文を施す。

1452は 体部に間隔の広い集状文と列点文を施文する。1454も やや幅の広い焦状文を施文 し

ている。1453は 口縁端部が内側にも肥厚 している。外面には体部屈曲部に凹線文、体部上

部に集状文と波状文を施文する。

1441・ 1442は 鉢の脚部である。1441は外面に竹管文を施文する。1442は 内面にケズリを

施 し、円孔透を多数穿子としている。

1443～ 1446は 高杯Aである。1443。 1444は杯部が内湾しながら開き、1443は外面に横方

向のミガキ、1444は 縦方向のミガキを施 している。1445。 1446は 、日縁部が杯部底部から

屈曲して立ち上がる杯部の形態を持つ。1445は 口縁部に列点文を施文 し、1446は 垂下直線

文を施文 している。1447は高杯Bである。水平にのびた口縁部上面に、横方向のミガキを

施 している。1448～ 1450は高杯の脚部である。1448は筒状の脚柱部を持ち、外面に密にミ

ガキを施す。1449・ 1450は脚柱部上部が中実である。1449は外面にミガキ、1450は ハケを

施 している。

以上の第 2区出上の弥生土器は、弥生時代中期の所産である。

1455は縄文土器深鉢の口縁部である。口縁部に刻目突帯を貼 り付けている。滋賀里式～

船橋式に比定され、縄文時代晩期の所産である。1456は上げ底を呈する縄文土器深鉢の底

部である。縄文時代晩期の所産と考えられる。1457は須恵器杯身である。T K43型式に位

置づけられ、古墳時代後期の所産である。

1561・ 1562・ 1564は サヌカイ ト製の凹基式石鏃である。1570。 1571は 、サヌカイ ト製石
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剣の未製品、1573は 、サヌカイト製の凸基式石鏃である。1575・ 1576は 、サヌカイト製の

石錐である。1581～ 1584。 1586は 、サヌカイト製の削器である。1589。 1590・ 1592は砂岩

製の叩石である。1581・ 1582は 、00-5第 2調査区から出土した。1593は花聞岩製の叩石

である。

以上のように、第 2区の遺物包含層から出上した土器は、Ⅳ様式に位置づけられるもの

が主体であるが、一定量のⅢ様式の上器や、少量の縄文時代晩期の上器 (1455)や Ⅱ様式

の上器 (1371)、 古墳時代後期の上器も含まれている。このことから本地区の遺物包含層

は主に弥生時代中期に堆積したと考えられる。

(3)第 3区遺物包含層出上の遺物 (第 290～ 294。 296～ 299図、図版98～ 100,103)

ここでは、段丘崖 2の東側に広がる遺物包含層のうち、第 3区に堆積した遺物包含層よ

り出上した遺物について記述を行う。この範囲は、弥生時代の遺物包含層がいつたん削平

され、新たに近世の遺物包含層が形成され、この層に縄文時代・弥生時代の遺物が近世の

遺物に混じる形で包含されていた。

1458～ 1461は 、縄文土器深鉢の破片である。1459～ 1461は 、外面に押型文を施文してい

る。1458・ 1461も 、押型文土器の体部片であるが、底部に近い破片で、1458は 内面に右上

がりの沈線を、1461は左上がりの沈線を施している。これらはいずれも、高山寺式に比定

でき、縄文時代早期の所産である。

1462～ 1464は 、広口壷Aである。1462・ 1464は 、口縁端部に簾状文と刺突文を施文する。

1463の外面は無文で、内面には斜め方向のハケを施す。1465。 1466は 、広口壷Blである。

顎部には焦状文、口縁端部には簾状文、刺突文、円形浮文を施文している。1467・ 1468は 、

広口壷Eである。1467は頸部、口縁端部に波状文、口縁部内面には列点文を施文している。

1468は 口縁端部外面に刻目を施している。1469は短顎壼の口縁部である。1470は 細顎壷で

ある、外面に直線文、凹線文、波打った稚拙な集状文を施文している。

1471は 河内型庄内奏である。頸部は鋭く屈曲し、口縁部はわずかに内湾気味に開く。口

縁端部は上方向につまみ上げる。内面の顎部よりやや下の部分では口縁部接合前のハケが
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残る。外面にはハケのような細かい右上がりのタタキを施している。1472は甕Aである。

頚部は逆 L字状に屈曲し、外面は縦方向のミガキ、内面は横方向のミガキを施している。

1473は 甕Dである。頸部のしまりが強い。外面にはやや粗いハケを施す。1474は 鉢Bであ

る。口縁端部と体部に簾状文を施文している。1476は鉢Aである。口縁部に凹線文を施文

している。1475は高郭Aである。口縁部が底部から屈曲して立ち上がる杯部の形態である。

口縁部外面には凹線文を施文している。1477は 高不の脚部である。裾部に刻目を加えてい

る。これらの土器は弥生時代中期から庄内期に位置づけられる。

1560は 凹基式石鏃、1563・ 1565。 1566。 1568。 1569は 凸基式石鏃である。いずれもサヌ

カイト製である。1574・ 1577は サヌカイト製の石錐である。1578・ 1585。 1587。 1588は サ

ヌカイト製の削器である。1591は砂岩製の叩石である。

1478は 産地不明陶器の鍋蓋である。1479,1480は、合子の蓋である。1482は 産地不明磁

-355-



― 1479

~480

0

(:::::::I:::::;)'Ii81

翌 4M

璃
Ⅸ 483

1506

σl肥

第292回 包含層出土土器⑦

-356-

0                                  20clll



越 集 _  望

風2

1囲

1理

0                                  20cm

第293図 包含層出土土器⑬

-357-



―◎=◎―◎―
~1■

8 nl闘

^

Dl閉

くく〔:]:;:|!25      
覗

0                   5cln

第294図 包含層出土土器⑩

器の広東碗蓋である。1485～ 1487は 、灯明皿である。内面と外面の口縁端部にのみ施釉が

なされている。1488は、肥前系磁器の碗である。1489。 1497は、肥前系磁器の碗である。

1490・ 1495。 1496。 1498～ 1500・ 1502は 、肥前系陶磁の碗である。1491は 肥前系陶磁の小

杯である。1492は肥前系磁器の碗である。1493は 青磁碗である。1494は 肥前系陶器の刷毛

目碗である。1503は 肥前系磁器の蓋付碗である。1504は産地不明磁器の鉢である。1505・

1508は 肥前系陶磁の中皿である。見込みに五弁花文が描かれている。1506は新生瀬戸の河ヽ

皿である。1507は 肥前系磁器の大皿である。1509・ 1510は 、肥前系陶器の火鉢である。

1511は 備前写 し産地不明陶器の壺である。1515は 堺悟鉢である。1501は 、産地不明磁器の

瓶である。

1512～ 1514は 、抱烙である。

1516は 寛永通宝である。1517は 一銭である。

1523・ 1524は 、碁石である。前者が白色、後者が黒色である。

1518～ 1522は 泥面子である。

1525。 1526は 紅皿である。

以上の第 3区遺物包含層出土遺物は弥生時代中期から庄内期のものと17～ 18世紀ごろの

ものがある。

(4)第 4区遺物包含層出上の遺物 (第295・ 297図、図版99)

ここでは、段丘崖 2の東側に広がる遺物包含層のうち、第 4区 に堆積 した遺物包含層よ
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り出上 した遺物について記述を行う。この範囲は、V様式末～庄内期の遺物包含層が良好

に遺存 していた。

1527～ 1530,1532は、二重口縁重である。1527の 口縁端部には竹管文を施 している。

1528の 口縁部は直線的に開く。口縁端部には竹管文、屈曲部には刻目を加えている。1529

は内外面に横方向のミガキを施 し、屈曲部は竹管文を施文 している。1530は 口縁部が大き

く外反する。口縁端部には竹管文を施文する。口縁の屈曲部には間隔の短い波状文を施 し

た後、二個一対の円形浮文を貼 り付け、円形浮文間の波状文をナデ消 している。1532は 口

縁部が大きく外反して開く。無文である。1531は壼の頸部である。頸部と体部の境界に突

帯を貼 り付けている。

1533～ 1537は 、広口重である。いずれも口縁部が大きく外反 して開く。1535。 1536は 、

口縁端部に刻目を加えている。1537は 頸部に円形浮文を貼 り付けていたが、欠損 している。

1538は手焙形土器である。突帯には刻目を加える。

1539～ 1545は 、甕である。いずれも頸部をくの字状に屈曲させ、右上が りのタタキを施

している。1539は 頸部に鋭い稜を持つ。体部内面にはケズリを施す。1540の 口縁端部は内

傾する面を持つ。1541は頸部外面に、口縁部接合時に施 したハケが残る。口縁端部は九 く

おさめる。1542～ 1545は 、口縁端部を上方向に摘み上げる。1546～ 1549は 、甕の底部であ

る。いずれも右上が りのタタキを施す。1546も 甕の底部である。1548の底面には、籾殻圧

痕と藁の痕跡が残る。

1550'1551・ 1553～ 1555は 、高杯の外部である。いずれも口縁部が底部から屈曲して大

きく外反 して広がるlTh部 を持つ。1550は やや小型のものである。1551・ 1553は 、縦方向の

ミガキの後、横方向のミガキを施 している。1552は高杯の裾部である。直線的に大きく開

き、 4方向に円了し透を穿つ。1556・ 1557は 、高杯の脚部である。前者は脚柱部上部が中実

で、外面タタキの後ミガキで仕上げている。後者は脚柱部が中空で、杯部内面側から円盤

を充填 している。

1580は サヌカイト製の削器である。

1559は須恵質の片口鉢である。口縁部下端には重ね焼きの痕跡が残る。

1558は縄文土器深鉢の底部である。上げ底を呈する。

以上第 4地区遺物包含層出土土器は須恵質土器が13世紀ごろ、縄文土器が縄文時代晩期

の所産である他は、おおむねV様式末～庄内期に位置づけられる。
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第 3章 自然科学的分析

(1)は じめに

本章では、当該遺跡及びその周辺の古環境の復元を目的として実施 した植物珪酸体分析

と微細物分析の結果について報告する。

(2)試料

・分析試料

植物珪酸体分析は、弥生時代遺物包含層の 3点 (弥生時代遺物包含層試料 1～ 3)と 古

代の流路であるNRl埋 土 (第 300図 -7層 より採集)について実施 した。微細物分析は、

古代に形成された谷部 (三 日市北遺跡Ⅱで報告)の埋土 (試料番号 I・ Ⅱ)と NRl埋 土

(7層 より採集)について実施 した。なお、微細物分析を実施 した古代の谷部埋土の試料

番号 Ⅱについては、同層準においてⅡ-1と Ⅱ-2の 2点の分析を行っている。

・NRlを 充填する堆積層について

NRlに ついては、現地調査を実施 して、NRl― 第 2調査区西壁 (P290参照)にお

いて試料採取を実施 している。以下に、現地で観察を行ったNRl埋 上の特徴について示

す (第300。 301図 )。

NRlを 埋積する堆積物は、 1～ 8層 の単層に区分された。各層において認められた層

相から推定される堆積環境については、河成堆積相コー ド (Miall 1992・ 1996、 松田

1999,2000)や 人為的な擾乱堆積物の層相についての松田氏の研究 (松田1996)に 基づ く

記載を示す。

1層 :現代の盛土

2層 :オ リーブ掲色を呈 し、塊状をなす砂質シル ト。堆積層内には粒団構造が発達 して

いる。層相から、耕作上であると推定される。発掘調査結果から、近現代に形成

されたことが想定されている。

3層 :オ リーブ褐色を呈し、塊状をなす砂質シル ト。層相 2層 と同様で、耕作上である

と推定される。発掘調査結果から、近現代に形成されたことが想定されている。

4層 :オ リーブ褐色を呈 し、塊状をなす砂質シル ト。 4aと 4b層 に分かれる。堆積層

内には、直径 3 cm程度のシル トの偽礫が含まれている。さらに、粒団構造の発達

も認められる。層相から、耕作上であることが推定される。出土遺物の相対年代

から、本層は近世に形成されたことが推定されている。

5層 :暗オリーブ色を呈 し、塊状をなす礫質砂質シル ト。層相は4層 と同様で、耕作土

であると推定される。出土遣物の相対年代から、本層は近世に形成されたことが
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推定されている。

6層 :暗オリーブ灰色を呈し、塊状をなす粘土質砂質シルト。層相から、湿地等の静水

域の堆積環境が想定される。出土遺物の相対年代から、本層は弥生時代中期～古

代末期までの遺物を含み、弥生時代の遺物包含層を撹拌しながら古代末期に堆積
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したことが推定されている。

7層 :灰色を呈 し水平葉理をなす砂質シル ト。中粒砂～粗粒砂の葉理が多 く挟在する。

堆積層内には、炭化物や植物遺体が含まれている。層相から、氾濫堆積物である

と推定される。本層は弥生時代中期～古代末期までの遺物を含み、弥生時代の遺

物包含層を撹拌 しながら古代末期に堆積 したことが推定されている。

8層 :灰 白色を呈 しトラフ型斜交層理をなす細礫～粗粒砂。堆積層に含まれる礫の最大

直径は、粗粒な中礫サイズである。堆積層内には、材化石が多 く含まれる。層相

から、氾濫ないし流路堆積物であると推定される。本層は弥生時代中期～古代末

期までの遺物を含み、弥生時代の遺物包含層を撹拌 しながら古代末期に堆積 した

ことが推定されている。

(3)分析方法

1、 植物珪酸体分析

湿重 5g前後の試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法 (ポ リタン

グステン酸ナ トリウム、比重2.5)の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃

集する。検鏡 しやすい濃度に希釈 し、カバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、プリ

ュウラックスで封入 してプレパラー トを作製する。

400倍 の光学顕微鏡下で全面を走査 し、その間に出現するイネ科葉部 (葉 身と葉鞘)の

葉部短細胞に由来 した植物珪酸体 (以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)及び葉身機動細胞に由来

した植物珪酸体 (以下、機動細胞珪酸体 と呼ぶ )、 及びこれらを含む珪化組織片の分類

(近藤・佐瀬1986)に 基づいて同定し、計数する。

結果は、検出された種類とその個数を一覧表で示す。また、検出された植物珪酸体の出

現傾向から古植生について検討するために、植物珪酸体群集と珪化組織片の産状を図化 し

た。各種類の出現率は、短細胞珪酸体 と機動細胞珪酸体の珪酸体毎に、それぞれの総数を

基数とする百分率で求めた。

2、 微細物分析

土壌試料200ccを 水に一晩浸 し、0,5Hm目 の舗を通 して水洗 し、残澄をシャーレに集めて

双眼実体顕微鏡下で観察 し、同定可能な種実や炭化材等を抽出する。検出された植物遺体

等は、48時間80℃ で乾燥後の重量を求め、種類毎にビンに入れて保管する。

(4)結果

1、 植物珪酸体分析

。NRl(7層 )

結果を第 3表、第302図 に示す。保存状態が悪 く、表面に多数の小孔 (溶食痕)が認め

られる。栽培植物であるイネ属の短細胞珪酸体 と機動細胞珪酸体、稲籾に形成されるイネ
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第302図 植物珪酸体群集 と珪酸組織片の産状

出現率は、イネ科葉部短細胞珪酸体、イネ科棄身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分率で計算した。

なお、0は 1%未満、キは100個 未満の試料で検出された種類を示す。また珪化組織片の産状を*で示す。

第303図 植物珪酸体群集と珪酸組織片の産状

出現率は、イネ科棄部短細胞珪酸体、イネ科棄身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分率で計算した。

なお、0は 1%未満、+は 100個 未満の試料で検出された種類を示す。また珪化組織片の産状を*で示す。

属穎珪酸体が検出される。この他、タケ亜科、 ヨシ属、ススキ属 を含むウシクサ族、イチ

ゴツナギ亜科が検出される。

・弥生時代包含層試料 1(第 2区 I― c7区採集)

結果を第 3表、第302図 に示す。保存状態が悪 く、表面に多数の小孔 (溶食痕)が認め

られる。栽培植物では、イネ属の短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体、稲籾に形成されるイネ

属穎珪酸体が検出される。この他、タケ亜科、ヨン属、ススキ属を含むウシクサ族、イチ

ゴツナギ亜科が検出されるが、タケ亜科の産出が目立つ。

・弥生時代包含層試料 2(第 2区 I― a9区採集)

結果を第 4表、第303図 に示す。無存状態が悪く、表面に多数の小孔 (溶食痕)が認め
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られる。分析試料では、ネザサ節

を含むタケ亜科の産出が目立ち、

栽培植物のイネ属、コブナグサ属

やススキ属を含むウンクサ族、イ

チゴツナギ亜科等が検出される。

イネ属には、葉部に形成される短

細胞列と籾殻に形成される穎珪酸

体 も見られる。

・弥生時代包含層試料 3(第 2区

H― j9区採集)

結果を第 4表、第303図 に示す。

保存状態が悪 く、表面に多数の小

孔 (溶食痕)が認められる。分析

試料では、ネザサ節を含むタケ亜

科の産出が目立ち、栽培植物のイ

ネ属、コブナグサ属やススキ属を

含むウシクサ族、イチゴツナギ亜

科等が検出される。イネ属には、

業部に形成される短細胞列 と籾殻

に形成 される穎珪酸体 も見 られ

る。

2、 微細物分析

A.NRl(7層 )

結果を第 5表に示す。以下に示

す種実の他、植物の トゲ、材、炭

化材、蘇苔類、不明炭化物 (植物

由来と思われるが組織が認められ

ないもの)、 菌核、昆虫遺骸が検

出される。以下に検出された種類

の形態的特徴を示す。

・ヤマグワ

(脆rLIS2ysど箆
"S Poiret)

クワ科クワ属

種子が検出された。黄褐色で三

第 3表 植物珪酸体分析結果

弥生時代包含層
(第 2区 I― c7)NRl(7層 )

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ族イネ属          1
タケ亜科            66
ヨシ属              29
ウンクサ族ススキ属        3
イチゴツナギ亜科         4
不明キビ型           48
不明ヒゲシバ型         29     4
不明ダンチク型         16     6

イネ科葉身機動細胞珪酸体
イネ族イネ属           47     4
タケ亜科            44     7
ヨシ属             11     1
ウシクサ族           24
不 明

合 計
イネ科業部短細胞珪酸体
イネ科葉身機動細胞珪酸体
総 計

組 織 片
イネ属穎鮮酸体

第 4表 植物珪酸体分析結果

種  類 弥生時代包合層 弥生時代包合層
試料番号 (第 2区 I― a9)(第 2区 H― i9)

イネ科業部短細胞珪酸体

類種

つ
々

公
υ

，
Ｖ

つ
Ｏ

Ｅ
υ

ｌ
■

４

　

　

　

　

　

　

１

４

６

０

８

１

０

６

８

４

９

６

６

１

１

３

16

イネ族イネ属
タケ亜科ネザサ節
タケ亜科
ヨシ属
ウシクサ属コブナグサ属
ウシクサ族ススキ属
イチゴツナギ亜科
不明キビ型
不明ヒゲシバ型

イネ族イネ属
タケ亜科ネザサ節
タケ亜科
ヨシ属
ウンクサ族
不明

34          28
15          18

12           22
36          20
12           8
3      -
19         21
33          34

15

40
93
1

1

13

13

21

29
76

1

5

15

不明ダンチク型          29     17
イネ科葉身機動細胞珪酸体

合 計
イネ科業部短細胞珪酸体
イネ科棄身機動細胞珪酸体

254         210

115 105

器諜  言+                            369         315
珪化組織片

イネ属穎珪酸体
イネ属衛細胞ア‖

〔
υ

　

つ
々

つ
０
　
つ
る
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角】犬広倒卵形。一部破損 している。長さ2

alm、 幅1.5Hlm程度。一辺が鋭利で、基部に

爪状の突起を持つ。表面には微細な網目模

様があ り、 ざらつ く。

・タラノキ

(4翻
"ae′

a物 (Miq。 )能em伽 )

ウコギ科タラノキ属

ざらつく。

・ムラサキシキブ属 (働打fcarpa)

クマツズラ科 材

核 (内呆皮)が検出された。淡～黄褐色、

偏平で卵形。長さ 211m、 幅1.5mal程度。背

面は九みがあり、腹面中央はやや窪む。腹

核 (内果皮)が検出された。茶褐色、半  ィボクサ

月形でやや偏平。長さ2.5111n、 幅1.5Hlm程 度。  ttζ
,き5腹面はほぼ直線状で、片端に突起が見 られ

  牽
写今シ界昂手3置

イチゴ属
る。背面には数本の浅い溝が走る。表面は  一亥

第 5表  NRl埋 土微細植物片分析結果

種類名           部位 7層
木本

ヤマグワ
タラノキ
ムラサキシキブ属

草本
イバラモ属
スブタ
ホタルイ属
カヤツリグサ科

種子  1
果実  1
果実  3
果実 20
種子  3
果実 14
種子  1
種子 14

核   5
種子  1カタバ ミ属

スミレ属          種子  4
不明種実              5
植物の トゲ             3

炭化材
群苔類

子種
核
核

＋

＋

多

面方向に湾曲し、側面観は三日月形。中央 +:細片を含むため個体数推定が困難であ
ることを示す。

部の内果度がきわめて薄 く柔らかいため、 多 :100個体以上を示す。

破損 して ドーナツ状になっている。縁部分の内果皮は厚 く、やや弾力がある。

・イバラモ属 (Ala力s)  イバラモ科

種子が検出された。淡～茶掲色、針状長楕円体。長さ1.5-241m程度。両端は細 くな り

尖る。種皮は薄く透き通 り、表面には縦長の網目模様が配列する。

・スブタ近似種 (β′yxae訪 れοsperm a(Clarke)Hooker)  トチカガミ科スブタ属

種子が検出された。楕円形で大きさは l lnm程度。表面薄くて柔らかく、微細な突起があ

る。両端に刺状の突起がある。

・ホタルイ属 (髭 frpys)  カヤツリグサ科

果実が検出された。黒掲色、片凸レンズ状の広倒卵形。長さ 2 mll、 幅1.511m程度。背面

はやや高 く稜がある。先端部は尖 り、基部からのびる逆刺をもつ髭状の腕が残る。表面は

光沢があり、不規則な波状の横級状模様が発達する。

・カヤツリグサ科 (Cyperaceae)

果実が検出された。上述のホタルイ属以外の形態上差異のある複数の種を含んでいるも

のを一括 した。スゲ属と思われる個体等を含む。            ,

・イボクサ (れettetta ttfstt Hassk.)  ツユクサ科イボクサ属

種子が検出された。赤みがかつた灰掲色で半横長楕円形。径 2 nlm程度。背面は九みがあ
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り、腹面は平 らである。勝は線形で腹面の正中線上にあり、胚は一側面の浅い円形の凹み

に存在する。種皮は柔らかく、表面は円形の小孔が多数存在する。

・カラムシ属 働 説merra)  ィラクサ科

果実が検出された。淡黄褐色、非対称な広倒卵形で偏平。径 1剛程度。先端部や基部は

尖 り、中央部は両凸レンズ形。果度は薄 く表面はざらつ く。

・アカザ科 (Chenopodiaceae)

種子が検出された。黒色、円盤状でやや偏平。tt l llull程度き基部は凹み、膳がある。種

皮表面には膳を取 り囲むように微細な網目模様が同心円状に配列 し、光沢が強い。

・ナデシヨ科 (CaryophyHaceae)

種子が検出された。茶褐色、腎臓状円形でやや偏平。tt l llHl程度。基部は凹み、膀があ

る。種皮は薄 く柔らかい。種皮表面には、膳を取 り囲むように瘤状突起が同心円状に配列

する。

。キジムシロ属―ヘビイチゴ属―オランダイチゴ属 (Poど餌とftta―∂口訪esnea―降響 rF2)

バラ科

核 (内果皮)が検出された。灰褐色、腎形でやや偏平。長さ0。 9mal、 幅0.54nl程度。内果

皮は厚 く硬 く、表面は微細な網目模様がありざらつ く。

・カタバミ属 (Oxatts) カタバミ科

種子が検出された。黒灰色、卵形で偏平。長さ1.6硼、幅1.2Hm程度。先端は尖る。種皮

は薄 く柔らか く、縦方向に裂けやすい。表面には4～ 7列の肋骨決横隆条が並び、わらじ

状にみえる。

・スミレ属 (弯ο力)  スミレ科

種子が検出された。淡黄～淡灰褐色、広倒卵形。長さ1.5mll、 径 l llull程 度。基部は尖 り、

頂部には円形の勝点がある。種皮は薄 く、表面は細い縦筋が走 りざらつ く。種皮内面は横

長の細胞が配列する。

B。 古代の谷部埋土 (試料番号 I)

微細な炭化材や昆虫の破片が微量認められた程度で、種類が特定できる種実遺体等は検

出されなかった。

C.古代の谷部埋土 (試料番号Ⅱ)

舗別後の残澄からは、炭化材や木材組織が確認されない。種類、部位共に不明の炭化物

(不 明炭化物)が少量検出されたのみで、同定可能な種実は認められない。また、え化材

は、Ⅱ-1か らは0,lgに満たない微砕片が検出され、 Ⅱ-2か らは l cln角 以下の破片が

0.3g程度検出された。不明炭化物は両試料とも0.ユ gに満たない検出量であった。

(5)考察

1、 植物珪酸体分析
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植物珪酸体分析については、弥生時代包含層とNRl埋土について分析を実施した。分

析の結果からは、すべての試料において化石の保存状態が不良であつたことが指摘される。

植物珪酸体の組成をみると、ネザサ節を含むタケ亜科植物建酸体が多産する。このうちネ

ザサ節は温暖で乾燥した場所に多いため、照葉樹林が分布する西日本の植物珪酸体分析結

果には多くみられる種類であり (杉山、1999)、 遺跡周辺に広く分布していたものと考え

られる。一方、タケ亜科植物珪酸体は生産量も多く風化に強いため (近藤、1982:杉山・

藤原、1986:近藤・佐瀬、1986等)風化に強い種類が多く残った状況も考えられる。この

ことから、周辺には、タケ亜科、ヨシ属、ススキ属を含むウシクサ族、イチゴツナギ亜科

等が生育していたと考えられるが、その中でタケ亜科が多くを占めていたとは必ずしもい

えない。以上の分析結果をふまえると、分析を実施した調査区及びその周辺では、弥生時

代頃及び古代末期頃の時期に、乾燥した土壌環境上に開けた植生景観が展開するような場

所であったことが推定される。

また、すべての分析試料において、栽培種であるイネ属植物珪酸体が検出され、稲籾に

検出される珪酸体や組織片 (葉部組織内に植物珪酸体が配列している破片)も 認められた。

このような産状は、分析試料中にイネの葉や籾が混入していることを示唆している。この

ことから、弥生時代頃及び弥生時代中期～古代末期に分析地点では、イネ属珪酸体が地表

面付近の土壌・堆積物に取 り込まれるような状況が存在 していたことが推察される。しか

しながら、これらのイネ属珪酸体が分析地点での稲作によるものかどうかについては、微

化石分析結果のみからでは判断することが難 しい。この点については、本地点周辺の分析

結果や発掘結果、地層等の情報をふまえ、さらに検討 していくことが必要であると判断さ

れる。

2、 微細物分析

・NRl(7層 )

NRl埋 上の分析では、これまで河内長野市域でほとんど情報が得 られてこなかった弥

生時代中期～古代末期の古植生に関するデータが得られた点で重要である。検出された種

実遺体をみると、山地に森林を作るような種類は見られず、林縁に生育する低木類、人里

近 くに生育する草本類、水湿地に生育する水生植物がみられる。また、渡来種や栽培の可

能性がある種類等は検出されていない。木本類で検出されるヤマグワ、タラノキ、ムラサ

キシキブ属は、林縁等に生育する中低木類であり、後背地の丘陵斜面と台地や氾濫原等の

境を中心に生育 していたものとみられる。また、イバラモ属、スブタ、ホタルイ属、イボ

クサは水生植物であることから、流路内等の水湿地に生育していたと思われる。カヤツリ

グサ科、アカザ科、ナデシコ科、キジムシロ属―ヘビイチゴ属―オランダイテゴ属、カタ

バ ミ属、スミレ属、カラムシ属は、人里等開けた草地に好んで生育するいわゆる「人里植

物」であることから、これらは遺跡内やその周辺に分布 していたものと考えられる。一方、

植物珪酸体をみると、その産出量は少なかった。砂質な氾濫堆積物であることを考慮する
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と、堆積速度が早 く、取 り込まれにくかった可能性がある。なお、微量ではあるが、栽培

種のイネ属の植物珪酸体が検出されていることから、遺構周辺に栽培種のイネ植物体が存

在 したことが推定される。以上のような微細物分析から得られた種実分析から、弥生時代

中期～古代末期にNRl近 辺では、草地が卓越する開けた植生景観であったことが推定さ

れる。このような種実分析結果は、同一層準で実施された植物珪酸体分析結果と調和的で

ある。

・古代の谷部

古代の谷部を埋積する分析試料からは、種実遺体がまったく検出されなかった。分析試

料は、淘汰の非常に悪い砂質泥層であつた。粒度組成及び調査区周辺の地形をふまえると、

分析試料は、クリープ等の地形営力によって丘陵斜面から谷内へ運搬されてきた重力性の

堆積物であることが推測される。このような斜面性の地形営力は、通常、乾燥 した土壌環

境下で形成される。分析を実施 した古代の谷部では、掃流性や滞水性の堆積物が認められ

ず、童力性 と推測される堆積物によって充填されていた。このことから、古代の谷部では、

流水や滞水の堆積環境は形成されず、重力性の地形営力が卓越する場所であったと判断さ

れる。以上のことから、古代に谷部では、種実等の植物遺体が非常に残 りにくい乾燥 した

堆積ないし土壌環境が形成されていたことが推定される。

3、 河内長野市域の古植生

河内長野市域では、三日市遺跡、高向遺跡や寺元遺跡等で奈良時代及び中世を中心 とし

た花粉分析データが得 られている (パ リノ・サーヴェイ、1988・ 1995・ 1997)。 これらの

分析結果からは、高向遺跡や寺元遺跡周辺で、奈良時代にカシ類・シイ類による暖温帯林、

いわゆる照葉樹林が形成されていたことが推定される。また、奈良時代や奈良時代以降の

層準では、マツ属が増加 し始め、人為的営力による二次林化の影響が認められるようにな

る。一方、三日市遺跡周辺では、中世にはカシ類を主体 とする暖温帯林が成立 していたこ

とが推定されてお り、三日市遺跡周辺は寺元遺跡周辺に比較 して、二次林化の影響があま

り及んでいなかったことがうかがえる。このように河内長野市域における奈良時代以降の

植生変遷は、地点によって差異があったことが推定される。また、各遺跡の奈良時代以降

の花粉化石群集には、上記の種類の他に、コウヤマキ属・ツガ属 。モミ属・スギ属といつ

た針葉樹花粉が多 く認められている。これらの針葉樹の種類は、随伴種の組成から判断 し

て、温帯性針葉樹のモミ・ッガ・コウヤマキ・スギに比定されるものと考えられる。温帯

性針葉樹は、現在では暖温帯林から冷温帯林の推移帯に成立する中間温帯林を構成する要

素として認められることから、当時も後背地である丘陵上部に分布 していたと考えられる

が、花粉化石の出現率が高 く、遺跡周辺の林分を構成する要素であった可能性も否めない。

これら針葉樹の木材は、弥生時代以降に多用されていることから、その分布拡大様式を捉

えることは、人間活動を捉える上でも重要な課題であり今後の情報の蓄積を待って再評価

したい。
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(6)ま とめ

三日市北遺跡で実施した自然科学分析結果から、以下のような知見を得られた。

・分析を実施した調査区及びその周辺では、弥生時代頃及び弥生時代中期～古代末期頃に、

草地が卓越する開けた植生景観が展開していたことが推定された。

・分析を実施した調査区では、弥生時代頃及び弥生時代中期～古代末期頃に、地表面付近

で乾燥した土壌環境が形成される領域が広がっていたと考えられた。

・弥生時代中期～古代末期頃に、遺跡内の草地のうち相対的に乾燥した土壌環境の場所で

は、「人里植物」であるカヤツリグサ科、アカザ科、ナデシコ科、キジムシロ属―ヘビイ

テゴ属―オランダイチゴ属、カタバミ属、スミレ属、カラムシ属が分布していた。

・NRl内で認められた水生植物のバラモ属、スブタ、ホタルイ属、イボクサは古代末期

に流路内に生育していた植物に由来すると考えられた。

・弥生時代頃及び弥生時代中期～古代末期頃の時期には、分析地点付近で栽培種であるイ

ネが流路内や地表面付近の堆積物・土壌に取り込まれるような状況が存在 していた。

。遺跡後背地の丘陵斜面林縁部等には、古代末期にヤマグワ、タラノキ、ムラサキシキブ

属が生育していた。

・古代の谷部では、丘陵斜面に近い部分で斜面性の地形営力が卓越する乾燥した堆積ない

し上壌環境が形成されていた。      .
・三日市北遺跡周辺では、中世にカシ類を主体とする暖温帯林が成立していたことが推定

され、寺元遺跡周辺に比較して、二次林化の影響があまり及んでいなかったことが推測さ

れた。
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第 4章 総括

第 1節 三日市北遺跡出土畿内第Ⅲ・Ⅳ様式の土器について

(1)は じめに

本節では、本遺跡出上の畿内第Ⅲ・Ⅳ様式の上器様式を検討する。本遺跡は、南河内で

も最南端に位置するが、南河内の畿内第Ⅲ・Ⅳ様式の上器様式は、まとまった調査事例が

少ないため、従来、中河内地域と一括されて扱われてきた。 しかし、本遺跡の調査で一定

量の資料が得 られ、その分析により、中1可 内とは異なる傾向が認められた事から、以下の

方法により、本遺跡出上の畿内第Ⅲ oⅣ様式の上器様式について分析・検討を行う (註 1)。

本遺跡出上の畿内第Ⅲ・Ⅳ様式の上器は、生駒山西麓地域からの搬入品 (註 2)と 、生

駒山西麓地域以外の地域からの搬入品、そしてそれ以外の非生駒山西麓産土器によって構

成されている。このように、使用時の上器様式が複数の生産時の上器様式から成立してい

る点に注目し、まずは、それぞれの生産時の様式に対する分析を行う。生駒山西麓型土器

の分析を行う際には、生駒山西麓産土器が本遺跡出土の土器群に占める割合を明らかにす

るという目的から、搬入率を機能別、時期別に示した。次に、非生駒山西麓型土器を分析

する際には、これらの構成を明らかにするという目的から、分類を行い、それぞれの上器

群の編年を行った。最後に、使用時の上器様式についても、生産の様式である生駒山西麓

産土器と複数の様式の非生駒山西麓産土器がどのように関わり合い、使用時の土器様式を

構成するのか若干考察を加えた。

(2)中 。南河内の畿内第Ⅲ・Ⅳ様式の土器様式についての研究史

畿内第Ⅲ・Ⅳ様式の上器編年は、小林行雄氏が奈良県唐古遺跡で提唱し (末永・小林・

藤岡1943)、 その後、佐原真氏が畿内編年として確立した。佐原氏は、第三様式古様式で

は櫛描文を盛用し、第三様式新様式では凹線文を採用し、第四様式では櫛描文の使用が衰

退して凹線文を盛用するという編年を提示した (佐原1968)。 しかし、調査が進むにつれ

て、特に中河内の平野部で、佐原編年と実際の調査成果との飢婦が見出されるようになっ

た。すなわち、凹線文を施す土器のみで構成される土器群が純粋な一括資料として現れず、

簾状文を多用する土器群と共伴する事実が判明したのである。以来、佐原編年と事実との

飢齢を埋めるために、いくつかの編年が先学により提示されたのである (井藤1983、 今

村・曽我編1981、 広瀬1986、 寺沢・森井1989)が、中 。南河内の上器の様式構造を明確に

とらえるには至らなかった。その後、生駒山西麓産の胎土と器形、文様が強い相関性を有

する事、その型式変化が明確である事が判明し、生駒山西麓型 (生駒西麓型)と 呼ばれる

一つの様式が把握された (森井1982、 三好1987、 1993、 囲分1992、 濱田1990、 1993、 若林
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1997)(註 3)。 また、生駒山西麓型土器に伴う非生駒山西麓産胎土の上器群 も、畿内通有

型 (河内平野式)と して把握されるようになり (濱 田1990、 1993、 國分1992、 若林1992、

1996、 1997、 長友2004)(註 4)、 中 。南河内の使用時における土器様式は、生駒山西麓型

と畿内通有型の 2つ の生産時における様式で構成される事が判明した (註 5)。

一方、畿内通有型土器群 と生駒山西麓型土器群の関係についても研究が進められた。若

林邦彦氏は、生駒山西麓産土器の搬入率が生産地である生駒山西麓地域からの距離に反比

例 して減少 していく事、また、生駒山西麓産土器の搬入率が高い程、生駒山西麓型の規範

に対 して、畿内通有型土器の器形と文様の規範が高 くなる事、この事によつて、生駒山西

麓産土器の搬入率の高い地域では、 2つ の系列の規範が明確になる事を指摘 している。ま

た、この傾向が強い中河内の平野部では、非生駒山西麓産胎土で製作された生駒山西麓型

土器と同様の形態・文様を持つ土器がほとんど存在 しない。この事から、中河内の平野部

での畿内通有型の規範の高さを強調 した (若林1997)。

このように、調査事例の多い中河内では、使用時の上器様式が 2つの生産時の様式から

なる事が判明し、両者の影響関係に関する研究が進んでいる。 しかし、前述のように、ま

とまった調査成果の少ない南河内では、土器様式構造の把握が遅れている (註 6)。

しかし、南河内についての先学の指摘や、本遺跡出土土器の概観から、以下のような中

河内との相違点が認められた。すなわち、生産地である生駒山西麓地域からの距離が離れ

ているにもかかわらず、生駒山西麓型土器の搬入率が高い点 (三好1987)(註 7)、 非生駒

山西麓産胎土で製作された生駒山西麓型土器と同様の形態・文様を持つ土器が多数存在す

る点、この土器群に施文されている焦状文の静止痕間隔が一貫 して広い点 (井藤1987)等

である。このような中河内地域との相違点を手がかりに、本遺跡出上の畿内第Ⅲ・Ⅳ様式

の土器様式構造を検討する。

(3)生駒山西麓産土器の分析

本遺跡出上の畿内第Ⅲ・Ⅳ様式の上器群は、高い比率で搬入されている生駒山西麓産土

器群、わずかな生駒山西麓地域以外からの搬入土器群 (註 8)、 そ して約半数を占めるそ

図3041 機能別搬入率
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の他の非生駒山西麓産土器群で構成されている。そこでここでは、非生駒山西麓産土器の

規範の発現に強い影響を持つとされる (若林1997)生駒山西麓産土器の搬入率を示す。

近年、各地の生駒山西麓産土器の搬入率に関しては、秋山浩三氏らが精力的に再集計を

行つている。秋山氏らは、土器の機能、時期、遺構の性格別に生駒山西麓産土器の搬入率

を示している。具体的には、遺跡出土土器全点の内、口縁部の残存する個体を対象として、

機能別、時期別、遺構の性格別に、集計作業を実施している。さらに、前述の口縁部の破

片に甕 '壷の底部、高杯・鉢の脚部、蓋を加算して、遺跡全体の合計として比率を示して

いる (秋山・瀬川 。中川2002、 秋山 。瀬川 。中川・池谷2002、 秋山 。中川・長友 。河村

2004)。 本節でも、秋山氏らの集計方法に従つて作業を実施し、本遺跡の生駒山西麓産土

器の搬入率について機能別、時期別に提示する (註 9)。

第304-1図では、畿内第Ⅲ oⅣ様式の上器について、土器の機能別に生駒山西麓産土

器の搬入率を示した。対象とした器種は、「貯蔵具」として壺・水差、「煮沸具」として、

奏、「供膳具」として、高杯・鉢である。また、全点を対象とした「合計」では、秋山氏

らの集計方法と同様に、端部の残る破片をすべて集計した数値を示した。この結果による

と、本遺跡出上の畿内第Ⅲ oⅣ様式の上器群に占める生駒山西麓産土器の割合は、44.80/O

と非常に高い数値を示す。土器の機能別にみると、貯蔵具で47.00/O、 煮沸具で47.10/0、 供

膳具で41.20/0と 、ほぼどの機能でも、高い数値を示している。このような傾向は、都出比

呂志氏が提示している土器の移動類型のBに当たる (註 10)。

第304-2図では、時期別の生駒山西麓産土器の搬入率を示した。ここで対象とした資

料は、遺構出上のある程度一括性の高い土器群である。また、第V様式末～庄内期につい

ては、遺構出土土器と、包含層第 4調査区出土土器を対象として集計した。この結果、第

Ⅲ様式における生駒山西麓産土器の搬入率は、42.4%と いう高い数値を示し、第Ⅳ様式に

おいても、44.50/0と 大きく差はない。一方、第V様式末～庄内期では、搬入率が激減し、

わずか0。 6%と なる。この原因として、山田隆一氏が以下のような指摘をしている。山田

氏によると、第V様式では、土器の動きが緩慢になる。特に石川流域は、弥生時代中期以

来の物資の流通ルートから外れる事から、土器の搬入率が低下するという (山 田2001)。

(4)非生駒山西麓産土器の分析

①非生駒山西麓産土器の分類

(3)で は、畿内第Ⅲ・Ⅳ様式において、生駒山西麓産土器が非常に高い比率で搬入さ

れている事が判明した。これらを除く土器は、形態から生駒山西麓地域以外の地域からの

搬入品と判断できる土器と、その他の非生駒山西麓産胎土の上器群 (以下、非生駒山西麓

産土器とする場合には、確実な搬入品を除くものとする)か ら構成されている。前者は、

本遺跡出土土器の内 l°/oに も満たず、後者がおよそ550/Oを 占めている。以下では、これら

の非生駒山西麓産土器を分析する。まずは、形態、胎土からこれらを分類する。
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形態の分類については、基本的には第 2章第 1節で示 した分類を踏襲する。広口壺は、

口縁端部の形態でAからEに分類 し、甕は、法量と口縁端部の形態でAか らDに分類 して

いる。また、鉢、高杯についても、郭部の形態でA・ Bに分類 した。ここでは、さらに細

頸壼、水差、鉢について、文様で細分 し、高杯Aについては、杯部の形態 と文様で細分す

る (第305図 )。 細頸壺、水差、鉢A・ Bは、簾状文、列点文を施文する i類 と、凹線文や多

様な櫛描文を施文する�類に細分する。 したがって、例えば、鉢Aで i類の文様を施文す

るものは、鉢Aiと 呼ぶ。高杯△は、杯部の形態で、口縁部が郭部底部から屈曲して直立

するものと、内湾しながら開くものに2分 し、前者を文様でさらに2分する。これにより、

高杯Aは、日縁部が杯部底部から屈曲して直立する形態の杯部を持ち、集状文、列点文を

施文する高杯Al、 同様の形態で、凹線文を施文するA2、 大きく内湾 して開く杯部を持

つA3に細分 した。なお、無顕壼は、母数が極端に少ないため、細分の対象としなかった。

胎上の分類については、特徴的な含有鉱物、色調、焼成で以下のように3群 に細分する

(註 11)。

l群 胎土は緻密である。長石、石英、チャー ト等を少量含む。長石を多量に含むもの

や、赤色班粒を含むものもある。色調はにぶい黄褐色から淡橙色を呈 し、全体 として明る

い色調である。焼成は甘いものが多い。

2群 胎土はやや緻密である。長石、石英の他、チャー ト、金雲母等の有色鉱物を多量

に含む。器壁はざらざらした印象を受ける。色調は白灰色や橙色等さまざまであるが、全

体 として灰色がかったにぶい色調を呈する。焼成は良好堅緻で断面が灰色を呈するものも

多い。

3群 胎土は緻密である。長石、石英、チャー ト、金雲母をわずかに含む。微細な角閃

石を含む事が最大の特徴である。色調は白灰色を呈 し、焼成は良好堅緻である。

②土器群の抽出

①で分類した各形式、胎土各群と生駒山西麓産胎上の相関性を示したグラフが第306図

である。ここでは、形式と胎上の相関性から、土器群を抽出すると共に、中河内の様相

(若林1997)と の比較を行う。なお、胎± 3群で製作されたものは、奏Dが多いが、個体

数としては、本遺跡出土土器中の 10/O程度にも満たず、図示はしていない (註 12)。

第306図では、生駒山西麓産胎土で製作されたものが半数以上を占めるもの、胎± 2群

で製作されたものが半数以上を占めるもの、胎± 1・ 2群、生駒山西麓産胎上が同程度存

在するものの 3つ に分類できる。広口壼A・ Bl、 細顎壷 i、 水差 i、 甕A・ C、 鉢Bi

は、生駒山西麓産胎上で製作されたものが半数以上を占め、広口壷B2。 C・ DoE、 細

頚壺�、水差�、甕B・ D、 鉢A� 、鉢B� 、高杯A2・ Bは、非生駒山西麓産胎上で製

作されたものが半数以上を占める。また、鉢Ai、 高杯Al・ A3は、非生駒山西麓産胎

上が多いが、生駒山西麓産胎土も一定量存在している。

ところで、生駒山西麓産胎土で製作されたものが半数以上を占める広口壷A・ Bl、 細
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頸壼 i、 水差 i、 甕A・ C、 鉢Biの各形式は、中河内でも生駒山西麓産胎土との相関性

が高 く、生駒山西麓型を構成する形式であるとされてきた (三好 1987、 國分 1992、 濱田

1993、 若林 1997)。 たとえば、広口壺Aについて、若林氏の研究成果によると、中河内では

生駒山西麓産胎±9割、非生駒山西麓産胎±1割 と、圧倒的に生駒山西麓産胎土で製作 され

たものが占める。これに対 し、本遺跡では、生駒山西麓産胎±7害↓、非生駒山西麓産胎±3

割と非生駒山西麓産胎土で製作されたものが一定量を占める。この傾向は、他の生駒山西

麓型の形式でも同様である。つまり、本遺跡においては、生駒山西麓型の諸形式は、生駒

山西麓産胎上で製作されたものと、一定量の非生駒山西麓産胎土で製作されたものの 2者

がある事になる。また、非生駒山西麓産胎上での中では、胎± 1群が多いという傾向があ

る。本遺跡での、非生駒山西麓産胎土と生駒山西麓型土器に特徴的な形態 。文様の組み合

わせは、生駒山西麓型の属性のうち胎上が欠落 してお り、生駒山西麓型模倣型といえる。

また、非生駒山西麓産胎土と相関性の高い広口重 B2・ C・ D・ E、 細頸壺 �、甕B・

D、 鉢A� 、鉢 B� 、高杯A2の各形式は、畿内通有型 (河内平野式、非生駒西麓型)を

構成する形式であるとされてきた (囲分 1992、 濱田1990、 1993、 若林1997、 長友2004)。

これらの形式は、中河内においても非生駒山西麓産胎土で製作 されたものが多 く、本遺跡

でみられる傾向と一致する。また、本遺跡では胎± 2群で製作されたものが多いという傾

向がある。

一方、鉢A� 、高杯Al・ A3・ Bは、胎± 1・ 2群・生駒山西麓産胎土で製作された

ものが同程度である。鉢A� 、高杯A3については、中河内のデータは示されていないが、

高杯Alについては、生駒山西麓産胎上で製作されたものの比率が中河内よりも低い結果

となっている。この事から、本遺跡では、特に供膳具について、特定の胎土との相関性が

低いといえる。

また、甕A・ Bと いった中・小型甕は、中河内においては特定の胎土との相関性が比較

的低い傾向がある。しかし、本遺跡では、甕Aも 他の生駒山西麓型の形式と同様に生駒山

西麓産胎土 との高い相関性を示 し、甕Bも 、非生駒山西麓産胎土、特に胎± 2群 との相関

性が高いという傾向を示す。

以上のように、本遺跡の非生駒山西麓産胎上で製作された土器群には、生駒山西麓型模

倣型土器群 と畿内通有型土器群があり、これらが、胎± 1・ 2群 とそれぞれ相関性が高い

事が判明した。この 2つの上器群を、それぞれ生駒山西麓型模倣型=A類・畿内通有型=

B類 と呼ぶ。

以下では、それぞれの上器群について、形態、文様、調整の型式学的な検討を加える。

③A類土器群の分析

A類 =生駒山西麓型模倣型土器群には、前述のように、広口壼A・ Bl、 細顎壷 i、 水

差 i、 甕AoC、 鉢Biがある。生駒山西麓産胎上で製作されたこれらの形式の土器群、

つまり生駒山西麓型土器は、時系列的な型式変化が明瞭であると指摘されてきた (森井
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1982、 寺沢 。森井1989、 國分 1992、 三好1993、 濱田1993、 長友2004)(註 13)。

以下では、A類の土器群が、生駒山西麓型土器の型式変化を忠実に模倣 しているのか否

かを検討する。検討の方法としては、個体数が比較的多 く、型式変化が特に明確な広口壼

A、 甕 Cの 口縁端部を、以下のように形態で分類 し、一括性のある程度高い資料によって、

生駒山西麓型土器と比較 した。

広口壷 A、 甕 Cの口縁部の分類については、第307図のとお りである。

次に、一括資料によって、これら形態の類型の現れ方をA類 と生駒山西麓型について比

較する (第 308図 )。 また、比較の際には、形態の比較に加えて、同類型のものについて、

A類 と生駒山西麓型で、集状文の原体幅と静止痕の間隔を比較した (第 309図 )。

この結果、 S K20、 SK5、 S K56で はal類、 a2類、 cl類が出土 し、 S D12で は

a3類、 a6類 を含むものの a4類、 a5類が主体をなす事で、両者が一致 している。ま

た、簾状文の静止痕の間隔については、 al類からa4類 までは、両者が同一であるが、

a5類になると相違が見られる。生駒山西麓型は原体幅20～ 30alm、 静止痕間隔 2～ 5 4unと 、

原体幅が広が り、逆に静止痕の間隔がきわめて狭 くなるのに対 し、A類では原体幅20～ 30

Hlm、 静止痕間隔 3～ 841mと 原体幅は広 くなるものの、静止痕間隔は広いままのものもある

(註 14)。

このように、A類の広口壼 A、 甕Cの型式変化は、形態ではおよそ生駒山西麓型の型式

変化に一致するが、A類広口壼Aの第状文の静止痕の間隔については、一貫 して広いもの

もあるという傾向がある。ただ、広口重A、 奏Cの両者について、下方向に拡張した口縁

端部の内側を丁寧にナデて仕上げるという手法上の特徴があり、生駒山西麓型土器に見ら

れるような口縁端部 と体部の間隔が非常に狭いもの (a6類、 c4類)は、ほとんど見ら

れない傾向がある。また、口縁端部を内側に巻き込む形態を持つものがある事も、A類広

口壼Aの特徴 と考えられる。

以上のように、細部では異なるものの、A類の広口壼 A、 甕 Cは、ほぼ生駒山西麓型土

器と同様の型式変化を採る事が判明した。以下では、広口壼 A、 甕 Cの各形式を基軸とし

て、既往の河内編年 (寺沢・森井1989)(註 15)に添った形で、A類の他形式の編年を行

い、A類土器群全体の時系列的な変化を追い、小様式の設定を行った (第 310図 )。 本来な

らば、他の形式も型式組列を組み、それぞれの並行関係を一括資料で確認するという方法

を採るべ きであるが、編年の基軸とした形式以外は個体数が少なく、紅列を組む事は不可

能であった。したがって、基本的には、一括資料で編年の基軸とした形式 と共伴 したもの

を同様式として位置づける。しかし、一括資料から形式を欠 く場合には、河内編年に従い、

方形周溝墓群、自然流路、包含層出土土器をもって補完 した。また、一小様式に相当する

良好な一括資料が欠落 している場合にも、河内編年に従い包含層等から出土 した資料を用

いて小様式を構成 した。したがって、この場合には複数の遺構から出土 した資料によって

小様式が構成されてお り、今後の調査で良好な一括資料が検出された場合は、修正を行う
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第307図 広口壺 A・ 甕 C口縁端部形態分類

生駒山西麓型広 口亜A A類広口壺A 生駒山西麓型甕C A類甕C
1 1 a4 1 1 c4

SK20 1 4 1

SK5 1 2

SK56 1 1 1

SDl 1 1 1 1 2

SD12 1 3 1 1 3 1 1 2

SD4 2 1 1 1 1 1

方形周溝墓 4 8 6 9

第308図 広口壺A・ 甕 C口縁端部各類型の一括資料における共伴関係

第309図 広口壺Aの簾状文の原体幅・静止痕間隔と口縁端部形態の相関関係

必要がある。

Ⅲ-1様式 広口壷Aでは、 al類の口縁端部形態を採るもの、奏 Cでは、 cl類の口

縁端部形態を採るものを本様式の指標 とする。第Ⅲ様式に属する土器は、一括性の高い遺
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構出土のものが多いが、全体として個体数は少ない。一括資料としてはS K20、 SK4出

土土器、SK5出土土器の古相の上器群がある。広口重Alの体部としては、SK4出土

のものがある。この壼体部は、体部中ほどに最大径を持ち、顎部へと緩やかに接続してい

る。S K20出 上の広口壺は、これ以降の広口壺Aの祖形となると考えられる。SK5出土

の無顎壷は、無文であり、日縁端部を外折している。

上記の一括資料以外のものでは、紫状文や扇状文を施文する鉢Biがある。これらは、

日縁端部を外折する点で型式学的に本様式に位置づけられると考えられる。

Ⅲ-2様式 広口壷Aは、 a2類の口縁端部形態のものを本様式の指標とする。甕Cは、

cl類の形態を持つが、前様式より口縁端部が拡張する傾向にあり、口縁端部が水平方向

にのびるものを本様式に位置づける。一括資料としてはSDl、 SK5新相、S K56出 土

土器がある。SDl出土の広口壼Blは、上下に拡張した口縁端部がわずかに内傾する。

上記の一括資料以外のものでは、口縁端部が顎部に密着して段状を呈する無頸壺が、本

様式に位置づけられる。施文された波状文は、原体を回転させて施文する佐原氏の波状文

の分類のⅡa種 (小林・佐原1964)で ある。鉢Bは 口縁部を外折し、口縁端部を下方向に

拡張するものが本様式に相挙する。本様式までに施文される焦状文は原体の幅が狭く、器

壁に施文が深くなされている。また、1438に みるように、原体の条痕の間隔が不ぞろいな

ものも散見される。

Ⅳ-1様式 広口壺Aは、 a3類の口縁端部形態を持つもの、甕Cでは、 c2類の口縁

端部形態を持つものを本様式の指標とする。本様式に位置づけられる一括資料は、見当た

らない。よって本様式に相当する土器群は、河内編年 (寺沢・森井1989)に従って包含層

等出土土器から補完したものである。

広口壺Blは、前様式と比較して、口縁端部の下方向への拡張が進み、口縁端部がやや

内傾する。扇状文を施文するやや古い様相を示すが、口縁部の形態から本様式に位置づけ

た。細頸壷 iは 、生駒山西麓型に見られるような頸部が細いタイプが、前様式までに見ら

れず、やや大型化した顎部が内湾するタイプが、本様式から出現すると考えられる。鉢B

iは 、下方向に拡張した口縁端部が体部に密着し、段状を呈するものが本様式であると考

えられるが、本遺跡では確認できない。また、胎± 1群の高杯Bも 出土例がない。高杯A

lは、屈曲した口縁部が内傾し、杯部全体が深いものが本様式に相当しよう。このように、

Ⅳ-1様式では、扇状文や波状文が施文されなくなり、焦状文を多用し、円形浮文の採用

が始まる。個体差が大きかった前様式までに比べて、文様に関して斉一性が向上したとい

える。

Ⅳ-2様式 広口壼Aは、a4類の口縁端部形態を採るもの、甕Cは、 c3類の口縁端部

形態を採るものが本様式の指標である。一括資料では、S D12出 土土器の古相の上器群が、

本様式に位置づけられる。S D12出 土の大型の鉢Biは、口縁端部を下方向へ大きく拡張

しているが、体部には密着していない。広口壼Blに は、生駒山西麓型土器にみるような、
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上下の口縁端部が強 く内湾するタイプが該当すると考えられるが、本遺跡のA類では、見

受けられない。前様式と比較 して、さらに口縁端部の下方向への拡張と、口縁端部全体の

内傾傾向が進むものが位置づけられよう。

上記の一括資料以外のものでは、細頸壷 iに おいて、前様式に比べて、頸部の内湾の度

合いが強まるとともに、口縁端部の内側への肥厚が始まるものが本様式に相当する。口縁

端部がやや高い段状を呈する無頸壺、鉢Biも 本様式と考えられる。Ⅳ-2様式は、鉢Bi

や無頸壺に一部列点文 (註16)や刻目が施文される他は、簾状文が盛用される様式である。

Ⅳ-3様式 広口壷Aは、 a5類 の口縁端部形態を持つ ものが、本様式の指標である。

甕Cは、前様式 と比較 して、さらに口縁端部の拡張傾向が進んでいる。一括資料では、 S

D12出土土器の新相の土器群が、本様式に位置づけられる。 S D12出 上の広口壼Blは、

回縁端部が内側に肥厚 し、口縁部外面は斜線文と刺突文で飾る。細頸壷 iも 、口縁端部が

内側に肥厚する傾向にあ り、外面を列点文や刻 日、円形浮文で飾っている。水差 iは 、

Ⅳ-1様式で出現 していると考えられるが、確実に確認できるのは本様式からである。こ

れも列点文と集状文で飾つている。

上記の一括資料以外のものでは、前様式に比べて、さらに回縁端部の段が扁平化する鉢

Biが本様式に相当する。口縁端部には刻目を加えるものが多い。この形式に施文される

集状文は、前様式に比べて、原体の幅が拡大 し、静止痕の間隔が狭 くなる傾向にあるもの

もある。また、無頸重 も、同様の型式変化を採ると考えられる。以上のように、Ⅳ-3様

式では、焦状文は未だ盛用されているが、列点文と併用される傾向にある。また、広口壷

Blの口縁部の文様は、斜線文に置き変わる。

Ⅳ-4様式 広口壺Aは 、 a6類の口縁端部形態を持つ もの、甕 Cは、 c5類の口縁部

形態を持つものが本様式の指標 となる。遺構出土資料 としては、一括性が低いが、SD4

出土土器の最も新相を示す土器群が本様式に位置づけられると考えられる。広口壺Aでは、

無文のものが増加する。 SD4出 上の広口壺 Blは 、各部の屈曲が甘 くなり、矮小化 した

感がある。高杯 Bでは、下方向に拡張した口縁端部に、凹線文を施文するようになる。

上記の一括資料以外のものでは、顕部が肥大化 し、太頸董と化 した細頚重 iが本様式に

相当する。口縁部外面は、刻目と円形浮文で飾 り、頚部に原体幅が広 く、静止痕の幅も広

い集状文を施文 している。この点で、細頸壼 iの型式変化 も、細部では生駒山西麓型のそ

れと異なっているものがある事が分かる。口縁端部が前様式に比べてさらに扁平化 し、わ

ずかに段をなす鉢 Bi、 無頸壷 も、本様式に位置づけられる。これらは、刻目、焦状文、

棒状浮文で飾るものもあるが、無文のものも現れる。このように、Ⅳ-4様式では、広口

壼Aや無頸壺で無文化が進む一方、細頸壼は華麗に飾る。また、A類では初めて凹線文が

導入される。

以上のように、広口壷Aと 甕 Cの型式変化を基軸として、一括資料で並行関係を確認 し、

河内編年 (寺沢・森井1989)で補完 しつつ、各形式の型式変化を位置づけた。これにより、
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広口重A、 甕Cは、生駒山西麓産型とほぼ同様の変遷を採 り、他形式 も、生駒山西麓型と

同形態のものが、ほぼどの様式にも存在する事が判明した。この中では、生駒山西麓型土

器を忠実に模倣するものと、大筋では同形態であるが、細部が異なるものに分かれる。

④ B類土器群の分析

B類 =畿内通有型には、前述のように、広口壷B2・ CoD・ E、 細頸壷 �、甕 B・ D、

鉢A� 、鉢B� 、高杯A2がある。これらの型式学的変化は、わずかに広口重の変化が指

摘されている (囲分 1992、 長友2004)が、生駒山西麓型ほど明確ではない。そこで、複雑

な様相を示す広口壺 C・ DoEに ついて形態を細分 し、文様 との相関関係を整理 した後、

形式を改めて設定する。その後、他の形式 とともに編年的な位置づけを行う。ここでは、

後の考察の都合上、分類についてはすべての胎上で製作された広口壷 C,DoEを 対象と

し、編年については、胎± 2群で製作されたもののみを対象とした。

形態の分類としては、基本的には第 2章第 1節で示 したものを踏襲するが、口縁端部の

形態でさらに細分する。

広口壼DoEは 、口縁端部の形態で第311図 のように細分する。これらの類型の時系列

的な変化を検討するが、対象 とした広口壺は、編年の基軸とした形式 と共伴 した資料が少

ない。このため、先に型式変化の方向性を想定 し、それと諸属性の相関関係を検討する事

で、それぞれの組列の妥当性を検証する。

これらの型式変化の方向性 としては、口縁端部の拡張という型式変化を想定する。すな

わち、想定される組列は、 c類→ dl類→ d2類→ d3類、 el類→ e2類→ e3類→ e

4類の 2つである。

次に、文様の分類を行う。本来であれば、体部の文様構成を検討すべきであるが、本遺

跡出土土器は、顎部より下部の形態が半J明 している個体がほとんどない。このため、ここ

では、口縁端部外面と口縁部内面の文様の相関関係を検討する。

口縁端部外面の文様は、波状文、列点文、集状文手法の列点文、凹線文、凹線文に研磨

痕を加えたもの、簾状文、刻目、無文に分類する。口縁部内面の文様は、扇状文、列点文、

ヘラ押圧、直線文、無文に分類する。これらの文様が、実際にどのような組み合わせで存

在するのかを示 したのが第312図である (註 17)。

以上の形態分類 と文様の分類の組み合わせを図3131こ 示 した。無文のものはcodl～

d3類の口縁端部の分類 と組合い、有文の各文様の組み合わせは、ある程度特定類型と相

関性がある。この事から、大 きく無文の c・ dl～ 3類 と、有文の c・ dl～ 3類、 el

～ 4類の 3つの組列に分類可能である。これらの型式変化を、前述のようにc類→ dl類

→ d2類→ d3類、 el類→ e2類→ e3類→ e4類 と仮定すると、 2群の胎上で製作さ

れたものについては、それぞれの組列で文様 との組み合わせをスムーズにたどる事が可能

である。この傾向に合致 しないものは、胎±1群や生駒山西麓産胎土 といった 2群以外の

胎土で製作されたものである。よって、胎± 2群で製作されたこれらの型式組列を有文の
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c類→ dl類→ d2類→ d3類 (広 口重 d)、 el類→ e2類→ e3類→ e4類 (広 口壼

e)、 無文の c類→ dl類→ d2類→ d3類 (広 口壺 c)と して、B類の広口童の形式に

設定する。

以下では、これらの広口壺の型式組列 とB類の他形式の編年的な位置づけを試みる。検

討の方法は、A類 と同様に、生駒山西麓型広口重 A、 奏 C、 A類広口壺 A、 甕 Cを編年の

基軸 とし、一括資料で広口壼 c・ d・ eの型式組列との並行関係を探る。広口壺 c・ d・

eは、ほとんどが包含層等から出土 した資料であるが、 e2類が頸部に凹線文を施文 して

いる事、 e3類が S D12か ら出土 している事を定点として、前節で示 したA類土器の編年

に位置づける。また、これと同時に他の形式 も、一括資料で並行関係を確認 し、一括資料

第312図 広口壺 ced.e回 縁端部内外文様組み合わせ
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から欠如 している場合は、河内編年 (寺沢 。森井1989)や和泉地域の編年 (樋 口1990、 地

村1999等)を参考に位置づけた。

Ⅲ-1様式 前述のように、第Ⅲ様式に属する遺構は多いが、個体数は少ない。 S K56

出土土器の古相が本様式に位置づけられる。 S K56出 上の広口壼 c類は、口縁が水平方向

に長 くのびる。

上記の一括資料の以外のものとしては、大型の鉢で、口縁部が直立するタイプを本様式

に位置づける。また、図化 していないが、長顎で口縁端部を上下に拡張する河内平野式広

口壼A(囲分1992)と 考えられる口縁端部片 も出上 している。このように、Ⅲ-1様式は、

直線文やわずかに扇状文を施文する程度で装飾性は低い。

Ⅲ-2様式 SK5、 SDl出 土土器、 S K56出土土器の新相部分等が、本様式に位置

づけられる。 SK5か ら出土 した大型の鉢は、口縁部が内湾 し、口縁端部も内側へ肥厚す

るタイプである。また、 SDlか らは甕Bが出上 してお り、本様式から出現 したと考えら

れる。この甕は、口縁端部の内側をわずかにくばませる程度で、口縁端部をほとんど上方

向には拡張 していない。

上記の一括資料以外のものでは、広口壷B2も 口縁端部を欠損 しているが、内傾気味に

立ち上がると想定できる事から、本様式に位置づけられる。広口壼では、前様式の広口壺

cに比べて、水平にのびた口縁部が短縮する型式変化 と、有文化 という形式分化を想定し

て、有文の dl類、 el類 を本様式に位置づける。文様は a・ b,c類がある。本様式の列点

文は、粒がやや大 きく、それぞれの間隔が離れているものが多い。このような列点文は、

一単位ごとの間隔も広い。胎± 2群の高杯Bは、杯部内面の突帯がわずかに突出し、口縁

端部の拡張が始まる。このように、Ⅲ-2様式では、直線文に加えて、波状文、列点文、

斜線文等多用な文様が採用され、装飾性が豊かになる。

Ⅳ-1様式 前述のように、本様式に位置づけられる一括資料は、見当たらないが、凹

線文の採用を本様式の指標とする。本様式では、凹線文が広口壺B2の口縁端部、広口壼

d・ eの顎部、細顕壺�の口縁部、鉢A� ・高ネA2の 口縁部及び鉢B� の大型品の口縁

端部に採用される。広口壺B2は、口縁端部が直立するものを本様式に位置づける。広口

壼eはe2類の形態を持つものが、頸部に凹線文を施文するので、本様式に該当すると考え

られる。同様の口縁端部の形態を持つ dl類 も本様式であると考えられる。文様は a類、

続いて c類が多 く、 d・ e類 もわずかに伴う。列点文は、前様式の粒の大きなタイプに加

えて、小ぶ りの粒が連なっているタイプが現れる。後者は、一単位ごとの間隔が狭い。ま

た、粒の単位の見えない板状工具による押圧も出現 している。これには、櫛目が観察可能

なタイプと、観察できないタイプがある (註 18)。 広口壺cの型式変化は明確でないが、広

口壼 d・ eと の形態の類似性から、頸部が直立するものを本様式に位置づける。細頚壼�

は、頸部がわずかに膨らむ傾向にあり、口縁部に凹線文を施文する。高杯☆ 2は、口縁部

が内傾 して立ち上が り、凹線文を施文する。大型の鉢 B� は、口縁端部が段状に肥厚 し、
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凹線文を施文する。鉢A� 、高郭A2は口縁部が内傾する。高杯A3は深い杯部を持つ。

高杯Bは口縁端部の拡張が進む。このように、Ⅳ-1様式では、凹線文が一部の形式に導

入された点で、大きな画期といえる。

Ⅳ-2様式 S D12出土土器の古相部分が、本様式に位置づけられる。 S D12出上の広

口壺 eは、日縁部に凹線文を施文する。文様はa類が残る。また、本様式から口縁端部の

装飾に凹線文と焦状文が導入されるため、 i・ j・ k類等もあり、新旧の組み合わせが並

存している。細顎董�は、頸部が大きく膨らむようになる。鉢A� は、口縁部がほぼ直立

する。

上記の一括資料以外のものでは、広口壼B2の口縁部は直立し、口縁端部がわずかに内

側に肥厚するようにな祐襲 、軍
壷 doeは、d2類 とe3類の形態が、本様式である。広

口壷 dは、本様式を最後に凹森文以外の文様が施文されなくなる。このため、広口重 cに

凹線文が採用させたものとの峻別は、口縁部のみでは不可能である。また、養B・ Dの口

縁端部に、凹線文が導入されるのも本様式と考える。大型の鉢B� は、口縁端部が内側に

肥厚するようになる。高杯A3は、杯部がやや浅くなり、口縁部が肥厚する。高杯A2は

口縁部が直立する。高杯Bは口縁端部の拡張が本様式に最大になる。以上のように、Ⅳ―

2様式は、凹線文の採用が拡大し、各種の櫛描文と併用される。

Ⅳ-3様式 S D12出 土土器の新相部分が、本様式に位置づけられる。 S D12出上の中

型の鉢B� は、口縁端部が内側に肥厚する。

上記の一括資料以外のものについては、広口董B2は、回縁端部がわずかに外傾し、口

縁端部の内外へ肥厚するようになる。広口壷 d・ eでは、 d3類、 e4類の形態を持つも

のと、広口壼 cではd3類の形態を持つものがある。文様の組み合わせは、 k。 1・ m類

がある。この中では、列点文の一単位の間隔が狭いものが多い。細顎壺�は、顕部がさら

に膨らむ傾向がある。口縁端部が内側に肥厚するものはあまり認められない。文様は櫛描

文が衰退し、凹線文が盛用される。甕Dの凹線文が施された口縁端部は、さらに拡張され

ている。小型の鉢A� 、高杯A2では、口縁部がわずかに外傾するようになり、口縁端部

が内側に肥厚する。このタイプの高杯では、無文のものも登場する。高杯A3は、さらに

芥部が浅くなり、口縁端部も内側に大きく肥厚する。また、大型の鉢B� の口縁端部も、

内側への肥厚が顕著となる。このように、Ⅳ-3様式では、一部の形式で櫛描文が衰退す

るが、広口壷では焦状文が盛用され、大型の鉢B� 。中型の鉢A� の一部は、依然として

多様な櫛描文で飾られる。櫛描文の衰退と凹線文の盛用をもって、本様式も大きな画期の

一つとする事ができる。

Ⅳ-4様式 良好な一括資料は少ない。広口壷B2は、口縁部がさらに外傾し、屈曲が

なだらかになる。広口壼 eは、本遺跡では出土例がない。広口壼 dも しくはcは、頸部の

短縮を想定すると、口縁端部が矮小化したタイプが、本様式に位置づけられる。また、直

口の短顕壷も本様式から出現すると考えられる。細頸壺は、肥大化したものが本様式に位
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置づけられると考えられるが、出土例がない。高杯A2は有文 。無文両者とも口縁部がさ

らに外傾 し、屈曲が緩やかになる。高杯A3は杯部がさらに浅 くなり、口縁部も直線的に

開くようになるЬこのように、Ⅳ-4様式では、無文化が進行 し、次の第V様式につなが

るような形式も出現 している。

以上のように、B類の広口壼の口縁端部を型式分類 し、その型式組列を編年的に位置づ

けた。また、他の形式 も河内編年 (寺沢 。森井1989)に従って位置づけた。個体数が少な

い水差 �等は、位置づけが困難であった。良好な一括資料が少ないという資料的な制約の

ために、中河内との細かな時間差を見出す事はできなかったが、本遺跡のB類土器群は、

およそ中河内の畿内通有型と同様の様相を示すと考えられる (註 19)。

⑤A・ B類土器群以外の上器

最後にA・ B類以外の上器群、すなわち胎土と形態の組み合わせが大・Bの規範から逸

脱する土器群に触れる。これらの土器群には、①胎± 3群で製作された畿内通有型土器群、

②胎± 1群で製作された畿内通有型土器群、③胎± 2群で製作された生駒山西麓型模倣型

土器群がある (註20)。 ①は、奏Dに多いが、胎上が緻密で、焼成は堅緻、シャープなつ

くりをしているものがほとんどである。これらの土器群は、その特徴的な胎土から、中1可

内の平野部からの搬入品と考えられる (註 21)。 また、③は、広口壺B2に多く、生駒山

西麓型をほぼ忠実に模倣している。一方、②は、やや異質な形態や文様を持つものが存在

する。以下では、これら②の上器群を型式学的特徴や、共伴した土器から編年的に位置づ

けながら、様相を概観する。

Ⅲ-1様式 SK4出 上の広口壺B2(614)が、本様式に位置づけられる。口縁部下端

に刻目を加える点が特徴である。

Ⅲ-2様式 S K56から出上した広口重 (724)イよ、体部と頸部の境界がきわめて不明瞭

な形態を呈する。共伴した土器から本様式に位置づけられると考える。また、S K56出 土

の広口壷B2(728)イよ、口縁部を欠損しているが、残存部が外側に直線的にのび、屈曲

部に刻目を加える。SDl出上の広口壼B2(346)も 、口縁部に波状文を施文し、口縁

部下端に刻目を加えている (註 22)。 3者とも、口縁部下端に刻目を加える点で、広口壷

B2と しては異質なものと考えられる。このような広口壼B2は、遅くともこの次のⅣ―

1様式を最後に姿を消す。

Ⅳ-2様式 広口壷 d(104)イまd2類の形態を呈し、本様式に位置づけられる。文様の

組み合わせはc類 =波状文・扇状文であり、本様式のB類にはすでに採用されなくなった

組み合わせである。また、広口重 e(468)イ ま、 g類 =波状文・波状文の組み合わせを採

る。これはB類には見られない組み合わせである。さらに、頸部の焦状文も河内平野の畿

内通有型の編年 (國分1992)に 照らし合わせると、早い時期の採用である (註 23)。

Ⅳ-4様式 SD4か ら出土した広口壺 e(384)は、 e4類の形態を呈し、本様式に位

置づけられる。文様の組み合わせは o類 =凹線文に研磨痕を加えたもの 。無文であり、
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B類には見られない。体部の文様も、一見簾状文と見紛うような直線文と列点文の組み合

わせである。また、編年的な位置づけは困難であるが、口縁端部の内側への肥厚のほとん

ど見られない細頸壷 (1275)も 特異な形態であると考えられる。

このように、畿内通有型土器群には、形態や文様において異質なものがあり、これらは

胎± 1群で製作されているものが多い。これらをB類模倣土器と仮称する。

(5)ま とめ

以上のように、本遺跡出上の畿内第Ⅲ・Ⅳ様式の土器を、まずは、生駒山西麓産と非生

駒山西麓産に分けて、その比率を集計した。その結果、生駒山西麓産土器がどの機能にお

いても、高い比率で搬入されている事が判明した。次に、非生駒山西麓産土器群について、

胎上、形式により、A類=生駒山西麓型模倣型、B類=畿内通有型に分類し、それぞれに

ついて編年を行つた。この結果、A類=生駒山西麓型模倣型土器群は、生駒山西麓型土器

群とほぼ同様の型式変化をするが、細部において異なる事、B類 =畿内通有型は、中河内

のそれと同様の型式変化を取る可能性がある事が判明した。一方、このような特定の胎土

と形式の組み合わせが適用されにくい形式が存在する事も確認できた。最後に、A・ B類

に該当しない土器について検討し、畿内通有型と同様の形態をとりながらも、やや異質な

土器群は、胎±1群で製作されているものが多く、これらをB類模倣土器と仮称した。

このように、本遺跡出上の非生駒山西麓産土器の大半が、非生駒山西麓産胎± 1・ 2群

で製作されている。この2者は、大師山遺跡や本遺跡出上の第V様式末～庄内期の上器群

にもみられる。このような事から胎± 1・ 2群は、本遺跡周辺で産出する粘土と混和材を

用いた胎上であり、A・ B類土器群及び、B類模倣土器は、本遺跡周辺で製作された在地

系土器群と呼ぶ事が可能ではないだろうか。

以上の点をもとに、本遺跡での畿内第Ⅲ oⅣ様式の使用時の上器様式について、若干検

討を加える。まず、生産体制について、在地系土器群が胎土、形態の相関性により分類可

能である事から、少なくともA類、B類土器群を製作した二つの集団を想定する。以下集

団A・ Bと 呼ぶ。また、A類の中でも、生駒山西麓型土器の模倣の度合いが異なる事から、

集団Aの中でも複数の単位による作り分けが想定される。また、B類模倣土器に関しては、

A類 と同様に胎± 1群で製作されているが、集状文を模倣している事等からも前 2者と別

の集団を想定するが、これらの上器群の出上が少ない事や、様式としてとらえられない事

からも、集団A・ Bの ようなレベルでのまとまりとしてはとらえられないものであると考

えられる。

一方、甕Aは、中河内の平野部では、特定の胎土と相関性が低い事が指摘されている

(若林1997)。 若林氏によると、中・小型甕 (筆者らの分類の甕A・ B)は消耗の度合いが

高く、回転率が高い。このような形式には、規範が適用されにくいとしている。しかし、

本遺跡では、甕Aについては、生駒山西麓産胎上で製作されたものが 7割、非生駒山西麓
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麟朗
産胎土で製作されたものが 3割であり、この

比率は、他の生駒山西麓型の諸形式と同様の

数値を示す。また、この 7:3と いう比率は、

中1可 内平野部においては、規範が適用されに

くいとされている甕Aと 同様の比率である。

中河内平野部の規範と比較すると、本遺跡で

の様相は、生駒山西麓産土器の搬入率は同様

であるが、形式と胎上の相関性は低いといえ

る。また、甕Bについても、非生駒山西麓産

胎上で製作されたものが 9割 と高い比率を占

め、これも中河内平野部との相違点である。

広口壺C38%

水差i05%

広口壷B211%
無顕壺 28%

細瑛壼i34%

広口整BI
30%

広口壷B2
01%

高杯B38%

細頭壷 i

水差i09%

期 i,

35%

第315図 三日市北遺跡出土土器における胎土
各類型と各形式の占める割合     以上の事から、これらの集団A・ Bの情報

伝達について検討すると、A類は生駒山西麓型土器と比較 して、忠実に模倣 しているもの

と、形態 。文様において若千異なるものが見出される事から、生駒山西麓地域からの人々

が、在地系の胎上である胎± 1群で製作 した場合と、彼らからの直接的な土器製作の情報

伝達ではなく、搬入された生駒山西麓型土器を集団Aが模倣 した場合があると想定される。

一方、B類 については、中河内の平野部とほぼ同様の上器を製作 しており、集団Bは畿内

通有型の情報を直接的に授与 していると考えられる。畿内通有型の模倣というより、畿内

通有型の緩やかな情報伝達の一端に位置しているといえるのではないだろうか (註 24)。

また、B類模倣土器の製作集団は、B類の土器群を問接的な情報から模倣して製作してい

るものと推測する。最後に、甕A・ Bについて、甕Aは特定の胎土と相関性が低いという

傾向は、本遺跡では認められず、生駒山西麓型の形式として集団Aが模倣したものと推測

される。ttBについても、生駒山西麓産胎上で製作されたものはほとんど搬入されていな

い。本遺跡では、中河内の様式として、集団Bが製作していたと推測する。

ここまでは、本遺跡での生産時の様式とその背景について、若子の検討を加えた。これ

に対して、使用時の様式についても若干触れる。(2)の研究史で概観したとおり、中河

内の土器様式は、畿内通有型と生駒山西麓型から構成されている事が判明している。本遺

跡では、それに生駒山西麓型模倣型が加わり、 3つの生産時の様式で使用時の土器様式が

構成されている事が判明した。その内訳は第315図のとおりである。本遺跡出土土器のう

ち、生駒山西麓型土器と生駒山西麓型模倣土器が占める割合は、貯蔵具で約75%、 煮沸具

でも約750/0と なる。一方、供膳具では、鉢Bi以外に生駒山西麓産胎土と相関性の高い形

式が認められない (註25)が、非生駒山西麓産胎上の鉢Biと生駒山西麓産土器を合わせ

ると約600/O程度である。このように、本遺跡では生駒山西麓型土器、生駒山西麓型模倣土

器の割合が非常に高い事が使用時の様式の特徴であるといえ、生駒山西麓型土器の需要の

高さが窺える。

鉢
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以上、本遺跡出土土器の整理から看取された点から、畿内第Ⅲ・Ⅳ様式の上器様式に若

干触れた。本遺跡での傾向を直ちに南河内に適用する事はできないが (註26)、 従来まで

様相が明らかでなく、閉鎖的なイメージがあった南河内の弥生中期の土器様相の一端を多

少とも示す事ができたのではないかと思われる。しかし、本遺跡の上器様式には、生駒山

西麓型土器の搬入が深く起因すると考えられるが、この生駒山西麓型土器に付与された意

味についての言及は、筆者の力量不足のため、また報告書の後論という本節の趣旨から外

れるため、今後の課題とする。本節が三日市北遺跡の重要性を伝える一助となれば幸いで

あり、本節に課せられた課題は達成できると考える。

本節を執筆するに当たって以下の方々にご指導、ご助言、ご協力を賜つた。末筆なが

ら御礼申し上げます (五十音順、敬称略)。

粟田薫、相田有香、北山Wle生、木立雅朗、竹村忠洋、田中元浩、坪田恵、鍋島隆宏、廣

瀬覚、藤田徹也、森岡秀人、和田晴吾

註

(註 1)本節執筆後、富田林市教育委員会粟田薫氏のご厚意により、喜志遺跡出土土器を実見する機会

を得、また、有益なご教示を頂いた。喜志遺跡出土土器には、本遺跡出土土器と異なる様相が認められ、

南河内の畿内第Ⅲ・Ⅳ様式の上器様式は一様ではない事が分かつた。本節の分析で得られた土器様式構

造は、南河内全域に適用できるとはいえないが、複雑な様相を示す南河内の上器様式構造のあり方の一

つを示す事はできたと考える。

(註 2)本節では、角閃石を大量に含み、茶褐色を呈する胎土を生駒山西麓産胎土とする。また、この

胎土と特定の形態、文様が一致するものを生駒山西麓型と呼ぶ。このように、胎土の産地を無批判に限

定する事や、胎上の産地と土器の生産地を同一に考える事に、問題を指摘する意見もある (藤田1984)。

しかし、南河内では、角閃石を含む地質が確認されておらず、中河内からの粘上の移動及び、混和材と

しての角閃石の移動の可能性を除くならば、南河内においては、角閃石を含む胎土で製作された土器群

は、搬入品であるという事が可能であると考える。

(註 3)森井貞雄氏は、筆者らの言う生駒山西麓型広口融 の型式変化を明らかにし、また、胎土、形態、

調整の斉一性が高いこれらの一群の土器を「瓜生堂式」と呼んだ (森井1982)。 曽我恭子氏も、人生堂

遺跡出土土器を河内の土器 (生駒山西麓産)、 他地域の土器 (非生駒山西麓産)に分類し、それぞれを

編年した (今村・曽我編1981)。 その後、三好孝一氏もこれらの土器群を「生駒山西麓型土器」と呼び、

各地への搬入率を示した (三好1987)。 また、亀井遺跡出土土器を中心として「生駒山西麓型土器」の

編年を提示した (三好1993)。 広瀬和雄氏も亀井遺跡における生駒山西麓産土器の搬入率を示し、「恒常

的供給体制」を指摘した (広瀬1986)。

(註 4)濱田延充氏は、河内平野で出土する土器群が胎上、形態、文様から「生駒西麓型」と「非生駒

西麓型」に分類可能である事を指摘し、「生駒西麓型」の編年を提示した (濱田1990、 1993)。 また、國

分政子氏も「生駒西麓式」「河内平野式」それぞれの編年を提示した (國分1992)。

(註 5)若林邦彦氏はこのような状況を「様式の二重構造」と呼んだ (若林1992)

(註 6)南河内の著名な弥生時代中期の集落としては、喜志遺跡、甲田南遺跡、中野遺跡、国府遺跡等

がある。中野遺跡では、溝出土土器が層位的に取り上げられ、非生駒山西麓産胎土で製作された生駒山

西麓型と同形態 。文様の上器群が含まれている事が指摘された (忍 。中辻1984)。 また、中野遺跡の溝
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各層出上の土器群は、南河内の畿内第Ⅲ・Ⅳ様式の上器の型式学的変遷を層位学的に検証できる資料の

一つであるとされた (濱 田1993、 長友2004)。 さらに、喜志遺跡では、遺構出土土器が既往の上器編年

(寺沢・森井1988)に 当てはめて報告された (粟 田・田中1997)。 このような成果がありながらも、南河

内の土器様式構造は、未だ明らかになっておらず、頻繁に中河内と一括して扱われてきた。

(註 7)南河内地域の特に石川流域では、生駒山西籠型土器の搬入率が高い事が指摘されている (三好

1987)。 この成果は、前述の若林氏の研究と饂蹄をきたしている。和泉地域の池上曽根遺跡と本遺跡は、

生産地である生駒山西麓地域からの距離が30kmと 同程度であるが、生駒山西徳型土器の搬入率は前者が

10%程度であるのに対し、本遺跡は40%以上と三好氏の指摘どおり高い。一方、中野遺跡では、生駒山

西麓産土器の搬入率が 1割程度と報告されている (忍 ・中辻1984)。 このように、南河内でも一様に生

駒山西麓産率の搬入率が高いとはいえない。

(註 8)生駒山西麓産土器以外の搬入土器について、生産地が判明しているものとしては、以下のよう

なものがある。これらは、主に土器の形態から搬入土器と判断した。

Ⅱ様式末からⅢ様式にかけて搬入されている大和形甕 (390・ 435・ 626)。 胎土に角閃石を含み、外面に

は非常に細かい列点文を施文する鉢。讃岐産 (173・ 669)。 外面にハケ調整後、縦方向にヘラ状押圧を

加えている壷の頸部。西方からの搬入品と考えられる (1594)。 頸部に凹線文を施した壷 (964)、 垂下

口縁に凹線文を施文し、内面には列点文や扇状文、波状文を施文する広口壷 (632・ 858,932・ 1349)。

ともに摂津産。日縁部に突帯を貼 り付けた直口壺。紀伊産 (350)。 回縁端部の肥厚が少ない受口壺。播

磨産 (875)、 等がある。以上は、森岡秀人氏のご教示による。また、本遺跡は南河内最南端に位置し、

紀伊とも地理的に近いが、胎土に結晶片岩を含む紀伊形甕は出土していない。

(註 9)本節でも、集落域と墓域に分けて遺構の性格別に集計すべきであるが、本遺跡の方形周溝墓出

土土器には、集落から流入した包含層に含まれた土器が混入しており、純粋な供献土器を抽出する事が

不可能であった。このような資料的な制約から、本節では、遺構の性格別の分析を行わない。また、秋

山氏は、大型の甕に煤が付着していない事から、大型の甕を貯蔵具として扱っている (秋山1991)が、

本遺跡では、口径を算出できる破片が少ないため、甕はすべて煮沸具として集計した。

(註 10)移動B累計とするものは、壺、甕、高郭、鉢等、紡錘車を含む多くの器種が動き、人の移動が

想定できるものとしている (都出1989)。

(註 11)こ のように、出土土器の胎土を分類した研究に秋山浩三氏 (秋山1991)や 、國下多美樹氏 (國

下1997、 2001)ら の研究等がある。

(註 12)た とえば、515。 1037・ 1419な どがある。

(註 13)具体的には、広口壺Aでは、日縁端部を拡張する方向が下斜め方向から垂直方向へと変化する。

この間に、回縁端部の製作技法が、日縁部を継ぎ足して成形する連続成形から、擬口縁を一旦作った後

に拡張した回縁端部を付加する分割成形に変化する (森井1982)。 また、体部の最大径の位置が、下方

へ移動する。文様に関しては、簾状文の幅が広 くなると同時に、静止痕の間隔が狭くなる傾向がある。

甕Cでは、口縁端部の下方向への拡張が顕著になる傾向がある。この他、広口壷Blや細頸壺 i、 外B

iで も型式変イとが明瞭である。

(註 14)生駒山西麓型模倣型土器の中には、狭い原体幅の工具を用い、静止痕の位置を合わせる事で、

原体幅の広い工具を用いた施文と同様の効果を意図したものもあるという。富田林市教育委員会粟田薫

氏のご教示による。

(註 15)寺沢氏・森井氏の編年 (寺沢・森井1989)は 、生駒山西麓型と畿内通有型を分離していないが、

生駒山西麓型広回壺Aの型式学的変遷を基軸としており、時系列的な変遷としては妥当な編年案といえ

る。また、両氏は、畿内通有型の形式の型式学的な編年も行つており、両者が混在して様式を構成して

いる点は、使用時の様式といえる。

(註 16)本様式以降の列点文は、粒が小さく、それぞれの粒が密接 して並ぶものが多い。

(註 17)但 し、凹線文・列点文の組み合わせは、垂下口縁を持つ広日重にも見られる組み合わせである。
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これらの土器は、摂津からの搬入品と考えられるため、ここで行う非生駒山西麓産土器の検討からは排

除した。

(註 18)こ れらの列点文のタイプは、原体の違いに起因するのではなく、手法の違いの差であると考え

られる。櫛状の原体を垂直に器壁に押し当て、 1回の施文ごとに丁寧に上下させると、粒が大きく、そ

れぞれが間隔を持って連なるタイプの列点文になる。列点文の一単位ごとの間隔が開いているのも、こ

のためであると考えられる。また、原体を器壁に対して斜め方向に押 し当てると、粒が密接して連なっ

たタイプの列点文となる。このタイプは、原体をあまり上下させず連続して施文するので、一単位ごと

の間隔が狭くなると考えられる。また、後出するものは簾状文との唆別が困難ないわゆる簾状文手法の

斜列点文 (芋本1992)と なるが、これについても、原体を上下させる動作の振幅幅がきわめて短くなっ

た事によるもの考えられる。したがって、列点文の変化も、施文回数の増加とそれによる施文手法の省

力化でとらえる事が可能である。一方、櫛目の有無は、横山浩一氏の研究成果 (横 山1978)で 明らかな

ように、原体の磨耗度の差に起因する。

(註 19)本遺跡では、広口重B2等に見られる顕部に突帯を貼 り付けた破片や、器台と思われる凹線文

が連続した破片は確認できなかった。

(註20)こ れら以外に、暗灰色や茶褐色を呈し、胎上に角閃石をほとんど含まない胎上で製作された生

駒山西麓型土器と非常に類似した形態、文様を持つ土器がわずかにある。また、生駒山西麓胎土で製作

された畿内通有型もわずかに出土している。

(註21)森 岡秀人氏のご教示による。瓜生堂遺跡の報告書では、微細な角閃石を含む胎土で製作された

土器を瓜生生産としている (藤沢他1980)。 これには、多方面からの批判もある (今村・曽我編1981、

藤田1984)。 しかし、註 2の ように、少なくとも南河内においては、これらの土器も搬入品という事が

可能である。

(註22)こ のように、広口壼B2の 口縁部下端に刻目を加えるものが南河内の地域性である事を三好氏

も指摘している (三好1983)。

(註23)國分氏の編年によると、畿内通有型広口壷の体部の文様に集状文が採用されるのは、本節のⅣ一

4様式である (國分1992)① また、若林氏の研究によると、このタイプの頸部と集状文の組み合わせは、

和泉で多く存在する (若林1997)。

(註24)胎± 2群の中には、多少のバリエーシヨンもみられる。本節では、特徴的な胎土である3群で

製作された畿内通有型の上器群を中河内平野部からの搬入品として分離したが、他にもB類 としたもの

の中にも、他地域からの搬入品が唆別できていない可能性もある。

(註25)鉢Bi・ B� や凹線を施文する鉢A� や高杯A2以外は特定の胎土との相関性が低い。この傾

向は、中河内でも認められ,貯蔵具や煮沸具に対して供膳具の性格の違いを表しているものと考えられ

る。

(註26)(註 1)参照。喜志遺跡や中野遺跡では生駒山西麓型模倣型土器を含む点では本節と同様である

が、生駒山西麓産土器の搬入率が低い点 (忍 ・中辻1984)で本遺跡と異なり、また、喜志遺跡では、非

生駒山西麓産胎土の点で本遺跡と異なっている。

脱稿後、三日市北遺跡土器検討会において森岡秀人氏、鍋島隆宏氏、竹村忠洋氏、北山峰生氏、田中元

浩氏から有益なご教示をいただいたが、時間的な問題から本節にほとんど反映する事ができなかつた。

別稿を用意する事を約束してお詫びの言葉としたい。
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第 2節 弥生時代集落の検討

(1)は じめに

本節では、当該遣跡で検出された弥生時代集落の調査成果を総括 し、周辺部の集落と比

較検討を行う。当該遺跡が位置する河内長野市域は、 3方向を丘陵に囲まれており、きわ

めて自己完結的な地域である。このことを踏まえて、集落群の消長の整理を行 うことは、

1つの地域が社会的・政治的変化の影響をどのように受けて変化 していくのか検討する上

で重要な例証となると考える。

そこで、本節では、(2)において分析の対象とする地域の設定を行い、(3)で調査成

果を総括することで、当該遺跡より検出された弥生時代集落の構造を分析 し、 (4)に お

いて地域内にある他の集落遺跡との比較検討を行う。また (5)で は、対象地域を広げ南

河内地域の中での位置づけを行いたい。最後に (6)で は、三日市北遺跡廃絶後の地域社

会の展開について整理を行った。このような検討によって、当該遺跡を地域の中で位置づ

け、歴史的な評価を与える。

(2)地域の設定

分析の対象とする河内長野市域は、西を小山田丘陵、東を金岡1山、南を和泉山脈に囲ま

れている。小山田丘陵によって旧河内国と旧和泉国が隔てられており、金剛山によって旧河

内国と旧大和国が隔てられ、和泉山脈によって旧河内国と旧紀伊国が隔てられているので、

これらの自然地形は、社会的・政治的な地域境界としての意味をもっていたといえる。また、

このような地理的範囲を基礎にして、首長墓である大師山古墳が築造されることから少なく

とも古墳時代前期には政治的にも1つの単位としての意味を持ったものと考えられる。

また、河内長野市域の地形は、沖積地がほとんど存在しておらず、このような沖積地は

河川沿いに細長く分布するのみである。なお、河川沿いには、河岸段丘が発達しており、

市域の平坦地はほとんどがこのような河岸段丘で占められている。弥生時代の集落遺跡の

多くは、このような河岸段丘上に位置している。

(3)三 日市北遺跡の集落構造

a、 立地と範囲

集落は、第 2章第 2節で述べたように、金岡1山西山麓から東西方向に派生する尾根の裾

部に位置し、石川の支流である天見川が形成した河岸低位段丘上に立地する。集落の範囲

について、第 2章第 2節で述べたように、弥生時代の遺構が検出される場所と、されない

場所の境界が東・西・南部で認識されている。北部については、遺構面が続くことも予想

されるが、最北部に方形周溝墓群が位置しており、地形等を勘案しても、この方形周溝墓

群の北にさらに居住域が広がる可能性は低いと考える。このようなことから、弥生時代集
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落の範囲は東西300m、 南北200m程度であると考えられる。

b、 竪穴住居の構造

第 2章第 3節で報告 したように、当該遺跡で検出された弥生時代集落遺跡は、竪穴住居、

掘立柱建物、溝、土抗、方形周溝墓によって構成されている。特に、弥生時代の竪穴住居

は、調査区のほぼ全域にわたって31棟が検出されている。また、過去の調査でも2棟の弥

生時代中期の竪穴住居が検出されてお り (三 日市遺跡調査会1988a)、 集落の様相を整理

する上で重要である。ここでは、集落を構成する竪穴住居について整理を行う。竪穴住居

は、弥生時代中期のものが30棟、庄内期のものが 1棟検出されている。

各竪穴住居はすべて、床面が片付けられた状態で埋没 しており、床面上に置かれた状態

で出土した土器はない。ただし、石台と思われる石器は、普遍的に、床面に置かれた状態

で出上 している。床面上に穿たれた遺構からは、土器が出土する場合もあり、竪穴住居が
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機能していた年代を考える際に参考となる。

弥生時代中期の竪穴住居には、構造上の共通点が多い。共通点として、まず、平面形態

が円形を呈していることが挙げられ、28棟で確認されている。次に中央部に炭化物が堆積

した土坑が検出されていることが挙げられる。このような土坑は、18棟で検出されている。

これは、灰穴炉 (都出1989)と 考えられる。また、壁沿いに溝が巡っているものが25棟で

確認できている。また、建替の痕跡が認められる竪穴住居も多く、14棟で痕跡を確認して

ヤヽる。

このような共通性が認められる一方で、相違点も存在する。相違点としては、まず規模

の違いが挙げられ、直径が8m前後の大型のもの (S11,4・ 7・ 12・ 13・ 17。 19・

21・ 22・ 23。 25。 26・ 31)と 、6.5m前後の中型のもの (S15・ 9。 15・ 16・ 18・ 28・

29)、 5m未満の小型のもの (S12・ 3・ 8・ 10。 11・ 20・ 24。 27・ 30)がある。柱穴

は大型のものが 6本、中小型のものが 4本 となる場合が多いようであるが、S19は 2本

柱である可能性がある。ちなみに、過去の調査では、 2本柱の竪穴住居が検出されている

(三 日市遺跡調査会1988a)。

庄内期の竪穴住居 (S131)は 、方形の平面形態を呈しており、炉は壁沿いにあり、弥

生時代中期の竪穴住居と構造上の違いが大きい。竪穴住居の平面形態については、弥生時

代後期に円形から方形に変遷することが指摘されている (石野1990)。

c、 集落の構造

竪穴住居は、一定のまとまりを持って分布しており、これらを4つの単位にまとめるこ

とが可能である (第 316図参照)。 第 2章第 2節で報告したように、集落域を東西に分断す

るように南北に段丘崖 2が走っており、段丘崖 2の裾は当時湿地帯となっていたようであ

り、この付近には竪穴住居は存在していない点が重要である。この段丘崖2と 集落の西端

をなす段丘崖 1に挟まれた低位段丘面に竪穴住居の単位があり、これを第 1単位と呼称す

る。この第 1単位の東には、段丘崖 2か ら丘陵西裾までの間に分布する竪穴住居の単位が

あり、これを第 2単位とする。また、丘陵の北裾部と南裾部にも同様の竪穴住居の単位が

あり、これを第 3単位、第4単位とする。

各単位の内、第 1単位の調査は、道路拡張に伴い行った東西方向の線的なものであった

ため、南北方向にさらなる拡大が見込める。第 2単位については、その中央部に後世の流

路 (NRl)が形成されており、後世の削平が著しいものの、ほぼ、全体を調査できてい

る可能性がある。第 3単位、第4単位については、調査をしていない箇所が大部分を占め、

内容については不明な点が多い。

そこで、最も調査の進んでいる第 2単位を例にして、単位内での空間利用の状況につい

て整理を行う。まず、第 2単位は、西方向が先述の段丘崖 2に より、東方向が尾根によっ

て境界をなしている。第 2単位の北側には方形周溝墓群が位置しており、これが第 2単位

の北限となっている。南側については、平成13年度に行われた住宅地造成に伴う調査及び、
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調査により溝及び湿地帯が検出されてお り、

より南には遺構が広が らないことが確認で

きている。第318図 は、第 2単位の遺構の配

置 を示 した ものである。 この図では、近

世 。近代の削平によって遺構の検出が見込

めなかった場所には、 トーンを貼ってお り、

本来的に竪穴住居が存在 しないと考えられ

る場所 と後世の削平によって検出がなされ

なかった場所を区別できるようにしている。

第318図 からは、竪穴住居を築造する空間と

築造 しない空間に分化 している状況が見て

取れる。竪穴住居 を築造する空間には、狭

い空間に竪穴住居が密集 してお り、かつ各

竪穴住居は、同 じ場所に頻繁な建替を行 っ

ている。一方で、竪穴住居が築造 されてい

ない空間は、一定の広 さを有 してお り、こ

のような空間の中には、土坑が密集する場

所や、特殊な溝が密集する場所がある。ま

た、 1間 ×4間の規模を有するSB2の 周

辺部にも竪穴住居は築造されていない。

このような空間利用の状況か ら、第 2単長肖の構
［　鰈各国一弟

位に竪穴住居群を9箇所、土坑群を3箇所、溝群を 1箇所、掘立柱建物を 1箇所設定する。

竪穴住居群は、第 1住居群～第 9住居群と呼称する。各竪穴住居群は、概ね 2～ 3棟の竪

穴住居で構成されている。各竪穴住居群内は竪穴住居が非常に近接 して築造されているの

が特徴である。また、個別の竪穴住居は複数の建替の痕跡が認められ、この竪穴住居群が

比較的長期に及び居住空間として機能 していたことが分かる。また、竪穴住居の復元案

(都 出1989)か らは、調査によって検出できる竪穴住居掘形の外側に上部構造の軒先が位

置することが想定されており、また尺度遺跡で確認された竪穴住居掘形の周囲にめぐる溝

(大阪府文化財調査研究センター1999)や、人尾南遺跡の調査成果によって明らかになっ

た土塁の存在 (大阪府文化財センター2005)に より、竪穴住居掘形の周囲には一定の構造

物が付随することは明らかである。このような事を勘案すれば、各竪穴住居群は、複数の

竪穴住居が同時に存在 していたことを想定するよりも、単数か、これに近い状況で比較的

長期間にわたり建替が行われた結果の累積状況として形成されたことを想定する方が妥当

である。第 2単位はこのような 9つの竪穴住居群によつて構成されているので、概ね 9棟
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前後の同時期に機能した竪穴住居から構成されていたと想定できる。また、このような竪

穴住居群には、土坑群や溝群 といった特定の役割を持つ空間が付随し、第 2単位の居住域

を構成 していたと考えられる。また居住域には墓域が伴い、このような遺構の単位が複数

集まって、集落を形成 していたと考えられる。なお、第 1単位・第 2単位 。第 4単位が弥

生時代中期の遺構群であるので、第 1・ 4単位 も第 2単位 と同様の構造を持つと仮定すれ

ば、集落全体は同時期の30棟前後の同時期に機能していた竪穴住居から構成されていたと

考えられる。

弥生時代集落が単一の構造を有するものではなく、複数の単位から成 り立っていること

は、これまでにも指摘されてきたことである。近藤義郎氏は、弥生時代の集落遺跡におい

て「数戸からなる集国が 1つの単位をなし、一定の居住区を確保 。占居 している」ことを

認識 し、これを「単位集団」 と呼び水田経営の単位であることを想定 した (近藤 1983)。

単位集団が概念化された際に、検討が行われた遺跡では、単位集団は3～ 6棟により構成

されている (近藤1959)。 また、同様の竪穴住居群の集合体は、都出比呂志氏により「世
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第 6表 三日市北遺跡弥生時代中期集落の構成

帯共同体」と再定義され、「耕地と

生産物の占有単位」とし、小経営の

あり方を示すものとされた (都 出

1970)。 南河内地域においても、河

南町東山遺跡の分析において同様の

竪穴住居単位が認識されている (菅

原1980)。 このような竪穴住居単位

が認識できた多くの集落は弥生時代

後期の丘陵部に位置する集落であ

り、弥生時代中期のいわゆる沖積地

に位置する大型集落ではない。若林

邦彦氏は、弥生時代中期の平野部の

集落遺跡を分析する中で、「径100～

200m程度の平面規模」をもち、「20

～50棟程度」の竪穴住居で構成され

る居住域の構造を認識 し、これを

「基礎集団」と呼び、血縁関係により結びついた「集落占有・耕作・利害調整上の重要な

機能を呆たす人間集団」とした (若林2001)。 また、従来拠点集落と呼ばれてきた大規模

集落は、このような「基礎集団」の複合体であるとした。

このような若林氏の論文に対して、森岡秀人氏は、若林氏が提唱した「基礎集団」と、従

来、集落構造の基礎単位とされてきた「単位集団」には、推定される集回の規模に開きがみ

られるとし、「基礎集団」もまた、小集回の複合体である可能性を示した (森岡1999)。

本遺跡は沖積地に位置するわけではないが、いわゆる平地に立地する弥生時代中期の集

落遺跡であり、このような問題を検討する上で重要である。先に整理を行った本遺跡の状

況と、若林氏の「径100～ 200m程度の平面規模」とした定義を比較すると、面積について

は、ほぼ合致するといえる。竪穴住居の数については、同時期に機能していたと推定され

る数を比較すると、「20～ 50棟程度」とした定義には及ばないものの、従来単位集団とし

て把握されてきた単位よりも多いといえる。なお、当該遺跡ではこのような単位の下に、

さらに「 2～ 3棟」で構成される小単位を認識しているが、本稿では、この小単位は、集

団を反映するものではなく、単数もしくはこれに近い数の竪穴住居が移動を繰り返した結

果であると結論づけた。したがつて「単位集団」や「世帯共同体」の存在を示すものでは

ないと考えている。本稿と同様の認識は、駒ケ谷遺跡を分析した仲原知之氏によっても示

されているものの (仲原2002)、 同様の単位を集団の存在を示すものとして評価した分析

例も存在する (宮崎1996)。
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d、 集落の存続期間

ここでは、先に設定した各単位がどのような消長をしていたのか、分析する。分析の方

法としては、各単位から、検出された遺構の時期を確定し、消長を考える。しかし、各調

査区からは、検出した遺構よりも吉い時期を示す遺物が包含層等より出土している場合が

ある。このような事から、より古い時期に形成された遺構が新しい遺構によって破壊され、

古い時代に形成された遺構が検出できていない可能性が指摘できる。

第317図は、各単位の遺構の時期を示したものである。第317図では、出土した土器をも

とに各遺構の消長を示した。

第317図 から明らかなように、溝は比較的幅の広い時期の遺物を含んでいる。一方で、

土坑は、比較的短い期間の時期の遺物によって構成されるものが多く、出土状況からも一

括して放棄されたとみなしうるものが多い。竪穴住居については、幅の広い時期の遺物を

含んでいるものが多い。竪穴住居は、覆土から出土したものと、床面上の遺構に伴って出

土したものに分けて時期を示した。覆土は、竪穴住居が放棄された段階で周辺に形成され

ていた遺物包含層が流入し形成されたもので、遺物包含層から出上した遺物は必ずしも竪

穴住居に直接的に関連する遺物群から構成されているわけではない。しかし、竪穴住居の

機能期間とその周囲の遺物包含層の形成には有機的な関連があると判断でき、覆土から出

上した土器からも住居群が機能していた期間を聞接的に推定できると考える。床面の遺構

から出土した遺物は、覆土から出土した遺物よりも古いものによって構成される傾向にあ

る。なお、竪穴住居は、複数回の建替を行っているものが大部分であり、相当長い期間に

わたって機能していたものと考えられる。

次に、各遺構の帰属時期をもとに、各住居群の消長を考える。このような検討を行う際

には、各単位を構成する竪穴住居の帰属時期を明らかにし、竪穴住居の集合体として、各

単位の存続期間を求める方法がある。しかし、竪穴住居は、ある程度限定された空間に繰

り返し築造されている。このため、最終段階の竪穴住居に伴う掘形覆土からは一定量の遺

物が出土する場合が多いが、より古い段階の竪穴住居に伴う掘形は大部分が新しい段階の

竪穴住居の掘形によって破壊されており、遺物はほとんど出上していない。また、古い段

階に築造された竪穴住居がより深く、大きなものであった場合にのみ、新しい竪穴住居に

よる破壊を一部免れることになり、検出が可能である。逆の場合には掘形の痕跡は残らな

い可能性がある。このようなことから、竪穴住居覆土や床面遺構から出上した土器により、

竪穴住居の機能期間を想定し、このような竪穴住居の集合として住居群の存続期間を算定

することは問題がある。そこで、竪穴住居周辺に形成された遺構も、竪穴住居の機能と密

接な関連があるとの想定のもとに、このような遺構の帰属時期をも参考に各住居群の消長

を考えた。この結果、第317図のように、大部分の住居群は、少なくともⅣ様式には並行

して存続していたことが分かる。

このような考えのもとに、各単位が集落として機能していた期間を求めると、第 1単位
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第319図 河内長野市内弥生時代遺跡分布図 (1/20000)

と第 2単位がⅢ様式からⅣ様式にかけて、第4単位が少なくともⅣ様式に存続しているこ

とが分かる。このようなことからは、各単位を残した小規模な集団が立地を変えて、移動

を繰り返した結果、当該集落が形成されていたわけではなく、同時期に並存した複数の集

団によつて本集落が形成されていたことが推定できる。また、少量ながらI様式とⅡ様式

の上器も出土しており、小規模ながらこの時期から集落は存続していたと考えられる。

また竪穴住居の重複関係等を分析すると、各竪穴住居群は、Ⅲ～Ⅳ様式にかけて少なく

とも1～ 2回の竪穴住居の建替と竪穴住居群内での移動を行っていたことになる。比較材

料として、当該遺跡の高方向に展開する三日市遺跡で検出された古墳時代の竪穴住居や当

該遺跡第 3単位で検出された庄内期の竪穴住居の重複関係をみると、これらでは、ほとん

ど重複関係をみることができない。このような事実は、弥生土器における各土器様式の存

続期間を考える上で重要である。
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(4)市域における弥生集落の消長

本節では、当該遺跡の意義を地域の中で評価 し、位置づけるために周囲の弥生時代集落

との比較検討を行った。(2)で設定 したように、当該遺跡が位置する場所は、 3方向を

丘陵に四まれてお り、自己完結性が高い。この範囲には、当該遺跡を含め15箇所の弥生時

代の集落遺跡もしくは遺物散布地が確認されている (第 319図参照)。 多 くの遺跡は、いま

だ十分な調査が行われておらず、竪穴住居が検出されているのは、当該遺跡以外に大師山

遺跡があるのみである。

各遺跡の消長を出土 した土器によって示 したのが第320図 である。弥生時代の集落遺跡

は、立地の上で平地である河岸段丘上に位置する I類 と丘陵上に位置するⅡ類に分類する

ことが可能である。時期については、前期のものが、当該遺跡で、僅かな破片が確認され

ている以外に例がなく、中期には I類の集落が展開する。 I類の集落は、後期には存続せ

ず、すべて中期で廃絶する。このような傾向は、南河内全体を対象として分析を行った鍋

島隆宏氏の分析結果 (鍋島2000)と 一致 している。また近隣地域では中河内の分析を行っ

た米田敏幸氏によっても同様の傾向が指摘されている (米田1997)。

ただし、当該遺跡と、周辺の大師山遺跡 。三日市遺跡は平面的な距離が近いだけではな

く、消長において相互に補完関係があり、これらに有機的な関連が窺えることは重要であ

る。付近には、古墳時代前期の前方後円墳である大師山古墳 も位置してお り、三日市遺跡

は、古墳時代後期まで長期にわたり継続する。こうした、相互に年代的補完関係にある遺

跡群は石野博信氏によって歴代遺跡 と呼ばれているものである (石野1973)。 弥生時代か

ら古墳時代にかけては、三日市北遺跡 (弥生時代中期)→大師山遺跡 (弥生時代後期)→

三日市北遺跡 (庄内期 。古墳時代前 。中期)→三日市遺跡 (古墳時代後期)と 、比較的近

接 した場所で居住域を移動させていた。一方で、他の集落遺跡は、弥生時代中期のみで廃

絶 してお り、いわゆる短期廃絶型の集落といえる。
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第321図 南河内地域弥生時代集落遺跡分布図 (1/100000)

(5)近隣地域との比較検討

弥生時代中期には、地域の核となる拠点集落が成立することが、一般的な傾向として知

られている。当該遺跡は、その規模・継続性・搬入品の数量等から考えて、拠点集落の候

補とすることができる。南河内地域において、当該遺跡以外に拠点集落もしくはその候補

となりうる集落遺跡は、藤井寺市国府遺跡、富田林市喜志遺跡、甲田南遺跡等が知られて
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第322図 南河内弥生時代集落の消長 (鍋島2000を 一部改変して作成)

いる。しかし、喜志遺跡、甲田南遺跡については、弥生時代前期の遺構が乏しく、集落の

消長が中期を中心とすることから、拠点集落には該当しないという考えもある(栗 田1996)。

このような点では、当該遺跡も弥生時代前期の遺構は未確認であり、類似 した状況を示 し

ているといえる。このような考えに基づけば、石川上流部には、拠点集落が存在せず、中

規模の遺跡が 2～ 3 km間 隔を隔てて連続 していることになる。

ただし、近年の調査研究からは、拠点集落と呼ばれている遺跡の多 くが、前期から継続

して地域の中核を担うのではなく、前期から中期にかけて集落に変化が見られることも知

られるようになっている。中河内地域の弥生時代集落を分析した米田氏は、「弥生時代前

期 I様式中段階前後の遺構、遺物が検出される多くの遺跡においては、弥生時代中期の集

落遺構が重なって存在することはまずない。」とし、弥生時代前期と中期との間に大きな

画期があるとした (米 田1997)。 また、森岡秀人氏は、前期の環濠集落と中期の環濠集落

に規模の違いがあることを指摘して、「初期定着型」と「発展肥大型」という2つ の集落

類型を提示している (森岡2004)。 前期からの継続性よりも、中期において地域の核とな

るような様相が見られるのかどうかが、拠点集落であるかどうか評価を行う際に重要な要

素となると考える。そのような意味で、当該集落からは、他地域からの搬入品である遺物

が出上している点が重要である。今後、周辺部の小規模集落と比較検討が重要となると考

える。

南河内地域で拠点集落の可能性のある3箇所の遺跡について、その概要を示せば次のよ

うになる。

国府遺跡は、南北700m、 東西600m程度の規模があり、石川・大和川合流地点の西岸の

台地上に立地する。 I様式からV様式まで存続することが知られている。弥生時代を通じ

て傑出した規模を誇っており、南河内地域の中心的な集落であったことが知られている。

国府遺跡の北に近接して船橋遺跡が立地している。両遺跡は、地理的に隣接していること

に加え、土器様式の一部に補完的関係が認められることから、水田の老朽化への対処とし
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て単一集団が移動 を繰 り返 した結果、二つの遺跡が残 された可能性が指摘 されている (天

堅予1997)。

喜志遺跡は、南北450m、 東西200～ 300m程度の規模があり、石川の中流域左西岸の中

位段丘上に立地している。 I様式からⅣ様式まで存続することが知られている。段丘面の

平坦な場所に居住空間が設けられ、段丘崖直下の沖積地や埋積谷を水田域とし、居住空間

と水田域の中間の埋積谷肩部に墓域を設定 している (小林 1983)。 現在までの調査で、竪

穴住居、方形周溝墓、土坑、溝等が検出されている。溝は、段丘縁辺部に掘削されており、

断面はV字形をしている。居住空間を区画する施設と想定されている。土坑には、サヌカ

イ ト剥片が大量に出上したものがあり、石器製作に伴う調整剥離のサヌカイ ト・チップを

一括投棄 した土坑と考えられている。周囲に位置する中野遺跡や城山遺跡とともに石器製

作のための集落と考えられている。

甲田南遺跡は石川西岸の低位段丘上に位置する。南北150m、 東西200mほ どの規模をも

ち、Ⅲ様式からⅣ様式にかけて存続する。現在までの調査で竪穴住居70棟、方形周溝墓、

集落の東側を外部と区画する溝等が検出されている。遺物は、紡錘車が比較的多 く出土 し、

板状鉄斧が出上 している。上器は、搬入土器が、比較的豊富にみられ、生駒山西麓、和泉、

大和、紀伊のものが認められる (栗田1996)。

各拠点集落間の直線距離は、国府遺跡から喜志遺跡までが 5 km、 喜志遺跡から甲田南遺

跡までが 4 km、 甲田南遺跡から三日市北遺跡までが 6 kmと なっている。これは、酒井龍一

氏が設定 した、拠点集落モデルの拠点集落間の距離は 5 kmと いう定義に一致する (酒井

1984)。 また、三日市北遺跡から、これら以外の拠点集落までの距離を述べると、紀伊北

部の相原遺跡までは、12km、 和泉北部の池上曽根遺跡までは約18kmと なる。各拠点集落が、

活発な交流を行っていたことは、生駒山西麓で製作された土器、紀ノ川流域で産出される

緑泥片岩、二上山で産出されるサヌカイ トの移動現象によつて裏付けられている。これら

の拠点集落については、石川下流域ほどはやく発達するようである。鋼島氏は、南河内の

弥生時代集落をA～ H群・ a～ i群の合計17の群にまとめ、国府遺跡を中心とする e群か

ら喜志遺跡を中心とする f群が派生し、これを核として零細な集落が周辺に広がつたとし

ている (鍋 島2000)。 また、喜志、甲田南遺跡は集落間の物流システムがある程度発達 し

た段階で、当時の手工業生産において、なんらかの役割を担つた集落として派生したこと

が想定されている (栗 田1996)。 また、当該遺跡でみられるような弥生時代中期の平地に

立地する集落と後期の丘陵上の集落が近接 して存在することは、南河内で普遍的に認めら

れるようであり、平野部の喜志遺跡を中心とする f群に段丘上の尺度遺跡を中心とするH

群、平野部の柿ケ坪遺跡・西板持遺跡に丘陵上の彼方遺跡、平野部の別井遺跡・神山遺跡

に丘陵上の寛弘寺遺跡 。西大寺山遺跡がそれぞれ近接 していることが指摘されている (鍋

島2000)。

当該遣跡を中心とする遺跡群もf群+H群と同様の構造を採るものであり、このような遺
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第323図 河内長野市内古墳時代集落遺跡の消長

跡群の単位が複数結合 して南河内地域の弥生時代社会は成 り立っていたものと推察できる。

(6)三 日市北遺跡廃絶後の河内長野市域

当該遺跡を含む遺跡群は、弥生時代を通 じて存続し、中期には他地域からの搬入品も多

く出土していることから、弥生時代においては地域の核として機能 していたと考えられる。

地域社会の核としての機能は、古墳時代にも引き続き認められる。古墳時代前期には、当

該遺跡第 4単位南部に居住域の中心が移 り、竪穴住居 6棟が検出されている (三 日市遺跡

調査会1988a)。 全長50mの前方後円墳である大師山古墳が近接 した場所に営まれること

からも、当該遺跡群が地域の中核を担っていたことが指摘できる。ただし、地域の外部と

の交流のあり方には大きな変化があるようで、庄内期には、他地域からの搬入土器の量が

著 しく減少する。このような現象は、南河内全体の傾向としても指摘 されている (山 田

2001)。 ただし、第323図のとお り、当該遺跡群以外には庄内期～古墳時代前期の集落遺跡

が認められず、その後の集落遺跡の展開をみた場合でも、当該遺跡群が地域の中で中心的

な役割を担ったものと推察する。

三日市北遺跡は古墳時代中期まで引き続いて集落が存続 し、中期の遺構 として竪穴住居

8棟 と掘立柱建物 2棟が検出されている。後期の遺構としては、石見川南岸の三日市遺跡

から竪穴住居 4棟が、検出されている。

ここでは、当該遺跡を含む遺跡群が弥生時代以降、地域のなかでどのような役割を果た

していたのか検討する。

第323図 は、古墳時代の集落遺跡について、その消長を示 したものである。

なお、集落と密接な関係をもっていると考えられる吉墳についてもここでは併せて検討

する。

この際に、使用する時間軸 として、須恵器出現以前については、土師器を用い、庄内期、

布留期の 2つの時期に区分 した。須恵器出現以降は、T K73型式～T K47型式期、M T15

型式～T K10型式期、M T85型式～T K209型式期、飛鳥 I式～飛鳥Ⅲ式期の 4段階に時

期区分 した。

まず、墓域の変遷について述べる。まず、大師山古墳築造後は、市内には首長墳 と考え
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第324図 河内長野市内古墳時代集落遺跡分布図 (1/20000)

られるような大型の古墳は確認されていない。このような状況は古市古墳群を除 く石川流

域全体にみられる現象であり、他市域においても中期の前方後円墳はほとんど例がみられ

ない。また、石川流域同様に畿内地域を構成する北摂地域等でも同様の現象がみられる事

が指摘されてお り、中期に入つて台頭する百舌 。古市古墳群を構成する中小規模墳 として、

首長墓が移動 したとする見解がある (野上1970)。

次に、小規模墳の変化をみると、弥生時代中期には当該遺跡で方形周溝墓が検出されて

いるが、弥生時代後期の墓の状況は不明である。その後、庄内期～古墳時代中期中葉まで

は小規模墳は築造されていない。中期末～後期初頭には、初期群集墳が出現する。先述の

三日市遺跡からは4基の当該時期に所属する古墳が検出されている。このような小規模古

墳群については、弥生時代の方形周溝墓 と階層的な連続性を持ちつつ、古墳時代前中期の

初期群集墳を経て、横穴式石室を有する後期群集墳へ連続するものと考えられている (石

部1988、 和田1992)。
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茎該地域では、この間を通 じて連続する集落遺跡を確認 してお り、これらに伴う小規模

墳の連続性を検討する上で重要な例 となると考える。当該地域では、先述 したように小規

模墳は常に存在するのではなく、弥生時代後期から古墳時代中期中葉までの空白の期間を

置いて中期末に再び出現 している。また、このような状況は、畿内地域では一般に認めら

れる状況といえる。

古墳時代後期には全国的に各地で横穴式石室を埋葬施設 とする後期群集墳が出現する

が、市内では三日市遺跡で検出された三日市古墳群が後期群集墳 として位置づけることが

可能である。この他には、市内菊水町に、五ノ木古墳がかつて位置 してお り、双子琢古墳、

法師塚古墳等の古墳伝承地がある。これらは群集の度合いが弱 く、後期群集墳と呼ぶには

躊躇される。また、喜多町には鳥帽子形古墳、大日寺古墳がやはり単独で存在 している。

比較的広範囲にわたって小規模な古墳が散漫に分布する状況があったのであろう。当該遺

跡群の場合は、初期群集墳に連続 して後期群集墳が営まれるがこのような事例は、畿内地

域にあっては特殊であるといえる。また、古墳時代後期には、小規模墳の数が著 しく増加

したことは事実 として提示できる。

つぎに、集落遺跡の消長をみると、当該遺跡群が古墳時代を通 じて存続 し、当該地域の

中核的役割を担ったと考えられる。なお、古墳時代中期中葉まで、三日市北遺跡の他に集

落遺跡が存在 していない。市内集落遺跡の展開においては、中期末葉から後期が最大の画

期をなしてお り、石川西岸の台地上に新 しい集落群が展開するようになる。

このような集落遺跡として、小塩遺跡、加塩遺跡、尾崎遺跡、尾崎北遺跡、西浦遺跡が

挙げられる。これらの場所は、それまでほとんど土地利用がなされておらず、この時期に

大規模な開発が行われたものと考えられる。これらの集落群の他にも、高向遺跡、喜多町

遺跡等が出現 し、広範囲にわたって集落が拡散する。このような集落群の配置は、古代に

もほぼ踏襲されてくる。

(7)ま とめ

以上、述べてきたように、三日市北遺跡は、弥生時代中期を中心としながらも前期から

存続する集落遺跡であり、竪穴住居 10棟前後を単位 とする集国が複数集まることで構成

されていることを明らかにした。また、周囲の三日市遺跡や大師山遺跡と遺跡群を構成 し、

弥生時代から古墳時代にかけて地域の中核的役割を担うことを述べた。
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第 3節 ま

三日市北遺跡の発掘調査では、弥生時代の集落遺跡と江戸時代の宿場町遺構の一部が検

出された。

弥生時代の集落遺跡からは、竪穴住居31棟が検出され、これらの他に掘立柱建物跡 3棟、

溝、土坑等、方形周溝墓が検出された。出土 した遺物は弥生時代中期のものが中心であり、

V様式期末～庄内期のものが一定量含まれている他、弥生時代前期のものも若千含まれて

いた。

出土遺物の大部分は土器であり、生駒山西麓からの搬入土器が多 く出土 している。この

他、石器ではサヌカイ ト製の打製石器、緑泥片岩製の磨製石器が出土 している。周辺には、

弥生時代後期や古墳時代の集落遺跡も存在 しており、遺跡周辺が弥生時代～古墳時代まで

に地域の中心的な役割を担なっていたことが考えられる。

近世の遺構は、調査区の東端部に限つて検出された。検出された遺構は、石組暗渠、桶

埋納遺構、井戸等である。出土 した遺物は 17世紀～ 18世紀のものである。三日市宿の

遺構の一部と考えられる。三日市宿が設置された年代について確かなことはわからないが、

正徳元年 (1711)の高札が残っているので、少なくとも18世紀前半には宿駅として機能

していたことが分かる。本陣格の油屋を中心に多 くの旅籠屋があつたことが知られており、

明和 8年 (1771)の三日市村明細帳には、旅籠屋が23軒あったことが記されている。当該

調査区は、このような宿場の中でも南端部にあたつており、宿場町の中心地からはやや外

れているが、調査区の一部は、「片屋」の屋号を持つ旅籠屋があつた場所に相当している。

この場所からは、庭園の遺構と考えられる池の遺構が検出されている。明治初頭の屋敷図

には、「泉」と記載されている場所があり、今回検出された池の遺構はこの「泉」に相当

すると考えられる。

めと
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